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茨城県南部の牛久市周辺地域は,国の首都圏整備計画による「土

浦・筑波業務核都市構想」,茨城県による「グレーターつくば構想」

等が計画されております。

住宅 。都市整備公団では,県南地域における牛久市のもつ地理的

条件を勘案し,JR常磐線新駅の設置,首都圏中央連絡道等の広域

交通拠点性を生かした整備を行い,新駅を中心とする広域的重要拠

点としての,業務機能並びに都市機能を備えた新都心の形成 と,良

好な居住環境を有する住宅・宅地の供給を行うための土地区画整理

事業を進めております。その予定地内には中久喜遺跡をはじめ多 く

の遺跡が所在しております。

財団法人茨城県教育財団は,住宅・都市整備公団と埋蔵文化財発

掘調査事業について委託契約を結び,平成 3年 4月 から平成 5年 3

月にかけて,発掘調査を実施してまいりました。

本書は,中久喜遺跡の調査成果を収録したものであり,本書が学

術的な研究資料 としてはもとより,教育,文化向上の一助 として活

用されることを希望いたします。

なお,発掘調査から報告書の刊行に至るまで,委託者である住宅・

都市整備公団,茨城県教育委員会,牛久市教育委員会をはじめ,関

係機関及び関係各位から御指導,御協力を賜 りましたことに対し,

衷心より感謝の意を表します。

平成 5年 9月

財団法人 茨城県教育財団

理 事 長 儀 田  勇
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平成 5年 3月 まで実施 した牛久市中根町字中久喜426-3他に所在する中久喜遺跡の発掘調査

報告書である。

2 中久喜遺跡の調査及び整理に関する教育財団の組織は,次のとおりである。

平成 4年度初めの組織改正により,従来の企画管理課は,企画管理課 と経理課の二課に分か

れることとなった。
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3 本書に使用した記号等については,第 4章第 1節「遺構及び遺物の記載方法」の項を参照され

たい。

4 本書の作成にあたり,炭化材の同定については,パ リノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

5 発掘調査及び整理に際して,御指導,御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し,深

く感謝の意を表します。
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

県が進めている「グレーターつくば構想」は,牛久市,土浦市,つ くば市の三都市を業務核都

市として100万田園都市圏の一翼を担うことが期待されてお り,牛久市の北部地区に「竜ヶ崎 。

牛久都市計画事業牛久北部特定土地区画整理事業」が計画された。 この事業は,業務機能と都市

的機能を備えた良好な居住環境を有した市街地の形成を目指すものである。

これにより,昭和63年10月 13日 ,住宅・都市整備公団つくば開発局は,茨城県教育委員会に対

し,こ の事業計画地区である牛久市北部地域における埋蔵文化財の有無の照会をした。これをう

け,茨城県教育委員会は,同月26日 から,牛久市教育委員会 と埋蔵文化財の有無の確認 とその取

り扱いについての協議を行い,平成元年 2月 7日 ,表面観察及び試掘調査を実施した結果,中久

喜遺跡ほかヤツノ上遺跡など数遺跡が所在することを確認し,住宅・都市整備公団あてに回答し

た。翌年 1月 ■日,住宅・都市整備公団と茨城県教育委員会は,埋蔵文化財の取 り扱いについ

て,文化財保護の立場から慎重な協議を重ねた結果,現状保存が困難であることから,記録保存

の措置をとることになった。そこで,茨城県教育委員会は住宅・都市整備公団に,埋蔵文化財の

調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は,住宅・都市整備公団から遺跡発掘調査の依頼を受け,平成 2年 9月 29日 ,

住宅・都市整備公団と中久喜遺跡の埋蔵文化財発掘調査の委託契約を結び,平成 3年 4月 1日 か

ら中久喜遺跡調査 1区の発掘調査を,翌年 4月 1日 から中久喜遺跡調査 0区, 2区の発掘調査を

実施することとなった。

第 2節 調査経過

中久喜遺跡の発掘調査は,平成 3年 4月 1日 から平成 5年 3月 24日 まで行った。調査区は北か

ら, 0区, 1区, 2区の 3区に大別した。調査は, 1区 を平成 3年 5月 から平成 3年10月 まで,

残 りの 0区, 2区 を平成 4年 4月から平成 5年■月までの約 2年間にまたがって行った。

平成 3年度-1区の調査

5 月  発掘調査を開始するために,現場倉庫及び休憩所設置場所の伐開を行い,諸準備終了

後,調査区域内の伐開,除草,焼却,清掃等の作業を実施 し,終了後遺構確認のための

試掘調査を開始した。

6 月  前月に引き続 き遺構確認のための試掘調査を実施 し,試掘状況の全景写真を撮影 し
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た。その後, トレンチによる試掘を開始した。併せて 1区南部の表土除去を手掘 りによ

って行い,28日 に トレンチによる試掘調査を終了した。

7 月  24日 までヤツノ上遺跡調査のため作業を一時中断し,25日 から中久喜遺跡の調査を再

開した。調査の台ヒ率をあげるため重機を導入して, 1区南部,次いで中央部の表土除去

を行った。

8 月  1区 北部の表土除去を行い,併せて遺構確認作業を開始た。12日 に表土除去,遺構確

認作業を終了し,竪穴住居跡 8軒,掘立柱建物跡 2棟,上坑17基,炭焼窯跡 1基を確認

した。16日 からトレンチの上層実測 と,竪穴住居跡の調査を開始した。

9 月  前月に引き続き竪穴住居跡,掘立柱建物跡,上坑の調査を進めた。

10 月  これまでに竪穴住居跡 8軒,掘立柱建物跡 2棟,土元17基,炭焼窯跡 1基の調査を終

了した。H6区,G7区に調査区を設定 し,旧石器時代包含層の調査を行った。18日 か

ら補足調査及び遺跡清掃を実施し,遺跡全景の写真撮影を行った。23日 に航空写真撮影

を実施し, 1区の調査を終了した。

平成 4年度-0区 , 2区の調査

4 月  7日 に現地踏査を行い,発掘調査をするための諸準備を行った。9日 から0区及び 2

区の伐開,除草,焼却,清掃等の作業を開始した。24日 に現場倉庫,便所,休憩所の移

設を行った。

5 月  8日 に作業員による伐開終了。杭打ち, トレンチ・ テス トピットの掘 り込みを行っ

た。18日 から2区西部山林の業者委託による伐開,除草,焼却,清掃を開始し,19日 か

ら小調査区による試掘調査を始めた。試掘調査の結果は,住居跡 9軒,土坑10基が検出

された。22日 業者委託伐開を終了した。

6 月  方眼杭打ち(茨城県技術公社に委託)を 開始した。 4日試掘調査を終了し,竪穴住居跡

の調査を開始した。17日 から2区西部より重機による表土除去を始めた。

7 月  前月に引き続き竪穴住居跡,上元の調査及び遺構確認作業を行った。24日 重機による

表土除去を終了した。

8 月  10日 に 0区の遺構確認作業を終了した。 2区は竪穴住居跡37号まで調査を進めた。

9 月  2区 の竪穴住居跡調査を終了後,土坑,炭焼窯跡,溝の調査を行い, 2区の遺構調査

と併せて16日 から0区の遺構調査を開始した。

10 月  2区 の上坑,掘立柱建物跡,溝の調査, 0区の竪穴住居跡,土坑,炭焼窯跡,井戸 ,

溝の調査を行った。航空写真撮影のため 2区から遺跡清掃を開始した。

11 月  4日 に遺跡全景写真撮影, 5日 に航空写真撮影を行った。補足調査 と併せてK3区 ,

K4区,D9区,E8区,E9区の包含層調査を開始した。17日 にすべての調査を終了し

た。
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第 2章 位 置 と 環 境

第 1節 地理的環境

中久喜遺跡は,牛久市中根町字中久喜 426-3他 に所在している。

当遺跡が所在する牛久市は,茨城県南部中ほどに位置し,東は江戸崎町,西は茎崎町,北 は阿

見町,土浦市,つ くば市 と境を接 している。市域は,東西約15km,南北約10km,面積約59.00輸2

を擁している。市の西側には,国道 6号線 と,」R常磐線が平行してほぼ南北に通 じ,中央部に

は国道408号線が東西に走っている。

牛久市の地形は,標高25～28mの洪積台地である稲敷台地 と,小野川や乙戸川,桂川水系の

沖積低地とからなっている。稲敷台地には,小野川や乙戸川,桂川とその支流が樹枝状に入 り込

み,台地は複雑な地形 となっている。小野川は,つ くば市を水源とし,本市のほぼ中央部を北西

から南東に流れている。本市の南東端で小野川に合流する乙戸川は,土浦市を水源 とし阿見町を

流れて本市東部に入 り,桂川を併せている。桂川,乙戸川を併せた小野川は,大 きく北東に湾曲

し,霞ケ浦に流入している。市の西端には牛久沼が形成されている。

稲敷台地は,筑波台地の南延長部にあたり,台地の東端は東村阿波崎付近にあ之。台地の地層

は,第四紀洪積世古東京湾時代に堆積 した成田層が基盤層となり,下部から上部にかけて,成田

層下部,成田層上部,竜ケ崎砂礫層,常総粘土層,関東ローム層の順で堆積し,堆積状況は,水

平で単調であり,糟曲や断層はみられない。

当遺跡は牛久市の北西部にあり,小野川左岸から北に入 り込む支谷が,東西に分岐 して小支谷

となり,そ の小支谷に挟まれた舌状台地の東側斜面に立地している。

遺跡は,小支谷に沿った南西に伸びる標高21～ 25mの舌状台地に立地し,広が りは幅80～100

m,長さ約400mで台地先端部から基部にかけてみられる。調査前の現況は,台地の大部分が山

林である。台地の北東基部 と南東部は,畑地 として耕作されている。山林 と畑の割合 は約 5対 1

である。また,台地を囲む小支谷は近年まで水田として利用されていたようである。遺跡のある

台地と小支谷との比高は3～ 7mである。

注 。参考文献

(1)茨城県農地部農地計画課 『土地分類基本調査 佐原』 1988年

鬱)蜂須紀夫 『茨城県 地学のガイ ド』 1986年
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第 2節 歴史的環境

中久喜遺跡が所在する地域は,大小の河川,低地,台地 と変化に富んだ自然景観をもち,台地

上には数多 くの遺跡が残っている。特に,牛久沼周辺や小野川水系・ 乙戸川水系によって形成さ

れた台地上には,旧石器時代から奈良・平安時代 までの遺跡が分布している。牛久市内とその周

辺の各時期の遺跡の分布状況をみていくと次のようになる。

旧石器時代の遺跡は,今まで確認されていなかったが,中久喜遺跡の発掘調査においてナイフ

形石器等の遺物が出土し,そ の存在が明らかになった。

縄文時代の遺跡は,守子橋遺跡(21〉 ,下大井遺跡〈11〉 ,大井遺跡〈15〉 ,沖新田道祖神前遺跡〈4〉 ,

塚下遺跡等〈5〉がある。小野川沿いの右岸台地縁辺部には,牛久市の守子橋遺跡,茎崎町の下大

井遺跡,大井遺跡がある。このうち守子橋遺跡は早期から前期にかけての遺跡である。乙戸川沿

いの右岸台地縁辺部には,土浦市の沖新田道祖神前遺跡があり,乙戸川左岸台地縁辺部には,塚

下遺跡がある。牛久市奥原町の小野川と乙戸川とが合流する左岸台地縁辺部には,中期から後期

にかけての集落跡である奥原遺跡 (出戸地区)があり,牛久市の乙戸川左岸台地縁辺部には,縄文

時代中期に比定される住居跡20軒,フ ラスコ状土坑52基が検出された赤塚遺跡がある。牛久沼か

ら入 り込む小支谷をのぞむ台地上には,早期から後期の中の台 C遺跡がある。また,同台地上

には,後期中葉から後半にかけての主淡貝塚を形成する城中貝塚がある。

弥生時代の遺跡は,小野川右岸台地縁辺部には縄文土器片とともに弥生式上器片の散布がみら
さかもと (5)                   てんのうみね (6)

れる坂本遺跡〈16〉 があり,奥原町の天王峯遺跡では,弥生時代後期の集落跡が検出され注目され

てい る。

古墳時代の遺跡は,今回報告する中久喜遺跡〈1〉,平成 4年度に報告されたヤツノ上遺跡〈2〉

を中心に,平成 5年度調査中の東山遺跡〈13〉 ,馬場遺跡(12〉 ,中下根遺跡〈3〉があり,そ の他周

辺の遺跡 として中根遺跡(19〉 ,愛宕脇古墳〈28〉 ,梨の木遺跡(29〉 ,琴塚遺跡〈31〉等がある。

これらの遺跡を周辺部地域 とあわせて時期別にみると,古墳時代前期の遺跡は,牛久市奥原町

のすかき台遺跡,同市同町の奥原遺跡,上浦市の向原遺跡,同市の鳥山遺跡などがある。だヽ野川

と乙戸川の合流する左岸台地縁辺部のすかき台遺跡では竪穴住居跡 9軒,奥原遺跡 (姥神地区)で

は竪穴住居跡約28軒,方形周溝墓 3基が検出されている。また,向原遺跡では竪穴住居跡611軒が

検出されている。鳥山遺跡では同時期の竪穴住居跡16軒が検出され,そのうち11軒の住居跡内か

ら勾玉,管玉の未製品が大量に出上していることから,玉造工房跡 と考えられて いる。牛久市

久野町の源墓遺跡では,方形周溝墓や円形周溝墓が検出されている。

古墳時代中期の遺跡は,牛久市下根町のヤツノ上遺跡,同市中根町の中久喜遺跡,同市東瑞穴
あ み ひがし                               (12)

町の東山遺跡,阿見町の阿見東遺跡がある。ヤツノ上遺跡では竪穴住居跡29軒,中久喜遺跡では
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竪穴住居跡42軒,東山遺跡では竪穴住居跡29軒が検出されている。これらの遺跡は古墳時代中

期末から後期初頭のものとして,主に小野川左岸から入 り込む小支谷をのぞむ台地の中央部から

緩斜面上にかけて集落を形成しているのが特徴である。また,阿見東遺跡では,石製模造品が多

数出上しており,石製品工房跡 と考えられている。

古墳時代後期の遺跡は,牛久市奥原町の天王峯遺跡,奥原遺跡がある。天王峯遺跡では竪穴住

居跡 2軒,奥原遺跡では竪穴住居跡約44軒が検出されている。

古墳は,集落に付属するように,茎崎町の下大井古墳群(11〉,阿見町の内記古墳群 (18〉,実穀

古墳群〈21〉 ,牛久市猪子町の道山古墳群(23〉 がある。なかでも小野川に流れる一支流に面 した標

高20mの台地上には, 9基の道山古墳群があり,第 3, 4, 5号墳からは直刀が出上している。

これらの古墳は,いずれも6世紀後半から7世紀前半のものである。

奈良 。平安時代の遺跡はこれまであまり確認されていないが,ヤツノ上遺跡では平安時代の竪

穴住居跡 8軒,掘立柱建物跡 2棟が検出されて いる。寺の台遺跡では鉄滓 と鉄打ち込み用の台

石が出上し,製鉄跡と考えられている。奥原遺跡 (姥神地区)か らは,奈良時代の竪穴住居跡16軒,

平安時代の住居跡58軒及び掘立柱建物跡 4棟が検出され,須恵器の宝珠形陶硯や「天」,「門」,「仲

止夫」と書かれた墨書土器が出土している。

中世の遺跡 としては,上小池城跡(33〉 ,岡見城跡(36〉 がある。岡見城跡は牛久市岡見町に所在

し,室町時代の初期の城跡 とみられる。

※ 文中の〈 〉内の番号は,表 1,第 1図中の該当番号と同じである。

注・参考文献

(1)墓崎村教育委員会 『茎崎村史』 1973勺

り)上浦市教育委員会 『土浦の遺跡 埋蔵文化財包蔵地』 1984年

13)奥原遺跡発掘調査会 『奥原遺跡』 1989年

“

)赤塚遺跡発掘調査会 『赤塚遺跡』 1984年

(0 牛久市教育委員会 『牛久町史 史料編 (― )』 1979年

16)牛久市教育委員会 『天王峯遺跡報告書 第二次調査』 1988年

(7)阿見町史編さん委員会 『阿見町史』 1983年

(9 牛久市すかき台遺跡発掘調査会 『すかき台遺跡』 1991年

(働 土浦市向原遺跡発掘調査会 『向原遺跡』 1987年

QO 国士館大学文学部考古学研究室 『鳥山遺跡』 1988年

QO 牛久市教育委員会 『常陸源重遺跡』 1989年
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l12) 茨城県教育財団 「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 (

ヤツノ上遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第81集』 1998年

茨城県教育財団 『中久喜 。東山遺跡 現地説明会資料』 1993年

阿見町阿見東遺跡調査会 『阿見東遺跡』 1992年

小坂城跡発掘調査会 F/Jヽ坂城跡』 1979年

表 1 周辺遺Ltl一覧表
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０
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Ｑ
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第 1節 地区設定

中久喜遺跡の発掘調査を実施するにあ

たり,遺跡及び遺構の位置を明確にする

ために調査区を設定した。

調査区の設定は,日本平面直角座標第

Ⅸ系座標のX軸 (南北)+280m,Y軸 (東

西)+29,840mの 交点を基準点として40m

方眼を設定し,こ の40m四方の区画を大

調査区とした。さらに,こ の大調査区を

東西・南北に各々10等分して,4m四 方

の小調査区を設定した。

調査区の名称 は,アルファベットと算

用数字を用いて表記した。大調査区は, 第 2図 調査区呼称図

北か ら南へA,B,C・ ・・ 。,西か ら東へ 1,2,3・ ・・・ とし,「Al区」,「B2区」のよ

うに呼称 した。大調査区内の小調査区は,北から南へ a,b,c・ ・・・j,西から東へ 1, 2,

3・ 。・・ 0と し,大調査区の名称を冠 し,「Alal区」,「B2e2区」のように呼称 した(第 2

図)。

第 2節 基本層序の検討

第 3章 調 査 方 法

23.2m――
中久喜遺跡のJ3e3区 内にテス トピッ

トを設定 し,深 さ2.7m掘 り下 げ,第 3

図に示すような土層の堆積状況を確認 し

た。

第 1層 は表土 (耕作土)で,厚 さ20cmの

褐色上である。炭化粒子を微量,ロ ーム

小ブロック 。ローム粒子を少量含み粘性

締まりとも弱い。

第 2層 は表土 (耕作土)で,厚 さ40cmの

22.2 -

21.2  -

20.2

第 3図 基本土層図
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褐色上である。炭化粒子を少量,ロ ーム中ブロックを中量,ロ ーム小ブロック・ ローム粒子を多

量に含み粘性が弱い。

第 3層 は厚さ40cmの 褐色のハー ドローム層である。極めて締 まりが強 く,ク ラックがいちじる

しい。

第 4層 は厚さ20cmの 褐色のローム層で,ブラックバンド(第 1暗色帯)に相当するものと思われ

る。 トレンチャーによる耕作跡がこの層まで達している。

第 5層 は厚さ90cmの 褐色のハー ドローム層で,締まりが強い。

第 6層 は厚さ40cmの にぶい褐色のハー ドローム層で,粘性締 まりとも強い。

第 7層 は厚さ10clnの にぶい褐色のローム層で,ブラックバンド(第 2暗色帯)に相当するものと

思われる。粘性締まりともに強い。

第 8層 は厚さ20cmの責褐色のハードローム層で,粘性締 まりとも強い。

第 9層 は厚さ20cmの褐色のハー ドローム層である。橙色・赤褐色のパ ミスを中量含み,極めて

粘性が強 く締 まりも強い。

第10層 は厚さ20cmの黄褐色の粘土層で,極めて粘性が強 く締 まりも強い。

古墳時代の遺構は,3層上面で確認されたが,山林部においては2層上面で遺構プランが確認

できることから,全体的には2層上面から遺構が構築されていたと考えられる。

第 3節 遺構の確認

遺構の確認は,調査区の16分の 1に あたる面積の試掘調査を実施 した。試掘調査開始当初か

ら,縄文式上器片,土師器,須恵器とともに,遺構 と思われる落ち込みが確認された。この試掘

調査の結果をふまえ,調査員で協議を行い,調査区全面の表土除去を実施することにしたが,遺

構確認状況から判断して,かなりの遺構数が予想されたことや,表上の厚さが40～60cmで あるこ

とから,表土除去は重機で行うことにし,さ らに,調査期間の関係から,調査区域を0, 1, 2

区の 3区に分けて実施することとした。重機で表土を除去した後,人力による遺構確認作業を行

い,竪穴住居跡48軒,掘立柱建物跡 2棟,土坑162基,井戸状遺構 4基,炭焼窯跡 6基 を確認 し

た。

第 4節 遺構調査

住居跡の調査は,平面プラン確認後,土層観察用のベル ト2本を遺構の中央部で直交するよう

に設定して四分割し,それぞれを掘 り込む四分割法で実施した。それぞれの地区の名称は,北か
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ら時計回りに1～ 4区 とした。

土坑の調査は,長径方向で三分割して掘 り込む三分割法で実施し,地区名は住居跡の表記に準

じた。

掘立柱建物跡については,柱痕跡あるいは柱穴掘 り方が一直線に連続するようなラインを設定

し,こ のラインに沿って三分割して掘 り込んだ。炭焼窯跡は住居跡調査に準じて実施した。

上層については,色相,含有物や混入物の種類や量,粘性や締まり具合等を観察して土層分類

の基準 とした。色相の判断は,『新版標準土色帖』 1/Jヽ 山正忠・竹原秀雄著,日本色研事業株式会

社)を使用した。

遺物の取 り上げは,住居跡や土坑等の名称 と出土地区の名称,取 り上げ番号,レベル等を記録

して収納した。

遺構の実測については,平面図は水糸をlm方眼に地張 りして計測 し,土層及び遺構断面図

は水糸を適度なレベルに水平に張 り,計測した。

調査の記録は,土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出上位置図

作成→遺構平面写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順で行うことを基本 とした。図面

や写真に記録できない事項に関しては,野帳及び調査記録カードに記録し,さ らに遺構カー ドに

整理した。

-10-



第 4章 遺 構 と 遺 物

第 1節 遺跡の概要 と遺構及び遺物の記載方法

1 遺跡の概要

中久喜遺跡は,牛久市の北西部,小野川左岸から北に入 り込み東西に分かれた小支谷によって

挟まれた標高21～25mの舌状台地上にあり,古墳時代中期を中心に,平安時代 までの複合遺跡

である。現況は山林 。畑で,調査区は,舌状台地東側の基部から先端部にまたがる南北の長さ約

430m,最大幅東西約340m,面積39,423m2の ほぼ鉤の手状の範囲にあたる。

今回の調査によって検出された遺構は,古墳時代中 。後期及び平安時代前・中期の竪穴住居跡

48軒,掘立柱建物跡 2棟,土坑162基,井戸状遺清 4基,炭焼窯跡 6基である。

古墳時代の竪穴住居跡は43軒である。分布をみると,台地先端部に9軒,中央部に26軒,基部

に8軒と二つのグループに分けることができる。これらの住居跡は北西寄 りに地床炉をもつ住居

動が約38%,炉をもたない住居跡が約36%を占め,竃をもった住居跡は 1軒のみである。

平安時代の竪穴住居跡は5軒で,台地先端部に4軒,基部に 1軒がみられる。竃は北側にもつ

住居跡 と東側にもつ住居跡とがある。掘立柱建物跡は2棟で,住居跡と混在しながら,台地中央

部から検出されている。近世の炭焼窯跡は,台地先端部に4基,中央部に 1基,基部に 1基が検

出されている。

遺物は,遺物収納コンテナ(60× 40× 20cm)に 135箱 出上している。時代別にみると,旧石器時

代の遺物は,ナイフ形石器が出土している。縄文時代の遺物は,縄文式上器片,耳飾 り片,石鏃,

磨石等が出上している。古墳時代の遺物は,土師器の甕,甑,壷,不,高不,坑,鉢,須恵器の

甕,高不,不身,不蓋,逮及びその破片,鉄製品の刀子,石製品の勾玉,臼玉,紡錘車,砥石等

が出上している。平安時代の遺物は,土師器の不,高台付不,甕,高台付皿,須恵器の邪,不蓋

等が出土している。

2 遺構・遺物の記載方法

本書における遺構及び遺物の記載方法は,

(1)使用記号

遺構

以下のとお りである。

名称 住 居 跡 掘立柱建物跡 土坑 窯跡 ピット 性格不明遺構

記号 SI SB SK SY Pr SX

土 器 土製品 石 器 金属製品

P DP Q M
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遺構及び遺物の実測図中の表示

匡≡∃
炉 。竃

 睡垂霊
粗

●土器    ○土製品   □石器・石製品

遺構番号

El焼
土

△金属製品

遺構番号については,調査の過程において遺構の種別ごと,調査順に付したが,整理の段

階で遺構でないと判断したものは欠番とした。

(1)上層の分類

土層観察における色相については,図版実測図中に記載した。撹乱層については「K」,ロ

ームブロックについては「R」 ,焼土ブロックについては「S」,炭化材については「T」 と表記

した。

(5)遺構実測図の作成方法と掲載方法

住居麟 ―

，

―

ト

ー

Ｌ

Ｉ

溝
　
　
・に上端

下 端

弐響 り
√

① 住居跡・土坑・窯跡は,縮尺20分 の 1の原図を縮尺60分 の 1ま たは,80分 の 1の縮尺に

した。

② 実測図中のレベルは標高であり,m単位で表示した。また同一図中で同一標高の場合

に限り,一つの記載で表し,標高が異なる場合は各々表示した。

③ 本文中の記載について

○ 「位置」は,遺構の占める割合が最も大きい小調査区名をもって表示した。

○ 「重複関係」は,他の遺構 との切 り合い関係を記した。

○ 「平面形」は,現存している形状の上端部で判断し,方形 。長方形,円形・楕円形の場

合は下記の分類基準を設け,そのいずれかを明記した。

方形 (短軸 :長軸=1:1.1未満のもの) 長方形 (短軸 :長軸=1:1。 1以上のもの)

円形 (短径 :長径=1:1.1未満のもの) 楕円形 (短径 :長径=1:1.1以上のもの)

また,形の整わないものは,不整○○形と表示した。

○ 「規模」は,平面形の上端部の計測値であり,長軸 (径),短軸 (径 )を m単位で表記し

た。 ( )を付したものは現存値,[ ]は推定値である。
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○ 「方向」|ま,炉または竃を通る線を主軸 とし,そ の主軸が座標北からみて,どの方向に

どれだけ振れているかを角度で表示した(主軸方向)。

(N-10生E,N-10生 w [ ]を付したものは推定である。

○ 「壁」は,床面からの立ち上が り角度が81'～ 90° を垂直,65° ～80° を外傾,65° 未満を

緩斜,さ らに90° 以上を内傾 とした。壁高は,残存壁高の計測値であり,cm単位で表記

した。

○ 「壁溝」は,そ の形状や規模を記述した。規模は床面からの計測値 とした。

○ 「床」は,凹凸,平坦等の様子を示し,床質等について述べた。

○ 「ピット」は,その住居跡に伴うと考えられる総数を表示し,主柱穴・入口施設ピット

数を表し,Pl・ P2は ピツト番号を表し,さ らに,ピ ットの直径と深さを記述した。

○ 「覆土」は,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」と記 し

た。

○ 「遺物」は,主な遺物の種類や出上位置,出土状態を記述した。

○ 「所見」は,当該住居跡についての時期やその他特記すべき事項を記述した。

(0 遺物実測図の作成方法と掲載方法

① 土器の実測は,四分割法を用い,中心線の左側に外面,右側に内面及び断面を表した。

② 実測図中の表示方法

|||=須
恵器断面  睡藝藝

=黒色処理  匡≡∃
=赤彩  塵錘割

=繊維土器

③ 土器の拓影図は,右側に断面を表し,表・裏2面を掲載したものは,断面を挟んで左側

に外面,右側に内面を掲載した。

④ 遺物は原則として3分の1の縮尺にした。
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Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

上

|― D引

―

A

⑤ 各部位の名称と計測値表現

T
― A

土

―
こ

―

A―

〈土器〉
A一 口 径  E― 高台高
B―器  高  F一 つまみ径
C―店こ イ登  G一 つまみ高
D― 高台径

A引

反て三∃三三ラ/三
十一―C―引

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

‐

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

上

化

Ａ
‐

狛
川
＝
Ｈ
口
日
日
日
Ｈ
Ｈ
ｕ
「
Ｖ
円

下
Ｉ
Ａ
Ｉ
上
　
すＣ
エ

０

‐
盗

日

Ｔ
・Ａ上

車

円

（

日

）

十

一

‐‐ ‐‐

「

円

∝

一

」

Ｈ

Ｄ

一

Ｔ

Ａ

上

中０
１０
同

円∧
〈土製品,石器,石製品,金属製品〉

A― 最大長  C― 最大厚

B― 最大幅  D― 孔 径

丁
A

上

円
（
日
日
日
）

甲⑥
‐∩
Ｕ

0)表の見方

〈住居跡一覧表〉

○ 炉が検出されている場合は「炉」,竃が付設されている住居跡は「竃」と表示した。

○ 出土遺物は,遺物の種類を記した。

○ 備考は,重複関係や特徴等を記した。

○ その他の項目については,本文中の記載方法に準じた。

Ｔ

Ａ
上

Ａ

＝

ｕ

ｖ

Ｔ

Ａ

上

一

中∵（齢悧刀膨）‐〇円

十
Ｔ

Ａ

上

L

跡
号

居住
番 位置 主(長 )軸方向 平面形

規 模 (m)
(長軸X短軸)

錦
鰤

床面
内 部 施 設 炉

竃 覆土 出土遺物 備考
壁 清 1主柱穴 梵祓穴 ピット入 口

＼

翌 :
卜 D引

庁  A 引
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坑
号

土
番 位 置

長径 方 向
(長軸方向)

平面形
規 模

壁 面 底 面 覆 土 出土遺物 備 考
版
号

図
番長径(軸 )X短径(軸 )(m)深 さ(cm)

〈土坑一覧表〉

○ 深さは,遺構確認面から坑底の最も深い部分までの計測値 (cln)で表した。

○ 壁面は,坑底からの立ち上がりの状態を下記の基準で分類 し表示した。

81° ～90° の傾 き    65° ～80° の傾 き     65° 未満の傾き

難 勿   如 笏   翻易
○ 底面は,下記の基準で分類し表示した。

1 平坦 ―-   2 皿状 -   3 凹凸 ―

○ その他の項目については,本文中の記載方法に準じた。

(土器観察表〉

○ 図版番号は,実測図中の番号である。

○ 計測値は,A一 口径,B・中器高,C。 中底径,D…高台径,E・中高台高,F・…つまみ径,

G…つまみ高とし,( )は現存値,[ ]は復元推定値を表す。

○ 器形の特徴は,底部,体部等の各部位について記した。

○ 手法の特徴は,土器の成形,整形について記した。

○ 胎土,色調,焼成の順で述べ,色調は『新版標準土色帖』を使用した。焼成については,

「良好」,「普通」,「不良」に分類し,硬 く焼 き締まっているものは良好,焼 きがあまく器面

が剣離しやすいものは不良とし,その中間のものを普通とした。

○ 備考は,残存率,実測 (P)番号等を記した。

図 版 番 号 器  種 計 測 値 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 色 調 ・ 焼 成 備 考

-15-



〈土製品観察表〉

図版番号 器 種
計 測 値

出土地点 備   考
最大長 (cm)1最大幅 (cln)1最大厚 (cm)1子し径 (cln)1重量 (g)

○ 図版番号は,実測図中の番号である。写真図版の番号にも用いた。

○ 重量の欄で,( )を付した数値は,一部を欠損しているものの現存値である。

○ 備考は,実測(DP)番号等を記した。

(石器・石製品観察表〉

○ 備考は,実測(Q)番号等を記した。

○ 備考は,実測 (M)番号等を記した。

図版番号 器 種
計 測 値

石 質 出土地点 備  考
最大長lcm)1最大幅(cm) 最大厚lcm)1子し径(cm)1重量(g)

〈鉄製品観察表〉

図 版 番 号 器  種
計 測 値

備   考
最大長(c14)1 最大幅(cm) 最大厚(clla)1  重量(g)
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第 2節 竪穴住居跡

本調査区は,台地の中央部から東側斜面部の範囲にあり,住居跡は台地平坦部から斜面部にか

けて古墳時代43軒,平安時代 5軒が確認された。

古墳時代の住居跡

第 1号住居跡 (第 4・ 5図 )

位置 F8f3区。

規模 と平面形 長軸6.75m,短軸5。 28mの長方形。

長軸方向 N-47° 一E。

壁 壁高は26～ 47cmで,ほ ぼ外傾して立ち上がっている。

床 床面は,平坦で,西コーナーから南コーナーにかけて硬化した面がみられるだけである。

ピット 2か所。Plは径68cm,深 さ55cmで,規模や位置から梯子ピットと思われる。P2は径45cm,

深さ66cmで ,主柱穴 と考えられるが,他に柱穴 らしい落ち込みは確認できなかった。

覆± 4層からなる。 1層 は14～36cmの 厚さで,覆上の大部分を占める。 2層は南東壁側にのみ

堆積する。3・ 4層 はいずれも壁際から床面上に流れ込んでおり,住居埋没後の最初の流れ込み

層である。遺物の出土状況は, 1層から土師器片が多 く出土しているが,2～ 4層ではあまり出

上 していない。西コーナー付近の 4層上に焼土がみられる。

遺物 1層中から出上した土師器片は,南コーナー付近に集中してみられる。床面直上では,土

師器片が少量確認されたに過ぎず,完形品はない。実測できた上師器は,第 5図 1～ 4で, 1の

不 は, 3層上面の南東壁南コーナー寄 り, 2の郷 は, 4層中の住居跡の中央から南西約 2mか

ら出上し, 3のイは, 1層 と4層上面から出土したものが接合, 4の甕の底部片は, 1層 と3層

中から出上したものが接合している。

所見 本跡は,台地中央部の集落から北約60m離れたところに位置している。柱穴 は 1か所が

確認されただけで,炉 も確認されず,床面はあまり硬化した面がみられない。状況から判断する

と,住居跡とすることは困難であるが, この竪穴遺構の性格が確定できないことから住居跡 とし

て扱う。出土遺物をみると,床面で確認されたものは覆土中にみられる土師器片と同じ時期のも

ので,すべてが邪破片であるのが特徴である。これらの状況から,同遺構内の遺物はいずれも埋

没過程で投棄されたものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。
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A 23.2m 口
Ha

o              2m

第 4図 第 1号住居跡実測図
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第 1号住居跡土層解説

1 黒 褐 色  ローム粒子少量,焼土粒子極微量。

2 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子微量。

3 黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色 しみ状。

4 褐    色 ローム粒子中量,ロ ームイヽプロック

少量,黒色土ブロック極微量。

＼ :::::::::::::

■≒≒≒■士≒ヤ ワ

0              10cm

引

第 5図 第 1号住居跡出土遺物実測図

第 1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・ 色調・焼成 備   考

第 5図
1

不

土 師 器

12.7

5,3

丸底。体部は内彎気味に立ち上

が り,日縁部 はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ。日縁部内・外面横ナデ。内
・外面赤彩。

石英 。長石・ 砂粒
・ スコリア

黄褐色

普通

Pl
100%

2

郷

土 師 器
[14.5]

(3。 9)

体部から口縁部の破片。体部は

内彎気味に立ち上がり,口縁部
との境に弱い稜を持つ。

体部内・外面ナデ。口縁部内・

外面横ナデ。内・外面赤彩。

石英・長石・砂粒

赤色

普通

P2
10%
外面摩耗

3

邪

土 師 器

角

け

‐２
．
生

Ａ

Ｂ

体部から口縁部の破片。

内彎気味に立ち上がり,

との境に弱い稜を持つ。
は外反する。

は
部

部

爛
聴
峠

体部内・外面ナデ。日縁部内・

外面積ナデ。内・外面赤彩。

石英・長石・砂粒
・ スコリア

赤褐色

普通

Ｐ３
琥

4

甕

土 師 器

B (4.0)
C  7.3

底部から体部の破片。上げ底。

胴部は内彎して立ち上がる。

底部ヘラ削り後ナデ。体部外面
ナデ。

石英・ 長石・砂泣
・ スコリア

にぶい黄橙色

普通

P4
10%
内面摩耗
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図版番号 器 種

計 測 値

石   質 出 土 地 点 備 考

最大長 lcm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 7t 径 (mm) 重 量 (g)

第 5図 5 砥 石 415.1 砂   岩 Ql

第 2号住居lTFt(第 6～ 10図 )

位置 G7i2区。

規模と平面形 長軸7.00m,短軸6.37mの方形。

主軸方向 N-45°一W。

壁 壁高は24～46cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。東コーナーから南東壁にかけていも穴に

よる境乱を受けている。壁溝は,南東壁の撹乱部分を除いてほぼ全周しており,上幅14～ 18cm,

深さ6～ 18cmで ,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。間仕切 り溝は,幅 9～20cmで,北東壁

から2条,南東壁から1条,南西壁から2条中央部に向かって延びている。南東壁から中央寄 り

に長軸240cm,短軸約165cmの 不整形の高まりがみられ,床面 との比高は8 cmで ある。位置や形態

から出入回施設と思われる。

ピット 5か所。Pl～P4は,径 18～23cm,深 さ52～ 79cmで,規模や配列から主柱穴 と考えられ

る。P5は,径29cm,深 さ14c14で,規模や配置から梯子ピットと思われる。

貯蔵穴 南コーナーに付設されている。長径74cm,短径56cm,深 さ53cmで ,円筒状に掘 り込まれ

ている。

炉 2か所。中央から北西寄 りをFl,中央部をF2と したo Flは,長径72cm,短径61cmで ,床面

を 8 cm程皿状に掘 り窪めた精円形の地床炉である。炉内覆土は3層からなり, 1層 にぶい赤褐

色, 2層赤灰色, 3層 にぶい赤褐色であり,焼土ブロック,焼土粒子を含む。炉床は,あ まり焼

けていない。F2は,長径83cm,短径60cmで ,精円形の地床炉である。炉床は,ほ とんど掘 り窪

められてなく床面が火熱を受け赤変硬化している。

覆± 1・ 2層 は流れ込みの層である。 3～ 4層 はロームプロックやローム粒子を含み, 5層 は

焼土ブロックやローム粒子を含む。ローム粒子は,北から南にかけて多 く混入している。上層と

床面に同時期の土師器片が散布しているが,中層からはあまり出上していない。覆土中から砥

石,縄文式上器片,黒曜石とチャー トの剣片が出上している。

遣物 覆土中から出上した遺物は,第 8図 -3・ 5・ 6～ 9・ 11・ 14。 15・ 第 9図 -16・ 17・ 19

～25。 第10図 -26・ 27が出土している。床面直上の遺物は, 1の土師器不が南東壁際から,10の

須恵器不蓋 。18の不が同壁付近から出土している。 1は正位の状態で出土している。13の 婉は北

西壁下から出土している。 4の不は南コーナー付近から出土している。 2の不は中央から北側で

出上している。12の婉は北東壁際から出土している。また,26の碧玉製の勾玉は,出入口施設の
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皇24.8m 第 2号住居跡貯蔵穴土層解説
1 暗 褐 色 焼土粒子・黒色粒子微量。
2 にぶい赤褐色 焼土粒子中量,焼土ブロック少量,

ロームプロック・ 口_ム粒子微量。
3 によい赤褐色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量。
4 にぶい赤褐色 焼土粒子多量。
5 にぶい褐色 ローム粒子中量。

0               2m

β亀
~｀/~⌒ ″//~‐＼

＼

」

＼
｀

翌 宅

第 6図 第 2号住居畝実測図



北側の中層から出上している。

所見 当住居跡は,覆土下層で焼土塊や炭化材が確認され,そ の上に,ロ ーム土などを含むブロ

ック状の堆積がみられることから,焼失した後に人為的に埋め戻されたものと思われる。時期は

遺物等から古墳時代中期末である。

なイ::

蒔 i章 i

＼|:::::

＼::

第 2号住居跡土層解説

1 掲   色 ローム粒子中量,焼土粒子微量。

2 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子少量,ロ ームブロック微量,炭
化粒子極微量。

3 にぶい褐色  ローム小ブロック中量 ,ロ ーム粒子少量,炭化材極微量。

4 褐   色  ローム粒子中量,焼土粒子少量。

5 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量,ロ ーム粒子・ 黒色粒子少量。

第 7図 第 2号住居跡遣物出上位置図

o             2m

ヽ
惨

Ｅ
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-22-



9               10Cm

第 8図 第 2号住居跡出土遺物実測図(1)
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第 9図 第 2号住居跡出土遣物実測図(2)
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0   26  s=1/1               
口    27   

。                   1。 cm

第10図 第 2号住居跡出土遺物実測図(3)

第 2号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器 種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 8図
1

不

上 師 器

A  13.5
B   5.5
C   3.8

平底。体部は内彎気味に立ち上
が り,日縁部はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ。日縁部内・外面横ナデ。内
・ 外面赤彩。

石英 。長石・ 砂粒

赤褐色

普通

P5
90%
内・外面摩耗

2

不
上 師 器

Ａ

Ｂ

14.0

5。 8

底

り

つ

丸

が

持

体部 は内彎気味 に立ち上

回縁部 との境 に弱い稜 を

口縁部 はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ
デ。国縁部内・外面横ナデ。内
・外面赤彩。

石英・ 長石・ 砂粒

明赤褐色

普通

P6
90%
内面摩耗

3

不
土 師 器

8.6

4.0

丸底。体部 は内彎気味に立 ち上
が り,口縁部 との境 に強い稜 を

持つ。 日縁部 はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ
デ,内面ヘラ磨き。日縁部内・

外面横ナデ。内・外面赤採。

長石・ 砂粒

にぶい赤褐色

良好

７

％

Ｐ

９０

4

不

土 師 器

A  12.8
B   4.4
C  3.1

平底。体部は内彎気味に立ち上
が り,日縁部は内傾する。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後ナデ。口縁部内・ 外面横ナ

デ。内・ 外面赤彩。

長石・ 砂粒

明赤褐色

普通

P9
75%
内面摩耗

5

不

土 師 器

B (2.2) 底部から体部の破片。丸底。体
部は内彎気味に立ち上がる。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ
デ。内・外面赤彩。

粒砂石
色

好

長

赤

良

８

％

Ｐ

ｌ０

6

邪

土 師 器

[13.4]

(5。 2)

体部から口縁部の破片。丸底。
体部は内彎気味に立ち上がり,

口縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面横 ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ スコリア・

砂泣

赤色

普通

Ｐ．０
期

7

不

土 師 器

A  14.9
B   5.1

体部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎気味に立ち上が り,

日縁部 との境 に弱い稜 を持つ。
日縁部 はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ スコ リア・

砂粒

明赤褐色

普通

Pll

40%
内面摩耗

8

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

[14.4]

(4.8)

体部から回縁部の破片。体部は

内脅気味に立ち上がり,日縁部
との境に強い稜を持つ。日縁部
はほぼ直立する。

体部内・ 外面ナデ。日縁部内・

外面横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤色

普通

P12

30%
口縁部摩耗

9

不
土 RII 器

[14.6]

(4.4)

体部から口縁部の破片。体部は

内彎気味に立ち上が り,回縁部
との境に弱い稜を持つ。日縁部
はわずかに内傾する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ナデ。日縁部内・外面横ナデ。
内・外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ‐３
琥
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図版番号 器 種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備  考

図８

１０

第 蓋

器恵

不

須

Ａ

Ｂ

天丼部から口縁部の破片。天丼部は

内彎して口縁部に至り,日縁部 と境

に稜を持つ。日縁部は直下する。ロ

縁端部は内傾する平坦面をなす。

巻き上げ・水挽き成形。天丼部

回転ヘラ削 り。外面黒色自然

釉。

石

色

好

長

黒
良

・砂粒 Ｐ‐５
幌

身

器恵

不

須

B (2.3) 体部から受部の破片。体部は内

彎気味に立ち上が り,受部は長

く上外方 に伸 び,丸味 を帯 び

る。

巻 き上げ・水挽 き成形。体部外

面回転ヘラ削 り,内面ナデ。外

面体部か ら受部直下 自然釉。

長石・砂粒

褐灰色

良好

‐４

％

塊

上 師 器

A  10.8
B  10,7
C   6.5

口縁部一部欠損。平底。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 ほ

直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。 日縁部内・

外面横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P16
90%
内面及び外面一部摩

耗

塊

土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,口縁部 はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内 。外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P17
100%
内面摩耗

内・ 外面媒付着

堀
土 節 器

A  13.6
B (7.6)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 と

の境 に弱い稜 を持つ。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。 日縁部内・ 外面横ナデ。

長石・石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P18
40%
外面煤付着

婉
土 師 器

A [159]
B (6.3)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

内面 に稜 を持ち外反す る。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外闘債ナデ。

内・ 外面赤彩

長石・スコリア・

石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ・９
蹴

第 9図
16

婉
土 師 器

[14.4]

(4.6)

体部か ら回縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 は

外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ スコリア・

砂粒

赤褐色

普通

耗摩

Ｐ２０
駐
楠

塊

土 師 器

Ａ

Ｂ

[13.4]

(5.6)

体部か ら回縁部 の破片。体部 は

内彎 して立 ち上が り,口縁部 は

直立する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。回縁部内・ 外面横ナ

デ。内・ 外面赤彩。

長石・ 砂粒

赤褐色

普通

P21
20%
外面摩耗

邪

土 師 器

Ａ

Ｂ

[14.2]

(4.1)

体部か ら口縁部 の破片。体部 は

内彎 して立 ち上が り,日縁部 と

の境 に強い稜 を持つ。 日縁部 は

やや外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ２２
既

塊

土 師 器

Ａ

Ｂ

[104]

(3.1)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立 ち上が り, 日縁部 は

やや外反する。

体部外面ヘラ削り,内面ナデ。

日縁部内面ナデ,外面ヘラ磨き。

内面赤彩。

長石・ スコリア・

砂粒

赤褐色

普通

Ｐ２３
期

憂

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部下位か ら回縁部の破片。体

部 は球移 伏を塁 し,最大径 を中

位 に持つ。頸部 はくびれる。日

縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

横位のヘラナデ。日縁部内・ 外

面横ナデ。

長石・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ２４
既
内．

外面摩耗

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

20.4

(5,7)

回縁部破片。口縁部 は外反す

る。

頸部内・ 外面積位のナデ。日縁

部外面斜位 のヘ ラナデ後横 ナ

デ,内面積ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ２６
期

奏
土 師 器

Ａ

Ｂ

20.0

(4.9)

口縁部破片。日縁部 は外反す

る。

口縁部内・ 外面横ナデ。 長石・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ２７
脱

甕

土 師 器

B (25.3) 体部破片。体部 は球形状 を星

し,最大径を中位に持つ。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

積位のナデ。

長石・ 砂粒

におい黄橙色

普通

P25
20%
内面摩耗

甕

土 師 器

14.9

(6.0)

体部上位か ら口縁部の破片。体

部は内彎 しなが ら立ち上が り,

日縁部 は外反する。

体部内・ 外面ヘラ削 り後横位の

ナデ。日縁部内・外面横位のヘ

ラナデ後横ナデ。体部外面・ 口

縁部内・ 外面赤彩。

長石・ スコリア・

砂粒

赤褐色

普通

P28
20%
口縁部煤付着

甕

上 師 器

(42)
7.9

底部か ら体部下位の破片。平

底。体部は内彎する。

体部外面ヘラ肖」り後ナデ。 長石・スコリア・

砂粒

褐色

普通

P29
10%
内・ 外面摩耗

/
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図版番号 器 種

計 値

石    質 出 土 地 点 備 考

最大長 (卿 ) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 孔 径 (cni) 重 量 (g)

第10図 26 勾 玉 1.8 1.0 12 審    玉 S12

砥 石 (55) 凝灰質砂岩

第 3号住居跡 (第 11～14図 )

位置 G715区。

規模と平面形 長軸6.52m,短軸6.48mの 方形。

主軸方向 N-44°一W。

壁 壁高は19～35cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。南コーナーから南西壁にかけて濤状の撹

乱を受けている。壁溝は,東コーナー部 と南東壁下を除きほぼ半周しており,上幅14～20cm,深

さ4～ 10cmで ,断面形はU字状である。

床 ほば平坦であり,中央部がよく踏み固められている。間仕切 り溝は,幅 8～16cm,深 さ約12

cmで,北東壁から2条,南西壁から2条中央部に向かって伸びている。南東壁下中央部から南コ

ーナー寄 りに長軸280cm,短軸153cmの長方形の高まりがあり,床面との比高は4 cmで ある。位置

や形態から出入口施設 と思われる。

ビット 5か所。Pl～P4は,径14～30cm,深 さ68～ 113cmで ,規模や配列から主柱穴 と考えられ

る。P5は,径25cm,深 さ26cmで ,規模や配置から梯子ピットと思われる。

貯蔵穴 南コーナー付近に付設されている。長径66cm,短径49cm,深 さ41cmの楕円形で,断面形

はU字状である。耕作により上幅 2分の1,深 さ30cm程撹乱を受けている。

炉 2か所。中央から北西壁寄 りをFl,中 央部をF2と したoFェ は,長径66cm,短径50cmで ,

床面を 3 cm程皿状に掘 り窪めた不整楕円形の地床炉である。炉内覆土は4層からなり, 1層 にぶ

い赤褐色, 2層灰褐色, 3層にぶい赤褐色, 4層明褐色であり,焼土粒子を含む。炉床は,あ ま

り焼けていない。F2は,長径120cm,短径43cmで不整形の地床炉である。炉床は,掘 り窪められ

てなく床面が火熱を受け赤変硬化している。

覆± 5・ 6層 は流れ込みの層であるが, 1～ 4層 はほとんどがブロック状に堆積している。上

層から下層にかけて同時期の上師器片が散布 している。覆土中から砥石,ス ラグ,縄文式上器

片,石鏃が出上している。

遺物 覆土中から出土した土師器片のうち実測できたのは第13図 -3・ 5・ 6・ 9。 10。 第14図

-11で ある。床面直上の遺物は完形品になるものがなく,いずれも破片である。 1の上節器邪,

8の坑は出入口施設の南西付近からつぶれた状態で炭化材の直下から出上している。 7の不は中

央 と東側付近から出上している。 4の不は正位の状態で貯蔵穴の覆土中層から出上している。 2

の邪は南西壁の撹乱の中から出土している。
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第 3号住居跡土層解説

明 褐 色 ローム粒子多量。

褐   色 ローム粒子少量,黒色ノロック極微量,黒色しみ状。
褐   色 ローム粒子少量,ロ ームプロッタ極微量。
暗 褐 色 ローム粒子少量。

褐   色 黒色粒子微量。

にない褐色 ローム粒子中量,ロ ームプロック微量,黒色プロック極微

0               2m

第12図 第 3号住居LII遣物出上位置図
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所見 覆土の准積状態をみる

ク状の層が堆積 していること

め戻されたものと思われる。

第14図 第 3号住居跡出土遺物実測図(2)

第 3号住居跡出土遺物観察表

と炭化材が流れ込んだ 1次堆積土層上面にみられ,その上にブロッ

から,当住居跡は,廃棄されたあとに焼失し,その後に人為的に埋

時期は遺物等から古墳時代中期末である。

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 13図
1

杯

上 師 器

A  15.6
B   70

平底。体部 は内彎 して立ち上が

り,口 縁部 との境に弱い稜 を持

つ。日縁部 は直立する。

底部ヘラ削り。体部外面ヘラ削

り後ナデ,内面横位のナデ。日

縁部内・外面横ナデ。底部を除
き,内・外面赤彩。

長石・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ３０
琥

2

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

底部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 は外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ。体部内面ナデ。口縁部内・

外面横ナデ。内・ 外面赤彩。

雲母・ 砂粒

赤色

普通

P31

60%
二次焼成

内・外面摩耗

3

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

[14.6]

4.7

底部から回縁部の破片。丸底。

体部は内彎して立ち上がり,日
縁部の境に弱い稜を持つ。口縁

部は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ。体部内面ナデ。口縁部内・

外面横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ３２
期

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[11.7]
4.4

5,0

底部か ら口縁部の破片∫平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,ロ
縁部 との境 に弱い稜 を持つ。口

縁部 は直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ。体部内面ナデ。口縁部 内・

外面積ナデ。内・ 外面赤彩。

婉石
色

通

長
赤

普

P33

70%
体部外面一部劉離

5

不

土 師 器

A [13.4]
B   4.8
C [4.4]

底部か ら口縁部の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 との境に弱い稜 を持つ。 口

縁部 は外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ。体部内面ナデ。日縁部 内・

外面横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤色

普通

P34

30%
体部内面摩耗

6

邪

土 師 器

Ａ

Ｂ

[13.4]

(5.5)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 と

の境 に弱い稜 を持つ。口縁部 は

外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ。体部内面ナデ。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P35

30%
体部内面摩耗
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図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 13図 郷
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底都から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口 縁部 と

の境に弱い稜 を持つ。口縁部 は

わずかに内傾する。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後ナデ,内面ナデ。口縁部内
・ 外面横ナデ。底部 を除 き内・

外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通 耗摩

Ｐ３８
賜
輌

8

塊

上 師 器

[15.8]

(5,7)

体部から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 は

直立する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内 。外面横ナデ。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ３９
琥

9

塊
土 師 器

[14,0]

(8.6)

体部から口縁部の破片。体部は

内彎して立ち上がり,日 縁部は

わずかに外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。 口縁部内・外面積ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

赤褐色

普通

P41

20%
内・外面二次焼成

10

甕

土 師 器

B (21.3) 体部破 片。体部 は球形状 を呈

し,最大径を中位に持つ。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

横位のナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P43
200/。

内面摩耗

第 14図
11

甕

土 師 需

[20.8]

[32.0]

底部及び体部上位欠損。体部 は

球移伏を呈 し,最大径 を中位に

持つ。日縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・外面横ナデ。

石

色

通

長

橙

普

・石英・ 砂粒 Ｐ４４
鋭

第 13図
12

甕

土 師 器

[18.6]

(4.9)

口縁部破片。日縁部 は外反 し,

頸部 との境 に稜を持つ。

頸部外面ヘラ削 り,内面ヘラサ

デ。口縁部内・ 外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ４５
院

第 4号住居跡 (第 15・ 16図 )

位置 G7j9区。

規模と平面形 長軸 (5。 15)m,短軸 (4.10)mの 長方形。

主軸方向 [N-14生 w]。

壁 耕作による撹乱を受けているため,東壁の一部が遺存しているのみである。遺存部の壁高は

約 5 cmで ある。

床 ほぼ平坦であり,踏み固められた部分は認められない。

炉 西壁の中央寄 りにみられる。長径74cm,短径61cmで ,床面を 6 cm掘 り窪めた楕円形の地床炉

である。炉内覆土は2層からなり, 1層赤色, 2層明褐色であり,焼土粒子を含む。炉床はあま

り焼けていない。炉の中央に約 8 cm幅で撹乱を受けている。

覆± 1層のみ認められたが,撹乱を受けており,堆積状態は不明確である。

遺物 炉跡の周辺から,上器片が少量出上しているが,ほ とんど細片で接合されるものはない。

所見 当住居跡は,遺物等から古墳時代中期末のものである。

l    i:::::::::i:::::::::::,チ
;) | 冤

0              10Cm

第15図  第 4号住居跡出土遣物実測図
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第 4号住居跡土層解説

1 にぶい褐色 ロームプロック・ ローム粒子少量,炭化物極微量。

第16図 第 4号住居LII実測図

第 4号住居Ltl出 土遺物観察表

図版番号 器   種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 16図
1

不
上 師 器

A [15。 1]

B (2.2)
体部から口縁部の破片。体部は

内彎 して立ち上が り,日 縁部は
ほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ナデ。口縁部内・外面横ナデ。
内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

暗赤褐色

普通

Ｐ５３
賜

2

甕

土 師 器

明

０

Ａ

Ｂ
口縁部破片。口縁部 は外反す
る。

日縁部内・外面横ナデ。 長石・ 石英・ 砂粒

明褐色

普通

５４

％
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第 5号住居Ltt(第17・ 18図 )

位置 H7a7区 。

規模と平面形 長軸3.88m,短軸3.53mの方形。

主軸方向 N-40°一E。

壁 耕作による撹乱を受けているため,壁はわずかに 4～ 10cmが残されているのみである。立ち

上が りはやや緩斜している。

床 ほぼ平坦であるが,中央から東側にかけていくぶん傾斜がみられる。踏み固められた面は認

められない。中央から西寄 りの位置に火熱を受け赤変した床面がみられる。

ピット 5か所。Pょ ～P3は,径16～29cm,深さ28～82cmで,規模や配列から主柱穴 と考えられ

る。P4は ,径25cm,深 さ48clnで,位置から補助柱穴 と考えられる。P5の性格は不明である。

口
|

Ｅ
Ｏ
．守
Ｎ

〓〓〓
―
引

「

Ｅ
Ｏ
．吟
Ｎ

ｍ
ｌ

判

いキ
LI

C 24・Bm

第 5号佳居跡圭層解説

1 褐   色 ローム粒子微量,ロ ームプロック・黒色粒子極微量。

2 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量。

o             2m

体Ｖ
見　
２ヽ　

ゴ
　
　
　
⑤

一

第 5号住居跡実測図
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炉 中央から北西寄 りにみられる。長径78cm,短径70cmで,床面を 4 cm掘 り窪めた楕円形の地床

炉である。炉内覆土は4層からなり, 1層 にぶい赤褐色, 2層暗赤褐色, 3層 にぶい赤褐色, 4

層赤褐色であり,焼土プロック,焼土粒子を含む。炉床は,火熱を受け赤変硬化している。

覆土 耕作による撹乱を受けているため,覆土は2層のみである。 1層が覆上の大部分を占め,

2層 は壁際と床面上に薄 く堆積する。中層から下層にかけて同時期の上師器片と縄文式土器片が

出土している。

遺物 覆土中から出土した上師器片のうち実測できたのは第18図 -1・ 2・ 5である。床面直上

の遺物はいずれも破片である。 3の塊, 6の甕はいずれも中央部から出土している。 4の甕は中

央部の南側・炉の東側・南西壁際から出土した土師器片が接合している。

所見 当住居跡は,遺物等から古墳時代中期末のものである。

第18図 第 5号住居跡出土遺物実測図

第 5号住居跡出土遺物観察表

Ｆ
＞

碓

一ζ

耐

● ● ● ● ● ● ● ● ● ノ

図版番号 器   種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 18図
1

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

底部から口縁部の破片。丸底。

体部は内彎 して立ち上がり,日
縁部 との境に稜を持ち,日縁部
は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤褐色

普通

P58
80%

2

郭

上 師 器

A [14.0]
B (3.8)

体部から回縁部の破片。体部は

内管して立ち上が り,日縁部と

の境に弱い稜を持ち,日縁部は

わずかに外傾する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ナデ。口縁部内・外面横ナデ。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P59
20%

-35-



図版番号 器   種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 18図
3

塊
土 師 器

A [13.6]
B (9.0)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

外傾する。

体部内・ 外面ナデ。 日縁部内 ,

外面ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P65

30%
二次焼成

内・外面摩耗

4

甕

土 師 器

A [21.0]
B (6.8)

頸部から口縁部の破片。日縁部
は頸部か ら外反 して立ち上が

る。

頸部外面ヘラ削 り,内面ヘラナ

デ。日縁部内・外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P68

15%

5

甕

土 師 器

口縁部破片。国縁部 は外反す

る。

口縁部内・ 外面横 ナデ。 長石・ 石英・砂粒

明褐色

普通

P69

20%

6

甕

土 師 器

A
B

頸部から口縁部の破片。 日縁部

は外反 し,頸部 との境 に稜 を持

頸部外面ヘラ削り,内面ヘラナ

デ。口縁部内 。外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

P70
5%

第 6号住居跡 (第 19。 20図 )

位置 H7c4区 。

規模と平面形 長軸5.74m,短軸5,72mの 方形。

主軸方向 N-35°一W。

壁 壁高は25～ 40cmで,ほ ぼ外傾して立ち上がる。壁濤は,ほ ぼ全周しており,上幅10～ 27cm,,

深さ4～ 1lcmで ,断面形はU字状を呈している。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。南東壁から中央寄 りに長軸220cm,短

軸145cmの不整形の高まりがみられ,床面 との比高は4～ 10cmで,位置や形態から出入口施設 と

思われる。南コーナーの壁 と貯蔵穴の間に,焼土塊 と粘土塊がみられる。粘土塊は,南コーナー

を区切るように幅 7～25cm,厚 さ5～ 16cmの踏み固められた状態で確認された。焼土塊は,南コ

ーナーの南東壁際から確認されている。また,南コーナー壁面が焼けている。

ビット 4か所。Pl～P4は,径 46～49cm,深さ66～85cnaで,規模や配列から主柱穴 と考えられる。

貯蔵穴 南コーナー部に付設されている。長径64cm,短径62cm,深 さ56cmで,断面形はU字状

である。

炉 中央から北西寄 りにみられる。長径36cm,短径24cmで ,床面を 5 cm程皿状に掘 り窪めた楕円

形の地床炉である。炉内覆土は5層からなり, 1層暗赤褐色, 2～ 4層黒褐色, 5層赤褐色で,

焼土粒子,炭化粒子を含む。炉床は,火熱を受け赤変硬化している。

覆土 上層から下層まで,ロ ーム小ブロックを含んだ褐色土 と黒褐色土がブロック状に堆積して

いる。覆土中から土師器片,砥石,縄文式土器片が出上しており,特に中層には同時期の上師器

片がまとまって出土している。中層から下層にかけて,炭化材,焼土塊,粘土塊がみられる。

遺物 覆土中から出上した上師器片のうち実測できたのは第19図 -1・ 2・ 4・ 7～ 9である。

床面直上の遺物は, 3の邪が貯蔵穴の北側, 6の鉢は南西壁の南コーナー寄りから出上している。
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C

第 6号住居跡」 唇解説

I 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・黒色粒子微量。
2 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・焼上粒子微量。
3 明 褐 色 炭化粒子微量。

4 掲   色 ローム中・ガヽプロック中量,黒色粒子微量。

第19図 第 6号住居隊実測図

0              2m

黒色粒子中量,ロ ーム小プロック少量,焼土粒子微量。

黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子微量。

ローム粒子・焼土粒子微量。

ローム小プロック少量。

5褐
6黒
7褐
8明

色

褐 色

色

褐 色
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第20図 第 6号住居跡出土遺物実測図
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所見 覆上の堆積状態をみると上層から下層にかけて,褐色土と黒褐色上がプロック状に堆積し

ていることや焼土塊,炭化材がみられることから,当住居跡は,焼失後埋め戻されたものと思わ

れる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

第 6号 住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 燒成 備   考

第 20図
1

邦

上 師 器

A  15.4
B   5.8
C   4.2

体部か ら口縁部にかけて一部欠

損。平底。体部 は内彎 して立ち上

が り,日縁部 との境 に弱 い稜 を

持つ。口縁部 はほぼ直立する。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後ナデ。内面ナデ。 日縁部横
ナデ,内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤掲色

普通

Ｐ７４
暖

2

郭

土 師 器

A [17.3]
B (4.2)

体部か ら回縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 と

の境 に弱い稜 を持つ。口縁部 は

外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ナデ。日縁部内・ 外面横 ナデ。

内 。外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ７５
陽

3

不

土 師 器

[138]
(3.6)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立 ち上が り,日縁部 は

ほぼ直立する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内 。外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

英石・
色

石

褐

通

長

赤

普

・砂粒 P76
10%
内面摩耗

杯

土 師 器

[15.2]

(2.9)

口縁部破片。体部 と口縁部の境
に稜 を持 ち,回縁 部 は外傾 す

る。

口縁部内・ 外面横ナデ。内・ 外

面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

７７

％

5

塊

土 師 器

Ａ

Ｂ

[12.2]

(4.8)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 と

の境 に弱い稜を持つ。口縁部 は

外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面隣ナデ。

内 。外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ８０
賜

鉢

土 師 器

B (2.7)
C   5.0

底部破片。平底。 底部ヘラ削り。内・外面赤彩。 長石・ 石英・ 砂粒

にぶい赤色

普通

８．

％

7

甕

上 師 器

Ａ

Ｂ

[17.2]

(5,1)

口縁部破片。日縁部 は外反す
る。

頸部外面ヘラ削 り。口縁部外面

積ナデ。内面債ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P82

15%
内・外面媒付着

8

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[18.4]

(4.7)
7,7

底部か ら体部下位の破片。平

底。体部 は内彎 して立ち上が

る。

底部及び体部内・外面ナデ。 長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P84

15%
内面摩耗

9

甕
土 師 器

A [15.0]
B (2.3)

口縁部破片。口縁部 は外傾す
る。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・砂粒
にぶい黄橙色

普通

P85

5%
外面煤付着

図版番号 器 種

計 値

石 質 出 土 地 点 備 考
最大長 (cn) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 7し  ぞとlcm) 重 量 (g)

第20図 10 砥 石 4_2 324.7 ホルンフェルス Q10
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第 7号住居Ltl(第 21～24図 )

位置 H7h2区 。

規模と平面形 長軸8。 32m,短軸8.13mの方形で南東壁中央に張り出し部付設。張 り出し部は,

長軸1.13m,短軸0.75mの長方形である。

主軸方向 N-72°一W。

壁 壁高は43～77cmで ,ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は,各壁下に部分的にみられ,上幅 9～ 19

cm,深 さ3～ 15cmで ,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,全体的によく踏み固められている。特に,中央部や炉付近はかなり硬化し

ている。南東壁中央寄 りには,長軸240cm,短軸173cmの長方形状の高まりと張 り出しがみられ,

床面 との比高は10cmで ,位置や形態から出入口施設 と思われる。間仕切 り浦 は,幅 16～36cm,深

さ14～27cmで,北東壁,南東壁,南西壁からPl,P3,P4,P6に 向かって 5条,長方形状の高

まりを区切るように 2条ある。

ピット 15か所。Pl～P6は,径40～67cm,深 さ48～74cmで,規模や配列から主柱穴 と考えられ

る。P7～P9は,径24～39cm,深 さ■～20cmで,規模や配置から出入口施設に伴 うものと思われ

る。P8は,梯子ピットと思われる。PiO～P15の性格は不明である。

貯蔵穴 南東壁張り出しに付設されている。長径95cm,短径69cm,深 さ68cmの楕円形で,断面形

は,U字状であるが,底面は凸凹している。貯蔵穴の東側上面に,焼上がみられる。

炉 中央から西寄 りにある。長径25cm,短径21clnで ,床面を10cm掘 り窪めた不整楕円形の地床炉

である。炉内覆土は1層で,褐色であり,焼土小プロック,焼土粒子を含む。火床 は,火熱を受

け赤変硬化している。

覆土 壁際から自然に流れ込んで堆積した土層である。覆上の大部分は1層, 5層が占める。中

層から下層にかけて土師器片が出上している。下層から焼土塊と炭化材がみられる。

遺物 覆土中からは,第22図 -7・ 8・ 10・ 11・ 14・ 15～ 17・ 第23図 -19～ 21・ 23～ 27・ 29が出

上している。床面直上の遺物は, 1・ 3・ 4の上師器不,22の甕が貯蔵穴の周辺から出上してい

る。 6・ 12の不,18の鉢,28の奏は貯蔵穴内から出土 している。28は斜位の状態で出上 してい

る。 2の不は南コーナー付近の南東壁際から出上している。13の不は東コーナー付近から出上し

ている。 5。 9の郷は西コーナー寄 りの南西壁際から出上している。30～46の 自玉は北東壁付

近,北コーナー及び P2付近から17点 出土している。47の砥石は出入口施設の覆土中から出上し

ている。48～50の鉄製品の小札は撹乱中から出土している。

所見 当住居跡は,焼土,炭化材の出土状況から,焼失したものと思われる。時期 は遺物等から

古墳時代中期末である。
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第 7号住居跡上層83t
l 黒 褐 色 ローム小プロック・ ローム粒子中量,焼上小プロック少量。

2 褐   色 ローム中プロック中量,焼上粒子少量,黒色粒子微量。

3暗 褐 色

4極 暗 褐 色 ロームブロック・ ローム粒子少量,焼上粒子微量。

5 褐   色 ローム粒子中量,ロ ームプロック・黒色粒子少量。

6 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・ 黒色粒子少量。

7 褐   色 ローム粒子・ 黒色粒子中量,焼土粒子微量。

第21図 第 7号住居跡美測図

⑮ l

0              2m

第 7号住居跡貯蔵穴土層解説

1 褐   色 ローム小プロック・ ローム粒子・炭化粒子少量,焼上粒子

極少量。

2 暗 褐 色 コーム粒子少量,焼上粒子・炭化粒子極少量。

3 褐   色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量。
4 褐   色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子極少量。

5 によい赤褐色 ローム粒子・焼土小プロック・焼土粒子・炭化粒子少量。
6 褐   色 ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子極少量。

A24.lm ω
l

守 貯蔵穴
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第22図 第 7号住居 LII出 土遺物実測図 (1)
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50

40～ 50 S=1/1.5

0           10Cm

47

第24図 第 7号住居跡出土遣物実測図(3)

第 7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 22図
1

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,回
縁部 との境に弱い稜 を持つ。ロ

縁部 はほぼ直立する。

Fs部 ヘラ削り。体部外面ヘラ削 り

後雑なヘラ磨き,内面密なヘラ磨

き。日縁部内・外面ヘラ磨 き。底

部を除き,内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤色

良好

Ｐ８６
陽

2

イ
土 師 器

A  13.6
B   5.4
C   2.9

底部 か ら口縁部 の破片。上 げ

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日縁部 との境 に弱い稜 を持

つ。日縁部 は直立する。

底部ヘラ削り。体部外面ヘラ削
後ナデ,内面横ナデ。日縁部内
・外面横ナデ。底部を除き,内
・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ８７
幌

3

不

土 師 器

A  12.8
B   5,7
C   2.3

回縁部一部欠損。平底。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

内傾する。

底部ヘラ削 り。体部内・外面ヘ

ラ磨 き,内面ヘラ磨 き。口縁部

内・外 面 横 ナ デ。内・ 外 面 赤

彩。

長石・石英・砂粒

良好

P88
80%
内面摩耗

4

郭

土 師 器

A  12.8
B   6.0
C   3.3

平底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日縁部 との境 に弱い稜 を持
つ。日縁部 は内傾する。

底部ヘラ削 り。体部内・外面ヘラ

磨き,内面ヘラ磨 き。日縁部外面

横ナデ後ヘラ磨 き,内 面横ナデ。

底部を除き,内・外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

暗赤褐色

普通

Ｐ８９幌

坪
土 師 器

A  13.9
B   7.9

底部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 との境に弱い稜 を持つ。日

縁部 は外傾する。

底部ヘラ削り。外部外面ヘラ削後密

なヘラ磨 き,内面雑なヘラ磨 き。日

縁部内・外面横ナデ後雑なヘラ磨

き。底部を除き,内・外面赤彩。

長石・ 石英 。砂粒

暗赤色

普通

Ｐ９０
院

不

土 師 器

B (6.2)
C   3.2

底部から体部の破片。上げ底。

体部は内彎して立ち上がる。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ磨

き,内面ナデ。底部 を除 き内・

外面赤彩。

石

色

好

長

赤

良

石英・砂粒

耗摩

Ｐ９．
朗
輌

7

邪
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部か ら回縁部の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 はわずかに外傾する。

底部ヘラ削 り。日縁部内・外面

横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

浅黄橙色

普通

P92

75%
内・外面摩耗

8

不

土 師 器

[13.6]

4.9

底部から回縁部の破片。丸底。

体部は内彎して立ち上がり,日
縁部 との境に弱い稜を持つ。ロ

縁部は内傾する。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後ナデ,内面ナデ。日縁部内
・ 外面横ナデ。底部 を除 き内・

外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P93
50%
二次焼成

9

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,体部中位には焼成後内面か

らの穿孔が 2か所 にみ られる。

日縁部 はほぼ直立する。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後雑なヘラ磨 き,内面ナデ。

日縁部内・ 外面横ナデ。底部 を

除 き内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ９４
畷

郵

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口 縁部 と

の境 に弱い稜 を持つ。日縁部 は

わずかに内傾する。

体部内・ 外面雑なヘラ磨 き。口

縁部外面横 ナ デ後雑 なヘ ラ磨

き,内面横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ９５
賜

11

邦

土 師 器

[15.0]

(3.9)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 は

わずかに内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

良好

Ｐ９６
幌
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図版番号 器 種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 22図
12

郷

土 師 器

[138]
(44)

体部から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ナデ。口縁部内・外面横ナデ。

長石・ 石英 。砂粒

明赤褐色

普通

P97
10%
外面煤付着

13

不

土 師 器

体部か ら回縁部の破片。体部 は

内彎 して立 ち上が り,日縁部 は

外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面横ナデ。

内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

明赤褐色

普通

醐
期

14

蓋

器恵

不

須
[11.6]

(3,7)

天丼部から回縁部の破片。天丼部

は内彎して日縁部に至 り,日 縁部

との境に稜を持つ。口縁部は直下

し,端部は沈線が入り段をなす。

巻 き上げ・水挽 き成形。天丼部

回転ヘラ削 り。

自黄色粒子 (長石 )

紫灰色

良好

P100

5%

15

身

器恵

郵

須

B (2.6) 体部から口縁部の破片。体部は

内彎して立ち上がり,受部は長
く外方に伸び,受部端部は丸味
を帯びる。

巻 き上げ ,水挽 き成形。体部外

面回転ヘラ削 り。

石

色

好

長

灰

良

Ｐ９９
院

16

婉
土 師 器

A  12.7
B  10,2
C   42

口縁部一部欠損。上げ底。体部

は内弩 して立ち上が り,口 縁部

はほぼ直立する。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後ナデ,内面ナデ。口縁部内
・ 外面横ナデ。底部を除 き内・

外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P101

90%
外面煤付着

17

壷

土 師 器

B (9.0) 体部破片。内管 して立ち上が

る。

体部外面ヘラ削 り後ナデ。体部

外面赤彩。

長石・ 石英・雲母

・ 砂粒

赤色

普通

P102
20%
外面煤付着

砥石痕あり

鉢

土 師 器

23.2

(11.8)

底部欠損。体部 は内彎 して立ち

上が り,口 縁部 は外傾する。

体部外面ヘラナデ,内面ナデ。

口縁部内・外面積ナデ後,部分

的に横位のヘラ磨 き。内・ 外面

赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P106
70%
内・外面媒付着

第 23図
19

坪

器師

高

上

E (5.0) 脚部破片。脚部は円筒状を呈す

る。

脚部外面ヘラ削り。郵部内面ナ

デ。杯部内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤色

普通

P109
10%
脚部外面摩耗

郵

器誦
恵

無

須

12.6

(5。 7)

脚部欠損。脚部四方透かし。不部
は内驚して立ち上が り,日 縁部
との境に2本 の凸線を持つ。日縁

部は外反し,端部は丸味を持つ。

巻 き上げ,水挽 き成形。不部底

部に回転ヘラ削 り,2本 の凸線の

直下に 4本 1条の櫛描波状文 を

施す。野部 内面自然釉。

黄 白色微

縁灰色

普通

Pl10
40%

磁
須 恵 器

[5.8]
(2.0)

口縁部破片。口縁部 は中位で強
い稜 を持ち,内彎 して立ち上が

る。端部 は凹面を持つ。

巻 き上 げ・ 水挽 き成形。 長石・黒色微粒子

暗紫灰色

普通

ｍ
％

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

21.7

23.1

[8.7]

底部か ら体部 にか けて一部 欠

損。平底。体部 は球形状 を呈 し,

日縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部外面ヘラナデ。

口縁部内・ 外面横ナデ。

長石・石英・砂粒

にぶい黄橙色

普通

Pl12

70%
外面煤付着

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部か ら口縁部の破片。体部 は

球形状 を呈する。頸部 は「 く」の

字状 に屈曲 し,日 縁部 は外反す

る。

体部外面ヘラ削 り後ナデ。頸部
ヘラ削 り。日縁部内・ 外面積ナ

デ。

長石・ 石英・砂粒

黄橙色

普通

Pl13
30%
内面摩耗

甕

土 師 器

12.9

(8.9)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

外傾する。

体部内・ 外面ナデ。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・石英・砂粒

にぶい黄橙色

普通

Pl17

30%
外面摩耗

甕

土 師 器

A  17.7
B (8.2)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内管 して立ち上が り,日縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・ 外百横ナ

長石・石英・砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ・‐４
琥

変
土 師 需

19.6

(5.3)

口縁部破片。口縁部 は外反す
る。

口縁部内・ 外面横ナデ。頸部外

面ヘラ削 り。

長石・ 石英・砂粒

にぶい橙色

普通

Pl15

15%
砥石痕

27

墾

土 師 器

(7.8)

[6.8]
底部か ら口縁部の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上がる。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

オ リーブ褐色

普通

Pl19
30%
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図版番号 器 種 計測値 (側 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 23図
28

甕

土 師 器

(3.2)
6.0

底部か ら体部の破片。平底。体

部 は内管 して立ち上がる。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後ナデ,内面ナデ。内・外面

赤彩。

長石・石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ‐２２
幌

養
須 恵 器

口縁部破片。口縁部はわずかに

外反する。

回縁部外面櫛描波状文。 粒

色

通

砂

灰
普

P145

5%

図版番号 器 種

計 測 値

石 質 出 土 地 点 備 考

最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 孔 径 (cm) 重 量 (g)

第23図 30 臼 玉 滑 石 S17 Q12

31 臼 玉 滑 石 S17 Q13

臼 玉 滑 石 S17

臼 玉 滑 石 S17 Q15

臼 玉 滑 石 S17 Q16

臼 玉 0.7 滑 石 Q17

臼 玉 滑 石 S17 Q18

臼 玉 滑 石 Q19

臼 玉 滑 石 Q20

臼 玉 滑 石 S17 Q21

臼 玉 滑 石 Q22

41 臼 玉 0。 7 滑 石 Q23

臼 玉 滑 石 Q24

臼 玉 滑 石 Q25

臼 玉 滑 石 Q26

臼 玉 滑 石

臼 玉 滑 石 Q28

第24図 47 砥 石 (7.1) 131.7 安 山 岩

図 版 番 号 器 種

計

出 土 地 声 備 考

最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重  量 (g)

第24図 48 /」ヽ 0.1 45 fヽ]

/1ヽ IL 2.7 1.5 1.2 1ヽ2

/」ヽ 1.9 1.6 13 M3
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第 8号住居跡 (第25～29図 )

位置 H7jl区。

規模と平面形 長軸4.20m,短軸2.90mの長方形。

長軸方向 N-68° 一W。

壁 壁高は20～ 31cmで,ほぼ外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。

ビット 8か所。Pl～P6は ,径37～71cm,深 さ16～61cmで ,規模や配列から壁外柱穴 と考えら

れる。Pl・ P4・ P6は 2段の掘 り込みがみられる。P7は,径27cm,深 さ18cmで,壁外柱穴 と比べ

ると規模は小さいが,P2・ P5と ~直線上に並ぶ配列から柱穴 と考えられる。P8の性格は不明で

ある。

貯蔵穴 2か所。貯蔵穴 1は,北西コーナー部に付設されている。長径80cm,短径60cm,深 さ35

cmの不整楕円形である。断面形はU字状で,底面に窪みがある。貯蔵穴 2は,北東コーナー部

に付設されている。長径61cm,短径38cm,深 さ13cmの楕円形で,播鉢状に掘 り込まれている。

覆土 上層から下層までローム小ブロックやローム粒子を含む褐色土 と暗褐色上の層が入 り乱れ

て堆積する。下層には炭化材がみられる。土師器片は中層から下層にかけて出土している。覆土

中から縄文式上器片が出土している。

遺物 覆土中からは第28図 -4～ 7・ 10。 第27図 -18が出上している。床面直上の遺物は, 1の

上師器不が南東コーナー付近 と中央部東側で出上したものが接合している。 2の不 と13の甕は南

壁中央寄 りから出土している。 3の不 と8の甕は中央の西側から,11の 甕は北東コーナー付近か

ら出土している。10の甕は中央の西側 と南側 と南東側から出上したものが接合している。14の甑

は斜位の状態で東貯蔵穴 2の覆土内から出上している。15の甑は斜位の状態で中央の東側から出

上している。17の甑は14の下から出上したものが接合している。12の甕は斜位の状態で貯蔵穴 1

の覆土上面から中層にかけて出土している。16の 甕はつぶれた状態で P2の覆土中から出土 して

いる。18の球状土錘は中央の東側から出上している。炭化種子が中央の西側から出上している。

所見 覆上の堆積状況をみると,下層に炭化材,焼上がみられ,そ の上に入 り乱れて層が堆積し

ていることから,本跡は,廃棄されたあとに焼失し,人為的に埋め戻されたものと思われる。ま

た多量の土師器の細片が出上しているが,接合できたものは少ない。本跡は,炉が確認されず住

居跡 とすることは困難であるが,こ の竪穴遺構の性格が確定できないことから住居跡 として扱

う。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

-47-



/

《こ])P2 ③贈
⑫

A

A23.8m

⑧

」‐/

C

⑨
01

Ш
I

旦23.6m  ―

V

第 8号住居跡貯蔵穴土層解説

1 明 赤 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量,焼土ブロック微量。

2 にぶい褐色 ローム小プロック・焼土粒子微量,ロ ーム粒子・炭化粒子・

粘上粒子極微量。

3 明 褐 色 ローム中プロック微量。

o               2m

叡r⌒
~丁＼

弾

建動よ
ヽ
? qィ _r)
＼ぺ_/″

/

◎贈

Ш
I

第 8号住居跡土層解醜

1 褐   色 ロームブロック・ ローム粒子・炭化粒子少量,焼土粒子極

微量。

2 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量,焼土粒子極微量。

3 明 褐 色 ロームJヽプロック少量。

4 明 褐 色 ロームガヽプロック少量。

5 褐   色 ローム粒子少量,焼上粒子・ 炭化粒子微量。

6 にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量。

第25図 第 8号住居訪実測図
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第26図 第 8号住居跡遺物出上位置図

第27図 第 8号住居跡出土遣物実測図 (3)

第 8号住居跡出土遺物観察表

Ｅ
。
．。
Ｎ
　
二
‐

判

′′

0               2m

o              10Cm
|

⑥

‐⑫

図版番号 器   種 計測値lcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 28図
1

イ
上 師 器

回縁部一部欠損。平底。体部は

内彎して立ち上が り,回縁部は

わずかに内傾する。

底部ヘラ削り。体部外面ヘラ削
り。内面雑なヘラ磨き。日縁部

内 ,外面横 ナデ。内・外面赤

彩。

長石・石英・雲母・

砂粒

赤褐色

良好

P123
90%
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0              10Cm

第28図 第 8号住居跡出土遺物実測図 (1)
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0            10● m

第20図 第 B号住居跡出土遺物実測目(2)
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図版番号 器    種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備  考

第 28図
2

不
土 師 器

A  15.2
B   4.8
C   4.5

底部か ら口縁部の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 は外反する。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後ナデ,内面ナデ。 日縁部内
。外面横 ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤色

普通

P124

70%
内・外面摩耗

3

邪

土 師 器

A
B

体部か ら日縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 は

内傾する。

体部外面 はヘ ラ削 り後ナデ,内
面 ナ デ。 日縁 部 内・ 外 面横 ナ

デ。内・ 外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

明赤褐色

良好

P125

20%
体部外面砥石痕

不

上 師 器

A [14.5]
B (4.0)

体部から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 は

外傾する。

体部外面 ヘ ラ削 り後 丁寧 なナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

積 ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

良好

‐２８

％

5
塊

土 師 器

A
B

[14.1]

(6.2)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 は

内面に稜 を持ち,わずかに外傾

する。

体部外面ヘ ラ削 り後ナデ,内面

ナデ。 国縁部 内 。外再陵ナデ。

内・ 外面赤彩

長石・ 石英・ VJ7粒

赤色

普通

P130
20%
内・外面一部摩耗

6

蓋

器恵

不

須

A [13.8]
B (4.2)

天丼部から回縁部の破片。天丼部

は内彎して回縁部に至 り,日縁部

との境に明燎な稜を持つ。口縁部

は外傾し,端部に段を持つ

巻き上げ・水挽 き成形。天丼部
外面回転ヘラ削り。

長石・ 砂粒

灰色

普通

・４４

％

7

身

器恵

不

須

A  H.1
B   5。 1

底部から口縁部にかけての破片。

底部から体部にかけて内彎して立

ち上がり,受部に至る。受部は上

外方に伸び,端部はシャープであ

る。口縁部は内傾して立ち上がる。

巻き上げ,水挽き成形。体部下

半回転ヘラ削 り。

砂粒・ 黄自色粒子

灰色

良好

Ｐ・２６
幌

8

甕

土 師 器

A [24.3]
B (5.9)

日縁部破片。日縁部 は外反す

る。

頸部外面 はヘラ削 り。日縁部内
。外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

P133
10%
外面摩耗
回縁部指頭痕

9

甕

上 師 器

A [20.8]
B (6.0)

体部上位か ら口縁部の破片。体

部 は内彎 して立ち上が り,回縁

部 はわずかに外反する。

体部外面ヘ ラ削 り後ヘラナデ,

内面ヘラナデ。 口縁部内・ 外面

積 ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

褐灰色

良好

P135
5%

甕

上 師 器

(5。 3)

7.3

底部か ら体部下位の破片。平

底。胴部 は内脅 して立 ち上が

る。

底部ヘラ削 り後ナデ。体部外面
ヘラ削 り後 ナデ,内面ヘラナ

デ。

長石・ 石英・ ひ位

にぶい褐色

普通

Ｐ・３９
畷

11

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[10,4]

(6.3)

体部か ら日縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

わずかに外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P138
15%
外面摩耗

第 29図
12

甕

土 師 器

A  19,7
B (28.3)

底部 欠損。体部 は球形状 を星

し,日縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部ヘラ削 り後ヘラ

ナデ。口縁部内・ 外百僚ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ・３‐
陽

13

霊

土 師 器

Ａ

Ｂ

底部欠損。体部 は球形状 を呈

し,口縁部は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,

ヘラナデ。頸部ヘラ削 り。

部内・ 外面横ナデ。

面

縁

内

回

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ・３２
腸

14

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。体部 は球形状 を呈 し,

口縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。頸部ヘ ラ削 り。日縁部内
・ 外面横 ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ‐４．醒

15

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。体部 は球形状 を呈 し,

日縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部ヘラ削 り。口縁

部内・ 外面ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P142
80%
内・外面摩耗

第 27図
16

甕
土 師 器

底部か ら口縁部の破片。底部 は

突出した平底。体部 は球形状 を

呈 し,日 縁部 は外傾する。

底部ヘラ削り後ナデ。体部外面
ヘ ラ削 り後 ナデ,内面ヘラナ

デ。日縁部内・外面積ナデ。

長石・石英・ 砂粒

にぶい褐色

普通 耗
Ｐ・４０暢礎

17

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部及び口縁部の一部欠損。単

孔式。体部 は内彎 して立ち上が

る。国縁部 は肥厚 し,外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。 口縁部内・ 外面横ナ

デ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ‐４３
既



図 版 番 号 器 種

計 測 値

出 土 地 点 備 考

最大長 lcm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 量 (g)

第27図 18 球 状 土 錘

第 9号住居跡 (第30～32図 )

位置 H4g5区 。

規模と平面形 長軸8.34m,短軸8.25mの 方形。

主軸方向 N-49°一W。

壁 壁高は18～37cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,中央から西側の一部が踏み固められている。耕作の トレンチャーによっ

て,床面全体が帯状の撹乱を受けている。

ピット 6か所。Pl～P4は,径30～41cm,深 さ48～65cmで ,規模や配列から主柱穴 と考えら

れる。P5の性格は不明である。P6は,径30cm,深 さ30cmで ,補助柱穴 と思われる。

貯蔵穴 東コーナー部に付設されている。長径79cm,短径73cm,深 さ32cmで ,円筒状に掘 り

込まれている。

炉 中央から北西寄 りにみられる。長径79cm,短径66cmで ,床面を14cm掘 り窪めた円形の地

床炉である。炉内覆土は7層 からなり, 1層赤褐色, 2層暗褐色, 3層褐色, 4・ 5層暗赤褐

色, 6層 にぶい赤褐色, 7層赤褐色であり,焼土粒子を含む。炉床は,火熱を受け赤変している。

覆土 ゴボウ耕作の トレンチャーによる撹乱を受けているが,基本的に 3層からなり, 1～ 3層

は覆上の大部分を占める。土師器は下層から床面直上にかけてみられる。覆土中から臼玉,炭化

米が出土している。中央から北寄 りに焼土塊,北西壁から西コーナー寄 りに粘土塊がいずれも下

層にみられる。

遺物 覆土中からは第32図 -2・ 5・ 6・ 8・ 10・ 第31図 -11の上師器が出上している。床面直

上の遺物は, 1の不が東コーナーから出土している。 3の不は南西壁の中央寄 りから出土してい

る。 4の不は西コーナーから出上したものと接合している。 7の奏は北西壁の中央寄 りに集中し

てみられ,これらが接合したものである。 9の甕は斜位の状態で床面から10cmの所,■の甑は

正位の状態で並んで,貯蔵穴の南から出土している。粘土塊は貯蔵穴の北西にみられる。

所見 北西壁から西コーナーにかけて,遺物が集中して出上している。これらの遺物は3層から

床面上にかけて出上していることから, 3層が堆積する過程で一括投棄された遺物と思われる。

当住居跡は,遺物等から古墳時代中期末のものである。
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A22.6m

9号住居跡貯蔵八上層解説

暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子極魅

嗜 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭他位子極微量。

褐   色 ローム粒子少量。

暗 褐 魯 ローム粒子少量,焼上粒子極微量●

褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック極魅

にぶい褐色 ローム粒子多量,ロ ームオヽブロック少量,炭化粒子極微量。

褐   色 ローム粒子多量;ロ ーム小ブ▼ック極微量。

褐   色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量。 o               2m

第30図 第 9号住居跡実測図



第 9号住居跡生層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子・焼上粒子極微量。

2 極 暗 掲 色 ローム小プロック・ ローム粒子少量,焼土粒子極微量。

3 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量。

4 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量,炭化粒子極微

量。

5 黒 褐 色 ローム小プロック・ ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量。

6 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子

極微量。

第31図 第 9号住居跡出土遺物実測図 (2)

第 9号住居跡出土遺物観察表

0              10Cm

7

8

9

10

11

12

13

14

暗 褐

暗 褐

黒

黒 褐

暗 褐

暗 褐

黒 褐

黒 褐

色

色

色

色

色

色

色

色

ローム粒子微量,焼土粒子極微量。

ローム粒子中量,焼土粒子・ 炭化粒子極微量。

ローム粒子・ 焼土粒子微量。

ローム粒子中量。

ローム粒子中量,焼土粒子・ 炭化物少量。

ローム粒子極微量。

ローム粒子微量。

ローム粒子中量。

③

も

‐２

③

占

‐３

彰

嶋  くご

図版番号 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 32図
1

郭

土 師 器

A [13.7]
B   4.6

底部から口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 は外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

良好

P146
70%

2

不

土 師 器

Ａ

Ｂ
[16.0]

6.0

底部から回縁部の破片。丸底。

体部は内彎して立ち上が り,日
縁部は外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面雑なヘラ磨 き。口縁部

内・外 面積 ナ デ。内・ 外面 赤

彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

良好

P148
20%

3

郷

土 師 器

A  14.8
B   5.7
C   5.3

体部 か ら日縁部一部欠損。丸

底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日 縁部との境に強い稜を持
つ。日縁部は外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P150
60%

4

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[15.0]

4.8

[4.4]

底部から口縁部の破片。平底。

体部は内鴛して立ち上がり,日
縁部 との境に弱い稜を持つ。日

縁部は直立する。

底部ヘラ肖1り 。体部外面ヘラ削

り後ナデ,内面ナデ。口縁部内

・ 外面積ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ・５‐
甥
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図版番号 器   種 計測値 にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 32図
5

邦
土 師 器

[15.2]

(4.9)

体部か ら口縁部 の破片。体部 け

内脅 して立ち上が り,日 縁部 と

の境 に弱い稜 を持つ。口縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面横 ナデ。

内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ・５３
嶋

6

斑
須 恵 器

Ａ

Ｂ

口縁部破片。頸部 と口縁部 の境

に強い稜 を持 ち,国縁部 はわず

かに内彎 して,外上方に開 く。

巻き上げ・水挽き成形。稜の上

方に6条,下方に袖描波状文を施

す。端部は凹面を持つ。内面自然

釉。

長石・ 砂粒

褐灰色

普通

P157
5%

7

姿

土 師 器

A [19.5]
B (6.7)

体部か ら回縁部破片。体部 は内

警 して立ち上が り,日 縁部 は外

反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部外面ヘラ削 り。

日縁部内・ 外面積ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

P156
5%

8

甕

土 師 器

A [21.5]
B (28.4)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

球形状 を呈 し,日 縁部 は舛反す

る。

体部及び頸部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。国縁部横ナデ。

長石・ 石英・砂粒

黄橙色

普通

P154

40%
体部中位煤付着

9

甕

土 師 器

B (27.4) 体部破片。胴部は球形状を星す

る。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

P155
35%
体部中位煤付着

甕

須 恵 器

B (4.6) 口縁部破片。口縁部 は外傾す

る。

内・外面自然粕。 長石・ 砂粒

灰色

良好

P160
5%

第 31図
11

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部か ら回縁部 にかけて一部欠

損。無底式。体部 は球形状 を呈

し,日 縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面横ナデ。

頸部外面指頭痕。

長石・ 石英・砂粒

にぶい橙色

普通

珈
明

図版番号 器 種

計 測 値

石    質 出 土 地 点 備 考

最大長 (cm) 最大幅にm) 最大厚にm) 孔 径 loll) 重 量(g)

第31図 12 臼 玉 0.1 滑   石 Q30

臼 玉 0.1 滑   石 Q31

第10号住居跡 (第33・ 34図 )

位置 14a5区。

規模と平面形 長軸6.62m,短軸5。 84mの長方形。

主軸方向 N-48° 一W。

壁 壁高は16～21cmで ,ほ ば垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,踏み固めらた面は認められない。耕作のトレンチャーによって撹乱を受け

ている。

貯蔵穴 南東壁の東コーナー寄 りに付設されている。長径61cm,短径54cm,深 さ50cmで ,円

筒状に掘 り込まれている。

炉 中央から北西寄 りにみられる。長径48cm,短径40cmの楕円形の地床炉である。炉床は掘 り

窪められてなく,床面が火熱を受け赤変した程度である。

覆上 トレンチャーによる撹乱を受けているが,基本的に 3層からなり, 1～ 3層が覆上の大部

分を占める。土師器は上層から下層にかけて散布している。また,覆土中から縄文式土器片が出

土している。南東壁際,南西壁際の下層から焼土塊がみられる。
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A

旦 22.6m ―

宥

Ю

量

住居跡

査

層

贅を粒子微量,ロ ーム粒子・焼土粒子極微量。    守

0誹
解 ♂ 銑 最鍵 中量,ロ ーム粒子少量。

色 炭化粒子中量,ロ ーム粒子・焼土粒子微量。

色  ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子極微量。

色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・ 炭化粒子微量,焼上

01

2 極 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼上粒子極微量。

3 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子極微量。

4 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック微量。

5 暗 褐 色 ローム粒子少量。

6 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック微量。

2黒 褐

3褐
4暗
5暗

褐

褐

粒子極微量。

6 褐   色  ローム粒子多量。

7 黒 褐 色 ローム粒子微重,炭化粒子極微量。

8 褐   色 ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

9 暗 赤 褐 色 ローム粒子・ 焼土粒子中量,炭化粒子少量。

第33図 第10号住居跡実測図

0               2m
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離:華:韻

0              10cm

第34図 第 10号住居跡出土遺物実測図
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遺物 覆土中から出上した土師器片のうち実測できたものは,第34図 -1～ 3・ 5・ 6である。

床面直上の遺物は, 4の上師器婉が正位の状態で北西壁中央から70cm離れたところから出上し

ている。 7の甕は南東壁際の中央部から出上している。

所見 当住居跡からは,ピ ットが確認できなかった。 6の遺物 と焼土塊は, 3層が堆積する過程

において投棄されたものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第 34図
1

杯
上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部及び口縁部一部欠損。平

底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日 縁部 はわずかに外傾す

る。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

積ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ・６２
琥

2

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部 及 び口縁部一部欠損。丸

底。体部 は内管 して立 ち上 が

り,口 縁部 は外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り,内
面ヘラ磨 き。口縁部内・ 外面横

ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

良好

P163

50%

3

郵
土 師 器

Ａ

Ｂ
[14.0]

(2.6)

口縁部破片。日縁部はほぼ直立

する。

口縁部内・ 外面横ナデ。内・ 外

面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

剛
院

塊

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体 部か ら口縁部一部欠損。平

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日 縁部 は内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横 ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

良好

P165
80%

5

堀

土 師 器

Ａ

Ｂ

[12.6]

(7.8)

体部から口縁部の破片。体部は

内彎して立ち上がり,日 縁部は

外傾する。

体部ヘラ削 り後ナデ,内面ヘラ

磨 き。日縁部外面横ナデ,内面

横 ナデ後ヘラ磨 き。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

良好

P166
30°/O

6

甕

土 師 器

B  19.3 体部破片。体部は球形状を呈す

る。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ナデ。

長石・石英・砂粒
にぶい黄橙色

普通

Ｐ・６８
賜

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[228]
(4.0)

口縁部破片。日縁部 は外反す

る。

口縁部外面横ナデ,内面僚ヘラ

肖」り。日縁部外面指頭痕。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P169
5%

第11号住居跡 (第35～38図 )

位置 14g9区。

規模と平面形 長軸9.04m,短軸8.80mの 方形。

主軸方向 N-38°一E。

壁 壁高は46～56cmで ,ほ ぽ垂直に立ち上がっている。壁溝は南東壁 と南西壁の一部を除い

て,ほぼ全周しており,上幅11～20cm,深 さ4～10cmで ,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,踏み固められた面はみられない。耕作によるトレンチャーによって撹乱を

受けている。間仕切 り溝は,幅18～26cm,深 さ9～14cmで,Pl～P4に 向かって北東壁から2

条,南西壁から2条,北西壁から1条延びている。

ピット 4か所。Pl～P4は,径36～42cm,深 さ52～60cmで ,規模や配列から主柱穴 と考えら
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れる。

貯蔵穴 南東壁の東コーナー付近に付設されている。長径106cm,短径95cln,深 さ54cmで ,断

面形はU字状である。

炉 2か所。Flは中央より北西寄 りにある。長径82cm,短径60cmで ,床面を10cm程皿状に掘

り窪めた楕円形の地床炉である。炉内覆土は10層からなり, 1層褐色, 2～ 6層にぶい赤褐色,

7～ 9層褐色,10層暗褐色であり焼土粒子,炭化粒子を含む。炉床は火熱を受け赤変硬化してい

る。F2は 中央付近にある。炉の規模は長径55cm,短径50cmで ,床面を7cm程皿状に掘 り窪め

た楕円形の地床炉である。炉内覆土は6層からなり, 1層褐色, 2層 にぶい赤褐色, 3～ 5層褐

色, 6層暗褐色であり,焼土粒子,庚化粒子を含む。炉床は火熱を受け赤変している。

覆土 耕作によるトレンチャーの撹乱を受けているが,壁際から流れ込んだものとして 6・ 8～

10層がみられ, 1～ 3層が覆上の大部分を占める。上層から下層にかけて同時期の上師器片が散

布しているが,特に下層に多 くみられる。覆土中から球状土錘,臼玉,石鏃,砥石等が出土して

いる。北東壁の北コーナー付近の下層には焼土塊,東コーナーの下層には粘土塊がみられる。

遺物 覆土中から第36図 -2・ 3・ 6・ 14・ 15。 第37図 -19・ 第35図 -33が出土している。床面

直上の遺物は,12の上師器婉が正位の状態で中央の北西側から出上している。 9の邪は貯蔵穴の

覆土中から出土したものが接合している。13の高不は中央の東側から出土している。17・ 18の 甕

は東コーナーから出上したものが接合している。10の塊は正位の状態で貯蔵穴の覆土中から出土

してはる。 1・ 4・ 7の不は正位に近い状態で,8の不,■の婉は斜位の状態で貯蔵穴の底面か

ら出上している。 5の不,16の甕はいずれも貯蔵穴底面から出上したものが接合している。33の

紡錘車は南コーナー付近から出土している。29・ 30・ 31の臼玉が中央の東側の覆上下層から出土

している。 9点の球状土錘は散在した状況で床面上から出上している。

所見 貯蔵穴内から一括した遺物が出土している。この遺物は第37図 -10の遺物を除き,いずれ

も底面中央に位置し,出土レベルも同じことから,貯蔵穴周辺に置かれた遺物が一括して流れ込

んだものと思われる。当住居跡は,遺物等から古墳時代中期末のものである。

第■号住居跡土層解説                          第■号住居跡貯蔵穴土層解説

1 黒 褐 色 ローム小ノ0ッ ク・ ローム粒子・炭化粒子少量,ロ ーム大   1 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,焼土粒子・炭化

ブロック・焼土粒子微量。

ローム粒子中量,炭化粒子少量,焼土粒子微量。       2
ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子微量。         3
ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,焼土粒子・炭化   4
粒子微量。

ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量。         5
ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量,焼土粒子・炭化

粒子微量。                        6
ローム粒子多量。

ローム粒子多量,ロ ーム小プロック中量,焼上粒子微量。   7
ローム粒子多量。                     8
ローム粒子多量。

粒子微量。

ロームガヽプロック・ ローム粒子多量。

ローム邁ヽブロック・ ローム粒子中量。

ローム小ブロック・ ローム粒子多量,ロ ーム大プロック微

量。

ローム小プロック・ ローム粒子多量,ロ ーム大・ 中プロッ

ク微量。

ローム小プロック・ ローム粒子多量,焼上粒子・ 炭化粒子

微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量。

ローム粒子多量。

色

色

色

　

色

　

色

　

色

色

褐

褐

褐

　

褐

　

褐

　

褐

褐

色

色

色

　

色

色

　

色

色

色

色

褐

　

褐

　

褐

暗

褐

黒

　

暗

褐

　

褐

褐

褐

褐

２

３

４

　

５

６

　

７

８

９

‐０
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第37図 第11号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第38図 第11号住居LTI出 土遣物実測図 (3)

第11号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器 種 計韻じ値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備  考

第 36図
1

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上が

り,日縁部 との境に弱い稜を持
つ。回縁部 はわずかに外傾す
る。

厘部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後雑なナデ,内面横ナデ。 日

縁部内・ 外面ナデ。内・ 外面赤

彩。

長石・ 石英・砂粒

明赤褐色

良好

P170
100%

2

昂

土 師 器

Ａ

Ｂ

12,7

4.8

体部及 び 口縁 部一部 欠損。丸

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日 縁部 は内傾する。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後ナデ,内面雑なヘラ磨 き。
口縁部内・ 外面横ナデ。内・ 外

面赤彩。

石

色

通

長

赤

普

石英・ 砂粒 Ｐ‐７２
院

3

JTN

土 師 器

A  14.9
B   5.0
C   3.3

体部 及 び 口縁部 一部 欠損。平

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,口縁部 は直立する。

底部ヘラ削 り。体部ヘラ削 り後
ナデ,内面ナデ。日縁部内・ 外

面横 ナデ。内面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ・７‐
陽

4

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,回縁部 はわず か に外傾 す

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ‐７３叫

5

不

土 師 器

[7.2]
6.2

体部及び口縁部一部欠損。丸底。

体部 は内彎 して立 ち上が り,日

縁部 との境 に弱 い稜 を持 つ。ロ

縁部 はわずかに内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横 ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P175
60%
内面摩耗の煤付着

6

邦
土 師 器

A  14.0
B   5。 4

回縁部一部欠損。丸底。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 と

の境に強い稜 を持つ。口縁部 は

わずかに外反する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ
デ,内面ナデ。日縁部内・外面
横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ・７４
陽

7

郵

上 師 器

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日 縁部 は外反する。

底部及び体部ヘラ削り後ナデ,

内面ナデ。回縁部内・外面横ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・ 石英 。砂粒

赤色

普通

Ｐ‐７６Ｍ

8

不

土 師 器

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日縁部 は内傾する。

底部及び体部ヘラ削 り後ナデ,

内面雑なヘラ磨 き。口縁部内・

外面横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P177
95%
肉・外面摩耗
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図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 36図
9

1/N

土 師 器

13.4

(6.1)

底部一部欠損。丸底。体部 は内

彎 して立ち上が り,日縁部 との

境に弱い稜 を持つ。日縁部 は内

傾する。

底部及び体部ヘラ削 り後ナデ,

内面 ナデ。口縁部内・ 外面横 ナ

デ。内・ 外面赤彩。

長石 。石英・砂粒

赤色

良好

Ｐ‐７８
陽

10

塊

土 師 器

丸底。体部 は内管 して立ち上が

り,日縁部 は直立する。

底部及び体部ヘラ削 り後ナデ,

内面 ナデ。口縁部内・外面横 ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

赤色

良好

Ｐ‐７９叫

[1

坑

土 肺 器

12.7

9.6

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日縁部 はほぼ直立する。

底部及び体部ヘラ削 り後ナデ,

内面ナデ。口縁部内・外面横ナ

長石・ 石英・砂粒

明赤褐色

良好

Ｐ‐８０幌

12

塊

土 師 器

[13.0]

8.3

体部及び口縁部欠損。丸底。体

部 は内管 して立ち上が り,回縁

部 はほぼ直立する。

底部及 び体部ヘラ削 り後ナデ,

内面ナデ。 口縁部内・外面横 ナ

デ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ‐８‐
賜

13

郷

器師

高

土

E (5.5) 脚部破片。脚部は円筒状を呈す

る。

脚部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。杯部内面ナデ。脚部外面

及び不部内面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

赤色

普通

Ｐ‐８３
Ｍ

土 師 器

Ａ

Ｂ

8.7]

13.4

口縁部一部欠損。丸底。体部 は

内彎 して立ち上が り,上位に最

大径 を持 つ。口縁部 は外傾 す

る。

底部及 び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ。 口縁部内・外面横ナデ。

長石・ 石英・砂粒

にぶい橙色

普通

P184
90%
外面摩耗

15

甕

土 師 器

(15,0)

61
底部か ら体部の破片。平底。体

部 は球形状 を呈する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ヘ

ラナデ,内面ナデ。

長石 。石英・砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ・８７
期

第 37図
16

甕
上 師 器

[13.8]
26.1

68

体部一部欠損。平底。体部 は球

形状 を呈 し,口 縁部 は外反 す

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ヘ

ラナデ,内面ヘラナデ。日縁部

内・外面横ナデ。

長石 。石英・砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ‐８５
賜

17

甕

土 師 器

B (296) 体部破片。体部は球形状を星す

る。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。

長石・ 石英・砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ‐８６
錫

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[19.6]

(4.3)

回縁部破片。口縁部 は外反す

る。

口縁部 内・ 外面積 ナデ。 長石・ 石英・砂粒

明赤褐色

普通

P188

5%

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

[17.0]

(3.8)

口縁部破片。日縁部 は外反す

る。

顎部外面ヘラ削 り。口縁部内・

外面横 ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P189

5%
外面煤付着

第11号住居敵出土遣物観察表

図版番号 器 種

計 値

出 土 地 点 備 考

最大長 (cm) 最大幅にm) 最大厚にm) 孔 径 (cm) 重 量(g)

第37図 20 球 状 土 鍾 DP6

球 状 土 鍾 4.1 DP7

球 状 土 錘 3.7 DP8

球 状 土 鍾 4.1 DP9

球 状 土 鍾 DP10

球 状 土 錘 (3.9) (55.0) DPll

球 状 土 錘 47 2

第38図27 球 状 土 鍾 4_1 (51.6) DP13

球 状 土 鍾 (33.2)

玉臼 DP33
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図版番号 器 種

計 測 値

石    質 出 土 地 点 備     考

最大長にm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 孔 径他m) 重 量 (g)

第35図 30 臼 玉 0.1 滑   石

臼 玉 0.1 滑   石

砥 石 砂   岩 Q38

紡  錘  草 5.7 滑   石 Q32

第12号住居LTt(第 39～41図 )

位置 J3b3区。

規模と平面形 長軸6.94m,短軸6.76mの 方形。

長軸方向 N-88°一E。

壁 壁高は37～64cmで ,ほ ば垂直に立ち上がっている。耕作によるトレンチャーによって,帯

状の撹乱を受けている。壁溝 は全周しており,上幅14～23cm,深 さ4～ 6cmで,断面形 はU

字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。 4か所のピットを囲むように,床面が

火熱を受け赤変硬化している。

ピット 4か所。Pl～P4は,径35～38cm,深 さ60～70cmで ,規模や配列から主柱穴 と考えら

才化る。

覆土 耕作によるトレンチャーの撹乱をかなり受けている。覆土は,ローム粒子,ロ ーム小ブロ

ックを含む黒褐色土,暗褐色土,褐色上が入 り乱れて堆積している。特に, 6層 は焼土粒子を多

く含んだ層である。各壁沿いの床面上から炭化材が検出されている。北壁 と中央から南側の下層

に焼土塊及び南壁際の下層に粘土塊がみられる。覆土中の遺物は少量であるが,下層から床面直

上にかけて土師器片が多 く出上している。覆土中から砥石,黒曜石が出上している。

遺物 覆土中から出土した上師器片は,いずれも小破片である。石製品は第41図 -7の砥石が床

面から5cm高いところから出上している。原面直上の土師器は 1の不が正位の状態で南壁際の

中央から, 2の不は中央の東側から出上している。また, 3～ 5の不は北東コーナー付近から出

土している。 6の鉢は北壁の北西コーナー寄 りから出土している。

所見 覆上の堆積状態をみると,ロ ーム小ブロック,ローム粒子を含む層が入 り乱れて堆積して

いること,ま た,床面直上に炭化材,焼土塊がみられ,床面が火熱を受け赤変していることなど

から,焼失後埋め戻されたものと思われる。炉は,床面が火熱を受け赤化しているため,確認で

きなかった。当住居跡は,遺物等から古墳時代中期末のものである。
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D              2m

第39図 第12号住居跡実測図
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第12号住居跡土層解説

; 電 
褐
 琶 :三会経重多藝1警三蜜景瓦丁夕雀み畳I途⊆籍景l炭

化粒子極微量。
3 暗 褐 色 ローム小プロック・ ローム粒子少量,炭化粒子極微量。
4 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック・炭化粒子少量,焼土

粒子・炭化材極微量。
5 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子多量,炭化粒子少量。
6 暗 掲 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム小プロック

微量。

7 褐   色 ローム粒子多量。
8 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量,ロ ーム小プロック少量,炭化

粒子微量。
9 褐   色 ローム中ノロック・ ローム粒子多量,炭化材中量,焼上粒

子・炭化粒子微量。

第40図 第12号住居跡遺物出上位置図

0             2m
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0              10cm

第41図 第12号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第 41図
1

不

土 師 器

A  13.8
B   5.6

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日 縁部 との境に弱い稜を持

つ。日縁部 はわずか に内傾 す

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面雑なヘラ磨 き。口縁部

内・ 外 面 横 ナ デ。内・外 面 赤

彩。

石

色

好

長

赤

良

・石英・砂粒 190

100%

2

不

土 師 器

[14.4]

5,8

底部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内弩 して立ち上が り,日
縁部 はわずかに内傾する。

底部及び体部外面ヘラ肖」り後ナ

デ。口縁部内 ,外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P191

40%

3

不

土 師 器

A  12.4
B   5.1

体部及び口縁部一部欠損。丸底。

体部 は内彎 して立 ち上 が り,日

縁部 との境 に稜 を持 つ。日縁部

は段 を持ち,ほ ぼ直立する。

底部及び体部ヘラ削 り後ナデ。

口縁部内・外面横ナデ。内・ 外

面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P192
70%
内面摩耗

4

不

土 師 器

[14.2]

6.1

体部 及 び口縁部一部欠 損。丸

底。体 部 は内彎 して立 ち上 が

り,日 縁部 は外傾する。回縁部

内面に稜を持つ。

底部及び体部ヘラ削 り後ヘラナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英 。砂粒

赤色

普通

P193
60%
二次焼成

内面摩耗

5

邪

土 師 器

11.7

6.0

体 部及 び 回縁部一部 欠損。丸

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日 縁部 は内傾する。

底部ヘラ削 り後ナデ。体部外面
ヘ ラ削 り後 ナ デ,上位 ヘ ラ磨

き,内面ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

にぶい赤褐色

普通

P194
60%
内面摩耗

6

鉢

土 師 器

[22.9]

(7.4)

体部から回縁部の破片。体部 は

外傾 して立ち上がる。

体部内・ 外面ヘラナデ。口縁部

内 。外面積ナデ。

長石・石英・砂粒

橙色

普通

P195

10%
二次焼成

煤付着

第12号住居跡出土遺物観察表

第14号住居跡 (第 42・ 43図 )

位置 K2b5区 。

重複関係 本跡は南西部において第18号土坑を掘 り込んでいる。

規模と平面形 長軸4.24m,短軸3.20mの 長方形。

長軸方向 N-44°一W。

壁 壁高は18～22cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,踏み固められた部分は認められない。中央部は根による撹乱が著しい。

覆土 基本的に 2層からなり, 2層, 1層の順に堆積する。上層から下層にかけて同時期の上師

器片と縄文式上器片が散布している。

遺物 覆土中から第43図 -4・ 5が出上している。床面直上の遺物は,中央から南東側に集中し

てみられる。 1の上師器邪は正位の状態で 6と 9の甕の間から出土している。 2の不は逆位の状

態で出上している。 8の甕は中央の南東側から出上したものが接合している。 6と 9は並ぶよう

に逆位の状態で出上している。 7の甕は逆位の状態で出上している。 3の不は北東壁の中央から

出土したものが接合している。

所見 遺物は床面上にいずれも逆位の状態で並んで集中して出上していることから,本跡の廃棄

図版番号 器 種

計 測 値

石 質 出 土 地 点 備 考

最大長にm) 最大幅 (帥 ) 最大厚にm) 子し 径lcm) 重 量(g)

第41図 7 砥 石 1209,7 砂 S112 Q39
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時に伴う遺物 と思われる。本跡は,炉が確認されず住居跡 とすることは困難であるが,こ の竪穴

遺構の性格が確定できないことから住居跡 として扱う。時期は,遺物等から古墳時代中期末のも

のである。

|キ

に

――

相

Ｍ

Ⅵ

却

開

ｍ

剛

――ｌ

ｒ

Ｏ

　

　

Ｎ

Ｏ

ｒ

Ｏ

　

ド

01 引      ol
A 22.8m

B

第42図 第14号住居跡実測図

第14号住居跡出土遺物観察表

第14号住居跡上層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子微量,焼上粒子・炭化粒子極微量。

2 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量,炭化粒子

極微量。

3 褐   色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子種微量。

0              2m

図版番号 器   種 計測値 (帥 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 43図
1

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

口縁部一部欠損。丸底。体部は

内彎して立ち上が り,回縁部 と

の境に弱い稜を持つ。日縁部は

ほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・ スコ

リア・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ２．０
琥

2

雰

土 師 器

A  14.1
B (5.0)

底部及び口縁部一部欠損。丸

底。体部 は内彎 して立 ち上が

り,日縁部 はわずかに外反す

る。

底部及び体部ヘラ削り後ナデ,

内面ナデ。日縁部内・外面横ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂栽

橙色

良好

P211
70%
底部砥石痕
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第43図 第 14号住居跡出土遺物実測図

0              10cm
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図版番号 器   種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 43図
3

椰

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部から口縁部の破片。体部 は

内管 して立ち上がる。日縁部 は

わずかに外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラ磨 き。口縁部内・外面横ナ

デ。内・ 外面赤彩。

長石・石英・砂粒

暗赤色

普通

Ｐ２‐３
琥

郭

土 師 器

B (52) 底部から体部の破片。丸底。体

部は内彎して立ち上がる。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。内面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ２．２
暢

5

婉

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 は

外傾する。日縁部内面に稜 を持

体部外面ヘラ肖」り後ナデ,内面

ナデ。 口縁部内・外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤帽色

普通

Ｐ２．４
賜

6

餐

土 師 器

A  15.0
B  20.3
C   4.8

体部一部欠損。突出した平底。

体部は球形状を星し,日縁部は

外反する。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ削

り後ナデ,内面ヘラナデ。口縁

部内・外面横ナデ。

長石・石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ２‐６
陽

7

甕

土 師 器

B (20.6)
C   6.8

底部か ら体部の破片。平底。体

部 は球形状 を星する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P215
40%
内面摩耗

8

奏

土 師 器

A  16.6
B  18,7
C   6.2

体部一部欠損。突出 した平底。

体部 は球杉 伏を呈 し,口縁部 は

外傾する。

底部ヘラ肖り 。体部外面ヘラ削

り後ナデ,内面ヘラナデ。日縁

部内・外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P217
90%

9

甕

土 師 器

A  15.1
B  19.6
C   5,8

体部一部欠損。突出した平底。

体部は球移伏を呈し,口 縁部は

外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英 。砂粒

橙色

普通

Ｐ２‐８
賜

第15号住居跡 (第44～46図 )

位置 15d6区。

規模と平面形 長軸7.30m,短軸6.72mの方形。

主軸方向 N-45°一W。

壁 壁高は46～50cmで ,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。壁溝は全周しており,上幅11～22cm,

深さ2～ 8cmで,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。中央寄 り東側 と西側の床面は,火熱を

受け赤変硬化している。馬の背状の高まりは,南東壁から180cm離れたところに幅43cm,高 さ

6cmで,壁に沿って延びており,位置や形態から出入口施設に関係するものと思われる。間仕

切 り溝は,幅 12～22cm,深 さ8～16cmで ,四方の壁からPl～ P4に 向かって 6条ある。

ピット 6か所。Pl～P4は,径27～45cm,深 さ40～60cmで ,規模や配列から主柱穴 と考えら

れる。P5は,径17cm,深 さ31cmで ,規模や位置から梯子ピットと思われる。

貯蔵穴 東コーナーに付設されている。長径97cm,短径87cm,深 さ55cmで ,円筒状に掘 り込

まれている。

炉 中央から北西寄 りにある。長径91cm,短径67cmで ,床面を8cm程皿状に掘 り窪めた楕円

形の地床炉である。炉床は,火熱を受け赤変硬化している。

覆土 耕作によるトレンチャーの撹乱を受けている。床面上には焼土粒子を多量に含む 8層 と炭
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第15号住居跡貯蔵穴土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子多量,炭
化材少量,焼 土 粒

子・炭化粒子極微量。

2 暗 褐 色 ローム粒子多量,炭
化粒子少量,焼土粒

子極微量。

3極 暗 褐 色 ローム粒子多量,炭
化粒子中量,ロ ーム

イヽプロック少量,焼
土粒子微量。

4 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒

子多量,炭化材中量,

焼土小プロック極微

量。

5暗 褐 色 ローム粒 子 多 量,

ロームガヽプロック・

焼土粒子少量,炭化

粒子微量,炭化材極

微量。

6 明 褐 色 ローム粒子多量,焼
土粒子極微量。

0               2m

第44図 第15号住居漸実測図
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化粒子を多量に含む10層が薄 く堆積する。他の層はローム小プロック等を含む褐色土層と黒褐色

土層が入 り乱れて堆積している。覆上の上層から下層にかけて同時期の上師器片,臼玉が出上し

ている。各壁周辺の床面上には炭化材,焼土塊がある。

遺物 覆土中からは第46図 -1～ 5・ 7・ 10が出上している。床面直上の遺物は, 6の上師器甕

が正位の状態で東コーナー付近の壁際から出土している。 8の甕・ 9の鉢はつぶれた状態で中央

部北側から出上している。

所見 覆土の堆積状態をみると床面上から8層,10層 に炭化材,焼土塊などがみられ,そ の上に

プロック状の層が堆積していることから,当住居跡は,焼失後しばらくした後,人為的に埋め戻

されたものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である

義
〒
計
十
界

G

第15号住居跡上層解説

1極 暗 褐 色 ローム粒子・ 焼土粒子少量。

2 黒 褐 色  ローム粒子少量,炭化粒子微量,ロ ームオヽブロック極微量。

3 褐   色 ローム粒子多量 ,ロ ーム小プロック少量,焼土粒子・ 炭化

粒子極微量。

4 黒 褐 色 ローム粒子・ 焼土粒子少量。

S 黒 褐 色 ローム小プロック・ コーム粒子・ 焼土粒子微量。

6 褐   色 ローム粒子多量,炭化粒子少量,焼土粒子・ ローム小プロッ

ク微量。

7 黒 褐 色 焼土粒子・ 炭化粒子中量,ロ ーム粒子少量。

8 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,炭化粒子少量,ロ ーム粒子微量。

9 褐   色  ローム小プロック・ ローム粒子中量,炭化粒子微量。

10 黒 褐 色 炭化粒子多量,ロ ーム粒子中量,焼土粒子 。炭化材少量。

第45図 第15号住居跡遺物出上位置図

り|          
∪

|

0               2m

褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム小プロッ

ク極微量。

色 ローム粒子多量,炭化粒子少量。

色 ローム粒子多量,炭化粒子少量。

褐 色 炭化粒子多量,炭化材中量,ロ ーム粒子・焼土粒子少量。

色 ローム粒子多量,ロ ーム小ノロック少量,炭化材・炭化粒

子極微量。

褐 色 ローム小ブロック・ ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子

微量。

黒

　

褐

褐

黒

褐

　

暗

↑建

持
尋氏

ポ
堀
，
野

。́
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第46図 第15号住居跡出土遣物実測図
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第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備  考

第 46図
1

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

口縁部一部欠損。丸底。体部は

内彎して立ち上が り,口 縁部 と

の境に弱い稜を持つ。日縁部は

わずかに外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラ磨 き。内・ 外面赤

彩。

長石・ 石英・砂泣

赤色

普通

P220

90%
二次焼成

2

不

土 師 器

12.8

(3.4)

体部から回縁部の破片。体部は

内彎して立ち上がり,口 縁部と

の境に弱い稜を持つ。口縁部は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後,雑なヘラ

磨 き,内面密なヘラ磨 き。日縁

部内・ 外面横ナデ後ヘラ磨 き。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ２２２
幌

3

郷

土 師 器

B (2.3)
C   4.6

底部破片。平底。体部は内彎し

て立ち上がる。
底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ヘラ磨 き。内・外面赤

彩。

長石・ 石英 。砂粒

赤色

普通

Ｐ２‐９
既

4

不

土 師 器

[14.8]

(24)
体部か ら口縁部の破片。体部 け

内彎 して立ち上が り,回縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面横ナデ。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ２２‐
蹴

5

壷

土 師 器

B (6.6) 体部破片。体部は内彎して立ち

上がる。

体部 ヘ ラ削 り後 ナデ,内面 サ

デ。外面及び口縁部内面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ２２４
既

6

甕

土 師 器

B (17.4)
C   8.4

底部から体部の破片。平底。体

部は球形状を星する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい褐色

普通

P226

30%
内面摩耗

7

賓

土 師 器

A  16.2
B  24.1
C   7.7

体部一部欠損。平底。体部 は球

形状 を呈する。日縁部 は外反す

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。頸部ヘラ削

り。日縁部内・ 外面横ナデ。

長石・ 石英 。砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ２２５
賜

8

甕

土 師 鶏

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部及び口縁部一部欠損。
底。体部は球形状を星する。

縁部は外傾する。

平 底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部外面

積ヘラ削 り,内面積ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P227

90%
内面摩耗

9

鉢

土 師 器

[13.8]

(10.0)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

ほぼ直立 して立ち上が り,日縁

部 はわずかに外反する。

体部外面粗いヘラ削り,内面ヘ

ラナデ。口縁部内・ 外面横 ナ

デ。

長石・ 石英・砂粒

にぶい橙色

普通

P228

10%
外面摩耗

図版番号 器 種

計 催

石 質 出 土 地 点 備 考

最大長 lon) 最大幅 (cm) 最大厚 lon) 孔 径にm) 重 量 lg)

第46図 10 臼 玉 滑 石 Q40
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第18号住居Ltl(第 47～49図 )

位置 K2a6区 。

規模と平画形 長軸6.48m,短軸5。 96mの方形。

主軸方向 N-45°一W。

壁 壁高は36～66cmで ,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。壁溝はほぼ全周しており,上幅12～ 28

cm,深 さ4～10cmで,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。間仕切 り溝は,幅16～24cm,深 さ8

～16cmで ,北東壁からPl,Pヮ に向かって 2条,南西壁から中央に向かって 1条,南西壁から

P4に 向かって 1条,北西壁から中央に向かって 1条がみられる。

ピット 4か所。Pl～P4は,径 30～35cm,深さ60～73cmで ,規模や配列から主柱穴 と考えら

れる。

貯蔵穴 南コーナー付近に付設されている。長径82cm,短径66crn,深 さ54cmで,円筒状 に掘

り込まれており,一部分に窪みがある。貯蔵穴内覆土中層から炭化材がみられた。

炉 中央から北西寄 りにある。長径34cm,短径22cmで,床面を6cm程皿状に掘 り窪めた精円

形の地床炉である。炉内覆土は 3層からなり, 1層 にぶい赤褐色, 2層暗赤褐色, 3層にぶい赤

褐色であり, どの層も焼土粒子,炭化粒子を含む。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土 壁際から褐色上が流れ込み,床面上には炭化材,焼土粒子を含む層が10cm程の厚さで堆

積している。その上に暗褐色土層がある。上層から下層にかけて同時期の上師器片 と縄文式土器

片が散布している。南東壁寄 りの中層には粘土塊がみられる。

遺物 覆土中からは第49図 -1・ 4・ 5・ 9・ 12が出上している。床面直上の遺物 はほとんどな

いが,床面から5cm程の高さから,多 く遺物が出土している。 2の上師器不は南コーナーから

出上したものが接合している。 7の邪,14の砥石は東コーナーから出土している。 3の不,10・

■の双孔円板,13の自玉はほぼ同じレベルで中央の南西側から出上している。 8の坑は正位の状

態で南コーナー付近から出上している。 6の邪は正位の状態で貯蔵穴覆土中から出土 している。

所見 床面上の炭化材や焼土塊,貯蔵穴内の炭化材などの出土状況から焼失 したものと思われ

る。当住居跡は,遺物等から古墳時代中期末のものである。
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C 22.3m
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第47図 第18号住居跡実測図
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第18号住居飾土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量,炭化粒子微量。
2 極 暗 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子微量。
3 黒 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子・炭化粒子少量。
4 極 暗 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子・炭化粒子少量。
5 極 暗 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子・炭化材・炭化粒子少量。
6 極 暗 褐 色 炭化材・炭化粒子多量,ロ ーム粒子・焼土粒子中量。
7 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子極微量。
8 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子極微量。
9 褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子微量,ロ ーム小プロック・炭化

粒子極微量

0              2m

色 ローム粒子極微量。

色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量。

色 ローム粒子多量。

色 ローム粒子・炭化材・炭化粒子少量,焼土粒子微量。

色 炭化材多量,炭化粒子中量,ロ ーム粒子・焼土粒子微量。

色 ローム粒子・焼土粒子微量。

色 ローム粒子・焼土粒子微量。

色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量。

15 暗

16褐
17 明

18暗
19暗
20 暗

21 褐

22褐

褐

褐

褐

褐

褐

10 褐

11 暗 褐

12 暗 褐

13 暗 褐

14 暗 褐

色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量,炭化材極微量。

色 ローム粒子・焼土粒子・炭化材・炭化粒子少量。

色 焼土粒子少量,ロ ーム粒子微量,炭化粒子極微量。

色 ローム粒子・焼土粒子少量,炭化粒子微量。

色 ローム粒子・炭化粒子少量,焼土粒子微量。

第18号住居跡貯蔵穴土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子 。焼土粒子・炭化粒子中量。

2 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,炭化粒子中量,ロ ーム粒子少量。

3 にぶい赤掲色 ローム粒子 。焼土粒子・炭化粒子中量,焼土小プロック少

量。

色 ローム粒子多量,ロ ームガヽ プロック少量,焼上粒子・ 炭化

粒子微量。

へ燿祭彰
ぶゞ・

第48図 第18号住居跡遣物出上位置図
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第49図 第18号住居Ltl出 土遺物実測図

第18号住居LTl出 土遣物観察表

12

S=1/2

0           1ocm

―
一

図版番号 器   種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 49図
1

不

上 師 器

A [12.5〕
B   6.3

体部及び口縁部一部欠損。丸

底。体部 は内彎 して立ち上が

り,口縁部は直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤色

普通

P245
70%
二次焼成
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図版番号 器 種 計測値 lcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 49図
2

不

土 師 器

A  13.2
B (5。 3)

体部及び口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ナデ。日縁部内・ 外面横 ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P246

30%
二次焼成

3

不

上 師 器

16.4

(4_9)
体部か ら回縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 は

外傾する。日縁部内面に弱い稜

を持つ。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ナデ。口縁部内・ 外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石 。石英・ 砂粒

赤色

普通

P247

40%
二次焼成

4

邪

土 師 器

A [14.2]
B (5。 3)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 は

外傾する。日縁部内面に弱い稜
を持つ。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ナデ。日縁部内・ 外面横 ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P248
20%
二次焼成

5

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日 縁部 はわず か に内傾 す

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P256
100%

6

杯

土 師 器

A  lo.o
B   3.9

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日 縁部 との境 に弱い稜 を持
つ。 口縁部 は外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り,内
面 ナ デ。日縁 部 内・外 面積 ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

赤褐色

普通

P250
100%
内面摩耗

7

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

12.2

6.0

丸底。体部 は肉彎 して立ち上が

り,口 縁部 は内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後 ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面
ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤色

良好

P272

100%

8

杯

土 師 器

10.8

6.8

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日縁部 はわず か に外 反 す

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ヘ

ラ磨 き。日縁部外面ヘラ磨 き,

内面ナデ。内面赤彩。

長石・ 石英・ 雲母
・ 砂粒

明赤褐色

普通

P249
100%
内面摩耗

煤付着

9

墾

土 師 器

[11.6]

(4.6)

口縁部破片。口縁部 は外反す
る。

回縁部内・外面積ナデ。 長石・ 石英 。砂粒

橙色

普通

２５‐

％

図版番号 器 種

計 測 値

石 質 出 土 地 点 備 考
最大長 lcm) 最大幅 lcm) 最大厚 (cm) 孔 径 (cm) 重 量 (g)

第49図 10 双 孔 円 板 2.1 0.3 滑 石 Q42

双 孔 円 板 2.ユ 2_3 0.2 滑 石 Q43

紡  錘  車 1.9 滑 石 S118

白 玉 滑 石

砥 石 3.1 116.8 安 山 岩

第19号住居跡 (第50・ 51図 )

位置 K2f9区。

規模と平面形 長軸7.30m,短軸5。 30mの長方形。

長軸方向 N-58° 一E。

壁 壁高は24～48cmで,ほ ぼ外傾して立ち上がている。南コーナーは斜面部のため確認するこ

とができなかった。

床 床面は,ほぼ平坦で斜面に沿っていくぶん南側に傾斜し,踏み固められた面はみられない。

覆土 斜面に沿って壁際からの流れ込みの層である。上層から下層にかけて同時期の上師器片が

散布している。また,覆土中から縄文式上器片,石鏃,チ ャー トの剣片が出上している。南東壁

際の中層からは粘土塊,北 コーナーの中層には焼土塊がみられる。
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A21.2m

３ト

o               2m

第50図 第19号住居Ltl実測図
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19号住居跡土層解説

極 暗 褐 色 ローム粒子少量。

暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子微量。

黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量,焼土粒子微量。

暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量。

黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量,焼土粒子微量。

暗 褐 色 ローム粒子中量,炭化粒子少量。

褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子微量。

色

色

色

　

色

色

色

色

褐

掲

褐

暗

暗

暗

　

褐

褐

褐

褐

ローム粒子多量,焼土粒子微量。

ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子

微量。

ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子微量。

ローム粒子多量,焼土粒子微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量。

ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子微量。

遺物 覆土中からは第51図 -1～ 3・ 6が出土している。床面直上から出上した土師器はほとん

ど破片である。 4の土師器甕片,5の上製紡錘車は住居跡の中央の南側から出上している。

所見 本跡は,炉が確認されず,床面もあまり硬化した面がみられない状況から判断すると,住

居跡 とすることは困難であるが,こ の竪穴遺構の性格が確定できないことから住居跡 として扱

う。時期は遺物等から古墳時代中期末のものである。

/11ゝ 5

S=1/2

l f m
第51図 第19号住居跡出土遣物実測図

第19号 住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 計測値 lcH) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 50図
1

郵

土 師 器

A
B

体部及 び 口縁部一部 欠損。丸

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日 縁部 との境に稜 を持つ。

口縁部 は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラ磨 き。 日縁部外面

ナデ,内面ヘラ磨 き。内・ 外面

赤彩。

長石 。石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ２５２
腸

2

不

土 師 器

A [13.2]
B (5.0)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面積ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P253
20%

3

塔

土 師 器

A  13.2
8   7_0

口縁部一部欠損。丸底。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。内 。外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P254
90%

4

甕

土 師 器

B (4.4) 底部及び体部破片。平底。体部

は内彎 して立ち上がる。

底部及び体部外面ヘラ削 り後 ,
デ,内面ヘラナデ。

長石・石英・ 砂粒

にぶい赤褐色

普通

P255

10%
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図版番号 器 種

計 値

出 土 地 点 備     考

最大長 lan) 最大幅 lcm) 最大厚 lcm) 孔 径 lcm) 重 量 (g)

第51図 5 紡  錘  車 Sl19

図 版 番 号 器 種

計 測 値

出 土 地 点 備 考

最大長 lcm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 量 (g)

第51図 6 不 明 鉄 製 品 1.7 S119 1ヽ7

第20号住居LII(第 52・ 53図 )

位置 K2d4区 。

規模と平面形 長軸3.00m,短軸 (2.94)mの 方形。

長軸方向 N-38°一W。

壁 壁高は4～ 8cmで,耕作によって上面は撹乱を受けているため,立ち上がりは明確ではな

い。北東壁は根切 り清によって削られている。

床 ほぼ平坦であり,踏み固められた面はみられない。

覆土 撹乱を受けているために,堆積状況は不明確である。

遺物 出上した上師器片,須恵器片で実測できたものは,第53図 -1～ 4である。床面直上から

土師器片は出土しているが,いずれも細片である。

所見 本跡は,炉が確認されず,床面もあまり硬化した面がみられない状況から判断すると,住

第20号住居跡土層解説

1暗 褐 色 ローム粒子 中量,焼 土粒

子・炭化粒子少量。

2褐   色 ローム粒子多量,焼 土粒

子・炭化粒子微量。

3 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子

中量,炭化粒子微量。

4褐   色 ローム粒子多量,焼 土粒

子・炭化粒子微量。

5 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子

少量,炭化粒子微量。

6 褐   色 ローム粒子多量。

A 22.2m

C
0              2m

ollロ

第52図 第20号住居跡実測図
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居跡 とすることは困難であるが,こ の竪穴遺構の性格が確定できないことから住居跡 として披

う。時期は遺物等から古墳時代中期末のものである。

騨 軍一一一一一一一一一一一一一一一

T3 ―¶

第53図  第20号住居跡出土遺物実測図

第20号住居跡出土遺物観察表

第21号住居跡 (第 53・ 55図 )

位置 1219区。

規模と平面形 長軸6.14m,短軸5.00mの長方形。

長軸方向 N-33°一W。

壁 壁高は40～46cmで,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。北西壁は根切 り溝によって削られてい

る。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。

貯蔵穴 南東壁の中央付近に付設されている。長径84cm,短径65cm,深 さ57cmで,円筒状に

掘 り込まれている。

覆土 耕作によるトレンチャーの撹乱を受けている。床面直上にはローム粒子を含む層が薄 く,

1・ 2層が覆上の大部分をしめている。上層から下層にかけて同時期の上師器片が出上 してい

る。覆土中からは鉄滓,縄文式上器片が出土している。南東壁際,南西壁際の下層には焼土塊が

図版番号 器   種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・ 焼成 備  考

第 53図
1

不

土 師 器

A [14.4]
B (3.6)

口縁部破片。口縁部 はわずかに

外反する。体部 との境 に弱い稜
を持つ。

口縁部内・ 外面横ナデ。内・ 外

面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤褐色

普通

２５７

％

2

不

土 師 器

A [11.4]
B(35)

口縁部破片。日縁部 は外傾 す
る。

口縁部内・外面横ナデ。日縁部

内面 に稜 を持 つ。内・ 外 面赤

彩。

長石・石英・ 砂絃

赤褐色

普通

２５８

％

3

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

口縁部破片。日縁部 は外反す
る。

頸部ヘラ削り。日縁部内・外面
横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒
にぶ い橙色

普通

P259
5%

甕

土 師 器

B (1,8)
C   5.8

底部破片。平底。体部 は内彎気

味に立 ち上がる。

底部ヘラ削 り後ヘラナデ。 長石・石英・砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ２６０
琥

-87-



A

第21号住居跡貯蔵穴土層解説

1 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小プロック中量,ロ ーム粒子・炭化粒

子少量。

炭化材多量,ロ ーム粒子少量,ロ ームイヽプロック微量。

ローム小プロック・ ローム粒子中量,炭化粒子少量,焼土

小プロック・ 焼土粒子微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量,炭化粒子極微量。

10褐
11暗
12 暗

13褐
14褐

4褐   色

ローム粒子中量。

ローム粒子中量,炭化粒子極中量,焼土粒子少量。

ローム粒子少量,焼土粒子微量。

ローム粒子中量,焼土粒子極微量。

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量。

第54図 第21号住居跡実測図

第21号住居跡土層解説

1 黒 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子・炭化粒子微量。

2 極 暗 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子微量。

3 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量,炭化粒子少量。

4 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム小ブロッ

5褐

ク・炭化材微量。

色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック微量,焼上粒子・炭化

粒子極微量。

色 ローム粒子多量,焼土粒子中量,炭化粒子極微量。

色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ームガヽプロッ

ク微量。

8 黒 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子少量,炭化粒子極微量。

9 暗 褐 色 炭化粒子多量,ロ ーム粒子・焼土粒子中量。

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐 色

色

褐

褐

暗

黒
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みられる。各壁の周辺の下層からは炭化材が出上している。

遺物 覆土中から出上した遺物のほとんどが破片である。床面直上の遺物は,第55図 -1・ 5の

上師器不が正位の状態で, 2の不が逆位の状態で西コーナーの壁際から出上している。 3の不は

正位の状態で住居跡中央から出上している。 6の不, 9の甕,10の砥石は中央の南西側から出土

している。 7の不は中央の南側から出上している。 4の不は正位の状態で南東壁際の東コーナー

寄 りから出上している。

所見 本跡は,覆上の堆積状況や床面直上の焼土塊,炭化材などから,焼失後自然に埋没したも

のと思われる。炉は確認されず,住居跡とすることは困難であるが,こ の竪穴遺構の性格が確定

できないことから住居跡として扱う。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

江 Ξ ⊃ 10
＼
＼
＼

＼ こ 三 」 三 三 5デ
ン

ク

9

0              1ocm

第55図  第21号住居跡出土遣物実測図
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第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備  考

第 55図
1

都
上 師 器

14.8

5.8

丸底。体部 は内彎 して立 ち上が

り,日縁部 は外傾する。口縁部

内面に弱い稜を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

良好

P261

100%
外面煤付着

2

邪

土 師 器

Ａ

Ｂ

[15.8]

5。 3

体 部 か ら回縁部 一部 欠損。丸

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日 縁部 は外傾 している。口

縁部内面に稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部外面ナデ,

内面ヘラ磨 き。内・外面赤彩。

石

色

好

長

赤

良

石英・砂粒 P262

60%
二次焼成

3

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

回縁部一部欠損。丸底。体部は

内彎して立ち上がり,日縁部は

わずかに外反する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面雑なヘラ磨き。口縁部

外面横 ナデ,内面雑なヘラ磨

き。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P263
80%
二次焼成

4

郷

土 師 器

口縁部一部欠損。丸底。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 は

わずかに内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面雑なヘラ磨 き。口縁部

内・ 外面ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ２６４
賜

5

野
土 師 需

[12.0]

5.6

体部 か ら口縁部一分欠 損。丸

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日 縁部 は内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ２６５
朗

6

不

土 師 器

２

．

６

．

Ａ

Ｂ

日縁部及 び体 部一部 欠損。丸

底。体部 は内弩 して立 ち上 が

り,日縁部 は外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤色

普通

成
Ｐ２６６賜魏

7

塊
土 師 器

(3.3)
4.0

底部から体部下位の破片。平

底。体部 は内彎 して立ち上が

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ２６７
期

8

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[18.2]

(4.8)

口縁部破片。日縁部 は外反す

る。

頸部外面ヘラ削り。日縁部内

外面横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P268
5%

9

甕

土 師 器

(4.2)
7.7

底部破片。平底。体部は内彎し

て立ち上わゞる。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。

長石 。石英・ スコ

リア・ 砂粒

灰褐色

普通

Ｐ２６９
明

図版番号 器 種

計 測 恒

石 質 出 土 地 点 備 考

最大長 lcm) 最大幅(伽 ) 最大厚にm) 孔 径 lcm) 重 量(gl

第55図 10 砥 石 164.0 安 山 岩
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第22号住居跡 (第56～58図 )

位置 J3e4区。

規模と平面形 長軸5。 24m,短軸3.98mの長方形。

主軸方向 N-54°一E。

壁 壁高は6～26cmで,ほぼ外傾して立ち上がっている。南東壁・北西壁の半分,南西壁は根

切 り溝によって壁上面が一部削られている。

床 ほぽ平坦であり,ロ ームブロックが所々にみられるが,よ く踏み固められた面は認められな

い。耕作のトレンチャーにより撹乱を受けている。

ビット Plは,径29cm,深さ90cmで,規模や配置から梯子ピットと思われる。

炉 中央から北東寄 りにある。長径37cm,短径30cmで ,床面を14cm程皿状に掘 り窪めた楕円

形の地床炉である。炉内覆土は2層からなり, 1層赤褐色, 2層 にぶい赤褐色であり,どの層も

焼土粒子,炭化粒子を含む。炉床は火熱を受けいくぶん赤変している程度である。

覆土 耕作によるトレンチャーの撹乱を受けているため,堆積状況はとらえにくいが, 3層が厚

く堆積し覆上の大部分を占める。床面から下層にかけての 3層以外の層が薄 く堆積する。中層か

ら下層にかけて土師器片が多 く出上している。覆土中からは縄文式上器片が出上している。南西

壁際の下層には粘土塊がみられる。

遺物 住居跡中央から西コーナーにかけての覆上下層に,第57図 -1～ 3・ 5・ 6第58図 -7～

9が出土している。 6の上師器甕, 9の甕は破片がまとまった状態で出上している。床面直上の

遺物は, 4の甕が正位の状態で南東壁の東コーナー寄 りから出土している。10の臼玉が住居跡中

央付近から出土している。

所見 住居跡の西側の下層から土師器片の細片が多 く出土していることから,住居廃棄後,二括

した遺物の投棄が行われたものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。
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第22号住居跡土層解説

1 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 炭化粒子微量,焼上

粒子種微量。

2 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,焼土粒子極微量。

3 黒 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,焼土粒子極微量。

4 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小プロック少量,炭化粒子微量。

5 褐   色 ローム粒子多量,炭化粒子極微量。

6 暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,ロ ーム小ノロック極微量。

7 褐   色 ローム粒子中量,コ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

8 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

第58図 第22号住居跡実測図

0             2m

ローム粒子少量,コ ームだヽプロック・炭化粒子微量,焼土

粒子極微量。

ローム粒子多量,ロ ームイヽプロック中量,ロ ーム中プロッ

ク少量。

ローム粒子・ 戊化粒子微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子極微量。

ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム刀ヽプロック極微量。

ローム粒子微量,ロ ーム小プロック・炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微量。

9暗 褐 色

10明 褐 色

11黒
12褐
13褐
14褐
15褐
16 黄

褐 色

色

色

色

色

褐 色
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第57図 第22号住居跡出土遺物実測図 (1)
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10 s=1/t

0           10Cm

第58図 第22号住居跡出土遺物実測図(2)

第22号住居LII出 土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 57図
1

ITh

土 師 器

Ａ

Ｂ

[12.8]

5.5

底部から口縁部の破片。丸底。

体部は内脅して立ち上がり,口
縁部 との境に稜を持つ。日縁部
は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ２７０
琥

2

杯

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部から日縁部の破片。体部は

内彎して立ち上がり,日縁部 と

の境に稜を持つ。日縁部は外反

する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ２７‐
親

3

塊

土 師 器

Ａ

Ｂ

[1■ 9]

7.3

体部及び口縁部一部欠損。丸

底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日縁部は外反する。口縁部

内面に稜を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤色

良好

Ｐ２７３
既

4

甕

上 師 器

[17.0]

(23.0)

底部 欠損。体部 は球形状 を呈

し,口縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内・外面横ナ

デ。

石

色

通

長

橙

普

石英・ 砂粒 Ｐ２７４
幌

5

棗

土 師 器

19.4

(1■ 6)

体部中位か ら口縁部の破片。体

部 は球形状 を星 し,回縁部 は外

反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内・外面積ナ

デ。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ２７５
幌

6

憂
土 師 器

[16.5]

(15.2)

体部中位から口縁部の破片。体

部 は球形状 を呈 し,日縁部 は

「 く」の字状に外反する。

体部外面ヘラ削 り後丁寧 なナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

P276
40%
外面煤付着

第 58図
7

甕

土 師 器

[la 4]

(1■ 5)

体部から口縁部の破片。体部は

内彎しながら立ち上がり,日 線

部は「く」の字伏に外反する。

体部内・外面ヘラナデ。口縁部

横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P277
10%
外面摩耗

L
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図版番号 器   種 計測値 lcln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 58図
8

霙
土 師 器

体部から口縁部の破片。体部は

内彎しながら立ち上がり,口縁

部は「 く」の字状に外反する。

体部外面ヘラ削 り,内面ヘラナ

デ。日縁部内・ 外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい褐色

普通

Ｐ２７８
暖

9

甕

上 師 器

A [14.0]
B (11.4)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

球移 伏を星 し,日 縁部 は「 く」の

字状 に外反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内・外面積ナ

デ。

長石・ 石英・ 砂泣

明赤褐色

普通

Ｐ２７９
朗

図版番号 器 種

計    測    値
石    質 出 土 地 点 備     考

最大長 (cm) 最大幅(cm) 最大厚 (cm) 孔 径にm) 重 量 (g)

第58図 10 臼 玉 0.1 滑   石 S122 Q48

第23号住居跡 (第59～61図 )

位置 J3g2区。

規模と平面形 長軸5.56m,短軸5.50mの方形。

主軸方向 N-49°一W。

壁 壁高は40～60cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁清はほぽ全周しており,上幅10～ 17

cm,深さ2～ 6cmで,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。

ピット 5か所。Pょ ～P4は,径30～52cm,深 さ48～82cmで ,規模や配列から主柱穴 と考えら

れる。P5は,性格不明である。

貯蔵穴 南コーナー付近に付設されている。長径81cm,短径75cm,深 さ49cmで ,断面形はU

字状である

炉 中央から北西寄 りにみられる。長径75cm,短径51cmで ,床面を7cm程皿状に掘 り窪めた

楕円形の地床炉である。炉内覆土は3層からなり, 1層暗赤褐色, 2層極暗赤褐色, 3層褐色で

あり,各層とも焼土粒子,炭化粒子を含む。炉床は火熱を受け赤変している。

覆土 壁際と床面上に褐色土が堆積するが,覆上の大部分は黒褐色土層と暗褐色土層で占められ

る。上層から中層にかけて同時期の上師器片と縄文式上器片がみられる。各壁際とその周辺の下

層から床面上にかけて焼土塊 と炭化材がみられる。

遣物 覆土中から出上した上師器片のうち実測できたのは,第61図 -2・ 3である。床面直上の

遺物は, 1の上師器不, 4の甕,5の甕片が南東壁の中央壁際とその周辺から出上している。 1

は逆位の状態で出土している。 4は壁際にたてかけたように正位の状態で出土している。 3の塊

が逆位の状態で南コーナー付近から出土している。

所見 覆上の堆積状況をみると床面上には焼土塊,炭化材がみられ,床面直上から遺物の出上が

少ないことから,住居が廃棄された後に焼失し,そ の後自然堆積したものと思われる。時期は遺

物等から古墳時代中期末である。
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第23号住居跡貯蔵穴土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子微量。

2 褐   色 ローム粒子多量,炭化材・炭化粒子少量,焼土粒子極微量。

3 褐   色 ローム粒子多量,炭化材・炭化粒子少量,ロ ーム小プロッ

ク微量,焼上粒子極微量。

0               2m

第59図 第23号住居跡実測図
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LI

第60図 第23号住居跡遺物出上位置図

第23号住居跡■層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量。

2 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼上粒子・炭化粒子少量。

3 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・焼土粒子・炭化粒子

少量。

4 褐   色 ローム粒子多量,炭化粒子中量,焼土粒子少量,ロ ーム中

プロック微量。

5 掲   色 ローム粒子多量。

6 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子少量。

7 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子微量。

8 褐   色 ローム粒子多量,炭化物少量,焼土粒子微量。

第23号住居跡出土遺物観察表

0               2m

ローム粒子多量,焼土粒子・炭化物中量,ロ ーム中・小ブ

ロック少量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量,焼土粒子・炭化

粒子少量。

ローム小プロック・ ローム粒子多量,焼土粒子・ 炭化粒子

微量。

ローム粒子多量,焼土小ブロック・ 焼土粒子・炭化物少量。

ローム粒子多量,ロ ーム中・小ブロック・ 焼土粒子少量,

炭化粒子微量。

炭化材多量,ロ ーム小プロック・ ローム粒子中量,焼上粒

子少量。

9褐   色

10暗 褐 色

11 賭

12 暗

13 暗

褐 色

14黒 褐 色

色

色

褐

褐

図版番号 器 種 計測値lcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色詞・ 焼成 備  考

第 61図
1

邪
土 師 器

Ａ

Ｂ

体部及び口縁部一部欠損。丸底。
体部 は内彎 しなが ら立 ち上が

り,日縁部 との境に弱い稜 を持
つ。日縁部はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ
デ,内面ナデ。日縁部内・外面
積ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ２８０
賜

2

不
土 師 器

Ａ

Ｂ
[14.0]

(3.4)

体部から口縁部の破片。体部 は

外傾 して立ち上が り,口縁部 は

わずかに外反する。口縁部内面
に弱い稜を持つ。

体部内・外面雑なヘラ磨 き。日

縁部外面雑なヘラ磨 き,内面横
ナデ。内・外面赤彩。

長 石・ 石 英・ ス コ

リア・ 砂粒

赤色普通

Ｐ２８．
院
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第61図 第23号住居Ltl出 土遣物実測図

図版番号 器 種 計測値lcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 61図
3

塊
土 師 器

Ａ

Ｂ

[13.6]

9.2

丸底。体部は内彎して立ち上が

り,日縁部は内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ヘ

ラ磨 き,内面雑なヘラ磨き。ロ

縁部内・外面横ナデ。内・外面

赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤褐色

普通

P282
100%
内・外面煤付着

4

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

16.6

(13.0)

体部下位か ら口縁部の破片。体

部 は球形状 を星 し,日縁部 は外

反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内・外面横ナ

デ。

長石・石英・砂粒

橙色

普通

P284
70%
外面煤付着

5

養
土 師 器

Ａ

Ｂ

[14.01

(9.3)
体部から口縁部の破片。体部は

球移伏を呈し,頸部に弱い稜を

持つ。日縁部は「 くJの字状に外

反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内・外百隣ナ

デ。

長石・石英・ スコ

リア・砂粒

橙色

普通

P285
30%
外面煤付着
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第25号住居跡 (第62～64図 )

位置 15 cO区。

規模 と平面形 長軸8。 12m,短軸7.94mの 方形で,南東部中央に張 り出し部付設。張 り出し部

は,長軸0.62m,短軸0.58mの 方形である。

主軸方向 N-45° 一W。

壁 壁高は34～ 54cmで,ほぼ外傾して立ち上がっている。壁溝は,南東壁から北西壁中央の北側

にみられ,ほ ぼ半周しており,上幅10～18cm,深 さ5～ 10cmで ,断面形はU字状である。南東

壁中央に張 り出しがあり,床面から24cm高 くなっている。位置や形態から出入口施設と思われる。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。間仕切 り溝は,幅20～33cm,深 さ8～

20cmで中央に向かって北東壁から3条,南東壁から2条,南西壁から2条みられる。

ビッ ト 5か所。Pl～P4は,径18～19cm,深 さ34～ 47cmで,規模や配列から主柱穴 と考えられ

る。P5は性格不明であり,Psは本跡に伴わない。北東壁寄 りに長径142cm,短径66cm,深 さ27cm

で楕円形の落ち込みがみられる。

貯蔵穴 南コーナー付近に付設されている。長径94cm,短径74cm,深 さ72cmで,断面形はU字

状である。

炉 中央から北西寄 りにある。長径81cm,短径73cmで,床面を8 cm程皿状に掘 り窪めた楕円形の

地床炉である。炉内覆土は3層からなり,1層赤褐色,2層赤褐色,3層褐色であり,1・ 2層

には焼土ブロック,焼土粒を多量に含む。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土 上層から下層にかけて,暗褐色土層,黒褐色土層,褐色土層がブロック状に入 り乱れて堆

積している。褐色土層は,ロ ーム粒子,ローム小ブロック等を含む。上層から中層にかけて同時

期の上師器片が少量混入し,下層から床面にかけて多量の上師器片,砥石や炭化種子が出上して

いる。張 り出し部付近から北東壁の下層には焼土塊 と炭化材がみられる。

遺物 覆土中の遺物は第63図 -18・ 第64図 -10・ 12で,いずれも覆上下層から出上したものであ

る。床面直上の遺物は,5の上師器不,7の須恵器高邦,13・ 14の上師器甕が北コーナー付近から

出上している。7は lm程離れていたものが接合している。1の不,6の上師器婉,8の壷が北東

壁の東コーナー寄 りから出上している。1は正位の状態,8は斜位の状態で出土している。3・

4の不,9。 ■・ 15の甕は張 り出し部から南東壁に沿って出土している。2の上師器邦は西コー

ナー付近から出上している。16・ 17の臼玉が床面から 5 clnの 高さで南西壁の西コーナー寄 りから

出土している。

所見 覆上の堆積状況をみると床面上に焼土塊,炭化材がみられ,ロ ーム粒子,ロ ーム小ブロッ

クを含む褐色土等がブロック状に堆積することなどから,焼失後,埋め戻されたものと思われ

る。時期は遺物等から古墳時代中期末である。
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第62図 第25号住居跡実測図
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第25号住居跡・貯蔵穴土層表

調色 物有含

1 暗 褐 色

2 黒 褐 色

3 褐  色

4 黒
´

色

5 明 褐 色

6 黄 褐 色

7 明赤褐色

a ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

b ロームプロック・ ローム粒子・焼土粒子

C ロームプロック・ ローム粒子・焼上粒子 。炭化粒子

d  ローム粒子・焼土粒子・炭化物

e ロームプロック・ ローム粒子・焼土プロック・炭化材

f 焼土ブロック・焼土粒子・炭化粒子
g ローム粒子・焼土プロック・焼土粒子・炭化粒子

h ロームブロック・ ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子

i  ローム粒子・焼上ブロック・炭化粒子
j  ロームプロック・ ローム粒子・炭化物

k ロームブロック・ ローム粒子・炭化物・炭化粒子

1  ローム粒子・炭化粒子

m ロームブロック・ローム粒子・炭化粒子

n ロームブロック・ ローム粒子

0 ローム粒子
p なし

※ 土層図中において同記号を使用 したものについては,含有物の分量や特性 (粘性 , しまり)の相違 によって分層 している。

①

‐
田
‐ｓ

③
‐
０
‐７
】

第83図 第25号住居跡出土遺物実測図 (2)

第25号住居跡出土遺物観察表

0           10Cm

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 64図
1

不
上 師 器

A  12.9
B   5.4

丸底。体部は内彎して立ち上が

り,回 縁部はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ２９０叫

2

杯
土 師 器

[14.3]

4.7

底部か ら口縁部一部欠損。丸

底。体部 は内彎 して立 ち上が

り,日縁部はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

石

色

通

長

赤

普

石英・砂粒 Ｐ２９２
賜

3

郭

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[13.5]

6.5

[2.4]

底部か ら回縁部一部欠損。平

底。体部 は内彎 して立ち上が

り,回縁部はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・ スコ

リア・砂粒

赤色

普通

Ｐ２９．
賜

4

不

土 師 鶏

Ａ

Ｂ

[13.0]

(4.3)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内弩 して立ち上が り,日縁部 と

の境 に弱い稜を持つ。口縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤色

普通

Ｐ２９３
琥
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第84図 第25号住居LII出 土遺物実測図 (1)



図版番号 器 種 計韻Jttlcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備   考

第 64図
5

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[9.8]
4.0

[3.2]

底部か ら口縁部 の破片。突出 し

た平底。体部 は内彎 して立 ち上
が り,日縁部 は外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ２９４
腸

6 坑
土 師 器

[12.0]

(7.5)

体部か ら口縁部 の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ナデ。日縁部内・外面横ナデ。
内・外面赤彩。

・
色

石

褐

通

長

赤

普

石英・ 砂粒 P297
30%
外面摩耗

外面煤付着

7

不

器誦
恵

無

須

13.5

9.3

9.1

4.7

不部一部欠損。脚部 は「ハ」の字

状に緩やかに外反 し,三角形 の

三方透か しを持つ。端部 に凸線

を持つ。不部 は内彎 して立 ち上
が り,口縁部 との境 に凸線 を持
つ。口縁部 は外反 し,端部 は丸

味 を持つ。不部 に把手の痕跡有
り。

巻き上 1九 水挽き成形。杯体部
外面左回転ヘラ削り,日縁部に
7本 1条の櫛描波状文を持つ。
イ部内面自然釉。

長石・ 砂粒

紫灰色

良好

Ｐ２９８
琥

8 土 師 器

A   8.8
8  14.8

丸底。体部 は球形状 を呈 し,回
縁部 は外傾 して開 く。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。頸部外面ヘ

ラ削 り。国縁部 内・ 外 面横 ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ２９９醒

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

12.4

(5.6)
体部上位か ら回縁部の破片。口

縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ナデ。日縁部内・外面積ナデ。

長石・ 石英・砂粒

にぶい橙色

普通

P306
10%
頸部砥石痕

10

墾

土 師 器

Ａ

Ｂ

[18.4]

(5.8)

口縁部破片。日縁部 は外反 す
る。

頸部外面ヘラ削 り。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

剛
明

11

甕

土 師 器

17.0

(5.0)

口縁部破片。顎部 と口縁部 との

境に弱い稜線 を持つ。日縁部 は

外反する。

回縁部内・ 外面横ナデ。 長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３００
院

12

甕
土 師 零

(8.4)
5.9

底部 か ら体部 下位 の破 片。平

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

る。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ
デ,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

灰褐色

普通

Ｐ３０５
嶋

13

甕
土 師 器

(5.5)
8.0

底部か ら体部下位の破片。突出
した平底。体部 は内彎 して立 ち

上がる。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒
にぶい橙色

普通

Ｐ３０３
幌

14

甕
上 師 器

(10,9)

8.5

底部 か ら体部 下位 の破 片。平

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・砂粒

橙色

普通

Ｐ３０２
腸

甕
土 師 器

(8.4)
4.9

底部 か ら体部 下位 の破 片。平

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。

長石・石英・ スコ

リア・ 砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ３０４
腸

図版番号 器 種

計 値

石 質 出 土 地 点 備 考
最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 孔 径にm) 重 量 lg)

第63図 16 臼 玉 滑 石 S125 Q50

臼 玉 0.1 滑 石 S125 Q51

砥 石 7.3 7.3 148.0 砂 岩 S125 Q52
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第26号住居跡 (第 65・ 66図 )

位置 J5a7区。

規模と平面形 長軸8.20m,短軸7.90mの方形。

主軸方向 N-52° 一W。

壁 壁高は13～ 50calで ,ほ ぼ垂直に立ち上がる。壁溝は全周しており,上幅 7～19cm,深 さ 2～

10cmで ,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。間仕切 り溝は,幅 17～38cm,深 さ 8～

14硼で,中央に向かって北東壁から5条,南東壁から1条,南西壁から2条,北西壁から4条み

られる。南東壁中央寄 りに幅約38cm,高 さ約 6 cmの 方形の帯状の高まりがみられ,位置や形態か

ら出入口施設 と思われる。

ビッ ト 5か所。Pl～ P4は,径31～48cm,深 さ49～60cmで,規模や配列から主柱穴 と考えられ

る。P5は,径25cm,深 さ 8 cmで,規模や配置から梯子ピットと思われる。

貯蔵穴 東コーナー付近に付設されている。長径91cm,短 径72cm,深 さ46cmで ,断面形 はU字

状である。

炉 ほぼ中央にある。長径127cm,短径64cmで,床面を15cm程皿状に掘 り窪めた楕円形の地床炉

である。炉内覆土は6層からなり, 1層責褐色, 2層褐色, 3層赤褐色, 4層赤褐色, 5層明赤

褐色,6層褐色であり,焼土ブロック,焼土粒子を含む。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土 壁際から下層にかけてローム小ブロック,ロ ーム粒子を含む褐色土がブロック状に堆積 し

ている。住居跡中央部の中層から上層には黒褐色上が堆積している。上層から下層にかけて同時

期の土師器片及び炭化種子,縄文式上器片,磨製石斧,磨石が出上している。床面直上から出土

した土師器片は,覆土中から出土した土師器片よりも多い。南東壁際から南西壁際の下層 と北 コ

ーナーの下層に焼土塊,炭化材がみられる。

遺物 実測できたものは,覆土中から出土した第66図 -2・ 4床面直上から出上した 1・ 3・ 5

～10の 土師器である。 3の上師器婉, 9の甕は北コーナー付近から出上している。 9は西コーナ

ー付近,東コーナー付近のものと接合する。 8の甕,10の奏は貯蔵穴の周辺から出上している。

5・ 6の上師器高イは南コーナー付近から出上しており,西コーナー付近で出土したものと接合

している。1のイ,7の高不は西コーナー付近から出上している。また,炭化種子は西コーナーの

覆上下層 と南コーナー付近の床面直上から出上している。

所見 北東壁の間仕切 り溝 5条は,溝内の覆上に焼上を含むものと含まないものとがあり,設置

された時期が異なるようである。覆上の堆積状態をみると廉面上には炭化材,焼土塊などがみら

れ,1次堆積土層中にローム小ブロック,ロ ーム粒子が含まれることから,当住居跡は,焼失後

埋め戻され,その後自然に埋没したものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。
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第65図 第26号住居Ltt実測図



第26号住居跡・貯蔵穴土層表

調色 物有台

2

I

3

4

5

6

暗 褐 色

極暗褐色

暗 褐 色

褐  色

明 褐 色

暗赤褐色

a  ローム粒子・焼土粒子・ 炭化粒子

b ロームプロック・ ローム粒子・ 焼土粒子

C  ロームブロック・ ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

d ロームプロック・ ローム粒子・焼土粒子・炭化物

e ロームプロック・ ローム粒子・ 焼土プロック

f ローム粒子・焼土プロック・炭化粒子

g ローム粒子・ 焼土ブロック・焼土粒子・ 炭化栽子

h ロームブロック・焼土ブロック・ 焼上粒子・ 炭化粒子

i  ローム粒子・焼土ブロック・ 焼上粒子・ 炭化物・ 炭化粒子

j  ローム粒子・ 焼上ブロック・炭化材・ 炭化物・ 炭化粒子

k ローム粒子・焼土粒子・ 炭化材・炭化物・ 炭化粒子

1  ローム粒子・ 焼土粒子・ 炭化物・炭化粒子

m ロームプロック・ ローム粒子・焼土粒子・炭化材・炭化物・炭化粒子

n ロームブロック・ ローム粒子・ 焼土粒子・炭化物・ 炭化粒子

O  ローム粒子・炭化物・ 炭化粒子

p ロームプロック・ ローム粒子・ 炭化物・炭化粒子

q ロームブロック 。ローム粒子・ 炭化粒子

r  ローム粒子・ 炭化粒子

S  ローム粒子

t なし

※ 上層図中において同記号 を使用 した ものについては,含有物の分量や特性 (粘性 , しまり)の相違 によって分層 している。

第26号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・ 色調・ 焼成 備  考

第 66図
1

邪

土 師 器

[14.0]

5.8

底部から口縁部の破片。丸底。

体部は内彎して立ち上が り,口
縁部はほぽ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

赤色

良好

Ｐ３０７
幌

2

邪

土 師 器

[12.8]

5.6

底部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,口
縁部 はほぽ直立する。

底部及び体部外面ヘラ肖Jり 後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

石

色

通

長

赤

普

石英・ 砂粒 Ｐ３０８
既

3

婉
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 は

直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

石．純
通

長

赤

普

石英・砂粒 P310

95%
外面煤付着

鉢

土 師 器

Ａ

Ｂ

[16.8]

(7_7)
体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎気味に立ち上が り,日 縁部

はわずかに内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ヘラナデ,

内面ヘラナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

甑
％

5

不

器師

一局
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

15.7

11.2

[11.2]

脚部一部欠損。脚部 は中位 まで

柱状 を呈 し,下位で大 きく開 き

端部 は反る。坪部 は内彎 して立

ち上が り,日縁部に至 る。

脚部下位内・外面ナデ,中位以

上ヘラ削り。不部外面ヘラ削り

後丁寧なナデ,内面ナデ。口縁

部内・外面横ナデ。外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ３．２
琥

6

杯

器師

一局
土

(6.1)
12.7

3.2

脚部破片。脚部 はラッパ状 に開

き,端部 は反 る。

脚部外面ヘラ削り後維なヘラ磨

き,内面ヘラナデ。外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤色

普通

P313

20%

7

郭

器師

一局
土

(2.8)
12.0

脚部破片。脚部はラッパ状に開

く。

脚部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。外面赤彩。

長石 。石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ３．４
既

襲

土 師 器
[16.0]

(6.4)

体部上位か ら口縁部の破片。体

部 は内彎 して立ち上が り,日縁

部 は「 く」の字状 に外反する。

体部外面ヘラ削 り後ヘラナデ,

内面ヘラナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・砂粒

にぶい褐色

普通

P316

5%

9

甕

上 師 器

B (15_6) 体部破片。体部は球形状を呈す

る。

体部外面ヘラ削り後ヘラナデ,

内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

P315
30%
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図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 66図
10

甕

上 師 器

B (2.9)
C  8.2

底部破片。平底。体部は内彎し

て立ち上がる。

底部及び体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ,内面ヘラナデ。

長石・石英・砂粒

橙色

普通

Ｐ３‐７
賜

第27号住居跡 (第67～69図 )

位置 J5bO区。

規模と平面形 長軸8。 12m,短軸7.76mの 方形。

主軸方向 N-42° 一W。

壁 壁高は40～ 60cmで,ほぽ垂直に立ち上がり,壁溝はほぼ全周しており,上幅10～23cm,深 さ

1～ 6 cmで,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。間仕切 り溝は,幅20～38cm,深 さ6～

12cmで ,中央に向かって北東壁から3条,南東壁から1条,南西壁から2条,北西壁から3条み

られる。南東壁中央寄 りには,幅約38cm,高 さ約12cmの方形の帯状の高まりがみられ,位置や形

態から出入口施設 と考えられる。

ビッ ト 6か所。Pl～P4は,径41～50cm,深 さ56～67cmで,規模や配列から主柱穴 と考えられ

る。P5は,径44cm,深 さ18cmで ,規模や位置から梯子ピットと思われる。P6は,位置からみて

補助柱穴 と思われる。

貯蔵穴 2か所。貯蔵穴 1は,東コーナー付近に付設されており,長径92cm,短径64cm,深 さ45

cmで,断面形はU字状である。貯蔵穴 2は,南東壁中央付近に付設されてお り,長径75cm,短

径63cln,深さ41cmで,断面形はU字状である。

炉 ほぼ中央にある。長径124cm,短径48cmで,床面を 7 cm程皿状に掘 り窪めた楕円形の地床炉

である。炉内覆土は8層からなり, 1層褐色, 2層 にぶい赤褐色, 3層褐色, 4層褐色, 5層褐

色, 6層赤褐色, 7層褐色, 8層褐色であり,焼土ブロック,焼土粒子を含む。炉床は火熱を受

け赤変硬化している。

覆上 壁際から下層にかけてローム小ブロック,ローム粒子を含む褐色上がブロック状に堆積し

ている。住居跡中央部の上層から中層にかけて黒褐色土 と暗褐色土が堆積しており,上層から下

層にかけて同時期の上師器の細片が多 く出土している。特に床面直上から下層にかけて多 く出土

している。

遺物 覆土中から出上した遺物は,第68図 -2・ 3。 7・ 9。 12・ 13・ 16～ 18・ 第69図 -21～ 27・

29である。床面直上の遺物は,11の 上師器不が北西壁の北コーナー寄 りから出土している。 4・

6・ 8・ 14・ 15の邪,19の高不は西コーナー付近から出土している。 6・ 8は西コーナー付近で
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出上したものが接合している。15は西コーナー付近 と住居跡中央の北側で出上したものが接合し

ている。 1の不は南コーナー付近から出上している。5。 10の邪は南東壁の中央付近から出上し

ている。 5は同壁周辺で出上したものが接合している。20の高不は北東壁の中央付近から出上し

ており,北 コーナー付近で出上したものと接合している。26・ 27の自玉が北西壁,28の臼玉が P3

付近,29の臼玉が P2付近から出上している。

所見 覆上の堆積状態をみると,壁際から下層にかけてローム小ブロック,ローム粒子を含むブ

ロック状の層が堆積していることや,出土遺物は破片が多 く,離れた地点で接合している割合が

高いことなどから,当住居跡は,廃棄後人為的に埋め戻す過程で遺物が投棄され,その後自然に

埋没したものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

※ 土層図中において同記号を使用したものについては,含有物の分量や特性

(粘性, しまり)の相違によって分層している。

第27号住居跡・貯穂 組 明 表

色    調 含    有    物

色

色

色

色

色

色

褐

褐

　

褐

褐

褐

暗

黒

褐

明

黄

赤

a コーム粒子・ 焼土粒子・炭化粒子

b ロームプロック・ ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

C  ローム粒子・焼土粒子・炭化物

d ローム粒子・焼土プロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子

e ロームプロック・ ローム粒子・焼土プロック・ 焼土粒子・炭化粒子

f ローム粒子・焼上プロック・焼土粒子・炭化粒子
g ローム粒子・擁土プロック・炭化粒子

h ロームプロック・ ローム粒子・炭化粒子

i  ローム粒子・炭化粒子

,  ロームブロック・ ローム粒子

k ローム粒子
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第69図 第27号住居謝出上遺物実測図 (2)

第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値lcml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 68図
1

郭
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上が

り,日縁部は内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部内・

外面積ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ３．８叫

2

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[13,7〕

7.1

4.5

体部及び口縁部一部欠損。平

底。体部から回縁部にかけて内

脅 して立ち上がる。口縁部内面
に弱い稜を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

積ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤色

普通

Ｐ３‐９
幌

3

郭

土 師 器

Ａ

Ｂ
[13.6]

5.1

体部から回縁部の破片。丸底。

体部は内彎 して立ち上が り,日
縁部との境に弱い稜を持つ。日

縁部は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

暗赤褐色

普通

Ｐ３２０
腸

4

郭

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部及 び 口縁部一部欠 損。平

底。体 部 は内彎 して立 ち上 が

り,口縁部 との境に稜を持つ。

口縁部 はわずかに外反する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

明赤褐色

普通

P322
60%
二次焼成
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図版番号 器 種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備   考

第 68図
5

杯

土 師 器

Ａ

Ｂ

[12.9]

(5.4)
底部から口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 は直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部 内・ 外面

機ナデ。内・ 外面赤彩。

・
色

石

褐

通

長

赤

普

石英・ 砂粒 P321
40%

6

坪

土 師 器

Ａ

Ｂ

[13.6]

(5.5)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

わずかに外反する。口縁部内面
に弱い稜を持つ。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・外面横 ナデ。

内・ 外面赤彩。

英石石

色

通

長

赤

普

.砂粒 Ｐ３２３
既

7

郵

上 師 器

Ａ

Ｂ

10.4

5.4)

体部から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口 縁部 は

ほぼ直立する。

体部外面ヘラ削 り後雑 なヘラ磨

き,内面ヘラナデ。 口縁部内 。

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ３２５
琥

8

不

土 師 器

[13.9]

(5.1)
体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 と

の境 に弱い稜 を持つ。日縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。 日縁部内・ 外面横 ナデ。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

明赤褐色

普通

P324

20%
肉面摩耗

9

杯

土 師 器

[16.4]

(5.0)
外部から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 は

外傾する。

体部外面ヘラ削 り後 ナデ,内面

ナデ。 口縁部内・ 外面横 ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P326

15%

杯

土 師 器

[12.7]

(4.1)
体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 は

ほ ,ま直立する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面横 ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P327
10%

11

不
土 師 器

[12.5]

(4.3)
体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口 縁部 と

の境 に稜 を持つ。日縁部 はわず

かに外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・外面横 ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤色

普通

Ｐ３２８
明

12

杯

土 師 器

[13.0]

(5,0)
体部から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 と

の境 に弱い稜 を持つ。日縁部 は

わずかに外反する。

体部外面ヘ ラ削 り後丁寧 なナ

デ,内面ヘラ磨 き。 日縁部内・

外面横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英 。砂粒

赤色

普通

Ｐ３２９
脱

13

郭

土 師 器

A [13.0〕

B (5.6)
体部か ら回縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後 ナデ,内面

ナデ。 日縁部内・ 外面ナデ。内

・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ３３０
脱

14

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

[13.0]

(4.3)
体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立 ち上が り,回縁部 は

わずかに外反する。

体部外面ヘ ラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面ナデ。内

面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤色

普通

P331

10%
二次焼成

15

不

土 師 器

[16.2J

(4.9)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 と

の境に弱い稜 を持つ。口縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面ナデ。内

・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明褐色

普通

P332

15%
二次焼成

16

塊
土 師 器

Ａ

Ｂ

[10.0]

(8.4)

体部か ら回縁部の破片。体部 は

内腎 して立ち上が り,日 縁部 は

直立する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。 口縁部 内・ 外面横 ナデ。

内・ 外面赤彩。

英石・
色

石

褐

通

長

赤

普

.砂粒 P335
40%
外面摩耗

17

塊
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[10.0]

8.3

[3.4]

底部から口縁部の破片。平底。

体部は内彎して立ち上がり,日
縁部は直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り後丁

寧なナデ,内面ナデ。日縁部内
・外面積ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P336
30%
一部摩耗

坑
上 師 器

Ａ

Ｂ

[12.1]

(6.4)
体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立 ち上が り,日縁部 は

外反する。口縁部 内面に稜 を持

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面横 ナデ。

内・ 外面赤彩。

・
色

石

褐

通

長

赤

普

石英・ 砂粒 Ｐ３３７
院

第 69図
19

不

器

一局
土

B(7.8) 脚部か ら不部下位の破片。脚部

は中位 まで柱 伏を呈 し,下位で

開 く。不部 は,脚部 との境 に弱

い稜 を持ち,外傾 して開 く。

脚部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナ デ。不部外 面ヘ ラ削 り後 ナ

デ,内面ヘラ磨 き。内・ 外面赤

彩。

石

色

通

長

赤

普

石英・ 砂粒 Ｐ３３８
幌

杯

器師

一局
土

B(5.2) 脚部か ら不部下位の破片。脚部

は短い柱状 を星する。不部 は内

彎 して立ち上がる。

脚部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ナデ。郭部外面ヘ ラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ３３９
既
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図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備  考

第 69図
21

甕

土 師 器

A [17.2]
B (5.6)

体部上位か ら口縁部の破片。体

部 は内彎 して立ち上が り,口縁

部 は外反する。 日縁部 内面に稜

を持つ。

体部外面ヘラ削 り後ヘラナデ,

内面ヘラナデ。 日縁部内・外面

横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

幽
幌

鉢

土 師 器

A [16.5]
B (5。 2)

体部か ら回縁部の破片。体部 は

外傾 して立ち上が り,回縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・ 外面横 ナ

デ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい褐色

普通

P342

5%

甕

土 師 器

B
C

底部破片。平底。 底部ヘラ削 り後ヘラナデ。 長石・石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

P344

5%

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底 部 か ら口縁部 の破 片。単 孔

式。体部 はわずかに内彎 して立

ち上が り,日縁部 は外反する。

底部木葉痕。体部外面ヘラ削り

後ヘラナデ。日縁部内・外面横
ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３４６
幌

甑

土 師 器

A [17.4]
B (12.0)

体 部 か ら口縁部 の破片。単 孔

式。体部 はわずかに内彎 して立

ち上が り,日 縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ヘラナデ,

内面ヘラナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

褐灰色

普通

P347

10%

図版番号 器 種

計 値

石   質 出 土 地 点 備 考

最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚lcm) 孔 径(cm) 重 量 (g)

第69図 26 臼 玉 0.ユ 滑    石 S127 Q56

臼 玉 0.1 滑    石 Q58

臼 玉 0.1 滑    石 Q57

臼 玉 02 0。 1 滑    石 Q55

第28号住居跡 (第 70～ 73図 )

位置 J6b4区。

重複関係 本跡の南西壁部が,第29号住居跡の北東部を掘 り込んでいる。

規模と平面形 長軸6。 12m,短軸5.04mの長方形。

主軸方向 N-37° 一E。

壁 壁高は34～ 56cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁濤はほぼ全周しており,上幅10～ 18

cm,深 さ 3～ 7 cmで,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。間仕切 り溝は,幅 18～34cm,深 さ 6～

8 cmで,中央に向かって南東壁から1条,南西壁から1条,北西壁から1条みられる。南西壁の

間仕切 りは,馬の背状の高まりと直行するように溝が掘 り込まれている。馬の背状の高まりは,

幅約37cm,高 さ約 6 cmで あり,位置や形態から出入口施設 と思われる。

貯蔵穴 南コーナーに付設されている。長径49cm,短径45cm,深 さ30cmの 円形で,断面形 はU

字状である。

炉 中央から北東にある。長径66cm,短径54cmで ,床面を 9 cm程皿状に掘 り窪めた楕円形の地床
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炉である。炉内覆土は4層からなり,1～ 3層明赤褐色, 4層褐色であり,焼土粒子,炭化粒子

を含み,炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆上 壁際から下層にかけてローム小ブロック,ロ ーム粒子を含む褐色上が堆積する。住居跡中

央部の中層から上層にかけて暗褐色上が堆積している。上層から下層にかけて,同時期の上師器

片が出上している。特に,北東壁の床面上から下層にかけて一括して多量の遺物が出上している。

このほかに,覆土中から縄文式上器片が出土している。住居跡中央から南西壁の下層にかけて炭

化材がみられる。

遺物 覆土中から出土した遺物は,第72図 -11・ 第73図 -19である。床面直上の遺物は,10・ 12・

14。 15の土師器不,16・ 17の坑,18・ 20。 21～24の甕が北東壁の北コーナー寄 りから出上してい

る。このうち15。 16は斜位の状態,12・ 14は重なって正位の状態,21は正位の状態,22・ 23は逆

位の状態で出上している。22は覆土上層から出土したもの,12・ 23は南コーナーの下層から出土

したものが接合している。4・ 6～ 9の不 は東コーナー付近から出土 している。 6は逆位の状

態,7は斜位の状態, 9は正位の状態で出土している。南コーナーでは 5。 13の郷,南西壁の中

央寄 りで 3の不,住居跡中央付近で 1の邪が出上し, 1ば南西壁の中層から出上したものと接合

している。西コーナー付近では2の邪が出上している。

所見 覆上の堆積状態をみると床面直上から炭化材などがみられ,覆上下層の 1次堆積土層中に

ローム小ブロック,ロ ーム粒子が含まれることや,床面直上の遺物 と上層の遺物の接合関係など

から,当住居跡は,焼失後人為的に埋め戻される過程で北東壁に一括した遺物の投棄が行われた

ものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

第29号住居跡 (第 70・ 74図 )

位置 J6b3区。

重複関係 本跡の北東側が第28号住居跡によって掘 り込まれている。

規模と平面形 長軸 (2.83)m,短軸2.50mの方形。

長軸方向 N-34° 一E。

壁 壁高は5～ 7 cmで,ほ ぼ外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,踏み固められた面はみられない。

貯蔵穴 3か所。貯蔵穴 1は西コーナーに付設され,長径84cm,短径71cm,深 さ41cmの楕円形で,

断面形はU字状である。貯蔵穴 2は南コーナーに付設され,長径68cm,短径54cm,深 さ29cmの

精円形で,断面はU字状である。貯蔵穴 3は中央から北東に付設され,長径75cm,短径73cm,

深さ16cmの 円形で,皿状に掘 り窪められている。

覆土 上層から下層にかけて,褐色土層と暗褐色土層がブロック状に堆積している。上層中には
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第70図  第28・ 29号住居跡実測図
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0               2m

第⊇8号住居跡土層解説                        第28号国吾跡貯蔵穴土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,炭化泣子微重。 1 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・ 炭化物微量。
2 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・ 炭化粒子微量。        2 掲   色 ローム粒子多量,焼土粒子・ 炭化粒子微量。
3 褐   色 ローム粒子中量,コ ーム中・小プロック少量,焼上粒子・

 第29号住居跡貯蔵穴 1土層解説
炭化粒子微量。                     

う

1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。4 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子・炭化物・
2 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。炭化粒子少量。

5 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・ 炭化物微量。        第29号住居跡貯蔵穴 2土層解説

6 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量,焼土粒子・炭化 1 褐   色 ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

粒子微量。                      2 褐   色 ローム粒子微量。

7 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・ 焼土粒子・炭化粒子 3 褐   色 ローム粒子微量。

少量。                         第29号住居跡貯蔵穴 3土層解説
8 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子微量。 1 暗 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子微量。
9 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量,ロ ーム粒子・炭化物少量。 2 明 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子少量,炭化泣子微量。
10 暗 褐 色 ローム粒子・ 炭化粒子中量,焼土粒子少量。 3 明 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,焼土粒子極微量。
11 暗 褐 色 炭化粒子中量,ロ ーム小プロック・ ローム粒子・焼上粒子 4 明 褐 色 ローム中プロック多量。

少量。

12 褐   色 ローム粒子極多量,焼土粒子・炭化粒子微量。
13 褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量。
14 褐   色 ローム粒子中量。

第71図 第28号住居跡遺物出上位置図
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ローム小ブロックやローム粒子を含んでいる。北西壁下の中央から一括して多量の遺物が出上し

ている。

遺物 床面直上の遺物は,北西壁下の中央付近で第74図 -2・ 3の上師器甕がつぶれた状態で出

上している。 4の甕は南東壁の南コーナー寄 りから出土しており,北西壁付近から出上したもの

と接合している。 1の壷は斜位の状態で貯蔵穴 1の底面から出上している。

所見 覆土はローム小ブロックやローム粒子を含んだブロック状の層が堆積しており,床面直上

からは,一括して遺物が出上していることなどから,本跡は,遺物が投棄されたあとに人為的に    1

埋め戻されたものと思われる。炉は確認されず,床面はあまり硬化した面がみられない状況から

判断すると,住居跡 とすることは困難であるが, この竪穴遺構の性格が確定できないことから住

居跡 として扱う。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

第29号住居跡土層解説

1 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量。          8 褐   色 ローム粒子極多量,ロ ーム小プロック少量,焼土粒子・炭

2 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム」ヽブロック・焼土粒子・炭化粒子          化粒子微量。

9 暗 褐 色 ローム粒子・ 擁土粒子・炭化粒子少量。

3 褐   色 ローム粒子極多量,焼土粒子・炭化粒子微量。        10 褐   色 ローム粒子極多量。

4 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,ロ ーム大プロッ  m 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子微量。

ク・ 焼上粒子・ 炭化粒子微量。 12 暗 褐 色 ローム粒子中量。

5 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子  13 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子微量。

微量。                           14 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック中量。
6 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量,炭化粒子少量。

7 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子少量。

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第 72図

1

郷

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から回縁部の破片。平底。

体部は内彎して立ち上がり,口
縁部は外傾する。日縁部内面に

弱い稜を持つ。

底部及び体部外面ヘ ラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。

長石・石英・ 砂粒

明褐色

普通

Ｐ３４８
競

2

不

土 師 器

A  13.8
B   4.7

底部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内弩 して立ち上が り,口
縁部 はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘ ラ削 り後維

なヘラ磨 き,内面ナデ。口縁部

内・外面積ナデ後ヘ ラ磨 き,内
面横ナデ。内 。外面赤彩。

長石 `石英・砂粒

赤色

普通 耗
Ｐ３５０幌離

3

邪

上 師 器

A  19.2
B   6.1
C   4.9

平底。体部は内彎して立ち上が

り,回縁部は内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横 ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通 成
Ｐ３４９幌魏

4

不

土 師 器

A  12.8
B   4.5

底部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,口
縁部 との境 に弱い稜 を持つ。口

縁部 は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ３５．
鋭

5

不

土 師 器

A [13.0]
B(5.1)

体部か ら回縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 と

の境 に弱い稜 を持つ。 日縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後 ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面横ナデ。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通 耗
Ｐ３５２磁礎
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第72図  第28号住居跡出土遺物実測図 (1)
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0             10cm

第73図 第28号住居htl出 土遺物実測図 (2)
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S=1/4

0              1ocm

第74図 第29号住居跡出土遣物実測図 (3)

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 72図
6

不

土 師 器

丸底。体部 は内彎 して立 ち上が

り,日 縁部 はわずか に外反 す

る。日縁部 内面 に弱 い稜 を持

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面維なヘラ磨 き。日縁部

内・外 面 横 ナ デ。内・ 外 面 赤

彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ３５５幌

7

不

土 師 器

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,口 縁部 はわず か に外傾 す

る。口縁部 内面 に弱 い稜 を持

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面雑なヘラ磨 き。日縁部

内・外 面 横 ナ デ。内・外 面 赤

彩。

長石・石英・砂粒

赤色

普通

P354

100%

8

イ

上  師  器

A[12.7]
B(5.4)

底 部 か ら口縁部 の破 片。 丸底 。
体 部 は内彎 して立 ち上 が り,口
縁部 との境 に穣 を持 つ。 口縁部
はわ ず か に外 反 す る。 口縁部 溶
面 に弱 い稜 を持 つ。

底 部 及 び体部 外 面 ヘ ラ肖」り後 ナ

デ,内 面 ヘ ラナ デ。 口縁部 内・

外面積 ナ デ。 内・ 外 面赤 彩 。

長石・ 石 英・ 砂粒

赤褐 色

普通

Ｐ３５３
磁

9

杯

土 師 器

丸底。体部 は内脅 して立ち上が

り,口縁部 はほぼ直立する。ロ

縁部内面に弱い稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面雑なヘラ磨き。口縁部

内 。外面横 ナ デ。内・外面赤
彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ３５６幌

郵

土 師 器

A  14.1
B   5.8

体部一部欠損。丸底。外部は内

彎して立ち上がり,口 縁部はわ

ずかに外反する。口縁部内面に

稜を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英 。砂粒

赤色

普通

Ｐ３５７
賜

邪

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部及び回縁部一部欠損。丸底。

体部 は内警 して立ち上が り,日
縁部 との境 に弱い稜 を持つ。日

縁部 はわずかに外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤褐色

普通

P358

90%
外面輪積み痕

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

13.4

(5.8)

体部から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 と

の境 に弱い稜 を持つ。日縁部 は

わずかに外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラ磨 き。口縁部内・ 外面横ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ３６０
賜

不

土 師 器

A  13.9
B   6.1

体部及び口縁部一部欠損。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,口
縁部 はわずかに外反する。日縁

部内面に弱い稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ
デ,内面雑なヘラ磨き。口縁部
内面積ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ３５９
賜
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図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 72図
14

不

土 師 器

A  l1 9
B   6.8

体部一部欠損。丸底。体部 は内

彎 して立ち上が り,口 縁部 との

境 に稜を持つ。口縁部 はわずか

に外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後サ

デ,内面ヘラ磨 き。口縁部内・

外面横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤褐色

普通

Ｐ３６．
既

15

塊

土 師 器

Ａ

Ｂ

13.7

8.8

体部 及 び 口縁 部一部 欠損。丸

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日 縁部 はほ
'ま

直立する。国

縁部内面に稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P362
90%
二次焼成

煤付着

坑
土 師 器

Ａ

Ｂ

13,7

8.8

口縁部一部欠損。丸底。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 は

ほ tま直立する。日縁部内面に弱

い稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ３６３
陽

17
塊

土 師 器

11.4

(9.8)

体部から日縁部の破片。体部 は

内弩 して立ち上が り,口 縁部 は

内傾する。日縁部内面に稜 を持

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。回縁部内・ 外面横ナデ。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい赤褐色

普通

P364

30%
二次焼成

媒付着

甕

土 師 器

[12.4]

11.5

底部か ら口縁部の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,頸
部 との境 に弱い稜 を持つ。日縁

部 は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部内面

に指頭痕。

長石・石英・砂粒
にぶい橙色

普通

P371

60%
外面剣落

第 73図
19

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部か ら日縁部の破片。体部 は

球形状 を星 し,回縁部 は「 く」の

字状に外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部外面ヘラナデ。

口縁部内・外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ３６６
既

奏

土 師 器

Ａ

Ｂ

20.1

(13.4)

体部から口縁部の破片。体部 は

球形状 を呈 し,日 縁部 は「 くJの

字状に外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部 内・ 外面ヘラ

ナデ。

長石・石英・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ３６７
幌

墾

土 師 器

A 20.8
3  29.4
C   9.0

体部及 び口縁部一部 欠損。平

底。体部 は球形状 を星 し,最大

径 を中位 に持つ。日縁部 は「 く」

の字 伏に外反する。

底部及び体部外面ヘラ肖Jり 後ナ

デ,内面ヘラナデ。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

褐色

不良

P365
70%
煤付着

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部一部欠損。無底式。体部 は

球形状 を呈 し,日 縁部 は「 く」の

字状 に外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部外面横ナデ後
ヘラ削 り,内面横ナデ。

長石・石英・砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３６８
畷

甑
土 師 器

Ａ

Ｂ

23.8

(16.4)

体部 か ら口縁部 の破片。無底

式。体部 は球形状 を呈 し,日縁

部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

デ。日縁部 に指頭痕。

長石 。石英 。砂粒

にぶい橙色

普通

P369
40%
底部破片有 り

甑

土 師 器

[24.4]

15.5

4.6

体部及び口縁部一部欠損。単孔

式。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日 縁部 はわずか に外反 す

る。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内 。外面横ナ

デ。口縁部外面に指頭痕。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P370

50%
体部に概痕

第29号住居蹴出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(Cm) 謡 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 74図
1

壺

上 師 器

7.0

9,0

丸底。体部 はソロバ ン玉状 を呈

し,口 縁部 はわずか に外傾 す

る。

底部及び体部外面ヘラ削り後丁

寧 なナデ。口縁部 内・外面ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒
にぶい赤褐色

普通

P372

100%

2

甕

土 師 器

A  16.4
B  25.6
C   5.9

口縁部及 び体 部一部欠損。平

底。体部 は球形状 を呈 し,口 縁

部 は「 くJの字状 に外反する。

底部及引本部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ３７３
陽

3

奏

上 師 器

Ａ

Ｂ

17.6

(5.1)

口縁部破片。日縁部 は「 く」の字

状に外反する。

口縁部内・ 外面横ナデ。 長石 。石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３７４
既

甕

上 師 器

(8.6)
6.9

底部か ら体部下位の破片。平

底。体部 は内弩 して立ち上が

る。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ヘラナデ。

長石・石英・砂粒

にぶい黄橙色

普通

P375

30%
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第30号住居跡 (第75～ 77図 )

位置 J6b6区。

規模 と平面形 長軸6.48m,短軸4.72mの長方形。

主軸方向 N-42° 一E。

壁 壁高は22～ 50cmで,外傾 して立ち上がっている。壁溝は,ほぼ全周 してお り,上幅 8～30

cm,深 さ 1～ 10cmで ,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。南西壁中央寄 りに幅約48cm,高 さ 4 cm

の馬の背状の高まりが鉤の手状にみられる。位置や形態から出入口施設と思われる。間仕切 り溝

は,幅22～27cm,深 さ10～13cmで ,中央に向かって北西壁から1条,北東壁から1条,南西壁か

ら1条みられる。南西壁からの 1条の間仕切 りについては,馬の背状の高まりに直行しているこ

とから,出入口施設に関係するものと思われる。

ビッ ト 4か所。Pl～ P3は,径31～62cm,深 さ19～ 44cmで,規模や配列から主柱穴 と考えられ

る。P4は,径44cm,深 さ26cmで,補助柱穴 と思われる。

貯蔵穴 2か所。貯蔵穴 1は ,西コーナー付近に付設され,長径88cm,短径78cm,深 さ41cmの楕

円形で,断面形はU字状である。貯蔵穴 2は,北 コーナー付近に付設され,長径72cm,短 径69

cm,深 さ44cmの 円形で,断面形はU字状である。貯蔵穴 2の覆土 は,ロ ーム小プロック,ロ ー

ム粒子などを含む褐色土からなり,埋め戻されたものと思われる。

炉 2か所。Flは,中央から北東寄 りにあり,長径57cm,短径44cmで,楕円形の地床炉である。

炉床は,ほ とんど掘 り窪められてなく床面が火熱を受け赤変した程度である。F2は,中央か ら

東寄 りにみられ,長径67cm,短径52cmで,楕円形の地床炉である。炉床は,掘 り窪められてな く

床面が火熱を受け赤変した程度である。

覆土 上層から中層にかけて部分的に撹乱が入る。覆上の構成は,住居跡中央部の上層から中層

にかけて暗褐色土,壁際から下層にかけてローム小ブロックやローム粒子を含む褐色上が堆積す

る。遺物のほとんどは土師器片で,中層から下層にかけて同時期の上師器片がまとまってみられ

る。ほかに縄文式上器片,黒曜石の破片がわずかに出土している。南西壁の南コーナー寄 りの下

層中から炭化材と焼上が検出されている。

遺物 床面直上から出土した遺物は少量である。ほとんどの遺物は,北コーナーと東コーナーの

床面から20cmの 高さの範囲で出上しており,これらの遺物は接合関係がみられる。第76図 -2・

4・ 5・ 6・ 12の上師器不,13の 壺,14。 15。 18の甕は北コーナー付近から出上している。15は

中層から下層にかけて出土した土師器片が接合 している。1・ 3・ 7・ 8・ 9の邪,17の甕,21

の須恵器甕は東コーナー付近から出上している。1は逆位の状態で出上しており,21は第31号住

居跡から出上した 5の甕片と接合している。20の須恵器甕は南コーナーの下層から出上 してい
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る。10・ 11の上師器不,16・ 19の甕が西コーナーの下層から出上している。これらの遺物は,周

辺から出土したものが接合されている。

所見 覆土の堆積状態をみると壁際から下層にかけて炭化材・焼土・ ローム小プロックやローム

粒子を含み,各コーナーごとに遺物が集中して出上していることや,隣接する第31号住居跡から

出上した須恵器片 と接合していることから,当住居跡は,焼失後人為的に埋め戻される過程で遺

物が投棄されたものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

6 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,焼土粒子・炭化  16 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子

粒子微量。 微量。

7 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,ロ ーム中ブロッ  17 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量。

第30号住居跡土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量。

2 褐   色 ローム粒子多量,焼上粒子少量,炭化粒子微量。

3 褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子少量。

4 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量。

5 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量。

ク・焼土粒子・炭化粒子微量。

8 褐   色 ローム粒子・ 炭化粒子少量,焼土粒子微量。

9 褐   色 コーム粒子多量,ロ ーム小プロック少量,焼土粒子・炭化

粒子微量。

10 褐   色 ローム粒子多量,焼土紅子・炭化粒子微量。

第30号t居跡貯蔵穴 1」唇解説

n 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム大ブロック微量。

12 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム大プロック少量,焼土粒子・炭化

粒子微量。

13 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量。

14 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量。

15 暗 褐 色 ローム粒子・ 焼上粒子少量,炭化粒子微量。

18 暗 褐 色 ローム粒子中量,炭化粒子少量,焼土粒子微量。

19 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量,焼土粒子・炭化

粒子微量。

20 褐   色 ローム粒子多量。

21 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量。

第30号住居跡貯蔵穴 2土層解説

褐   色 ローム泣子微量,焼上粒子・陵化物・炭化粒子極微量。    1 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子微量。

にぶい褐色 ローム粒子・粘土粒子微畳,焼土粒子・炭化粒子極微量。   2 褐   色 ローム小プロック・ ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

黄 褐 色 ローム粒子多量,炭化粒子極微量。

褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子極微量。

褐   色 ローム4●r中量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子極微量。

3 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。
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第75図 第30号住居跡実測図
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第76図 第30号住居跡出土遺物実測図 (1)
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第30号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第 76図
1

不

土 師 器

14,0

57
丸底。体部 は内彎 して立 ち上が

り,口縁部 との境 に弱い稜 を持

つ。口縁部 はわず か に外 反 す

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。 日縁部内 。外面

積ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ３７６叫

2

郷

土 師 器

12.2

5。 1

丸底。体部 は内管 して立ち上が

り,日縁部 との境 に弱い稜 を持

つ。日縁部 はわず か に外 反 す

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３７７叫

3

杯

土 師 器

A [17.5]
B   7.4

口縁部一部欠損。丸底。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 と

の境に弱い稜 を持つ。 口縁部 は

わずかに外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

にぶい褐色

普通

P379
80%
外面煤付着

4

不

土 師 器

A  14.2
B   7.0

口縁部 及 び体 部 一部 欠 損。丸

底。体部 は内彎 して立ち上が り,

日縁部 との境 に弱 い稜 を持 つ。

国縁部 はわずかに外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。 口縁部内・外面

横ナデ。内 。外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P378
90%
外面煤付着

5

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[13.8]
53
4.0

底部か ら口縁部 の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,口
縁部 との境 に弱い稜 を持つ。 ロ

縁部 は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。 国縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３８０
幌

6

不

土 節 器

Ａ

Ｂ

[17.2]

(4_2)
体部か ら口縁部の破片。体部 け

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

わずかに外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英 。砂粒

赤褐色

普通

P386
20%
二次焼成

7

杯

土 師 器

Ａ

Ｂ

底部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,ロ
縁部 はわずかに外傾する。 日縁

部内面に弱い稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・ スコ

リア・砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ３８２
腸

8

不
土 師 器

13.6

(5.0)

底部 及 び 口縁 部 一部 欠 損。丸

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,口縁部 はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内 ,外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・石英・ スコ

リア・砂粒

赤色

普通

剛
幌

9

不

土 師 器

[13.3]

(4.9)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

わずかに外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

雑なヘラ磨 き。口縁部内・外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３８７
蹴

不

土 師 器

[14.2]

(5.2)

[3.6]

底部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立 ち上が り,口
縁部 はわずかに外傾す る。口縁

部内面に弱い稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。 口縁部内・外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・石英・ スコ

リア・砂粒

橙色

普通

P383
30%
外面摩耗

杯
上 師 器

[13.1]

5.5

底部か ら口縁部 の破片。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,口
縁部 はわずかに外傾する。口縁

部内面 に弱い稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ３８４
院

を2

イ

土 師 器

Ａ

Ｂ

[13.4]

4.2

底部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立 ち上が り,日
縁部 との境 に稜 を持つ。 日縁部

は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ３８５
院

13 土 師 器

(11.2)

5.2

口縁部欠損。平底。体部は球形

状を呈する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後丁

寧なナデ,内面ナデ。内・外面

赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３８８
琥

14

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[17.8]

(9_2)
体部か ら回縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 は

外傾する。口縁部内面に稜 を持

体部外面ヘラ削 り後ナデ,

ヘラナデ。頸部ヘラ削 り。

部内・ 外面横 ナデ。

面

縁

内

口

石

色

通

長

橙

普

・ 石英・砂粒 ３９２

％

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

17.3

(15 0)

体部上位か ら口縁部破片。体部

は内彎 して立ち上が り,頸部 と

口縁部 との境 に強い稜 を持ち,

日縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

デ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ３８９
暢
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図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 76図
16

甕

土 師 器

B
C

体部上位か ら口縁部の破片。体

部は内彎 して立ち上が り,日縁

部は「 く」の字状に外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P394

10%
外面煤付着

第 77図
17

甕

土 師 器

A [23.8]
B (20.9)

体部上位か ら口縁部破片。体部

は内彎 して立ち上がる。日縁部

は短 くわずかに外反する。日縁

部内面に弱い稜 を持つ。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内・ 外面横ナ

デ。

長石・ 石英・砂粒

橙色

普通

P390
30%

姿
土 師 器

A  17.3
B (12.8)

体部か ら口縁部破片。体部 は球

形状 を呈 し,日 縁 部 は外傾 す

る。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部外面ヘラ削 り。

口縁部内・ 外面横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３９‐
既

餐

土 師 器

B
C

(7.5)

[6.4]
底部から体部の破片。平底。体

部は内彎して立ち上がる。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。

長石・石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

P393
10%

甕

須 恵 器

Ａ

Ｂ

口縁部破片。頸部は外傾 し,3本

の弱い稜を持ち,日 縁部は外反

する。日縁端部は上下に拡張す

る。

巻き上げ,水挽き。口縁部外面
に櫛状工具による波状文を2段
に配する。

長石・砂粒

黄灰色

良好

３９５

％

甕

須 恵 器

B  19.0 底部から体部の破片。丸底。体

部外面 は全面 に平行線叩 き目が

みられる。

巻 き上げ,叩 き。頸部ナデ。 長石・砂粒

灰黄褐色

普通

P396

25%
SI-31出 土須恵器片
と接合

第31号住居跡 (第 78・ 79図 )

位置 J6d8区。

規模と平面形 長軸3.36m,短軸2.64mの 長方形。

長軸方向 N-39° 一W。

壁 壁高は6～28cmで ,外傾して立ち上がっている。南コーナー付近は削平されているため,壁

はほとんど残っていない。

床 床面は,ほ ぼ平坦で斜面に沿っていくぶん南側に傾斜し,踏み固められた面はみられない。

ビット 2か所。Pl,P2と もに性格不明である。

覆土 削平されているため覆上の遺存状態はあまり良 くないが,7・ 8層が覆上の大部分を占

め,そ の他の層は壁際にみられる。上層から下層にかけて同時期の上師器片と縄文式土器片が出

土しているが,特に8層上面に多量の上師器の細片がみられる。

遺物 覆土中から出上した土師器片のうち実測できたのは第79図 -1の上師器不, 2の塊, 3の

甕, 4の甑である。これらの遺物は破片で出上し,接合されたものである。床面から出上した遺

物は細片である。

所見 遺物は8層上面から多量に出土していることや,第30号住居跡出上の須恵器片と接合して

いることから, 8層が堆積した後に遺物の投棄が行われたものと思われる。本跡は炉が確認され

ず,床面があまり硬化した面がみられない状況から判断すると,住居跡 とすることは困難である

が,こ の竪穴遺構の性格が確定できないことから住居跡として扱う。時期は遺物等から古墳時代

中期末のものである。
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C          42 3    51

第78図  第31号住居跡実測図

0               2m

第31号住居跡土層解説

1 褐   色 ローム粒子少量,焼土粒子・

炭化粒 子 微 量,ロ ーム小 ブ

ロック極微量。

2 暗 褐 色  ローム粒子少量,焼土粒子・

炭化粒子極微量。

3 暗 褐 色 ローム小ブロック・ 炭化粒子

少量,ロ ーム粒子・ 焼土粒子

微量。

4 褐   色  ローム粒子中量,焼上粒子・

炭化粒子微量。

5 褐   色 ローム粒子微量,焼土粒子・

炭化粒子極微量。

6 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブ

ロック少量,焼土粒子・ 炭化

粒子極微量。

7 暗 掲 色 ローム粒子微量,焼土粒子・

炭化粒子極微量。

8 褐   色  ローム粒子少量,ロ ーム小ブ

ロック・ 炭化粒子極微量。

9 暗 褐 色 ローム小プロック・ ローム粒

子・炭化粒子・黒色土極微量。

0 暗 褐 色 ローム粒子微量,炭化粒子極

微量。

褐   色  ローム粒子中量,ロ ーム小プ

ロック・ 炭化粒子極微量。

暗 褐 色 ローム粒子微量,焼土粒子・

炭化粒子極微量。

暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ノ

ロック微量,焼上粒子・ 炭化

粒子極微量。

明 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子・

炭化粒子・黒色土極微量。

褐   色 ローム粒子中量,焼上粒子・

炭化粒子極微量。

褐   色 ローム粒子中量。

褐   色  ローム粒子中量,炭化粒子極

微量。

障

留

酢

昨

――

．^ｒ

皆

Ｃ〓

A 22.6m

14

16

17

0              1ocm

|

フ
ーー
ーー
川
μ
　
２

＼

第79図  第31号住居跡出土遺物実測図
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第31号住居跡出上遣物観察表

図版番号 器   種 討測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 79図
1

不

土 師 器

A [14.0]
B (4.3)

口縁部破片。体部は内脅して立

ち上がり,日縁部はわずかに外

反する。

体都外面ヘラ削り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・外面横ナデ。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３９７
嶋

2

坑
上 師 器

A [12.9]
B (4.7)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

わずかに外反する。

体部外面ヘラ肖」り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤色

普通

P398
5%

3

甕

土 師 器

A ■.0

B(6.0)
口縁部破片。口縁部 は「 く」の字

状に外反する。

口縁部内・ 外面横ナデ。 長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ３９９
期

4

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

底部 か ら口縁部 の破 片。単 孔

式。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日 縁 はわずかに外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ４０‐
既

第32号住居跡 (第80～82図 )

位置 J6a9区。

規模と平面形 長軸4.86m,短軸4。 22mの長方形。

長軸方向 N-35° 一E。

壁 壁高は10～30cmで ,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 床面は,ほ ぼ平坦であり,踏み固められた面はみられない。

ビット 3か所。Pl～P3はすべて性格不明である。

貯蔵穴 西コーナーに付設されている。直径57cm,短径50cm,深 さ47cmの 楕円形で,断面形は

U字状である。

覆土 上層から下層までローム小ブロックやローム粒子等を含み,ブロック状に堆積している。

下層から床面直上にかけて同時期の土師器片と縄文時代の石鏃,磨石が出土している。上師器片

は細片が多 く,床面から10cmの高さの範囲内で集中して出上している。

遺物 覆土中から出土した遺物は第81図 -2・ 6・ 9・ 12である。床面直上の遺物は, 5の土師

器不,13・ 14の甕が北東壁の中央付近から出上している。14は西コーナーと貯蔵穴内から出土し

たものと接合している。 1・ 4の不, 7の塊は南コーナー付近から出上している。1・ 4はつぶ

れた状態, 7は逆位の状態で出上している。 8の高不,10・ 11の甕は住居中央の北西寄 りから出

上している。11は南コーナー付近 と北東壁から出上したものが接合している。 3の不は貯蔵穴内

から出土している。

所見 覆上の堆積状態をみると,上層から下層までローム小ブロックやローム粒子等を含み,ブ

ロック状に堆積していることや,床面直上から土師器の細片が出土していることから,本跡は遺

物の投棄後人為的に埋め戻されたものと思われる。炉は確認されず,床面もあまり硬化した面が
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P窒

Ｄ
一

Ａ
一

3

01

第32号住居跡土層解説

褐   色 ローム粒子中量,炭化粒子極微量。

黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子微量。

暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームオヽプロック・炭化粒子極微量。

暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子極微量。

黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・炭化粒子極微量。

黒 褐 色 ローム粒子微量,焼土粒子・炭化粒子極微量。

褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,炭化粒子極微量。

暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,ロ ーム小プロック極微量。

01

第32号住居跡貯蔵穴土層解説

1 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小

2嗜 褐 色

プロック少量,焼土粒子・

炭化粒子微量。

ローム粒 子 中量,焼 土 粒

子・ 炭化粒子微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小

プロック少量,炭化物微量。

ローム粒子多量。

ローム粒子中量。

3暗 褐 色

0               2m

ローム土・暗褐色土多量。

ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,コ ーム小ブロック少量,焼土粒子・炭化

粒子極微量。

ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小ノロック微量。

ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,炭化粒子微量,ロ ーム小プロック・ 炭化

物極微量。

ローム粒子少量,ロ ームをヽプロック・炭化粒子極微量。

E

色

色褐

褐

暗

10

11

12

13

14

15

16

色

色

色

褐

褐

褐

暗

暗

暗 褐 色

褐   色

黒 褐 色

黒 褐 色

17暗 褐 色

第80図 第32号住居FFl実測図
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18 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子極微量。   30 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子微量。

19 黒 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,ロ ーム小プロック極微量。  31 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・焼土小ブロック・炭

20 褐   色 ローム粒子少量。                             化粒子微量。

21 褐   色 ローム粒子中量,炭化物微量。              32 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック微量,焼土粒子・炭化

22 褐   色 ローム土多量,炭化粒子極微量。                      粒子極微量。

23 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。  33 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

24 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子極微量。  34 黒 褐 色 ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

25 暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,ロ ームをヽプロック・焼±  35 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム4ヽブロック少量,焼土小プロック

粒子極微量。                               微量。

26 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。  36 褐   色 ローム粒子中量。

27 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量。         37 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム4ヽブロック・炭化粒子微量。

28 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子極微量。   38 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子極微量。

29 褐   色 ローム粒子多量,ロ ームイヽブロック微量。

みられない状況から判断すると,住居跡 とすることは困難であるが,こ の竪穴遺構の性格が確定

できないことから住居跡 として扱う。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

第32号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・ 焼成 備  考

第 81図
1

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部 は

内彎 して立ち上が り,口 縁部 は

外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

明赤褐色

普通

P402

90%
二次焼成

2

杯

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日 縁部 は内傾 し,口唇部 は

つまみだされている。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石 。石英・ 砂粒

にぶい赤褐色

普通

P403
100%
体部砥石痕

3

不

土 師 器

13.0

5.4

底部から回縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 は内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。口縁部内・

外面積ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

橙色

普通

P404

70%
二次焼成

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

口縁部一部欠損。丸底。体部 は

内彎 して立ち上が り,口 縁部 は

内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

積ナデ。内・ 外面赤彩。

長石 ,石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ４０５
腸

5

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

11.4

4.4

3.3

体部及び口縁部一部欠損。平

底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日 縁部は内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。内 。外面赤彩。

石

色

通

長

橙

普

・ 石英・ 砂粒 Ｐ４０６
協

6

不

土 師 器

[14.3]

6.0

底部から回縁部の破片。丸底。

体部は内彎して立ち上が り,回
縁部は内傾する。口縁部内面に

弱い稜を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

積ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P407

30%

7

婉
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部 は

廃彎 して立ち上が り,日縁部 は

内傾する。日縁部内面に稜 を持

底部及び体部外面ヘラ肖」り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤褐色

普通

P409
95%
外面媒付着

8

邪

器師

高

土

B (41) 脚部破片。脚部は円柱状を呈す

る。

脚部外面ヘラ削 り,内面ナデ。

外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P410

10%

9

壺

土 師 器

B(109) 底部から体部の破片。丸底。体

部 は球形状 を呈する。

底部及び体部外面ヘラ肖」り後丁

寧なナデ,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ４‐‐
陽

10

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

16.7

(28_3)

体部から口縁部の破片。体部 は

球形状 を呈 し,最大径を中位 に

持つ。頸部 に稜を持ち,日縁部

は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・ 外面積ナ

デ。 口縁部内・外面及び体部外

面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P412
40%
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第82図 第32号住居跡出土遺物実測図 (2)

O 10cm

図版番号 器 種 計測値lCm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 81図
11

養
土 師 器

A  19,0
B(5.4)

回縁部破片。日縁部 は外反す
る。

頸部外面ヘラ削り。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄褐色

普通

P414
20%

奏
土 師 器

[1■ 2]

(3.4)

口縁部破片。口縁部 は外反す
る。

口縁部内・外面債ナデ。 長石・石英・砂粒
にぶい褐色

普通

P416
5%
外面媒付着

第 82図
13

甕

上 師 器

[20.0]

(20.4)

体部から回縁部の破片。体部は

球形状を星 し,最大径を中位に

持つ。口縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

デ。日縁部に指頭痕。

長石・石英・砂粒
にぶい黄褐色

普通

P413
30%

甕
土 師 器

18.3

(6.7)

回縁部破片。口縁部 は外反す
る。

口縁部内・ 外面横ナデ。 長石・石英・砂粒

浅黄橙色

普通

Ｐ４．５
Ｍ
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第33号住居Ltl(第 83・ 84図 )

位置 J7Cl区。

規模と平面形 長軸3.80m,短軸3.13mの長方形。

長軸方向 N-35° 一E。

壁 壁高は5～ 17cmで ,斜面部に位置するため,わずかに確認できる程度である。

床 床面は,ほ ぼ平坦であるが,斜面に沿っていくぶん傾斜する。踏み固められた面はみられない。

覆土 上面は削平され,覆土はわずかに残るだけである。 1層中には同時期の上師器片が多 くみ

られる。覆土中からは縄文式上器片が出上している。

遺物 覆土中から出上した土師器片のうち,実測できたのは第84図 -1～ 5である。これらの遺

物は住居跡中央部から北西壁下と西コーナー付近から出上している。床面直上から出土した遺物

は細片である。出土遺物はほとんど破片であり,大部分が甕片である。

所見 本跡は,小規模であり,炉,柱穴等は確認できず,状況から判断すると住居跡 とすること

||
第33号住居跡土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子極微量。

2 褐   色 ローム粒子中量 ,ロ
ーム小ブロック微量。

3 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ
ーム小プロック微量。

4 暗 褐 色 ローム泣子微量 ,ロ
ーム小ブロック極微

量。

5 掲   色 ローム粒子微量 ,ロ
ームオヽプロック極微

量。

6 褐   色 ローム粒子中量。

7褐   色

A22.6m

:単

生

一

~

第83図 第33号住居鯨実測図

0              2m

-136-



は困難であるが,こ の竪穴遺構の性格が確定できないことから住居跡 として扱う。遺物は多量の

土師器片が出上し,そ の大部分は,甕片がしめている。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

第84図 第33号住居跡出土遺物実測図

第33号住居跡出土遣物観察表

0           1ocm

図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 84図
1

邪

土 師 器

A  14.0
B (3.5)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

外傾する。

体部外面ヘラ肖」り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ４‐７
嶋
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図版番号 器   種 計測値lcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 84図
2

褻
土 師 器

A  15.8
B (5.6)

回縁部破片。口縁部 は外反す

る。

頸部外面ヘラ削り。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ４．９
期

3

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

口縁部破片。口縁部 は外反す

る。

頸部外面ヘラ削 り 長石・ 石英・ 砂粒

灰自色

普通

P418
20%

4

甕
土 師 器

A [18.0]
B (8.0)

口縁部破片。口縁部 は外反す
る。

頸部外面ヘラ削り。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P421

10%

5

羹

土 師 器

Ａ

Ｂ

底部及び体部一部欠損。体部 は

球形状 を星 し,最大径 を中位に

持つ。口縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部外面ヘラ削 り。

口縁部内・ 外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい褐色

普通

P458
60%

第34号住居Ltl(第85・ 86図 )

位置 14i7区。

規模と平面形 長軸6.56m,短軸5.20mの 長方形。

主軸方向 N-138° 一W。

壁 壁高は22～ 28cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁溝は全周しており,上幅 7～18cm,深

さ 1～ 8 cmで,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。間仕切 り溝は,幅20cm,深 さ 7 cmで ,

中央に向かって北西壁から1条みられる。中央部に床面が火熱を受け赤変硬化した部分が 3か所

みられる。

ビット 6か所。Pl～P4は,径21～28cm,深 さ23～28cmで規模や配列から主柱穴 と思われる。

P5° P6は,性格不明である。

貯蔵穴 2か所。貯蔵穴 1は,東コーナーに付設されており,長径98cm,短径79cm,深 さ30cmの

楕円形で,断面形はU字状である。貯蔵穴 2は,南コーナーに付設されており,長径89cln,短

径67cm,深 さ30cmの 精円形で,断面形はU字状である。

炉 中央から南西寄 りにある。長径83cm,短径60cmで,床面を17cm程皿状に掘 り窪めた楕円形の

地床炉である。炉内覆土は6層からなり, 1層暗赤褐色,2～ 4層褐色, 5層 にぶい赤褐色, 6

層褐色であり,焼土粒子,炭化粒子を含む。炉床は火熱を受けいくぶん赤変している程度である。

覆土 上層から下層にかけてローム小ブロック,ロ ーム粒子を含む層がみられる。北東側の上層

は褐色土,暗褐色土,黒褐色土がブロック状に堆積する。下層上面から床面上にかけて同時期の

上師器片と,縄文式土器片,敲石,ス タンプ状石器が出土している。住居跡中央から西側寄 りの

床面上から炭化材が出上している。

遺物 覆土中から出上した遺物は第86図 -1～ 6・ 8～ 12である。ほとんどの遺物は西コーナー

付近から出上している。 1の上師器不は正位の状態で出上している。10の須恵器甕は上層と下層
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第85図  第34号住居跡実測図
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から出上したものが接合している。床面直上の遺物は,7の甕が南東壁下の中央付近から出上し

ており,貯蔵穴 2の覆土内から出土したものと接合している。

所見 覆上の堆積状態をみると,上層から下層にかけてローム小ブロック,ロ ーム粒子などを含

むことや床面直上から炭化材が検出されたり,床面が赤化 していることから,当住居跡は焼失

後,人為的に埋め戻されたものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

第34号住居跡土層解説

1 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,焼土粒子・ 炭化

粒子極微量。

2 暗 褐 色 ローム小プロック・ ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子

極微量。

3 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,炭化粒子微量 ,

焼土粒子極微量。

4 黒 褐 色 ローム粒子微量,ロ ーム小プロック・焼土粒子 。炭化粒子

極微量。

5 黒 褐 色 ローム粒子・炭化物・ 炭化粒子微量,焼土粒子極微量。

6 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・ 焼土粒子・ 炭化粒子

微量。

7 黒 褐 色  ローム粒子・ 炭化粒子微量,ロ ーム小プロック・ 焼土粒子

極微量。

8 黒 褐 色 ローム小ブロック・ ローム粒子・ 炭化粒子少量,焼土粒子

極微量。

9 暗 褐 色 ローム小プロック・ ローム粒子微量,焼土粒子・炭化物・

炭化粒子極微量。

10 褐   色 ローム粒子微量,ロ ームイヽプロック・ 炭化粒子極微量。

11 黒 褐 色 ローム粒子微量 ,ロ ーム小ブロック・炭化粒子極微量。

12 黒 褐 色  ローム粒子微量,炭化粒子極微曼。

13 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子極微量。

14 暗 褐 色 炭化粒子中量,ロ ーム粒子・ 焼土小ブロック・ 焼上粒子少

量。

15 暗 褐 色  ローム粒子少量,炭化粒子微量,ロ ーム小プロック・ 焼土

粒子極微量。

第34号住居跡貯蔵穴 1土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・ 炭化粒子少量。

2 暗 褐 色  ローム粒子中量,炭化粒子少量,焼土粒子微量。

3 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック・ 炭化粒子微量。

4 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,焼土粒子・ 炭化

粒子極微量。

5 褐   色 ローム粒子多量。

第34号住居跡出土遺物観察表

色 ローム粒子・ 炭化粒子極微量。

色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微星,炭化粒子極微量。

色  ローム小ブロック・ ローム粒子多量。

色 ローム泣子少量,ロ ーム中・ 小ブロック微量,炭化粒子極

微量。

褐 色 ローム粒子微量,ロ ーム中ブロック・炭化粒子極微量。

色 ローム粒子微星。

褐 色 ローム粒子極微量。

褐 色 ローム粒子・ 炭化物少量,ロ ーム小ブロック・ 焼土小 プロッ

ク・ 炭化粒子微量。

色 ローム粒子中孟,ロ ーム小ブロック少量,ロ ーム中プロッ

ク・炭化粒子微呈。

褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

褐 色 ローム粒子微量,焼上粒子・ 炭化粒子極微量。

褐 色 炭化物多量,ロ ーム粒子中量,ロ ーム小プロック微量。

褐 色 ローム粒子微量,ロ ーム小プロック・ 焼土粒子・炭化粒子

極微量。

褐 色 ローム粒子・ 炭化粒子極微量。

褐 色 ローム粒子微量,焼土粒子・炭化粒子極微量。

褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

褐 色 ローム粒子微量,ロ ームガヽ ブロック極微量。

褐 色 ローム小プロック少量,ロ ーム粒子微量,炭化粒子極微量。

色 ローム粒子少量。

第34号住居跡貯蔵穴 2土層解説

1 黒 褐 色 炭化粒子多量,ロ ーム粒子中量,炭化材少量,焼土粒子微

量。

色 焼土粒子中量,炭化粒子・炭化材少量。

色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量。

褐

褐

褐

黒

暗

明

褐

　

暗

褐

黒

暗

　

褐

　

暗

黒

暗

暗

　

里
（
黒

暗

黒

暗

褐

‐６

‐７

‐８

‐９

　

２０

２‐

２２

２３

　

２４

　

２５

２６

２７

２８

　

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

褐

褐

図版番号 器    種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 86図

1

不

土 師 器

A  13.2
B   57
C   3.8

平底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日 縁部 との境に弱い稜 を持

つ。日縁部 はわずか に外反 す

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内 。外面

模ナデ。内・ 外面赤彩。

長石 。石英 。砂粒

赤色

普通

Ｐ４２５幌

2

辱

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[13.7]

49
4.1

平底。体部 は内暫 して立ち上が

り,回縁部 は外傾する。口縁部

内面に稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ４２６
幌

3

郭

土 師 器

A  12.2
B   5.0

体部 か ら回縁部一部欠損。丸

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

り,日縁部 は内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

黄掲色

普通

P427
70%
砥石痕
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第86図 第34号住居跡出土遺物実測・拓影図

図版番号 器 種 計測値lcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 86図
4

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

[14.5
4.4

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立 ち上が り,日 縁部 は

外傾する。口縁部内面に弱い稜

を持つ。

体部外面ヘラ削 り後ナデ。日縁

部外面横ナデ後ナデ,内面横ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ４２９
親

5

不

上 師 器

Ａ

Ｂ

144
(4.4)

体部から口縁部の破片。体部 は

内鷲 して立ち上が り,日縁部 は

外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。 日縁部内・外面横ナデ。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒
にぶい赤褐色

普通

Ｐ４３０
親
撤

6

不

土 師 器

11.9

4.9

体部及び日縁部欠損。丸底。体

部 は内彎 して立ち上が り,日 縁

部 との境に稜 を持つ。日縁部 は

わずかに外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面雑なヘラ磨 き。日縁部

内・外 面横 ナ デ。内・ 外 面 赤

彩。

石

色

通

長

赤

普

・石英・砂紅 Ｐ４２８
賜

7 土 師 器

A  9.4
B (4.3)

頸部から口縁部の破片。頸部 は

外傾 して立ち上が り,日 縁部 と

の境に稜 を持つ。口縁部 は外反

する。

頸部外面ヘラ削 り後ナデ。口縁

部内・ 外面横ナデ。

長石・石英・砂粒
暗赤褐色

普通

Ｐ４３‐
親
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図版番号 器   種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調 。焼成 備  考

第 86図
8

甕
土 師 器

A [21.0]
B(4.7)

口縁部破片。口縁部 は外反す

る。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P432

5%

9

甕

土 師 器

A [210]
B (47)

口縁部破片。日縁部 は外反す

る。

口縁部内・ 外面横ナデ。 長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P433
5%

10

甕

須 恵 器

体部片。 外面平行叩 き,内面ナデ。 長石・ 砂粒

灰色

良好

Ｐ４３４
琥

図版番号 器 種

計 値

石   質 出 土 地 点 備 考

最大長(cm) 最大幅(Cm) 最大厚(cm) 孔 径(cm) 重 量 lg)

第86図 11 双 了し 円 板 2.6 3.6 滑   石 S134 Q64

12 砥 石 4_7 31.5 砂   岩 S134 Q61

第35号住居跡 (第 87・ 88図 )

位置 17gl区。

規模と平面形 長軸8.66m,短軸8.10mの 方形。

主軸方向 N-56° 一W。

壁 壁高は16～34cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。南東壁中央寄 りに,幅56cm,高 さ 8 cm

の馬の背状の高まりが鉤の手状にみられる。位置や形態から出入口施設と思われる。間仕切 り溝

は,幅14～24cm,深 さ 6～ 14cmで ,中央に向かって南東壁から1条,南西壁から1条,北西壁か

ら2条みられる。南東壁の間仕切 りについては,馬の背状の高まりと直行することから出入口施

設に関係するものと思われる。

ビット 4か所。Pl～P4は径29～42cm,深 さ66～ 76cmで ,規模や配列から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴 南西壁の中央付近に付設されている。長径93cm,短径68cm,深 さ62cmの精円形で,円筒

状に掘 り込まれている。

炉 ほば中央にある。長径112cm,短径103cmで ,床面を 8 cm程皿状に掘 り窪めた不整円形の地床

炉である。炉内覆土は4層からなり, 1層 にぶい褐色, 2層明赤褐色,3・ 4層にぶい赤褐色で

あり焼土ブロックを含む。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土 中層から下層にかけてローム小ブロック,ロ ーム粒子を含む暗褐色土 と褐色上がプロック

状に堆積している。中層から床面にかけて同時期の上師器片や縄文式上器片,黒曜石の剣片が出

上している。

遺物 覆土中から出上した土師器片と須恵器片のうち実測できたのは第88図 -3・ 4・ 6～ 9で
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B

A23.3m

D23.2m

第35号住居跡貯蔵穴土層解説

暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子微量。

褐   色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子極微量。

褐   色 ローム粒子・焼上粒子・炭化粒子極微量。

暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子極微量。

Ｆ
一

0             2m

第87図 第35号住居跡実測図
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ある。床面直上の遺物は, 2の上師器不が東コーナー付近から出土している。 5の甕は南東壁際

の中央寄 りから出土している。 1の郷は半完形で P4の覆土内から正位の状態で出上している。1

は東コーナー付近で出上したものと接合している。炉内覆土から炭化種子が出上している。

所見 P4の覆土内から出土した 1の不は,床面直上から出上した不片と接合していることから,

P4の柱の抜き取 りが行われ,そ の後 1が投棄されたものと思われる。堆積状況をみると中層か

ら下層までブロック状に堆積することから人為的に埋め戻され,上層は自然に埋没したものと思

われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

第35号住居跡土層解説

1 黒 褐 色  ローム粒子微量,ロ ーム小プロック・ 炭化粒子極微量。     21 褐   色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

2 暗 褐 色  ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。   22 暗 褐 色 ローム粒子微量,焼上粒子・ 炭化粒子極微量。

3 褐   色  ローム粒子少量,ロ ーム小 ブロック微量,焼土粒子・炭化    23 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,焼上粒子 。炭化

粒子極 4・t量。                                 粒子極微量。

4 褐   色  ローム粒子多量,ロ ーム中プロック少量,暗褐色土極微量。   24 褐   色 ローム小ブロック・ ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

5 暗 褐 色  ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,焼土粒子・炭化    25 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,焼土粒子・炭化

粒子・ 黒褐色上極微量。                            粒子極微量。

6 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。           26 黒 褐 色  ローム粒子極微量。

7 褐   色  ローム粒子・ 炭化粒子少量,焼土小プロック・ 炭化粒子微    27 褐   色  ローム粒子少量,ロ ーム小 ブロック微量,焼土粒子・ 炭化

量。                                     粒子極微量。

8 褐   色 ローム粒子・ 焼上粒子中量,ロ ーム小プロック少量,炭化    28 暗 褐 色  ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

粒子極微量。                        29 褐   色  ローム粒子少量,焼土粒子 。炭化粒子極微量。

9 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。   30 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

10 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム打ヽプロック・焼土粒子微量,炭化    31 暗 褐 色  ローム粒子微量,焼土粒子極微量。

粒子極微量。                        32 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・ 焼土粒子・ 炭化粒子

n 暗 褐 色  ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。           極微量。

12 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,炭化粒子極微量。   33 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

13 暗 褐 色  ローム粒子微量,ロ ーム小プロック極微量。          34 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

14 褐   色  ローム粒子少量,ロ ームオヽプロック微量,炭化粒子極微量。   35 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック微量。

15 暗 褐 色 ローム粒子微量,炭化粒子極微量。              36 暗 褐 色  ローム粒子微量,黒褐色土極微量。

16 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,焼土粒子・ 炭化    37 暗 褐 色 ローム粒子微量。

粒子極微量。                        38 褐   色 ローム粒子少量,ロ ームイヽ プロック微量,炭化粒子極微量。

17 暗 褐 色  ローム粒子・ 炭化粒子微量,ロ ーム小プロック極微量。     39 掲   色  ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック微量,炭化粒子極微量。

18 褐   色  ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,焼土粒子・ 炭化    40 褐   色 ローム粒子微量,ロ ーム小ブロック極微量。

粒子微量。

19 暗 褐 色 ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

20 褐   色 ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

第35号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 88図
1

邪

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部 は内彎 して立ち上が

り,回縁部 は外反する。日縁部

内面に稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横ナデ。内 。外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通 面
Ｐ４３５賜聴

2

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面横ナデ。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通 耗
Ｐ４３６賜麟

3

杯
上 師 器

Ａ

Ｂ

[12.8]

(3.6)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。 口縁部内・外面横 ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英 。砂粒

赤褐色

普通

Ｐ４３７
嶋
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図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 。焼成 備  考

第 88図
4

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

回縁部破片。口縁部 は外反す

る。

頸部外面ヘラ削 り。日縁部内・

外面横ナデ。内面に指頭痕。

長石・石英・砂粒

にぶい橙色

普通

如
％

5

餐

土 師 器

A [20,4]
B (34)

日縁部破片。口縁部 は外反す

る。

日縁部内・外面横ナデ。 長石・ 石英・ 砂粒

にぶい赤褐色

普通

Ｐ４４３
琥

6

甕

土 師 器

B (14.3) 体部破 片。体部 は球形状 を呈

し,最大径 を中位に持つ。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。

長石・石英・ 砂粒

橙色

普通 耗
Ｐ４３９賜雑

7

甕

土 師 器

B (11.2)
C   8.6

底部か ら体部の破片。平底。体

部 は内彎 して立ち上がる。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・砂粒

にぶい黄褐色

普通

Ｐ４３８
既

8

甕

土 師 器

B (7.8)
C   8,3

底部 か ら体部 下位 の破 片。平

底。体部 は内彎 して立 ち上 が

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後サ

デ,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

暗褐色

普通

P440

30%
内・外面摩耗

9

甑

土 師 器

底部から体部破片。無底式。胴

部 はわずかに内彎 して立ち上が

る。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。

長石・石英・砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ４４５
嶋

第38号住居跡 (第 89。 90図 )

位置 1 6 cOtt。

規模と平面形 長軸6.30m,短軸4.74mの 長方形。

主軸方向 N-37° 一E。

壁 壁高は16～32cmで,ほば垂直に立ち上がっている。壁溝は,南西壁下から一部みられ,上幅

14cm,深 さ 4 cmで,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。馬の背状の高まりは,幅56cm,高 さ 6

cmで,南西壁に沿ってみられる。間仕切 り清は,幅28cm,深 さ10cmで ,南西壁に 1条みられ,馬

の背状の高まりと直行することから,出入口施設に関係するものと思われる。中央部から北東側

と東側に火熱を受け赤変硬化した床面がみられる。

ビット 4か所。Pl～P4は長径73～108cm,短径59～ 101cm,深 さ30～67cmの 楕円形で,性格 は

不明である。

貯蔵穴 南コーナー寄 りに付設されており,長径83cm,短径74cm,深 さ56cmの楕円形で,断面形

はU字状である。

炉 中央にある。規模は,長径63cm,短径51cmで ,精円形の地床炉,炉床は,掘 り窪められてな

く床面が火熱を受け赤変硬化している。

覆土 上層から下層までローム小ブロック,ロ ーム粒子を含む黒色土,暗褐色土,褐色上がブロ

ック状に堆積している。上層から下層まで同時期の上師器片や縄文式土器片が出上している。特

に,床面上から5 cmの高さの範囲内から土師器片が多 く出上している。

遺物 覆土中から出土した土師器片のうち実測できたのは第89図 -5・ 6である。床面直上の遺

-146-



0              1ocm

:::::::::::ノ

軽 瑚

第89図 第36号住居跡出土遺物実測図
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止
ュ

A 23.4m

第36号貯蔵穴土層解説

1 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小 ノ

3暗 褐 色

ロック中量,炭化粒子少量,焼
土粒子微量。

ローム小ブロック・ローム粒子

多量,焼上粒子・炭化物・炭化

粒子微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小 ブ

ロック少量,焼上粒子・炭化粒

子微量。

o               2m

2褐
Ｇ

一

第90図 -1 第38号住居LI実測図
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LI

0              2m

第36号住居跡土層解説

1 暗 褐 色  ローム粒子少量,炭化粒子極

微量。

2 黒 褐 色  ローム粒子少量,ロ ーム小 ブ

ロック微量,炭化粒子極微量。

3 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小 ブ

ロック微量,炭化粒子極微量。

4 褐   色 ローム粒子微量,ロ ーム大 ブ

ロック・炭化粒子極微量。

5 極 暗 褐 色  ローム粒子微量,炭化粒子極

微量。

6 褐   色  ローム粒子少量,ロ ーム小ブ

ロック微量。

7 暗 褐 色  ローム粒子少量,ロ ームオヽ ブ

ロック極微量。

8 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小 ノ

ロック少量,焼上粒子・炭化

粒子極微量。

9 黒 褐 色  ローム粒子微量,ロ ーム中プ

ロック・ 焼土粒子・炭化粒子

13暗 褐

極微量。

色  ローム粒子微量。

色 ローム粒子少量,炭化粒子極

微量。

色 ローム粒子微量,ロ ームガヽ ブ

ロック・炭化粒子極微量。

色 ローム粒子少量,ロ ームガヽ プ

ロック・焼土粒子・ 炭化粒子

極微量。

14 暗 褐 色 ローム小プロック・ ローム粒

子少量,炭化粒子極微量。

15 暗 褐 色 ローム粒子微量,ロ ーム小ブ

ロック・ 焼土粒子・炭化粒子

極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブ

ロック・焼土粒子・炭化粒子・

暗褐色土極微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブ

ロック少量,ロ ーム中プロッ

ク・黒褐色上微量,焼上粒子・

炭化粒子極微量。

ローム粒子微量, ローム小ブ

ロック・焼土粒子・炭化粒子

極微量。

ローム中ブロック・ ローム粒

子微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小プ

ロック・焼土粒子・ 炭化粒子

極微量。

ローム粒子少量 ,ロ ーム小ブ

ロック微量,焼土粒子・ 炭化

粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブ

ロック・焼土粒子・ 炭化粒子

極微量。

ローム粒子微量,ロ ーム小ブ

ロック・焼土粒子・ 炭化粒子

極微量。

ローム粒子中量 ,ロ ーム小プ

ロック少量,炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,ローム小ブ

ロック微量,焼土粒子・ 炭化

絃子極微量。

ローム粒子多量 ,ロ ーム小ブ

ロック少量,炭化粒子極微量。

ローム粒子微量 ,ロ ーム小ブ

ロック・焼土粒子・ 炭化粒子

極微量。

褐

褐

　

褐

望
〔
電
ホ
　
　
　
里
〔

‐０

■
　
　
‐２

16 掲

17褐

18黒 褐 色

19暗 褐 色

20黒 褐 色

21暗 褐 色

22暗 褐 色

23黒 褐 色

24 褐

25褐

26 褐   色

27黒 褐 色

色

色

色

色

褐

褐

褐

黒

暗

黒

褐

２８

２９

３０

３‐

37褐

32褐

33暗 褐 色

42 褐

34 褐

第90図 -2 第38号住居跡実測図

物は,4の上師器邪, 7の塊, 8の鉢が北東壁の中央寄 りから出上している。 2の不は正位の状

態で東コーナーから出土 している。 6の婉,9・ 10の 甕は南コーナー付近から出上している。 1

の不は正位の状態で南東壁の中央付近から出上している。 3の邪は中央の北東寄 りから出土して

いる。 3は中央から北西側で出上したものと接合している。

所見 堆積状態をみると上層から下層までローム小ブロック,ロ ーム粒子を含む層がプロック状

に堆積していることや床面上から下層にかけて土師器の細片が多いことから,人為的に埋め戻さ

ローム粒子微量,焼土粒子・ 炭化粒子極微量。

ロームオヽ プロック・ ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子微量 ,ロ ーム小ブロック・ 炭化粒子極微量。

ロームガヽ ブロック少量,ロ ーム粒子微見,炭化粒子・ 黒褐

色土極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム中・小 プロック・ 焼土粒子・ 炭化

粒子微量。

ローム粒子・ 焼土粒子・ 炭化粒子微量,ロ ーム小 ブロック

極微量。

焼土粒子少量,ロ ーム粒子・ 炭化粒子微量,焼土小 プロッ

ク極微量。

ローム粒子微量,ロ ームガヽ プロック・炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・院土粒子・ 炭化粒子

極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小 プロック・焼土粒子・ 炭化粒子

微量。

ローム粒子微量,コ ーム小 ブロック極微量。

ローム粒子微量,ローム小 プロック・焼上粒子・炭化粒子

極微量。

ローム粒子少量,ローム小ブロック・炭化粒子極微量。

ロームをヽプロック・ ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子

微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

色

色

　

色

色

褐

褐

　

褐

黒

黒

　

暗

褐

３８

３９

　

‐０

４．

色

色

褐

褐

暗

暗

３５

３６
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図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 89図
1

邪

土 師 器

・３

．

６

．

３

．

Ａ

Ｂ

Ｃ

回縁部一部欠損。平底。体部は

内脅 して立ち上がり,口縁部は

わずかに外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ４４８
賜

2

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日縁部 との境に稜 を持つ。

口縁部 は直立する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P449
100%
二次焼成

3

不

土 師 器

14.4

(5.4)
体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が る。日縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。 日縁部内・外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P450
40%
外面摩耗

4

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上がる。口縁部 と

の境 に稜 を持つ。口縁部 はわず

かに外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。 口縁部内・外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石 。石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P451
40%

5

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

[14.6]

(5.0)
体部から回縁部の破片。体部は

内彎 して立ち上が り,口縁部 と

の境に稜を持つ。口縁部は外反

する。

体部外面ヘラ肖」り後ナデ,内面

ナデ。 日縁部内 ,外面横ナデ。

内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ４５２
腸

6

塊
土 師 器

[15.4]

7.5

底部か ら口縁部の破片。丸底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 はほぼ直立する。日縁部内

面に稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい黄褐色

普通

Ｐ４５３
院

塊

土 師 器

体部から口縁部 の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,国縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面横ナデ。

長石・ 石英・砂粒

オ リーブ褐色

普通

P454
30%
二次焼成

8

鉢

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ヘラナデ,

内面ヘラナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

赤橙色

普通

P455
30%
二次焼成

9

甕

土 師 器

19.8

(9.8)

体部上位か ら口縁部の破片。体

部 は内脅 して立ち上が り,口縁

部 は外反する。

頸部外面ヘラ削 り。国縁部内・

外面横 ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい褐色

普通

Ｐ４５６
既

甕

土 師 器

B (1.9)
C   9.0

底部片。平底。 底部外面ヘラ削り,肉面ヘラナ

デ。内面赤彩。

長石・石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P457
5%

れる過程で遺物の投棄が行われたものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

第36号住居跡出土遺物観察表

第37号住居跡 (第 91・ 92図 )

位置 J7a2区。

規模と平面形 長軸2.69m,短軸2。 27mの隅丸長方形。

長軸方向 N-36° 一E。

壁 壁高は32～ 47cm。 ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 床面は,ほ ぼ平坦であるが,踏み固められた面はみられない。

ビット PIは,径52cm,深 さ13cmで ,性格不明である。
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覆上 基本的に 3層からなり,壁際から床面にかけて 3層が堆積する。次に2層, 1層 の順で堆

積する。 1層から3層上面にかけて同時期の上師器片が散布している。覆土中から縄文式土器片

が出土している。

遺物 覆土中から出上した土師器片のうち実測できたのは第92図 -1の密である。 1は西コーナ

ー付近の 3層上面から出上している。床面直上から出上した遺物はみられない。

所見 覆上の堆積状態をみると,遺物は 3層上面から1層 にまたがって出上していることから,

3層が自然に堆積した後に,遺物が流れ込んだものと思われる。本跡は,炉が確認されず,床面

もあまり硬化した面がみられない状況から判断すると,住居跡とすることは困難であるが, この

竪穴遺構の性格が確定できないことから住居跡 として扱う。時期は遺物等から古墳時代中期末で

ある。

第37号住居跡土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子

微量,褐色土極微量。
2 暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子

極微量。

3 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小

プロック微量,炭化粒子極

微量。

4 暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子

微量。

5 暗 褐 色 ローム粒子中量,炭化粒子

微量,焼土粒子・掲色土極

微量。

Ｃ
一〓〔

。|い｀
A 22.6m

C        l

第91図 第37号住居跡実測図

第37号住居LII出 土遺物観察表

0               2m

図版番号 器   種 計測値 (clnl 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 92図
1

霊
上 師 器

■

・６
．

体部上位から回縁部の破片。体
部は内彎して立ち上が り,回縁

部は外反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内・外面横ナ
デ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P459
30%
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0             10cm

引

第92図 第37号住居跡出土遣物実測図

第38号住居跡 (第 93・ 94図 )

位置 16d6区。

規模と平面形 長軸2,92m,短軸2.38mの 長方形。

長軸方向 N-39° 一W。

壁 壁高は9～ 17cmで ,ほぼ外傾して立ち上がっている。

床 ほば平坦であるが,踏み固められた面はみられない。

ビッ ト PIは,東コーナーに付設されており,長径110cm,短径55cm,深 さ19cmの精円形で,断

面形はU字状である。性格は不明である。

貯蔵穴 2か所。貯蔵穴 1は,南コーナーに付設され,西側に木の根による撹乱を受けている。

長径115cm,短径89cm,深 さ60cmの楕円形で,断面形はU字状である。貯蔵穴 2は ,西 コーナー

寄りに付設されている。長径95cm,短径85cm,深 さ54cmの 楕円形で,断面形はU字状である。

覆± 1層の暗褐色土層が大部分をしめる。住居跡中央の床面上に 2・ 3層が薄 く堆積する。上

層から下層にかけて同時期の上師器片が散布している。

遺物 覆土中から出上した土師器片のうち実測できたのは第94図 -2である。床面直上から出土

した遺物は細片である。 1の上師器邪, 3の甕は貯蔵穴 1の覆土内から出上している。 1は正位

の状態で出上している。 3は貯蔵穴 1の上面から出上したものと接合している。

所見 本跡は,炉が確認されず,床面もあまり硬化した面がみられない状況から判断すると,住

居跡 とすることは困難であるが,こ の竪穴遺構の性格が確定できないことから住居跡 として扱

う。また,規模は小規模であるにもかかわらず,貯蔵穴のしめる割合が非常に大きい。時期は遺

物等から古墳時代中期末である。
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D

Ａ
一　

Ｃ
一

A23.Om

第38号住居跡土層解説

暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・ 炭化粒子微量。

褐   色  ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 炭化粒子極微量。

褐   色  ローム粒子中量,ロ ーム中プロック微量,炭化粒子極微量。

明 褐 色  ローム粒子多量,炭化粒子極微量。

褐   色 ローム粒子少量,炭化粒子極 Flk量 。

暗 褐 色 ローム粒子少量,庚化粒子極微量。

第93図 第38号住居跡実測図

第38号住居跡出土遺物観察表

第38号住居跡貯蔵穴 1土層解説

1 暗 掲 色  ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 炭

化粒子微量。

2 褐   色  ローム粒子多量。

3 掲   色 ローム粒子多量。

4 暗 褐 色  ローム粒子少量 ,ロ ーム中プロック微量。

5 暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量。

6 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・炭

化粒子微量。

7 褐   色 ローム粒子中量,炭化粒子極微量。

第38号住居跡貯蔵穴 2土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量,炭化粒子極微量。

2 褐   色  ローム粒子中量 ,ロ ーム小プロック少量 ,

炭化粒子極微量。

3 褐   色  ローム粒子中量 ,ロ ーム小ブロック少量 ,

炭化 粒子極微量。

4 褐   色  ローム粒子多量。

5 褐   色 ローム粒子中量 ,ロ ーム小プロック微量 ,

炭化粒子極微量。

6 暗 褐 色  ローム泣子少量。

0               2m

D

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 94図
1

不

土 師 器

A 12.8
B   5.5
C   4.0

平底。体部 は内弩 して立ち上が

り,口 縁部 は内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

赤色

普通

Ｐ４６‐
既

2

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ
[19.0]

(7.6)

口縁部破片。口縁部 は外反す

る。

顎部外面ヘラ削 り。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P464
10%

3

甕

土 師 器

■

５
．

Ａ

Ｂ

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部外面ヘラ削 り,

口縁部内・外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ４６３
脱
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0              10cm

第94図 第38号住居跡出土遣物実測図

第39号住居跡 (第 95。 96図 )

位置 J2b7区。

規模と平面形 長軸2.60m,短軸2.54mの 方形。

長軸方向 N-3° 一W。

壁 壁高は48～52clnで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であるが,踏み固められた面はみられない。

覆土 壁際から黒褐色土と暗褐色上が流れ込んだ下層がみられ,上層から中層にかけてローム小

プロック,ローム粒子を含んだ層がプロック状に堆積する。中層から下層に同時期の上師器片が

散布する。覆土中から縄文式上器片が出上している。

遺物 覆土中から出上した土師器片のうち実測できたのは第96図 -1の上師器郷, 2の鉢であ

る。 1は北壁際の北東コーナー付近から出上している。 2は住居跡中央の西側から出上し,北壁

際で出上した遺物 と接合している。床面直上から出上した遺物はない。

所見 本跡は,炉が確認されず,床面もあまり硬化した面がみられない状況から判断すると,住

居跡 とすることは困難であるが,こ の竪穴遺構の性格が確定できないことから住居跡 として扱

う。遺物は少量出土したにすぎず,床面から浮いていることから,流れ込んだ遺物 と思われる。

時期は遺物等から古墳時代中期末である。
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Ｃ
一
一
Ａ

第39号住居跡■層解醜

1 褐   色 ローム粒子中量,炭化粒子極微量。

2 褐   色  ローム粒子中量,炭化粒子極微量。

3 褐   色  ローム粒子中量,ロ ームガヽブロック微

量,焼土粒子・ 炭化粒子極微量。

4 暗 掲 色  ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子・

黒褐色土極微量。

5 褐   色  ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少

量,焼土粒子・ 俊化粒子極微量。

6 褐   色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

7 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微

量,炭化粒子極微量。

8 褐   色 ローム粒子中量,ロ ームガヽプロック少

量,黒褐色土極微量。

9 褐   色 ローム粒子中量,ロ ームガヽ ブロック少

量,炭化粒子・ 黒褐色土極微量。

10 褐   色  ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・

黒褐色土中ブロック少量。

12暗 褐 色

ローム中ブロック中量,ロ ーム粒子少

量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微

量,炭化粒子・ 黒褐色土極微量。

ローム粒子少量,炭化粒子微量,暗褐

色土極微量。

ローム粒子微量。

ローム粒子中量,炭化粒子微量,暗褐

色上極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム中・ ガヽプロッ

ク少量,炭化粒子微量,黒褐色土極微

量。

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微

量,炭化粒子極微量。

13褐

14黄 褐

15褐

16褐

色

色

色

C

光
タ

ノ
1

ー

 | ∀0 2m

ローム小ブロック・ローム粒子少量,ロ ーム中プロック微  33 責 褐 色

量,炭化粒子・暗褐色上極微量。

ローム粧子中量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子微量,  34 褐   色

黒褐色土極微量。                    35 暗 褐 色

ローム小ブロック・ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子極微量。  36 暗 褐 色

ローム小ブロック・ ローム粒子少量,灰化粒子・褐色土極

微量。                         37 暗 褐 色

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。38 褐   色

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子・褐色 39 暗 褐 色

上極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム大プロック微量,炭化粒子極微量。40 褐   色

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子微量。   41 暗 褐 色

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子・暗褐

色土極微量。                      42 暗 褐 色

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子・暗褐

色土・黒褐色上極微量。                 43 暗 褐 色

ローム小プロック少量,ロ ーム粒子微量,炭化粒子・暗褐 44 褐   色

色土極微量。                      45 暗 褐 色

黒褐色土小プロック中量,ロ ーム小プロック少量,ロ ーム

粒子 。炭化粒子微量。                  46 褐   色

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

17暗 褐 色

ローム紅子少量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子・ 褐色

土極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,ロ ームイヽブロック・ 黒褐色土少量,炭化

粒子極微量。

ローム小ブロック・ ローム粒子少量,コ ーム中プロック微

量,炭化粒子・ 黒褐色土極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・ 黒褐色土小プロック

微量,ロ ーム中プロック・ 炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム中プロック微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子・ 褐色

土極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム大・ イヽプロック微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 黒褐色土中プロック

微量,炭化粒子極微量。

ローム小ブロック・ ローム粒子中量,ロ ーム中プロック少

量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,黒褐色土極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,黒褐色土小プロック少量,ロ ームをヽブロッ

ク・ 炭化粒子微量。

ローム粒子。黒褐色土中ブロック少量,ロ ーム小プロック

微量,ロ ーム中ブロック極微量。

18黄 褐 色

19暗 褐 色

20褐   色

21黒 褐 色

22黄 褐 色

23黒 褐 色

24褐   色

25黒 褐 色

26暗 褐 色

27暗 褐 色

28褐   色

29黒 褐 色

30褐

31 褐

32褐

色

色

第95図 第39号住居跡実測図
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第96図 第39号住居跡出土遣物実測図

第39号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第 96図
1

婉
土 師 器

[15.6]

(6.4)

体部から回縁部の破片。体部 は

内脅 して立ち上が り,日 縁部 は

外反する。日縁部内面に稜 を持

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面ナデ。内

・ 外面赤彩。

長石・石英・ 砂糧

暗赤褐色

普通

Ｐ４６５
粥

2

鉢

土 師 器

[23.5]

(5.8)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

わずかに内彎 して立ち上が り,

日縁部 は外傾する。

体部内・ 外面ヘラナデ。日縁部

内・ 外面横ナデ。

英石石

色

通

長

橙

普

・砂粒 P466
5%
内・外面煤付着

第40号住居飾 (第 97・ 98図 )

位置 C8e9区。

規模と平面形 長軸8.05m,短軸7.88mの 方形。

主軸方向 N-41° 一E。

壁 壁高は5～28cmで,ほ ぼ垂直に立ち上がっているが,耕作による撹乱のため,壁の上面はわ

ずかに残る程度である。壁清 はほぼ全周しており,上幅 9～23cm,深 さ2～ 1lcmで ,断面形 は

U字状である。

床 ほぼ平坦であり,踏み固められた面はみられない。間仕切 り溝は,幅 18～21cm,深 さ10～ 16

cmで,中央に向かって北東壁から1条,南東壁から1条,南西壁から2条みられる。

ビッ ト 5か所。Pl～P4は,径31～41cm,深 さ62～70cmで ,規模や配列から主柱穴 と考えられ

る。P5は,性格不明である。

第40号住居跡土層解説

暗 褐 色  ローム粒子・炭化粧子少量,焼土粒子・ 炭化物微量。

黒 褐 色  ローム粒子・炭化粒子少量,焼土粒子微量。

黒 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子微量。

明 掲 色  ローム粒子多量,炭化粒子極微量。

暗 褐 色 ローム粒子中量,炭化粒子微量,ロ ーム小プロック極微量。

黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量,焼上粒子微量,ロ ーム小プロッ

ク極微量。

7 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子極微量。

8 黒 褐 色 ローム粒子微量,焼上粒子・ 炭化粒子極微量。

9 暗 褐 色  ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 焼土粒子・ 炭化物・

炭化粒子微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・ 炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・炭化粒子極微量。

色 ローム小ブロック中量,ロ ーム中ブロック少量,焼土粒子・

炭化粒子極微量。

色 ローム粒子微量,焼土粒子 。炭化粒子極微量。

色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,焼土粒子極微量。

色 ローム粒子中量,焼土粒子微量,ロ ーム小ブロック極微量。

色 ローム壁。

色 ローム粒子中量,ロ ームオヽ プロック微量,焼土粒子極微量。

色 ローム粒子微量,焼土粒子・ 炭化粒子極微量。

色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,焼土小ブロック極微量。

色 ローム粒子中量,ロ ームガヽプロック微量,炭化粒子極微量。

色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・焼土粒子・ 炭化粒子

微量。

色 ローム粒子微量,ロ ーム小プロック極微量。

色 ローム粒子・ 炭化粒子極微量。
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GI

第40号住居跡貯蔵穴土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量。

2 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームをヽプロック・炭化粒子微量。

3 明 黄 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量。
0               2m

第97図 第40号住居跡実測図
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貯蔵穴 南コーナーに付設されてお り,長径103cm,短径101cm,深 さ40cmの 円形で,断面形 は

U字状である。

炉 ほぼ中央にある。長径78cm,短径60cmの 楕円形で,床面を 6 cln程皿状に掘 り窪めた地床炉で

ある。炉内覆土は10層からなり, 1層黒褐色,2～ 5層褐色, 6層暗褐色,7・ 8層褐色, 9層暗

褐色,10層褐色であり,焼土粒子を含む。炉床は火熱を受けわずかに赤変している程度である。

:・ :・ ユ 歩 τ

・ 4S=1/4

0

第98図 第40号住居跡出土遺物実測図
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覆上 上層から中層にかけて耕作により部分的に撹乱を受けている。覆土は壁際から流れ込んだ

層があるが,基本的に4層からなり,12・ 5。 3・ 2層の順に堆積する。上層から床面上にかけ

て同時期の上師器片,須恵器片が散布する。覆土中から炭化種子,縄文式上器片が出土している。

南コーナー付近の下層で焼土塊がみられる。

遺物 覆土中から出上した土師器片で実測できたのは第98図 -4である。南西壁の中央寄 りで床

面直上 5 cmの高さから, 2の上師器不は斜位の状態で出上している。 3の甕は横位の状態で貯蔵

穴上面から出上している。 1の不は正位の状態で貯蔵穴内から出上している。炭化種子は北西壁

の西コーナー寄 りの床面直上から下層にかけて 5点出上している。

所見 堆積状態をみると焼土塊は下層中に検出されることから,埋没する過程で投げ込まれたも

のと思われる。当住居跡は,遺物等から古墳時代中期末のものである。

第40号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 98図
1

郊

土 師 器

・３

．

６

．

Ａ

Ｂ

丸底。体部 は内脅 して立ち上が

り,日縁部 はわずか に外反 す

る。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。内・外面赤彩。

長石・石英・砂粒

赤色

普通

P468
100%

2

不

土 師 器

・２

．

５

．

３

．

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上が
り,日縁部は外傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P467
100%

3

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[19,1]

36.8

7.8

口縁部一部欠損。平底。体部 は

球形状 を呈 し,最大径 を中位 に

持つ。回縁部 は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ヘ

ラナデ,内面ヘラナデ。頸部外

面ヘラ削り。口縁部内・外面横
ナデ。

長石・石英・ 砂粒

橙色

普通

P470

85%

4

甕
土 師 器

B (21.8) 体部破片。体部 は球形状 を呈

し,最大径を中位に持つ。

体部外面ヘラ肖1り 後ヘラナデ,

内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ４７．
琥

第41号住居謝 (第 99・ 100図 )

位置 D8i4区。

規模と平面形 長軸5.50m,短軸4.46mの 長方形。

主軸方向 N-48° 一W。

壁 壁高は28～ 34cmで,ほぼ外傾して立ち上がっている。壁浦は,南西壁を除きほぼ半周してお

り,上幅 9～21cm,深 さ2～ 8 cmで,断面形はU字状である。

床 凸凹であり,中央部がよく踏み固められている。馬の背状の高まりは,幅約26cm,高 さ約10

cmで,南東壁中央寄 りに馬蹄形状にみられる。位置や形態から出入口施設 と思われる。間仕切 り

溝は,幅21～28cm,深 さ7～ 10cmで ,中央に向かって北東壁から2条みられる。P2付近に火熱

|       を受け赤変硬化した床面が 2か所ある。

|       ピット 7か所。Pl～P4は,径22～38cm,深 さ15～30cmで,規模や配列から主柱穴 と考えられ
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Ｄ
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Ａ
一

wl口
|

※ 土層図中において同記号を使用したものについては,含有物の分量や特性 (粘性, りおり)の相違に

よって分層している。

第99図 第41号住居跡実測図

〔
―
刊

　
Ｆ
一 24.8m

C
第41号貯蔵穴土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小

ブロック微量,炭化粒子極

傲量。

ローム粒子中量,炭 化粒

子・褐色土極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小

プロック微量,ロ ーム中ブ

ロック極微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小

ブロック中量。

0               2m

色
　
　
色

褐暗

　

褐

4褐   色

⑨
峙

Ｆ
一
　

⑫
亀

色 調 含 有 物

1暗 褐 色

2黒 褐 色

3褐  色

4明 褐 色

5黄 褐 色

6 極暗褐色

a ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

b ロームプロック・ ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

C 焼土粒子

d ロームプロック・ローム粒子・炭化粒子

e ローム粒子・炭化粒子

f ロームプロック・ローム粒子

g ローム粒子

h なし
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る。P5は,径34cm,深 さ28cmで ,規模や配置から梯子ピットと思われる。P6,P7は ,径 18cm,

深さ23cmで,性格不明である。

貯蔵穴 東コーナーに付設されている。長径86帥,短径74cm,深 さ40cmの 楕円形で,断面形は

U字状である。

炉 中央から北西寄 りにある。長径75cm,短径66cmで ,床面を 5 cm程皿状に掘 り窪めた楕円形の

地床炉である。炉内覆土は8層からなり, 1層 にぶい赤褐色, 2層褐色,3・ 4層赤褐色,5・ 6

層明赤褐色, 7層にぶい赤褐色, 8層褐色で焼土ブロック,焼土粒子を含む。炉床は火熱を受け

赤変硬化している。

覆土 上層から下層にかけてローム小ブロック,ロ ーム粒子を含む黒褐色土,暗褐色土,褐色土

がブロック状に堆積している。中層から下層にかけて同時期の上師器片や縄文式土器片,石鏃が

出土している。住居跡中央から北側の中層に少量の粘土塊がみられる。

遺物 覆土中から出土した土師器片のうち実測できたのは第100図 -1～ 3である。床面直上の

遺物はいずれも細片である。 4の上師器甕は北コーナー付近から出土している。床面直上から5

の球状土錘, 6の勾玉,7・ 8の 臼玉が出土している。 5は北コーナー付近から出上している。

6・ 8は南コーナー付近から出土している。 7は住居跡中央の東側から出上している。

所見 堆積状態をみると上層から下層にかけてローム小ブロック・ ローム粒子を含むブロック状

の層が堆積することから,当住居跡は,人為的に埋め戻されたものと思われる。時期は遺物等か

ら古墳時代中期末である。

第41号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 100図
1

不

土 師 器

A [14.7]
B(5.1)

体部から回縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 は

外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

維なヘラ磨 き。口縁部内・ 外面

横ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ４７２
競
脈

2

不

土 師 器

A [15.0]
B(6.6)

体部か ら回縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口 縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

デ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ４７３
親

3

不

土 師 器

A [15,0]
B(6.0)

体部から口縁部片。体部 は内彎

して立ち上が り,日縁部 は外傾

する。日縁部内面に弱い稜 を持

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・砂粒

にぶい褐色

普通

P474

40%

4

甕

土 師 器

A [16.4]
B(9.2)

体部上位か ら口縁部片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口 縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部外面ヘラ削 り。

口縁部内・ 外面横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・砂粒

橙色

普通

Ｐ４７５
咄

図版番号 器 種

計 値

出 土 地 点 備 考

最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 孔 径(cm) 重 量 (g)

第 100図 5 球 状 土 錘 2.1 (11.6) DP20
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図版番号 器 種

計 測 値

石   質 出 土 地 点 備 考

最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 孔 径lcm) 重 量 lg)

第 100図 6 勾 玉 1.6 3.7 滑   石 Q68

7 臼 玉 滑   石 Q69

8 臼 玉 滑   石 Q70

一中一一一中一【く
一一一一一一一一一一一一一中一一一一常一

.● .● .● .● .● .● .● .・ ●・●°.● .,

僻
紗

◎
‐ω

10cm

第100図 第41号住居LIt出 土遺物実測図

第42号住居LTt(第101～ 104図 )

位置 D8c2区。

規模と平面形 長軸7.80m,短軸7.48mの 方形。

主軸方向 N-45° 一W。

壁 壁高は16～ 28clnで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁溝は,全周しており,上幅 9～21cm,

深さ2～ 12cmで ,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。馬の背状の高まりは,幅約76cm,高 さ

6 cmで,南東壁の中央寄 りに壁に沿ってみられる。問仕切 り溝は,幅29～32cm,深 さ6～ 14cl■で,
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中央に向かって北東壁から1条,南東壁から3条みられる。南東壁の中央にある間仕切 りは,馬

の背状の高まりと直行することから,出入口施設に関係するものと思われる。

ビッ ト 5か所。Pl～P4は,径51～60cm,深 さ60～ 76cmで ,規模や配列から主柱穴 と考えられ

る。P5は,性格不明である。

貯蔵穴 東コーナーに付設されている。長径102cm,短径93cm,深 さ48cmの 楕円形で,断面形は

U字状である。貯蔵穴内に粘土塊がみられる。

炉 2か所。北西壁寄 りをFl,中央部寄 りをF2と したo Flの規模は,長径■lcm,短径95cmで ,

床面を 8 cm程皿状に掘 り窪めた楕円形の地床炉である。炉内覆土は8層からなり, 1層黄褐色,

2層暗褐色, 3層褐色, 4層黄褐色, 5層褐色,6・ 7層赤褐色, 8層褐色で焼土プロック,焼

土粒子を含む。炉床は火熱を受け赤変硬化している。F2の規模は,長径146cm,短径95cmで ,床

面を 6 cm程皿状に掘 り窪めた不整楕円形の地床炉である。炉内覆土は8層からなり,1・ 2層褐

色, 3層赤褐色, 4層暗褐色,5～ 8層褐色で焼土プロック,焼土粒子を含む。炉床は火熱を受

け赤変硬化している。

覆土 上層から下層にかけてローム小ブロック,ローム粒子を含む黒褐色土,暗褐色土,褐色土

がブロック状に堆積している。中層から下層にかけて同時期の上師器片,縄文式上器片が出上し

ている。北コーナーから北東壁にかけての床面上に焼土塊,貯蔵穴周辺に粘土塊がみられる。

遺物 覆土中から出上した土師器片のうち実測できたのは第102図 -4～ 7・ 10・ 11・ 15・ 16で

ある。床面直上の遺物は,12の上師器不が Pl付近から出上している。18の甕は住居跡中央の北

側から出土している。 9の不,19・ 20の甕は東コーナー付近から出上している。2・ 13の不は北

東壁の東コーナー寄 りから出土している。13は焼土塊の中から正位の状態で出土している。 1の

不は住居跡中央の東側から逆位の状態で出上している。13の甕は南西壁の西コーナー寄 りから出

土している。 8の不は住居跡中央の西側から出上している。14の坑,22の甕は北西壁の西コーナ

ー寄 りから出上している。17の甕は貯蔵穴付近の粘土塊の中から出上している。 3の不は正位の

状態で Plの覆土中から出上している。23の砥石は南東壁の南コーナー寄 りから出上している。24

の砥石は覆土中から出土している。

所見 Plの覆土内から3の不が出上していることや床面上に焼土塊があり,上層から下層まで

プロック状の層が堆積していることから,当住居跡は,遺物の投棄が行われ,そ の後焼失し,人

為的に埋め戻されたものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。
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※ 土層図中において同記号を使用したものについては,含有物の分量や特性 (粘性, しまり)の相違によって分層している。

第101図  第42号住居跡実測図

第42号住居跡・ 貯蔵穴土層表

色    調 物有含

1 暗 褐 色

2 黒 掲 色

3 褐  色

4 明赤褐色

5 黄 掲 色

a  ローム粒子・ 焼上粒子・ 炭化粒子

b ロームブロック・ ローム粒子・ 焼土粒子・ 炭化粒子
C ロームプロック・ ローム粒子 。焼土プロック

d ロームブロック・ ローム粒子・ 炭化物・ 炭化粒子
e ロームブロック・ ローム粒子・ 炭化粒子

f  ローム粒子・ 炭化粒子
g 炭化粒子

h ロームブロック・ ローム粒子

i  ローム粒子

j なし

―ユ64-
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第102図 第42号住居跡出土遺物実測図(1)
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一廻一四囲
Q 24

口   23

第104図 第42号住居跡出土遺物実測図(3)

0              10Cm

第42号住居跡出上遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第102図

1

邪

土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,口縁部 は外反する。国縁部

内面に弱い稜 を持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・砂粒

橙色

普通

P476
100%

2

不

土 師 器

A 16.7
B  7.1
C  5.3

底部一部欠損。平底。体部 は内

彎 して立 ち上が り,日縁部 は外

反す る。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ
デ,内面ナデ。日縁部内・外面
横ナデ。内面赤彩。

長石・石英・砂粒

橙色

普通

Ｐ４７７
賜

3

郵
上 師 器

Ａ

Ｂ

底部一部欠損。丸底。体部 は内

彎 して立ち上が り,回縁部 は外

傾する。 日縁部内面 に弱い稜 を

持つ。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。

長石・石英・ スコ

リア・ 砂粒

橙色

普通

P478
85%
二次焼成

4

イ
土 師 器

14.4

5.7

4.2

平底。体部 は内弩 して立 ち上が

り,口縁部 との境 に弱い稜 を持
つ。 日縁部 は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。日縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・砂粒

赤褐色

普通

P479
100%

5

不

土 師 器

A 14.0
B  6.3
C  4.1

体部及 び 口縁部一部 欠 損。平

底。体 部 は内彎 して立 ち上 が

り,日縁部 との境に弱い稜 を持
つ。 口縁部 は外反する。

底部及び体部ヘラ削 り後ナデ,

内面ナデ。口縁部内・外面横 ,
デ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・砂粒

赤色

普通

Ｐ４８０
既

6

不

土 師 器

A[14,0]
B  6.8
C  3_5

底部か ら口縁部の破片。平底。

体部 は内脅 して立ち上が り,日
縁部 との境 に弱い稜 を持つ。回

縁部 は外反する。

底部及び体部ヘラ削 り後ナデ,

内面ナデ。 日縁部内・ 外面横ナ

デ。内 。外面赤彩。

長石・石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ４８‐
暢

7

不
土 師 器

[12.1]

5.1

3.3

底部か ら回縁部の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 は直立する。

底部及び体部外面ヘラ肖」り後ナ

デ,内面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。内 。外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤褐色

普通

P482
50%
外面摩耗

8

邪

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[12.8]

5。 1

3.0

底部か ら口縁部の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 はわずかに外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後,
デ,内面ヘラナデ。口縁部内・

外面横 ナデ。内・ 外面赤彩。

長石 。石英・ 砂粒

にぶい赤褐色

普通

P483
50%
外面摩耗

-167-



図版番号 器 種 計測値lcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 102図
9

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,ロ
縁部 はわずかに外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。 口縁部内・

外面積ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ４８４
暢

杯

土 師 器

(3.2)
4.0

底部か ら体部の破片。平底。体

部 は内彎 して立 ち上がる。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。内面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

明褐色

普通
Ｐ４８５既醸

11

邪

土 師 器

[12.8]

(51)
体部から口縁部 の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,口縁部 と

の境 に強い稜 を持つ。日縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後 ナデ,内面

ナデ。口縁部内・外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石 。石英・ 砂粒

明赤褐色

普通

P488
30%
内面摩耗

12

不

土 師 器

A  l1 8
B   5,0

口縁部一部欠損。丸底。体部 は

肉管 して立ち上が り,口縁部 と

の境に強い稜 を持つ。 口縁部 は

内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラ磨 き。日縁部内・

外面横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ４８６
畷

13

不

土 師 器

A  14.6
B(5.8)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立 ち上が り,口 縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英 。砂粒

赤色

普通

Ｐ４８７
腸

14

婉

土 師 器

A  12.8
B   8.8
C   4.3

回縁部一部欠損。平底。体部 は

内彎 して立 ち上が り,日縁部 は

直立する。日縁部内面に稜 を持

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

横 ナデ。内・ 外面赤彩。

石

色

通

長

赤

普

石英・ 砂粒 P489
90%
外面煤付着

15

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[15,4]

(11.8)

体部から日縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。 口縁部内・ 外面横ナ

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ４９０
親

16

不

器

一局
土

B (8.5) 脚部から不部下位 の破片。脚部

は円柱状 で,や や膨 らみ を持

つ。邦部 は外傾 しなが ら立ち上

が り,強い稜 を持つ。

脚部外面ヘラナデ,内面ナデ。

不部外面ヘラナデ,内面ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・石英・ スコ

リア・砂粒

赤色

普通

P491
40%

第 103図
17

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

16.6

(8.2)

体部上位か ら口縁部の破片。体

部は内彎 して立ち上が り,回縁

部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部外面ヘラ削 り。

口縁部内・ 外面横ナデ。

長石 。石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ４９４
既

霙

土 師 器

[16.0]

(19.5)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

球形状 を呈 し,最大径 を中位 に

持つ。日縁部 は外反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内・外面横ナ

デ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

Ｐ４９３
親

甕

土 師 器

A  18。 9

B(7.5)
体部上位か ら回縁部の破片。体

部 は内彎 して立 ち上が り,口縁

部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。頸部外面ヘラ削 り。

口縁部内・ 外面横ナデ。

長石・石英・砂粒
にぶい橙色

普通

Ｐ４９５
期

甕

土 師 器

[14.2]

(5.9)

体部上位か ら口縁部の破片。体

部 は内彎 して立 ち上が り,口 縁

部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。 口縁部内・ 外面横ナ

デ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P497
5%

甕

土 師 器

19.3

24.0

[84]

底部欠損。平底。体部 は球形状

を呈 し,最大径 を中位 に持つ。

口縁部 は外反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラナデ。 日縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい褐色

普通

Ｐ４９２
陽

甕

土 師 器

13.4

(13.2)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

球形状 を呈 し,日縁部 は外反す

る。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。 日縁部内・ 外面横ナ

デ。日縁部内面赤彩。外面赤彩

痕。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P496
60%
二次焼成

図版番号 器 種

計 値

石 質 出 土 地 点 備 考

最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 孔 径(cm) 重 量 lg)

第104図 23 砥 石 7_2 420.0 泥 岩 Q72

砥 石 1.2 泥 岩 Q73
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第43号住居跡 (第 105。 106図 )

位置 C9c2区。

規模と平面形 長軸 (2.86)m,短 軸(2.54)mの方形。

長軸方向 N-62° 一W。

壁 壁高は4～ 6cmで,耕作による撹乱を受けているため,壁はほとんど残存していない。

床 床面は,耕作による撹乱を受けているため,西側の 3分の 1程 しか残っていない。踏み固め

た面はみられない。北コーナー付近の床面は焼けて赤変している。

覆土 耕作による撹乱のため,西側に厚さ5cm程残っているだけである。覆土中から土師器片

が少量出土している。

遺物 覆土中から出土した土師器片のうち実測できたのは第106図 -1の不である。床面直上の

遺物はいずれも細片である。

所見 本跡は,炉が確認されず,床面もあまり硬化した面がみられない状況から判断すると,住

居跡 とすることは困難であるが,こ の竪穴遺構の性格が確定できないことから住居跡 として扱う。

時期は遺物等から古墳時代中期末である。

⑮ l

第43号住居跡土層解説

1 褐   色 ローム粒子多量。

2 暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量。

3 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化物・ 炭化粒

子微量。

4 暗 褐 色 ローム粒子・焼上粒子少量,ロ ームガヽプロッ

ク・炭化粒子微量。

y  5 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量。

6 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・灰化粒子微量。

0            2m

第103図 第43号住居跡実測図
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0              10Cm
半

一
第106図  第48号住居跡出土遺物実測図

第43号住居跡出土遺物観察表

第44号住居Ltt(第107図 )

位置 C9,1区。

重複関係 本跡が,第 167号土坑を掘 り込んでいる。

規模と平面形 長軸[3.82]m,短軸 [3.68]mの 方形。

主軸方向 N-76° 一W。

壁 壁高は1～ 2cmで,耕作による撹乱を受けているため,壁はほとんど残存していない。

床 仄面は,凸凹であり,中央部がよく踏み固められている。

ビット 2か所。Pl,P2は 径67～85cm,深 さ20～31cmで,性格は不明である。

炉 ほぼ中央にある。長径71cm,短径 [65]cmで,床面を15cm程皿状に掘 り窪めた不整形の地

床炉である。炉内覆土は3層からなり, 1層にぶい赤褐色, 2層明赤褐色, 3層褐色であり,焼

土小ブロック,焼土粒子を含む。炉床は火熱を受け赤変している。炉は第167号土坑の覆土を掘

り込んで構築されている。

覆土 耕作による境乱を受けているため, 4cm程 の厚さで残っているだけである。覆土中から

同時期の上師器片が極少量 と縄文式上器片が出上している。

遺物 覆土中と床面直上から極少量の上師器片は出上しているが,いずれも細片である。

所見 当住居跡は,遺物等から古墳時代中期末のものである。

図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第106図
1

不

土 師 器

A 14.0
B  5.2
C  2.0

丸底。体部 は内彎 して立ち上が

り,日 縁部 はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・外面

積ナデ。内・外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

P498
100%
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第107図 第44号住居Ltl実測図

口1       引
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C

0              2m

第45号住居Ltl(第 108～■0図 )

位置 C9hl区。

規模と平面形 長軸4.82m,短軸3.36mの 長方形。

主軸方向 N-25° 一E。

壁 壁高は12～24cmで ,ほ ぼ外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。

ビット 6か所。Pl～P6は,径19～33cm,深 さ8～21crn,性格は不明である。

竃 北西壁を約92cm壁外に掘 り込み,砂混じりの粘土で構築されている。規模は,長さ117cm,

幅82cmである。天丼部は耕作により撹乱を受け遺存 していないが,両袖部は遺存している。燃

焼部からは,焼土ブロック,焼土粒子,炭化粒子が検出されている。火床は,床面を8cm掘 り

窪めており,熱を受け赤変している。煙道は火床から穏やかに外傾 して立ち上がり,火熱により

いくぶん赤化した程度である。内壁はいくぶん焼土化している。
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0               1m

第108図 第45号住居跡電実測図
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第45号 住居飾・ 臨土層表

調色 物含

1暗 褐 色

2黒 褐 色

3褐   色

4黄 褐 色

5暗 赤 褐 色

6 にぶい赤褐色

夕 赤 褐 色

8明 赤 褐 色

9灰 褐 色

10極 暗 褐 色

■ にぶい黄緑色

1つ  にぶ い褐色

13 にぶい黄褐色

14 明 褐  色

a ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

b ロームブロック・ ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

C ローム粒子・焼土粒子・炭化物

d ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子

e ローム粒子・焼土粒子・炭化物・叉化粒子

f ロームブロック。ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子

g ロームノロック・焼上粒子・炭化物・炭化粒子

h ロームノロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物

i ローム粒子・焼上ノロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子

j 焼土プロック・焼土粒子・炭化粒子

k ロームブロック・ローム粒子・焼士フロック・焼土粒子・炭化物・

炭化粒子

1 焼土ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子

m ローム粒子・焼土ブロック・焼土粒子・炭化粒子

n ロームブロック・ ローム粒子 。焼土プロック・焼土粒子・炭化物

O ローム粒子・焼土ブロック・炭化物 。炭化粒子

p ローム●LT・ 焼土ブロック・炭化粒子

q ロームノロック・ローム粒子

r ロームプロック・ローム粒子・焼土ノロック・炭化粒子

S ロームノロック・ローム粒子・炭化物・焼上粒子

t ロームノロック・ ローム粒子・炭化粒子

u ロームノロック・炭化粒子

V ロームプロック・ローム粒子・炭化物

W 焼土ノロック

X ロームプロック

y ローム粒子

※ 土層図中において同記号を使用したものについては,含有物の分量や特性 (粘性, りおり)の相違によって分層している。

第109図 第45号住居跡遣物出土位置図
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覆土 耕作による撹乱を受けているため,厚 さ4～20cm程残っている。覆土は焼土小ブロック,

焼土粒子を含む層やローム小ブロック,ロ ーム粒子を含む層がブロック状に堆積している。覆土

中から同時期の上師器片が出土している。中央から南西壁にかけて焼土塊がみられ,床面全体か

ら炭化材が出土している。

遺物 覆土中から出土した土師器片のうち実測できたのは第■0図 -1～ 5。 7である。床面直

上の遺物はいずれも破片である。 8の土師器甕は中央から南西寄 りに出上している。 6の上師器

甕は南西壁の中央付近から出上している。

所見 覆上の堆積状態をみると焼土小ブロック,ロ ーム小ブロックなどを含む層がプロック状に

堆積し,床面上に炭化材などもみられることから,董住居跡は焼失後,人為的に埋め戻されたも

のと思われる。遺物等から古墳時代後期前半のものである。

第45号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器 種 計韻J値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備  考

第110図

1

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

[16.3]

(4.2)

体部か ら口縁部の破片。体部 ぼ

内彎 して立ち上が り,日縁部 と

の境 に弱い稜 を持つ。口縁部 は

外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・外面積ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P499
10%

2

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

[15.7]

(4.1)

体部から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,回 縁部 と

の境に弱い稜 を持つ。日縁部 は

外傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。口縁部内・ 外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・ 石英 。砂粒

赤色

普通

Ｐ５００
蹴

3

塊
土 師 器

Ａ

Ｂ

13.0

6.8

口縁部一部欠損。丸底。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 と

の境に稜 を持つ。口縁部 は外反

する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後丁

寧なナデ,内面ヘラ磨 き。日縁

部内・ 外面積ナデ。内面赤彩。

長石・石英・砂粒

にぶい橙色

普通

P501

95%
内面煤付着

4

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

19。 4

(7.6)

体部上位か ら口縁部の破片。体

部 は内彎 して立ち上が り,口 縁

部 は外反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内・外面横ナ

デ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５０２
期

5

甕
土 師 器

15.9

(9。 3)

体部上位から口縁部の破片。体

部 は内彎 して立ち上が り,日縁

部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部外面横ナデ後
ヘラ磨 き,内面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５０３
賜

6

棗
土 師 器

口縁部破片。日縁部 は外反す

る。

口縁部内・ 外面積ナデ。 長石・ 石英・砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５０６
院

7

甕
上 師 器

体部上位から回縁部の破片。体

部 は内彎 して立ち上が り,日 縁

部 は外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

デ。

長石・石英・砂粒
にぶい橙色

普通

Ｐ５０４
琥

8

甕

土 師 器

B (163) 体部破片。体部 は球形状 を呈

し,最大径を中位 に持つ。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５０５
醗
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第110図 第45号住居跡出土遺物実測図
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第46号住居跡 (第 111～ 113図 )

位置 D8e9区。

規模と平面形 長軸6.56m,短軸4.72mの 長方形。

主軸方向 N-65° 一W。

壁 壁高は14～54cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。馬の背状の高まりは,幅約52cm,高

さ約 6cmで,南東壁の南コーナー寄 りに馬蹄形状にみられる。位置や形態から出入口施設 と思

われる。間仕切 り溝は,P2に 向かって北東壁から1条みられる。

ビット 4か所。Pl～P4は,径32～49cm,深さ31～53cmで ,規模や配列から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴 南コーナーに付設されており,長径84cm,短径68cm,深 さ52cmの楕円形で,断面形

はU字状である。

炉 中央から北西にある。長径92cm,短径48cmの楕円形で,床面を10cm程皿状に掘 り窪めた地床

炉である。炉内覆土は9層からなり, 1層褐色, 2層赤褐色, 3層褐色, 4・ 5層黄褐色, 6～

8層暗褐色,9層責褐色であり焼土ブロック,焼土粒子を含む。炉床は火熱を受け赤変している。

覆上 上層から下層にかけてローム小ブロック,ロ ーム粒子を含む暗褐色土,褐色上がブロック

状に堆積している。上層から下層にかけて同時期の上師器片と縄文式上器片が出上している。北

西壁の下層にかけて粘土塊がみられる。

遺物 覆土中から出上した土師器片のうち実測できたのは第■2図 -3～ 6・ 8・ 9,第 113図 ―

10である。床面直上の遺物は, 1・ 2の上師器不, 7の甕が南コーナーの壁際から出上してい

る。 2は正位の状態で出上し, 7は南西壁付近で出上したものと接合している。11の紡錘車は北

西壁の北コーナー寄 りの床面上10cmの高さから出上している。

所見 覆上の堆積状態をみるとローム小ブロック,ロ ーム粒子を含むブロック状の層が堆積し,

下層に遺物が多 くみられることから,当住居跡は廃棄されたあと,人為的に埋め戻される過程で

遺物の投棄が行われたものと思われる。時期は遺物等から古墳時代中期末である。

第46号住居跡土層表

色    調 物有合

色
色
色
色
色
縫

褐

褐

　

褐
褐

渡ぶ

暗

黒

褐

明

黄

に

a ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子               i h ローム粒子・焼土ノロック・廃土粒子・炭化粒子

b ロームブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子       l i ローム粒子・炭化物・炭化粒子

C ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子           l j ロームブロック・ ローム粒子・炭化物

d ロームアロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物        l k ロームブロック・ ローム粒子・炭化粒子

e ロームノロック・ローム粒子・焼土粒子            1 1 ローム粒子・炭化粒子

f ローム粒子・廃土粒子                    I m ロームブロック・ ローム粒子

g ロームプロック・ローム粒子・焼土ブロック・焼上粒子・炭化粒子 i n ローム粒子

※ 土層図中において同記号 を使用 した ものについては,含有物の分量や特性 (粘性, りお り)の相違によって分層 している。
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第111図 第46号住居Ltl実測図
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第112図 第46号住居跡出土遺物実測図(1)
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第113図 第46号住居跡出土遺物実測図(2)

第46号住居LTl出 土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 H2図
1

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[12.8]

5.0

5。 3

底部剣落及び口縁部欠損。体部

は内彎 して立ち上が り,日 縁部

はほぼ直立する。   _

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。日縁部内・ 外面横ナデ。

長石・石英・ スコ

リア・砂粒

にぶい橙色

普通

P507

85%
内・外面摩耗

2

不

土 師 器

口縁部一部欠損。丸底。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 は

内傾する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ヘラ磨 き。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５０８
賜

3

不

土 師 器

A  13.6
B(5.2)

体部か ら口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日縁部 と

の境 に強い稜 を持つ。口縁部 は

わずかに外反する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面

ナデ。 口縁部内・ 外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

ス英

粒

石

砂

石

ア
色

遇

長

り
赤

普

Ｐ５０９
朗

4

坑
土 師 器

A [9。 8]

B   9.5
体部及び口縁部欠損。丸底。体

部 は球形状 を呈 し,日 縁部 は外

反する。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ

デ,内面ナデ。口縁部内・ 外面

横ナデ。内・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ スコ

リア・ 砂粒

赤褐色

普通

Ｐ５‐０
暢

5

霊
土 師 器

Ａ

Ｂ

体部中位か ら口縁部の破片。体

部 は球形状 を星 し,日縁部 は外

反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

長石・石英・砂粒
にぶい橙色

普通

Ｐ５．‐
幌

6

褻

土 師 器

13.3

(7.3)

外部中位か ら口縁部の破片。体

部 は内彎 して立ち上が り,口 縁

部 は外反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

デ。

長石・石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５‐２
磁

7

甕
土 師 器

A 12.0
B  13.9
C   7.3

体部及び口縁部一部欠損。平

底。体部は球形状を星し,最大

径を中位に持つ。日縁部は外反

する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ヘラナデ。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P514

90%
煤付着

8

菱

土 師 器

B(8.8) 体部上位か ら口縁部の破片。体

部 は内彎 して立ち上が り,口 縁

部 は外反する。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ

デ。

長石・ 石英・砂粒

橙色

普通

Ｐ５．５
既

9

甕

土 師 器

(11.2)

6.9

底部か ら体部下位の破片。平

底。体部 は内彎 して立 ち上が

る。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ヘラナデ。

長石・石英・ 砂粒

にぶい袴色

普通

P513
10%
外面煤付着

第■3図

10

甑

土 師 器

(10.4)

5.6

底部から体部の破片。単孔式。

体部は内管して立ち上がる。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ヘラナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい帽色

普通

Ｐ５．６
期
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図版番号 器 種

計     測     値

石   質 出 土 地 点 備    考

最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 孔 径(cm) 重 量 (g)

第113図 n 紡  錘  車 4.7 4.7 滑    石 Q74

第48号住居LTI(第114。 115図 )

位置 J5e8区。

規模と平面形 長軸2.50m,短軸1.92mの 長方形。

主軸方向 N-37° 一E。

壁 耕作による撹乱を受けているため,壁高は12cm程遺存しており,外傾 して立ち上がってい

る。

床 ほぼ平坦であり,踏み固められた部分は認められない。

炉 北西壁の中央寄 りにある。長径50cm,短径27cmの楕円形の地床炉で,炉床は床面をいくぶ

ん掘 り窪めており,火熱を受け赤変している。

覆上 耕作による撹乱のため,残 りは良 くない。覆土は壁際から自然に堆積し, 5層が覆土の大

部分をしめる。上層から下層にかけて同時期の上師器片が散布する。

遺物 覆土中から出上した土師器片のうち実測できたのは第■5図 -1の不 2・ 3の甕である。

床面直上の遺物はいずれも破片であり,実測できたものはない。

所見 小規模であり,遺物等も少量出上したにすぎないが,炉が付設されているため住居跡 と思

われる。東コーナーに長軸60cm,短軸50cmの長方形の張 り出し部がみられるが,覆土もほとん

ど残っていないため,当住居跡に伴うものであるか確認できなかった。時期は遺物等から古墳時

代中期末である。

448号住居跡土層解説

1 褐   色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子

極微量。

2 明 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック中

量,炭化粒子極微量。

3 明 褐 色 ロームプロック。

4 褐   色 焼上粒子少量,ロ ーム粒子・ 炭化粒子微量。

5 褐   色 ローム粒子微量,ロ ーム小プロック・

焼土粒子・炭化粒子極微量。

6 明 褐 色 ローム粒子多量,コ ームガヽプロック中
量

A22.6m

Ａ
〓Ｂ

01

B~~~~~~ミ
吾電

医≧≦豆≡こラ姜三三コア
~~

0               2m

第114図 第48号住居LTl実測図
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0               1ocm

第115図  第48号住居跡出土遺物実測図

第48号住居跡出土遺物観察表

平安時代の住居跡

第13号住居跡 (第116～ 118図 )

位置 K2b3区。

規模と平面形 長軸 (3.50)m,短 軸3.40mの方形。

主軸方向 N-87° 一E。

壁 壁高は44～54cmで ,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。北西コーナーから南壁にかけては,現

代に掘 り込まれた 2条の根切 り清によって削られている。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み固められている。西側の床面は,根切 り溝によって,削

りとられている。

ビッ ト Plは,径41cm,深 さ38cmである。性格は不明である。

鼈 東壁を約76cm壁外に掘 り込み,砂混 じりの粘上で構築されている。規模は長さ■9cm,幅

126cmである。天丼部は崩落しているが,袖部 は良 く残っており,そ の内壁は焼けている。燃

焼部の覆土は,焼土ブロック,焼土粒子,炭化粒子が堆積 している。火床は,床面をncm掘 り

窪めており,熱を受け赤変硬化していることから,長期間にわたり,使用したものと思われる。

煙道は,火床から緩やかに外傾して立ち上が り,内壁は焼土化している。

図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 H5図
1

邪

土 師 器

A [14.5]
B(4.7)

体部から口縁部の破片。体部 は

肉彎 して立ち上が り,口縁部 は

内傾する。

体部外面ヘラ削 り後ナデ,内面
ヘラ磨 き。内・ 外面横ナデ。内
・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤褐色

普通

P524
40%

2

甕
土 師 器

A [19.0]
B(5.4)

口縁部片。口縁部は外反する。 頸部外面ヘラ削り,日縁部内・

外闘横ナデ。
長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５２６
陽

3

墾
土 師 器

A [27.2]
B(3.8)

口縁部片。口縁部 は外傾する。 口縁部内・ 外面横ナデ。 長石・ 石英・ 砂粒

浅黄橙色

不良

５２５

％
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覆土 基本的に 5層からなり, 5層から1層 の順で堆積する。上層から下層にかけて,同時期の

上師器,須恵器片が出上している。覆土中から縄文式上器片が出上している。

第13号住居跡土層解説

1 黒 褐 色 炭化粒子微量,ロ ーム粒子極微量。

2 黒 褐 色  ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

3 暗 褐 色 ローム粒子・ 炭化粒子微量,ロ ーム小プロック・焼土粒子

極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,炭化粒子微量 ,

焼土粒子極微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子極微量。

第13号住居跡篭土層解説

黒 褐 色 焼土粒子・ 炭化粒子極微量。

褐   色 ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

にぶい赤褐色 焼土粒子少量,焼土小プロック微量,炭化粒子極微量。

にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土少量,炭化粒子極微量。

褐   色 ローム粒子・炭化粒子微量,焼土粒子極微量。

にぶい褐色 砂質粘土中量,焼土粒子・ 炭化粒子微量。

灰 黄 褐 色 焼土小ブロック・ 炭化粒子微量,砂質粘上層。

にぶい赤褐色 焼土粒子中量,焼土小プロック・炭化粒子微量。

赤 褐 色 焼土粒子極多量,焼土小プロック中量,炭化粒子微量。

明 褐 色  ローム小プロック中量,焼土粒子少量,ロ ーム粒子・焼土

小ブロック・ 炭化粒子微量。

4褐

5褐

色
　
　

色

色 炭化粒子極微量。

色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

遺物 覆土中から出土 した遺物は,第m7-1・ 2である。床面直上の遺物は, 5の須恵器盤が

竃周辺から出土している。11の手捏土器は正位の状態で竃周辺から出上している。12の手捏上器

は正位の状態で南壁の中央寄 りから出上している。 6の須恵器鉢は中央部 と竃内から出上したも

のが接合している。 7の上師器甕は中央の南側付近 と竃周辺から出上したものが接合している。

9の甕は竃周辺 と竃内から出上したものが接合している。 8の甕は竃の北側から出上している。

10の甕は竃内から出上したものが接合している。竃内の支脚は,粘土を入れた 3・ 4の須恵器不

の口縁を重ね合わせ, 3の底部に13の上製支脚を積み上げて築かれている。

所見 当住居跡は,遺物等から9世紀前半のものと考えられる。

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第 117図
1

蓋

器恵

杯

須

A [14.0]
B   2.1

天丼部及び口縁部一部欠損。天

井部 は平坦な頂部から,なだら

かに下降する。端部 は屈曲 し,

短 く垂下する。

天丼部回転ヘラ削 り。 長石・ 石英・ 砂粒

灰色

普通

Ｐ‐９９
既

2

不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

回縁部一部欠損。平底。体部 は

外傾 して立ち上がる。

底部不定方向のヘラ削り。体部
下位手持ちヘラ削り。

長石・ 石英 。雲目

・ 砂粒

黄灰色

普通

P196
90%

3

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部は

外傾 して立ち上がる。
底部回転ヘラ切 り後,一方向の
ヘラ削 り。体部下位手持ちヘラ

肖」り。

長石・石英・ 砂粒

灰色

普通

P197
90%

4

郭

須 恵 器

A  13.6
B   4.2
C   8.4

体部一部欠損。平底。体部 は外

傾 して立ち上が り,日 縁部 はわ

ずかに外反する。

底部一方向のヘラ削 り。体部下

位回転ヘラ削 り。

長石・ 石英・ 雲母
・ 砂粒

灰白色

普通

成
Ｐ‐９８腸魏

5

盤

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部及び口縁部片。底部 は平底

で,短 く垂下する高台が付 く。

体部 は外傾 して立ち上が り,日
縁部 はわずかに外反する。

高台貼 り付 け。 長石・ 石英 。雲母

・ 砂粒
にぶい橙色

普通

成
Ｐ２００腸魏

第H7図
6

鉢

須 恵 器

体部か ら口縁部片。体部 は内彎

して立ち上が り,頸部で大 きく

屈曲する。日縁部 は外反する。
日唇部内側 は上方に肥厚する。

体部外面下位平行叩 き後ヘラナ

デ,上位平行叩 き,内面ヘラナ

デ。

長石・ 石英・ 砂粒

黒掲色

普通

P204

40%

褐

褐

-183-



0              10Cm

第117図 第13号住居謝出土遣物実測図・拓影図(1)



図版番号 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

7

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

[20.5]

(14.3)

体部から回縁部片。体部上位に

最大径を持ち,頸部から回縁部
にかけて外反する。口唇部はわ

ずかに外上方につまみ上げる。

体部内・外面ヘラナデ。口縁部

内・外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ２０５
琥

8

奏
土 師 器

(22,7)

[8.4]
底部から体部の破片。平底。体

部は内彎 して立ち上がる。

底部及び体部外面下位斜位のヘ

ラ磨 き,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ 雲母

・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ２０６
鋭

第 118図
9

甕
土 師 器

(24.1)

7.3

底部から体部の破片。平底。体

部は内彎 して立ち上がる。

底部木葉痕。体部外面中位以下

斜位のヘラ磨 き,内面ヘ ラナデ

長石・石英・ 砂粒
にぶい橙色

普通

Ｐ２０８
幌

甕

上 師 器

(15.6)

[9.1〕

体部破片。体部は内彎 しながら

立ち上がる。

体部外面下位斜位のヘラ磨 き,

内面ヘラナデ。

長石・石英・砂粒

橙色

普通

P207
15%

鞠  鉾
第118図 第13号住居LTl出 土遺物実測・拓影図(2)

う
０

0              10Cm
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図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 118図
11 手 捏 土 器

A  8.4
B   6.0
C   4,0

口縁部一部欠損。平底。体部 は

内管 して立ち上が り,日 縁部 は

内傾する。

底部庸痕。体部外面ナデ,内面
ヘラナデ。日縁部内・外面横ナ

長石・石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P202

95%
口縁部内面煤付着

灯明

12 手 捏 土 器

A   8.4
B   4.3
C   4.0

口縁部一部欠損。平底。体部 は

内彎 して立 ち上が り,口 縁部 は

内傾する。

底部薦痕。体部外面ナデ,内面
ヘラナデ。口縁部殉・ 外面横ナ

デ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

P203

100%
内面煤付着

灯明

図版番号 器 種

計 値

出 土 地 点 備 考

最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 孔 径lcm) 重 量 (g)

第■8図 13 支 脚 DP15

第16号住居跡 (第 119・ 120図 )

位置 K le8区。

規模と平面形 長軸3.46m,短軸3.24mの方形。

主軸方向 N-70° 一E。

壁 壁高は28～30cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,踏み固められた部分は認められない。

電 東壁を約55cm壁外に掘 り込み,砂混じりの粘上で構築されている。規模は,長 さ91cm,幅

116cmである。天丼部は崩落しているが,袖部は残っている。燃焼部には,焼土ブロック,焼

土粒子,炭化粒子が堆積している。火床は,床面を5cm掘 り窪めており,熱を受け赤変してい

る。煙道は火床から緩やかに外傾して立ち上がり,内壁は焼土化している。

覆± 1・ 2・ 4層 は流れ込みの層である。他の層は褐色を基調とし,ロ ーム粒子,ローム河ヽブ

ロック等を含む層が堆積する。上層から床面上にかけて同時期の上師器片と縄文式上器片が出土

しているが,特に土師器片は上層から中層にかけて多 くみられる。壁際の下層 と住居跡中央の床

面上には焼土塊と災化材がみられる。

遺物 覆土中からは第120図 -3・ 5・ 8～ 11が出土している。床面直上の遺物 は1と 4の土師

質須恵器邦がいずれも正位の状態で竃周辺から出土している。 6の上師器高台付皿は正位の状態

で北東コーナー付近の壁際から出土 している。 7の高台付皿は竃内のものを接合 したものであ

る。竃内の支脚 として 2の上師器不 と12の上製支脚が使用されている。12の支脚は火床に埋め込

まれ,その上に 2の不の底部が逆位の状態でかぶせて置かれていた。

所見 覆上の堆積状態をみると床面上から炭化材,焼土塊などがみられ, 1次堆積土層中にロー

ム小ブロック,ロ ーム粒子が含まれることから,当住居跡は,焼失後人為的に埋め戻され,そ の

後自然に埋没したものと思われる。時期は遺物等から9世紀後半と考えられる。



く
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0             2m

第16号住居跡t■層解説
1 掲   色 粘土粒子中量,焼土粒子少量,庚化粒子微量。

2 暗 赤 褐 色 焼上粒子多量,ロ ーム粒子・炭化粒子・粘上粒子少量。

3 赤 褐 色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子・炭化粒子微量。

4 褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子少量,炭化粒子極微量。

5 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼上小プロック少量,炭化粒子微量。

6 褐   色 粘土粒子少量,ロ ーム粒子・焼上粒子・ 炭化粒子微量。

7 褐   色 粘上粒子微量,焼土粒子・炭化粒子極微量。

8 にぶい赤褐色 粘土多量,焼土粒子中量,ロ ーム粒子微量。

9 褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子極微量。

10 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量,ローム粒子・炭化粒子少量。

11 にぶい褐色 ローム粒子・焼土粒子少量,炭化粒子微量。

12 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小プロック中量,炭イ随 子少量。

Ш
I

0               1m

WI

D

,O

第119図 第18号住居 LII。 電実測図
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第120図 第16号住居LTl出 土遺物実測・ 拓影図
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第16号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計韻J値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備  考

第 120図

1

不

土師質須落

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部 は外傾 して立ち上が

り,日縁部 はわず か に外反 す

る。

底部一方向のヘラ削 り。体部外

面下位手持ちヘラ削 り。

長石・ 石英・砂粒

にぶい赤褐色

普通

Ｐ２２９配

2

郭

土 師 器

B (2.8)
C   8.2

底部破片。平底。体部は外傾し
て立ち上力゙る。

底部一方向のヘラ削 り。体部外

面下位回転ヘラ削 り,内面ヘラ

磨 き。

長石・石英・砂粒
にぶい黄橙色

普通

Ｐ２３０
親

3

邪

土節質須恵

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部一部欠損。平底。体部は外
傾 して立ち上がる。

底部一方向のヘラ削 り。体部外

面下位手持ちヘラ削 り。

長石・石英・ 雲母

・砂粒

にぶい黄橙色
普 i馬

閉
賜

4

昂

土師質須恵

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は外傾して立ち上が

る。

底部回転ヘラ切 り。体部外面下

位 回転 ヘ ラ削 り,内 面 ヘ ラ磨

き。内面黒色処理。

長石・石英・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ２３２幌

5

皿

器

付

扁

台

自

高

土
A  13.4
B   3.3
D   6.1
E   l.2

体部一部欠損。平底で垂下する

高台が付 く。体部は直線的に開
く。

底部回転ヘラ切 り後,高台貼 り

付け。体部内・外面ナデ。内面

黒色処理。

長石・ 石英・ 雲母

・ 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ２３３
既

6

皿

器釧
師

高

土

A  13.4
B   2.8
D   7.4
E   l.1

体部一部欠損。平底で「ハ」の字

状に開 く高台が付 く。体部 は直

線的に開 く。

底部回転ヘラ切 り後高台貼 り付
け。体部内・外面ナデ。内面黒

色処理。

長石・石英・ 砂粒
にぶい橙色

普通

Ｐ２３４
甥

皿

器帥
師

高

土
潔ゝ    14.2

B   3.5
D  7.8
E   l.1

底部及び体部一部欠損。平底で

垂下する高台が付 く。体部 は緩

やかに外傾 して開 く。

高台貼 り付 け。体部外面ナデ,

内面ヘラ磨 き。内面黒色処理。

長石・ 石英・ 雲母

・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ２３５
賜

8 手 捏 土 器

Ａ

Ｂ

体部か ら回縁部の破片。体部 は

内脅 して立ち上が り,口 縁部 は

内傾する。

体部外面雑なヘラナデ,内面ヘ

ラナ デ。 日縁部 内・外 面横 ナ

デ。

長石・石英・砂粒
にぶい橙色

普通

P237
20°/。

口唇部煤付着

9 手 握 土 器

Ａ

Ｂ

[6.2]
(3.6)

底部から回縁部の破片。平底。

体部 は内彎 して立ち上が り,日
縁部 は内傾する。

底部薦痕。体部外面雑 なヘラナ

デ,内面ヘラナデ。 日縁部内・

外面横 ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

におい赤褐色

６

％

鉢

須 恵 器

[4.0]
[13.3]

底部か ら体部下位の破片。平
底。体部 は外傾 して立ち上が

る。

底部ヘラ削 り後ナデ。体部外面
ヘラ削 り,内面ヘラナデ。

長石・石英・ 雲母
・砂粒

褐灰色

普通

P238
5°/O

甕

土 師 器

18.9

[30.0]

[7.9]

体部及び回縁部片。体部上位 に

最大径 を持ち,頸部か ら口縁部
にかけて外反する。日唇部を外

上方につまみ上げている。

体部内・ 外面ナデ。 日縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 雲目

・ 砂粒

にぶい褐色

普通

Ｐ２３９
既

図版番号 器 種

計 値

出 土 地 点 備 考
最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 孔 径(cm) 重 量 (g)

第120図 12 支 脚 (1918.5) S116 DP16
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第17号住居跡 (第 121・ 122図 )

位置 K2c6区。

重複関係 本跡の西壁部を第18号土坑が掘 り込んでいる。

規模と平面形 長軸4.00m,短軸3.32mの長方形。

主軸方向 N-24° 一W。

壁 壁高は22～42cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁溝は全周しており,上幅14～ 16cm,

深さ6～ 7cmで,断面形はU字状である。

床 ほば平坦であり,中央から南東壁にかけてよく踏み固められている。

電 北西壁を約20cm壁外に掘 り込み,砂混じりの粘上で構築されている。規模は,長 さ57cm,

幅78cmで ある。天丼部は崩落しているが,袖部は残されている。燃焼部には,焼土,炭化粒子

が堆積している。火床は,床面を12cm掘 り窪めており,熱を受け赤変 している。煙道は火床か

ら緩やかに外傾 して立ち上が り,火熱を受け赤変している。内壁は焼土化している。

覆土 上層から下層にかけて部分的に木の根などによる撹苦しを受けているところがあるが,壁際

から流れ込みの層がみられる。上層から下層上面にかけて,同時期の上師器片,須恵器片が散布

する。覆土中から管状土錘,縄文式上器片,磨石,チ ャー トの剣片が出土している。

遺物 覆土中からは第122図 -2・ 6・ 7が出土している。床面直上から出上した遺物は細片で

ある。 3の土師器甕はつぶれた状態で竃内の焚口部付近から出上している。土器転用の支脚は篭

内から出上している。支脚は 4の上師器甕底部 2片, 1の須恵器高台付郭の底部,面 とりされた

長方形の石, 3の上師器甕の底部片の一片を順に積み重ねて構築されている。

所見 当住居跡は,遺物等から8世紀後半のものと考えられる。

第17号住居跡土層解説

1 極 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼上粒子・ 炭化粒子少量。

2 黒 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子微量。

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 ,ロ ームガヽ ブロック・ 焼土粒子・ 炭化粒子

微量。

4 褐   色 ローム粒子多量,ロ ームイヽ ブロック・ 焼土粒子・ 炭化粒子

微量。

5 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム旭ヽ プロック少量。

6 黒 褐 色 ローム粒子・ 焼土粒子少量,炭化粒子微量。

7 暗 褐 色 ローム小ブロック・ ローム粒子中量,焼土粒子・ 炭化粒子

微量。

8 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子少量,焼土小プロック・ 炭化泣

子微量。

9 暗 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム旭ヽプロック少量,ロ ーム粒子・ 炭化

粒子微量。

10 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子中量,焼土小ブロツク少量,炭

化物・ 炭化粒子微量。

11 褐   色  ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量,焼土粒子・炭

化粒子微量。

12 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子少量,炭化粒子微量。

13 暗 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子・焼土小プロック微量。

14 暗 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム中・ 小プロック・ ローム粒子・ 炭化

粒子少量。

15 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,焼土粒子・炭化

粒子微量。

16 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量。

17 黒 褐 色 ローム小プロック・ ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子

微量。

第17号住居跡電上層解説

1 褐   色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

2 褐   色 ローム粒子・焼土粒子微量,炭化粒子極微量。

3 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム粒子微量。

4 褐   色 ローム粒子中量,炭化粒子極中量,焼土粒子極微量。

5 にぶい赤褐色 焼土粒子中量,焼土小プロック少量,炭化粒子微量。

6 にぶい褐色 粘上粒子少量,ロ ーム粒子・炭化粒子極微量。

7 にぶい赤掲色 焼土粒子少量,ロ ーム粒子微量,炭化粒子極微量。

8 赤 褐 色 炭化粒子中量,焼土粒子少量,ロ ーム粒子微量。

9 褐   色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量。

10 にぶい褐色 粘上中量,ロ ーム粒子・炭化粒子少量,焼土粒子微量。

11 褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子極微量。

12 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック微量。

13 赤 褐 色 焼上粒子多量,炭化粒子中量,ロ ーム粒子微量。
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s=4/1.5

7S=1/2

0              10Cm

第122図 第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第122図

1

高 台 付 坪

須 恵 器

Ａ

Ｂ

底部から回縁部の破片。平底。

体部は外傾 して立ち上がる。

底部回転ヘラ削り後高台貼 り付

け 。

長石・ 石英・ 雲母

・ 砂粒

褐灰色

普通

Ｐ２４０
賜

2

不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

体部の破片。体部 は外傾 して立

ち上が り,口縁部 はわずかに外

反する。

体部外面下位ヘラ削 り。 長石・ 石英・ 砂粒

灰色

普通

Ｐ２４．
琥

3

奏
土 師 器

A 20。 1

B  33.5
C   8.6

体部一部欠損。体部上位に最大

径を持ち,頸部から口縁部にか

けて外反する。口唇部はわずか

に外上方につまみ上げている。

体部外面中位以下に斜位のベラ

磨き,内面ヘラナデ。日縁部内
・外面横ナデ。

長石・石英・ 雲母
・砂粒

橙色

普通

Ｐ２４２
賜

4

奏
土 師 器

(3,7)

[7.8]
底部か ら体部下位の破片。平

底。胴部 は内彎 して立ち上 が

る。

底部木葉痕。体部外面ヘラ磨

き,内面ヘラナデ。

長石・石英・ 雲母
・ 砂粒
にぶい橙色

普通

２４３

％

5

甕

土 師 器

(7.2)
8.8

底部か ら体部下位の破片。平

底。体部 は内彎 して立 ち上が

る。

底部ヘラ削 り。体部外面ヘラ磨

き,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ 雲母

・ 砂粒

橙色

普通

醐
賜
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図版番号 器 種

計     測    値

出 土 地 常 備 考

最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚 (c中) 孔径(cm) 重量 (g)

第122図 6 管 状 土 鍾 (66.0)

図版番号 器 種

計     測     値
出 土 地 点 備 考

最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 重量 lg)

第122図 7 刀 子 11_4 1_7 12.6 h16

第24号住居跡 (第 123・ 124図 )

位置 K3aO区。

規模と平面形 長軸5.50m,短軸 [3.68]mの 長方形。

主軸方向 N-0° 。

壁 壁高は10～58cmで ,ほば垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている。

電 北壁を約47cm壁外に掘り込み,砂混じりの粘上で構築されている。規模は,長さ94cm,幅

114cmである。天丼部は崩落 しているが,袖部は残っている。燃焼部の覆上には,焼土ブロッ

ク,焼土粒子,炭化粒子が堆積している。火床は,床面を10cm掘 り窪めており,熱を受け赤変

している。煙道は火床から緩やかに外傾して立ち上がり,火熱を受け赤変している。内壁は焼土

化している。

覆土 斜面部のため南側の覆土は流れてしまっている。また,耕作による境乱 も多 く受けてい

る。土層は,全体的に下位から褐色土,暗褐色土,黒褐色上の順に堆積する。上層から下層にか

けて少量の上師器片,須恵器片,縄文式上器片等が出上している。

遺物 覆土中から土師器片は出上しているが,いずれも細片である。床面直上の遺物はいずれも

須恵器片で,第 124図 -1の不が逆位の状態で住居跡中央から出土している。この不の底部には

墨書がみられる。 2の不, 3の高台付不が竃内から出上している。竃の火床部から5の上製支脚

と共に 4の須恵器高邪盤の脚部が 2片に割れ,土製の支脚の先端を覆うように出上している。

所見 当住居跡は,遺物等から8世紀後半のものと考えられる。
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色

色

褐

褐

第24号住居跡土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量,院土小ブロック極

4黒 褐 色

微量。

焼土粒子少量,ロ ーム粒子・ 炭化粒子微量。

焼上粒子・ 炭化粒子少量,ロ ーム粒子微量,焼土小ブロッ

ク極微量。

ローム粒子・ 焼土粒子微量,ロ ームイヽ ブロック・ 焼土イヽプ

ロック・ 炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 焼土粒子・ 炭化粒子

微量。

ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ームイヽ ブロッ

ク極微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量,炭化粒子極微量。

ローム粒子微量,ロ ーム小プロック・焼土粒子・ 炭化粒子

極微量。

ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子極微量。

ローム粒子微量,ロ ーム小ブロック・ 炭化粒子極微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,焼土粒子・ 炭化

粒子微量。

第124図 第24号住居跡出土遣物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表

第24号住居跡t■層解説

1 褐   色 ローム粒子・焼上粒子中量,炭化粒子少量。

2 褐   色 ローム粒子・焼上粒子・炭化粒子少量。

3 赤 褐 色 焼上粒子多量,炭化粒子中量,ロ ーム粒子・焼土小プロッ

ク少量。

4 にぶい赤褐色 焼土粒子多量,炭化粒子中量,ロ ーム粒子・焼土小ノロッ

ク少量。

5 褐   色 ローム小プロック中量,焼土粒子少量,炭化粒子極微量。

6 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子微量,ロ ーム小

プロック極微量。

7 にぶい赤褐色 焼土粒子多量,粘土粒子中量, ローム粒子・炭化粒子少量。

8 褐   色 ローム粒子・焼土粒子中量,炭化粒子少量,焼土小プロッ

ク微量,ロ ーム小プロック極微量。

9 褐   色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量。

10 赤 褐 色 焼土小プロック・焼土粒子多量,粘土粒子少量,コ ーム粒

子・ 炭化材極微量。

5暗 褐 色

6褐   色

7黄 褐 色

8褐   色

9

10

11

12

13

褐

褐

褐

明 褐

褐

色

色

色

色

色

0              10cm

辮
,

を

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備  考

第 124図
1

郭

須 恵 器

A 13.6
B   4.2
C   8.2

平底。体部は外傾して立ち上が
る。

底部一方向のヘラ削 り。体部外
面下位手持ちヘラ削 り。

長石・石英・雲母
・砂粒
浅黄色

普通

P286
100%
底部墨書

2

イ

須 恵 器
[14.2]

4.0

底部から回縁部の破片。平底。

体部 は外傾 して立ち上が り,日
縁部 はわずかに外反する。

底部不定方向のヘラ削 り。体部

外面下位手持ちヘラ削 り。

長石・ 石英・ 砂粒

灰色

普通

Ｐ２８７
親
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図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第124図

3

坪

器帥
恵

高

須
[11.5]

4,9

7.2

1_2

底部か ら口縁部の破片。平属で

「ハJの字状 に開 く高台が付 く。

体部 は外傾 して立ち上がる。

底部回転ヘラ切 り後高台貼 り付

け 。

長石・石英・ 砂粒

灰色

普通

P288
5%

盤

器恵

一局
須

B [9.1]
D  10.4

脚部 片。脚部 はラ ッパ状 に開

き,端部 は折 り返 り尖 る。

水挽 き成形。 長石 。石英・砂粒

灰色

普通

P289
30%

図版番号 器 種

計 値

出 土 地 点 備 考

最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 孔径(cm) 重量 (g)

第124図 5 支 脚 8_4

第47号住居跡 (第 125～ 127図 )

位置 D8f6区。

重複関係 本跡は南東コーナーから南壁を第140号土坑によって掘 り込まれている。

規模と平面形 長軸3.60m,短軸3.34mの方形。

主軸方向 N-16° 一E。

壁 壁高は12～36cmで ,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり,竃から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃 北壁を約67cm壁外に掘 り込み,砂混 じりの粘土で構築されている。規模は,長さ98cm,幅

94cmである。天丼部は崩落しているが,両袖部 は遺存 している。燃焼部には,焼土ブロック,

焼土粒子,炭化粒子がみられる。火床は,床面を8cm掘 り窪めており,熱を受け赤変している。

煙道は火床から緩やかに外傾して立ち上が り,火熱を受け赤変 している。内壁は焼土化 してい

る。

覆土 基本的に4層からなり,壁際から自然に流れ込んだ層である。上層から下層にかけて土師

器片,須恵器片と縄文式上器片が出上している。特に上層から中層にかけて遺物が多 く出上して

いる。

遺物 覆土中から出上した土師器片,須恵器片のうち実測できたのは第127図 -1・ 2・ 4・ 5

である。 3の須恵器高盤は住居跡中央の東側から出土した不部片と竃内から出上した不部片 。脚

部片が接合している。脚部片は2分の 1が欠けた状態で支脚に転用されている。

所見 当住居跡は,遺物等から8世紀後半のものと考えられる。
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第4フ号住居跡上層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子微量,焼上粒子・炭化粒子極微量。
2 暗 褐 色 ローム粒子微量,焼土粒子・ 炭化物極微量。
3 褐   色 ローム粒子・焼土粒子少量,炭化物・炭化粒子微量。
4 嗜 赤 掲 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子・焼上小ブロック少量,ロ ーム

小プロック・炭化粒子極微量。
5 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量,炭化物・炭化粒子微量。
6 暗 掲 色 ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子極微量。
7 褐   色 ローム粒子中量,炭化粒子極微量。
8 にぶい赤掲色 焼上粒子中量,ロ ーム小プロック・ ローム粒子・焼土小ブ

ロック少量,炭化粒子微量。
9 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・焼土粒子微量,炭化

粒子極微量。

10 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム小ブロッ
ク極微量。

11 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,焼土粒子・炭化
粒子極微量。

12 褐   色 ローム粒子多量,炭化粒子極微量。
13 黒 褐 色 ロームイヽプロック中量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子極微量。
14 褐   色 ローム粒子少量,コ ーム小ブロック・粘土粒子微量,焼土

粒子・炭化粒子極微量。

19

20

21

口
|

o              2m

15 にぶい黄褐色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,焼土粒子・炭化

粒子極微量。

褐   色 ローム小プロック・ ローム絃子少量,焼土粒子微量,炭化

粒子極微量。

にぶい褐色 粘土小プロック中量,焼土粒子・炭化物微量,ロ ームイヽプ

ロック・ ローム粒子極微量。

褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子・ 炭化粒子

極微量。

暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,焼土粒子・炭化物極微量。

褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子

極微量。

褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子微量,焼土

粒子極微量。

褐   色 ローム粒子少量,炭化粒子微量。

褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

暗 赤 掲 色 ローム粒子・焼土粒子少量,炭化粒子極微量。

第125図 第47号住居跡実測図
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C

A24.Om

m黒 褐 色

12暗 褐 色

13黄 褥 色

14 によい赤褐色

15 橙   色

16赤 褐 色

17 にぶい赤褐色

18褐   色

口|°キ

第126図 第47号住居跡竃実測図

2m

炭化粒子少量,ロ ーム粒子・焼土粒子微量。

ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量。

ローム粒子多量,粘土粒子少量,粘土小プロック微量,焼

土粒子・炭化粒子極微量。

焼土粒子・炭化粒子微量。

粘土粒子中量,焼土粒子・炭化物少量,粘土小プロック微

量。

焼土粒子多量,ロ ーム粒子少量,焼土小ブロック微量。

焼土粒子・粘土小プロック・粘土粒子中量,炭化粒子微量。

焼土粒子・粘土小ブロック少量,ロ ーム粒子・炭化物・粘

土粒子微量。

口
|

第47号住居跡GfL層解説

1 嗜 褐 色 ローム粒子微量,焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子極微量。

2 黒 褐 色 炭化粒子・粘上小ブロック・粘土粒子少量,焼土小プロッ

ク・焼土粒子微量。

3 灰 黄 褐 色 粘土粒子中量,焼上粒子少量,炭化粒子・粘土小プロック

微量。

にぶい黄掲色 粘土小プロック・粘土粒子中量,焼土粒子少量,炭化粒子

微量。

褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子・粘上小プロック微量,炭化粒

子極微量。

に』ヤ】黄橙色 粘土粒子多量,焼土粒子中量,炭化粒子・粘土小プロック

少量,粘土大プロック微量。

にぶい褐色 焼土粒子中量,炭化粒子・粘土粒子少量,焼土小プロック・

粘土小ブロック微量。

赤 褐 色 焼土小プロック多量,粘土粒子中量,粘土小プロック少量。

明 赤 褐 色 焼土小ブロック・焼土粒子中量,ロ ーム小プロック・ロー

ム粒子・粘土小ブロック少量,炭化粒子・ 粘土粒子極微量。

暗 褐 色 焼土小ブロック・焼土粒子・ 粘土小ブロック少量,ロ ーム

粒子・炭化粒子微量。

褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子少量,ロ ーム小プロック・炭化

粒子微量。

にぶい黄橙色 粘土粒子中量,焼土粒子・粘土小プロック少量,焼上小ブ

ロック微量,ロ ーム粒子・ 炭化粒子極微量。

褐   色 ローム粒子・焼上粒子少量,焼土小プロック・炭化粒子微

量。

赤 褐 色 焼土粒子中量,焼土小プロック・粘上小ブロック・粘土粒

子少量,炭化物微量,ロ ーム粒子極微量。

黄 褐 色 粘土イヽプロック中量,焼土小ブロック少量,ロ ーム粒子・

焼土粒子微量,炭化粒子極微量。

明 赤 褐 色 焼土小ブロック多量,焼土粒子多量,戊化物微量。
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|

第127図 第47号住居跡出土遺物実測図

第47号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・ 焼成 備  考

第 127図

1

邪

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[13.0]
4.4

7.9

体部一部欠損。平底。体部 は外

傾 して立ち上が り,わずかに外

反する。

医部外面不定方向のヘラ削 り。 長石・雲母・ 砂粒

灰 白色

普通

Ｐ５‐８
幌

2

蓋

須 恵 器

19.0

4.2

[3.0]
1.1

つまみは上部が凹み,外周部が

接合部 よ りも大 きい。天丼部か

ら口縁部へなだらかに下がる。

日縁部 は突出する。

天丼部回転ヘラ削 り。 長石・ 砂粒

灰色

普通

Ｐ５‐９
暢

3

盤

器恵

高

須

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

[22.2]

[12.5]

15.2

(7.3)

脚部及び受部一部欠損。底部接
地面は端折。脚部はなだらかな
カープを描いて立ち上が り,受
部は浅い皿状を星する。

脚部接合。脚部は四方に長方形
の透しを有する。受部底部回転
ヘラ削り。脚部内面及び受部外
面自然釉。

長石・砂粒

灰色

普通 質物状
吻賜鋤

4

奏
土 師 器

(12.0)

9.6

底部 か ら体部 下位 の破 片。平

底。体 部 は外傾 して立 ち上 が

る。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ,内面ヘラナデ。

英石石

色

通

長

橙

普

・砂粒 P522

50%
内・外面摩耗

5

甕

上 師 器

(13.8)

[9.3]
底部か ら体部下位の破片。平

底。体部 は外傾 して立ち上が

る。

体部外面ヘラ磨 き,内面ヘラナ 長石・石英・ スコ

リア・砂粒

橙色

普通

Ｐ５２３
幌
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第 3節 掘立柱建物跡

当調査区からは,調査区の中央部から掘立柱建物跡が 2棟検出されている。以下,検出された

掘立柱建物跡の特徴や主な遺物について記載していくことにする。

第 1号掘立柱建物跡 (第128図 )

位置 17b3区。

規模 柱穴数は8か所であり,長方形に検出されている。南北 3間 (約 4。 17m),東西 2間 (約3.6

5m)の南北棟の建物で,柱間寸法 は,桁行2.00～ 2.20m,梁行1.71～1.92mである。掘方は,

径0.34～ 0.68m,深さ0.42～ 0。 66mである。断面形はU字状である。柱穴内覆土は Pl～ P8に柱

A

第 1号掘立柱建物助上層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子

②

一

色

色

褐

褐
一

2累 褐 色

5黒 褐 色

6褐   色

7暗 褐 色

8黒   色

9黒 褐 色

10灰 褐 色

11黒 褐 色

12褐

14黒 褐 色

15黒 褐 色

16黒 褐 色

・炭化粒子少量。

ロームガヽブロック・ ロ

ーム粒子・焼上粒子・

炭化粒子少量。

ローム粒子少量。

ローム小プロック・ ロ

ーム粒子少量。

ローム粒子・焼土粒子

・炭化粒子少量。

ローム小プロック・ロ

ーム粒子少量。

ロームイヽプロック・ ロ

ーム粒子少量。

ローム小プロック・ コ

ーム粒子少量,焼上粒

子・炭化粒子極少量。

ローム小ブロック・ ロ

ーム粒子・焼上粒子・

炭化粒子少量。

ローム粒子少量,焼土

粒子・炭化粒子極少量。

ローム小プロック・ ロ

ーム粒子少量,焼土粒

子・炭化粒子極少量。

ローム小プロック・ ロ

ーム粒子少量,焼上粒

子・炭化粒子極少量。

ローム小プロック・ ロ

ーム粒子・院土粒子・

炭化粒子少量。

ローム小ブロック・ ロ

ーム粒子少量,焼土粒

子・炭化粒子極少量。

ローム粒子・焼土粒子

・炭化粒子少量。

ローム小ブロック・ ロ

ーム粒子・焼土粒子・

炭化粒子少量。

C

A23.4m

o               2m

―-200-一

13褐

第128図 第 1号掘立柱建物跡実測図



痕跡が確認されている。それ以外の上層は,ローム小プロック,ロ ーム粒子を含む褐色上が堆積

している。

桁行方向 N-33° 一E。

遺物 P8の覆土中から須恵器の壷片が出土している。

所見 本跡は,P4の柱痕下から硬 くなった褐色上がみられることから,構築時に突 き固めたも

のと思われる。時期は出土遺物から古墳時代中期末と考えられる。

第 2号掘立柱建物Ltl(第 129図 )

位置 16f8区。

規模 柱穴数は 6か所であり,長方形に検出されている。南北 3間 (約3.45m),東西 2間 (約2.5

第 2号掘立柱建物土層解説
1 褐   色 ローム粒子多量,ロ ー

ム中プロック少量,粘
土粧子微量。

色 ローム粒子多量,ロ ー

ム小ノロック・焼上粒

子微量。

色 ローム粒子中量,粘上

粒子微量。

色 ローム粒子少量,炭化

粒子微量。

色 ローム小プロック・ ロ

ーム粒子少量,焼土粒

子・ 炭化粒子微量。

ローム粒子多量。

ローム粒子多量。

ローム粒子少量,ロ ー

ム小ブロック・焼土

粒子・炭化粒子微量。

Ｇ

一 2褐

3暗 褐

4暗 褐

5暗 褐

色

色

色褐

褐

褐

暗

E

く
|

C23.4m

口
|

0               2m
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5m)の南北棟の建物で,柱間寸法 は,桁行1.53～ 1。 90m,梁行2.52～2.54mで ある。掘方は,

径0.38～ 0。 64m,深さ0.21～0.31mで ある。断面形 はU字状である。柱痕跡は確認できなかっ

た。柱穴内覆土は,焼土粒子,炭化粒子,ローム粒子を含む暗褐色土 とローム粒子・ ローム小ブ

ロックを含む褐色上が堆積 している。

桁行方向 N-53° 一E。

所見 本跡は,出土遺物がな く,時期性格不明である。

ぺ率重≧重垂≧≦垂垂≧垂垂|

７

‐ 0              10Cm

第130図 第 1号掘立柱建物跡出土遣物

第 1号掘立柱建物跡出土遺物観察表

第 4節 土坑

当調査区のほぼ全域から土坑が162基確認された。形状や規模には各々差異が認められるが,

一部を除いて伴出遺物が少なく,時期や性格の不明なものが多い。ここでは,土坑の形状や規模 ,

覆上の状態や出土遺物に特徴があるものについて,個別に解説を加え,それ以外の上坑について

は,一覧表に記載した。なお,土坑番号は調査時に付した番号である。

第53号土坑 (第131図 )

位置 J2,0区。

規模 と平面形 長径2.26m,短径0。 73m,深 さ1.35mの長精円形。

長径方向 N-26° 一W。

壁面 外傾して立ち上がり,中位で段をなしている。

底面 長楕円形で平坦である。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土中から縄文式土器片,土師器片が出上している。

所見 本跡は,遺構の形態から陥し穴 と考えられる。時期は不明である。

図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・ 焼成 備  考

第130図

1

壷

須 恵 器

Ａ

Ｂ

日縁部破片。端部直下に突線を

持つ。

口縁部内・外面横ナデ。内面に

自然釉。

自黄色微粒子

灰黄褐色

良好

Ｐ５２７
賜
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第86号土坑 (第132図 )

位置 15i7区。

規模と平面形 長径1.12m,短径0。 95m,深 さ0。 10mの橋円形。

長径方向 N-57° 一E。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 長楕円形で平坦である。

覆土 ローム小ブロック,ローム粒子を含むことから人為堆積 と思われる。

遺物 覆上の中層から下層にかけて,土師器片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物から古墳時代中期のものと考えられるが,性格は不明である。

第98号土坑 (第 132図 )

位置 13a7区。

規模と平面形 長径1.27m,短径1.13m,深さ0.14mの楕円形。

長径方向 N-24° 一E。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 楕円形で平坦である。

覆上 自然堆積 と思われる。

遺物 覆上の中層から下層にかけて,土師器片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物から古墳時代中期のものと考えられるが,性格は不明である。

第127号土坑 (第 131図 )

位置 H6i6区。

重複関係 第128号土坑によって掘 り込まれている。

規模と平面形 長径3.23m,短径1.43m,深さ1.57mの 長精円形。

長径方向 N-38° 一W。

壁面 外傾 して立ち上が り,中位で段をなしている。

底面 長楕円形で平坦である。

覆上 自然堆積。

所見 本跡は,遺構の形態から陥し穴 と考えられる。遺物が出上していないので時期は不明であ

る。
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第127号土坑と層解説

l⑭

Ｂ
一

口
|

生 22.Om

口
|

SK 53

1 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック微量,焼上粒子・ 炭化

第99号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子微量,炭化粒子・褐色土極微量。

2 褐   色 ローム粒子微量。

3 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

4 褐   色 ローム粒子微量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・暗褐色土極微量。

5 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 炭化粒子微量,焼土粒子・褐色上極微

量。

6 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

7 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子微量。

8 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 焼上粒子・暗褐色土・褐色土極微量。

9 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・炭化粒子微量,ロ ーム中ブロック極微

量。

10 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・ 炭化粒子微量,焼土粒子極微量。

色 ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子・褐色土極微量。

色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・炭化粒子極微量。

色 ローム粒子微量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子極微量。

色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

色 ローム小プロック・ ローム粒子少量,炭化粒子・暗褐色土極微量。

色 ローム粒子・炭化粒子微量,ロ ーム小プロック極微量。

色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・炭化粒子極微量。

色 ローム小ブロック・ ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

口
|

A23.Om

SK 127

0              2m

色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

色 ローム泣子多量。

色 ローム粒子多量,ロ ームガヽブロック少量。

色 ローム粒子多量。

褐 色 ローム中プロック・コーム粒子多量。

色 ローム粒子多量,ロ ーム中・ イヽプロック少量。

色 ローム中プロック微量。

色 ローム小ブロック少量,ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

色 ローム粒子少量。

く
|

B22.4m

褐   色

暗 褐 色

4褐

SK 99

|

《
|

11

12

13

14

15

16

17

18

褐

褐

褐

暗

暗

暗

褐

褐

褐

褐

褐

Ａ
一

色

色

褐

褐

粒子極微量。                       7 褐

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,焼土粒子・炭化  8 褐

粒子極微量。                       9 褐

ローム小ブロック・ ローム粒子少量,ロ ーム中ブロック・  10 褐

焼土粒子・炭化粒子微量。                11 明

ローム泣子少量,ロ ーム小ブロック・ 焼土粒子微量,炭化  12 褐

粒子極微量。                       13 褐

ローム粒子中量,炭化粒子微量。              14 褐

ローム粒子中量。                     15 褐

第191図 土坑実測図(1)
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A23.Om

SK 83

第83号土坑土層解説
1 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・炭化粒子微量,焼土

粒子極微量。

色 ローム小ブロック少量,ロ ーム粒子・炭化粒子微量。

色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,ロ ームイヽブロック・ 焼土

粒子極微量。

色 ローム小プロック少量,ロ ーム粒学・ 炭化粒子微量,焼土

粒子極微量。

色 ローム粒子微量,ロ ーム小プロック・ 炭化粒子極微量。

色 ロームガヽブロック少量,ロ ーム粒子・ 炭化粒子微量。

色 ローム小プロック・ ローム粒子中量,炭化粒子微量,焼土

粒子・ 黒褐色土小プロック極微量。

8 暗 褐 色  ローム粒子・ 炭化粒子微量,ロ ーム小プロック極微量。

9 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

10 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック微量。

―

 SK 98
第98号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子・ 炭化粒子極微量。

2 暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,褐色土極微

量。

3 褐   色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 炭化粒

子極微量。

4 黒 褐 色 ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

0               2m

く
|

SK 58

第58号土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子・暗褐

2黒 褐 色

色土極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,焼上粒子・ 炭化

粒子・ 褐色土極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,ロ ーム中ブロッ

ク・ 炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,炭化粒子極微量。

ローム小プロック・ ローム粒子中量,ロ ーム中プロック少

量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

ローム小ブロック・ ローム粒子中量,炭化粒子極微量。

ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子多量。

ローム粒子・ 焼土粒子少量,ロ ーム小プロック微量,焼土

小プロック極微量。

ローム粒子・ 焼土粒子中量,焼土中プロック・炭化粒子少

量。

H 褐

〓
劇，Ｎ
ｗ
コ
刊Ｂ

一

色

色

色

色

色

色

　

色

色

2 褐

3黒 褐

4暗 褐

5褐
6褐
7褐

黒

褐

褐

黄

褐

3褐

4褐
5褐

褐 色

色

色

褐 色

色

色

12

13

暗 褐

褐

褐

褐

褐

褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

暗 赤 褐 色 焼土小プロック・ 焼土粒子・ 炭化物・炭化粒子中量,ロ ー

ム粒子少量。

量 。

B   
く

|

ｇ
Ｏ
．Ｎ
Ｎ

コ
刊

~     4褐   色 ローム 粒 子 中 量 ,

SK 86        口~ム小ブロック・
焼土粒子・ 炭化粒子

微量。

ローム粒子中量,炭化粒子少量,焼土小ブロック・焼土粒子微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小プロック・焼土粒子・炭化粒子微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量。

ローム粒子極多量。

ローム粒子多量,炭化粒子微量。

第132図 土坑実測図(2)
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第128号 土坑土層解説

1 極 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子

微量,炭化粒子極微量。

2 掲   色 ローム粒子多量,ロ ーム小

プロック少量。

3 褐   色 ローム粒子少量,焼土粒子

極微量。

4 褐   色 ローム粒子多量。

Θ I

Ａ
一

第142号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ー

ム小ブロック・ 炭化物

微量,焼土粒子極微量。

2 褐    色  ローム 小 プ ロック・

ローム粒子中量,炭化

粒子極微量。

3 褐   色 ローム粒子中量,ロ ー

ム小プロック少量,黒
褐 色 土 小 プ ロック微

量,炭化粒子極微量。

4 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ー

ム小プロック・ 黒褐色

土小プロック微量。

5 掲   色 ローム粒子少量,ロ ー

ムガヽプロック・ 炭化粒

子極微量。

6 掲   色 ローム粒子少量,ロ ー

ム小 プ ロック微 量 ,

ローム中プロック・炭

化粒子極微量。

A24.5m

ローム小プロック・ ローム粒子少量,黒褐色土小プロック

微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子微量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

ローム小ブロック・ ローム粒子中量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 炭化物極微量。

⑤
l

SK 166

SK 142

7掲

8褐
9暗
10 褐

11 褐

色

色

褐 色

色

色

|

12暗 褐 色

13褐

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子微量 ,

炭化物・ 褐色土極微量。

ローム小プロック・ ローム紘子少量,ロ ーム大 ブロック微

量。

ローム粒子多量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化粒子極微量。

色

色

褐

褐

Ｃ

一　

Ａ

一

第166号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量。

2 褐   色 ローム粒子中量,炭化粒子微量。

3 褐   色 ローム粒子多量,炭化粒子極微量。

4 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック微量。

5 褐   色 ローム粒子極多量,ロ ーム小ブロック少

量。

色 ローム粒子多量,焼土粒子・ 炭化粒子微

量。

色  ロームプロック少量。

色  ローム粒子多量,炭化物微量。

色 ローム粒子多量 ,ロ ーム中ブロック微量。

色  ローム粒子多量,焼土粒子微量。

色 ローム粒子中量。

色  ローム粒子中量,炭化粒子微量。

色  ローム粒子多量,焼上粒子少量,炭化粒

子微量。

色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック・ 炭

化物微量。

色 ローム粒子中量。

色 ローム粒子多量,炭化粒子微量。

色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量。

色  ローム粒子中量,炭化物微量。

色 ローム小プロック・ ローム粒子中量,炭
化粒子微量。

色 ローム粒子多量。

色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック・ 焼

土粒子・ 炭化粒子微量。

色 ローム粒子多量 ,ロ ーム小プロック中量 ,

焼土粒子・ 炭化粒子微量。

色 ローム粒子中量。

色 ローム粒子多量,炭化粒子微量。

色 ローム粒子多量 ,ロ ーム小ブロック中量。

色  ローム粒子中量,焼土粒子・ 炭化粒子微

量 。

6褐

7褐
8褐
9褐
10褐
11 暗

12褐
13褐

14褐

15暗
16褐
17暗
18暗
19褐

20褐
21褐

22褐

23暗
24褐
25褐
26 暗

褐

褐

褐

褐

褐

0               2m

第133図 土坑実測図(3)
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第12号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム小ブロック・    第17号土坑土層解説                    第36号土坑土層解説
ローム粒子・焼土粒    1 黒 褐 色 ローム粒子・ 焼土粒子・炭化粒       1 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム小ノ

子・炭化粒子少量。             子少量。                          ロック中量,炭化粒子少量 ,

2 褐   色 ローム小ブロック・    2 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒              焼土粒子微量。
ローム粒子・焼土粒            子少量。                  2 褐   色 ローム小プロック・ ローム粒

子少量,炭化粒子極    3 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒              子多量,焼上粒子・ 炭化物・

少量。                   子少量。                         炭化粒子微量。
3 黒   色 ローム粒子少量,焼     4 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒       3 暗 褐 色 ローム粒子中量,ローム小ブ

土粒子・炭化粒子極           子少量。                        ロック少量,焼土粒子・ 炭化

少量。           1                                    粒子微量。
4 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼

土粒子・炭化粒子極

少量。

ｅ

／

第54号土坑土届解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック極微

量。

2 黒 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量,ロ ーム

小ブロック・ 焼上粒子極微量。
3 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,

炭化粒子極微量。

4 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム中ノロック中量,

ローム小ブロック少量,炭化粒子極微量。

___rnl

SK 55

0               2m

第55号土坑土層解説

1 褐   色 ローム小プロック・ ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

2 褐   色 ローム粒子少量,炭化物極微量。

3 褐   色 ローム粒子少量。

4 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子・褐色

土極微量。

5 褐   色 ローム粒子中量,ロ ームガヽプロック少量,ロ ーム中プロッ

ク微量,炭化粒子極微量。

6 暗 褐 色 ローム粒子微量,ロ ーム小プロック・炭化粒子極微量。

7 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子極微量。

8 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ノロック極微量。

9 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,炭化粒子極微量。

10 褐   色 ローム粒子中量,炭化粒子極微量。

11 黄 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム中プロック中量,炭化粒子極微量。

12 暗 褐 色 ローム粒子微量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子極微量。

13 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム中プロック微量,炭化粒子・褐色

土極微量。

14 褐   色 ローム中プロック多量,コ ーム粒子少量。

一-207-―

第134図 土坑実測図(4)



SK 122

第122号土坑J唇解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,焼土粒子極微量。

2 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,焼土粒子極微量。

3 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム中プロック少量。

4 褐   色 ローム粒子多量,ロ ーム中・小プロック少量,焼土粒子微

量。

5 黒 褐 色 ローム粒子少量。

6 明 褐 色 黒褐色粒子多量。

第140号 土坑土層解説

1 暗 褐 色 炭化物少量,ロ ーム粒子・炭化粒子・ 砂

粒微量。

2 暗 褐 色 炭化物・炭化粒子少量,ロ ーム粒子微量。

3 暗 褐 色 ローム粒子・ 炭化粒子微量,焼上粒子極

微量。

4 黒 褐 色 ローム粒子微量,焼上粒子・ 炭化粒子極

微量。

5 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量 ,

炭化物微量,炭化粒子極微量。

6 褐   色 砂粒中量,ロ ーム粒子・ 炭化物微量。

7 にぶい黄褐色 砂粒極多量,ロ ーム粒子極微量。

8 暗 褐 色 砂粒多量,炭化粒子微量。

9 暗 褐 色 砂粒少量,ロ ーム粒子・炭化物微量,焼
土粒子・炭化粒子極微量。

砂粒少量,炭化粒子極微量。

砂粒中量,ロ ーム粒子極微量。

炭化粒子・砂粒少量,ロ ーム粒子微量。

炭化粒子少量,ロ ーム粒子・砂粒微量 ,

炭化物極微量。

ローム粒子・炭化物・砂粒微量。

ローム粒子少量,ロ ームガヽプロック・炭

化粒子微量,焼土粒子極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量 ,

炭化粒子微量。

ローム粒子・炭化粒子少量,ロ ームイヽプ

ロック・焼上粒子・炭化物極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・ 炭

化物少量。

ローム粒子・砂粒少量,炭化粒子微量。

ローム粒子中量,炭化物・炭化粒子少量 ,

ローム小プロック微量。

SK 140

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

暗

暗

暗

黒

・０

■

・２

・３

色

色

褐

褐

暗

暗

‐４

‐５

16暗 褐 色

17褐   色

18褐

19暗 褐

20褐

色

色

色

21暗 褐 色

22黒 褐 色

23褐

24褐

ローム小プロック・炭化物・炭化粒子中量,ロ ーム中ブロッ

ク・ ローム粒子少量,焼土粒子極微量。

炭化粒子少量,ロ ーム粒子・炭化物微量,ロ ームイヽプロッ

ク極微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小プロック中量,炭化粒子微量,

焼土粒子極微量。

ローム小ブロック・ ローム粒子中量,炭化物微量,焼土粒

子極微量。

炭化物・炭化粒子少量,ロ ーム小プロック・ ローム粒子微

量。

炭化物多量,炭化粒子極多量,ロ ーム粒子・焼土小プロッ

ク・焼土粒子少量,ロ ーム小プロック微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック微量,焼土粒子・炭化

粒子極微量。

色

　

色

25黒 褐 色

26暗 褐 色

27黄 褐 色

0              2m

第135図 土坑実測図(5)
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第136図 土坑出土遺物実測・ 拓影図



第142号土坑 (第133図 )

位置 D8gl区。

規模と平面形 長軸1.65m,短軸1.63m,深さ0.49mの方形。

長軸方向 N-69° 一E。

壁面 垂直に立ち上がっている。

底面 方形で平坦である。

覆上 上層から下層にかけてローム小ブロック,ロ ーム粒子を含むことから人為堆積 と思われる。

遺物 土坑中央部の覆土上層から中層にかけて,土師器片,須恵器片が集中して出上している。

所見 本跡は埋め戻しの過程で遺物が投棄されたと思われる。出土遺物から古墳時代中期のもの

と考えられる。性格は不明である。

第166号土坑 (第 133図 )

位置 E8c3区。

規模と平面形 長軸2.72m,短軸2.60m,深さ0。 38mの方形。

長軸方向 N-61° 一W。

壁面 外傾して立ち上っている。

底両 方形で平坦である。

覆土 上層から下層にかけてローム小ブロック,ロ ーム粒子を含むことから人為堆積 と思われる。

遺物 覆土中から縄文式上器片,土師器片が出上している。

所見 本跡は人為的に埋め戻されたものと思われる。時期,性格 ともに不明である。

第70号土坑出土遺物観察表

第86号土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備  考

第136図

1

不

土師質土器

B
C

底部破片。平底。 底部回転糸切 り。 雲母・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５２９
陽

図版番号 器   種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第136図

2

不

土 師 器

A [15。 9]

B (4.9)
体部から口縁部の破片。体部 は

内彎 して立ち上が り,日 縁部 は

外反する。

体部内・外面ナデ。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

５３０

％

3

甕

土 師 器

A  17.5
B (5.9)

日縁部破片。口縁部 と頸部 との

境に強い稜 を持つ。日縁部 は外

反する。

回縁部外面 ヘ ラ削 り,肉面 ナ 長石・ 石英・ 砂粒

橙色

普通

P53ユ

10%
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図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 踏  考

第 136図

4

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[14.2]

4.5

4.2

底部から口縁部の破片。平底。

体部は内彎 して立ち上が り,ロ
縁部はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り後ナ

デ。日縁部内 。外面横ナデ。内
・ 外面赤彩。

長石・ 石英・ 砂粒

赤色

普通

Ｐ５３２
既

5

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

[13.6]

(5.8)
体部から回縁部の破片。体部は

内脅 して立ち上がり,口縁部は

外傾する。口縁部内面に弱い稜
を持つ。

体部外面ヘラ削り後ナデ,内面
ナデ。口縁部内・ 外面横ナデ。

内・ 外面赤彩。

長石・石英・砂粒
にぶい赤褐色

普通

Ｐ５３３
賜

6

塊
土 師 器

(2.5)
4.6

底部破片。平底。 底部ヘラ削 り後ナデ。内面赤

彩。

長石・ 石英・ 砂粒

浅黄橙色

普通

Ｐ５３４
琥

7

憂

土 師 器

A 〔15.2〕
B (6.2)

口縁部破片。口縁部 は外反す

る。

頸部外面ヘラ削 り,口縁部内・

外面積ナデ。

長石・石英・砂粒
にぶい黄橙色

普通

P535

5%

第98号土坑出土遺物観察表

第105号土坑出土遺物観察表

第161号土坑出土遣物観察表

第 5節 その他の遺構

1 井戸状遺構

当調査区からは,台地の先端部に 2基,中央部に 1基,基部に 1基の計 4基の井戸状遺構が検

出されている。

第 1号井戸状遺構 (第 137図 )

位置 L2bl区。

規模と平面形 長軸1.72m,短軸1.62m,深 さ1.82mの 5角形。

長軸方向 N-51° 一E。

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 136図
8

郷

上 師 器

Ａ

Ｂ

[14.7]

(4.6)

体部から口縁部の破片。体部は

内彎して立ち上がり,口縁部と

の境に強い稜を持つ。口縁部 は

外傾する。

体部外面ヘラ肖Jり 後ナデ,内面
ナデ。口縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・砂粒

明釉

普通

Ｐ５３６
畷

図版番号 器 種 計測値lcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・ 焼成 備  考

第136図

9

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部か ら体部下位の破片。平

底。体部 は内蒼 して立ち上が

る。

底部及び体部外面ヘラ削 り後ナ
デ,内面ヘラナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５３７
甥
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壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 5角形で平坦である。粘土層を掘 り抜いて構築されている。

覆上 自然堆積 と思われる。

遺物 覆土中から縄文式上器片,土師器片,須恵器片が出上している。

所見 本跡は,粘土層を掘 り抜いて構築されていることから,井戸状遺構 と思われる。時期は不

明である。第 2号井戸状遺構と並んで構築されている。

第 2号井戸状遣構 (第137図 )

位置 L lbO区。

規模と平面形 長径1.42m,短径1。 38m,深 さ1.87mの不整円形。

長径方向 N-60° 一E。

壁面 外傾 して立ち上がっている。

底面 不整円形で平坦である。粘土層を掘 り抜いて構築されている。

覆土 降雨のため土層の半分が崩れてしまったが,残存した土層から自然堆積 と思われる。

遺物 覆土中から縄文式上器片が出上している。

所見 本跡は,粘土層を掘 り抜いて構築されているため,井戸状遺構 と思われる。時期は不明で

ある。第 1号井戸状遺構 と並んで構築されている。

第 3号井戸状遺構 (第 138図 )

位置 J4b9区。

規模と平面形 長径2.05m,短径1.52m,深さ2.06mの楕円形。

長径方向 N-26° 一W。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 楕円形で平坦である。

覆上 自然堆積 と思われる。

所見 本跡は,粘土層を掘 り抜いて構築されているため,井戸状遺構と思われる。遺物等が出土

していないので時期は不明である。

第 4号井戸状遺構 (第138図 )

位置 D8g8区。

規模と平面形 長径1.92m,短径1.04m,深さ1.50mの 楕円形。

長径方向 N-80° 一W。
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壁面 外傾 して立ち上がっている。

底面 楕円形で平坦である。粘土層を掘 り抜いて構築されている。

覆上 1～ 13層 は自然堆積,14層から下層にかけてはローム小プロック,ロ ーム粒子,粘土小ブ

ロック,粘土粒子を含み人為堆積 と思われる。

所見 本跡は,遺物等が出土していないので時期は不明である。現状では湧水はないが,粘土層

を掘 り抜いているので,当時は湧き水があったと思われる。

○

Al。
.8m

第 1号井戸状遺構止層解説

1 褐   色 ローム粒子中量。

2 褐   色 ローム粒子中量。

3 明 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小

プロック微量。

4 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小

プロック極微量。

5 褐   色 ローム粒子多量,炭化粒子

極微量。

6 褐   色 ローム粒子多量,炭化粒子

極微量。

7 褐   色 ローム粒子中量,粘土極微

量 。

8 褐   色  ローム小 プロック微量。

9 褐   色 ローム粒子少量。

10 褐   色 ローム粒子少量。

第 2号井戸状遺構土届解説

1 褐   色 ローム粒子少量,焼土粒子・

炭化粒子微量,炭化材極微量。

2 褐   色 コーム粒子中量,ロ ーム小ブ

3暗 褐 色

ロック微量,焼土粒子・炭火

粒子極微量。

ローム粒子少量,ローム小ブ

ロック・炭化粒子微置,焼土

粒子・ 炭化物極微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブ

ロック少量,炭化粒子微量。

ローム粒子多量。

ローム粒子少量。

ローム粒子・ 粘土粒子多量。

4褐

A19.8m

色

　

色

色

色

褐

褐

暗

褐

2   0             2m

第137図 第 1 2号井戸状遺構実測図
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⑭ l 第 3号井戸状遺構土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子微量,焼土粒子・炭化

粒子極微量。

ローム粒子微量,ロ ーム小プロッ

ク・ 焼土粒子・ 炭化粒子・ 褐色土

極微量。

ローム粒子少量 ,ロ ーム小 プロッ

ク・焼土粒子・ 炭化粒子微量,褐
色土極微量。

ローム粒子中量 , ローム小 プロッ

ク少量,炭化粒子極微量。

ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

ローム粒子中量 ,ロ ーム小ブロッ

ク微量,炭化粒子 。暗褐色土極微量。

ローム小 ブロック・ 炭化粒子微量 ,7 暗 褐 色 ローム粒子中量 ,

褐色土極微量。

8褐

2暗 褐 色

3暗 褐 色

4褐 色

褐 色

色

黄

褐

A22.8m

口
|

口
|

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,炭化粒子微

量,暗褐色土極微量。

ローム小ブロック・ ローム粒子中量 ,暗褐色土極微量。

ローム中プロック・ ローム粒子多量,ロ ームイヽ プロッ

ク極多量,炭化粒子極微量。

ローム粒子多量,ロ ームガヽプロック少量。

暗褐色土多量,ロ ーム小プロック・ ローム粒子中量。

ローム小ブロック・ ローム粒子極多量 ,ロ ーム中ブロ

ック中量,ロ ーム大 プロック少量。

ローム粒子多量,ロ ームガヽ プロック中量。

ローム粒子中量 ,ロ ーム小 ブロック少量 ,褐色上極微量。

粘土小ブロック極微量。

3褐   色

4暗 褐 色

ローム小ブロック極微量。

ローム小プロック極微量。

色

色

掲

褐

色

色

色

色

色

色

11

12

13

14

15

16

褐

褐

褐

褐

暗 褐

黒 褐

Ａ
一

SE 3

A23.4m

SE 4

0               2m

第 4号井戸状遺構上層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子微量,焼土粒子・ 戌化粒子

極微量。

2黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・

焼土粒子・ 炭化粒子微量,焼土小 ブロ

ック・ 褐色土極微量。

ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子微

量,ロ ーム小プロック極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・

焼土粒子少量,炭化粒子微量,褐色土

プロック極微量。

5 褐   色 ローム粒子多量,炭化粒子微量,焼土粒

極微量。

ローム粒子・炭化粒子少量,コ ーム小ブロック・焼土泣子微量,炭化物極微量。

ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子微量。

ローム粒子・焼土粒子少量,炭化粒子微量 ,

ローム粒子少量,焼土粒子・ 炭化粒子微量 ,

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

ローム粒子少量,炭化粒子極微量。

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,炭化粒子微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 炭化粒子微量。

ローム粒子中量,粘土小ブロック少量,ロ ーム小ブロック微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・ 焼土粒子・ 炭化粒子微量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量,炭化粒子微量。

ローム粒子多量,炭化粒子・ 粘土粒子微量,暗褐色土極微量。

ローム粒子少量,粘土小ブロック微量。

ローム粒子・焼土粒子中量。

ローム粒子少量,ロ ーム小 プロック・ 炭化粒子・ 粘土小 ブロック微量。

ローム粒子極多量,ロ ーム中ブロック中量,粘土小プロック少量。

粘土小ブロック少量,ロ ーム粒子・ 炭化粒子・ 粘土粒子微量。

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

暗 褐 色

暗 褐 色

暗 褐 色

暗 褐 色

明 褐 色

暗 褐 色

暗 褐 色

褐   色

暗 褐 色

黒 褐 色

にぶい黄褐色

暗 褐 色

褐   色

黒 褐 色

暗 褐 色

暗 褐 色

黄 褐 色

黒 褐 色

第 138図  第 3・ 4号井戸状遣構実測図
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炭焼窯跡

当遺跡からは,炭焼窯跡が台地斜画部から6基検出されている。第 6号炭焼窯跡については,

耕作による撹乱をかなり受けて,遺存状態が悪いため,図版は掲載しなかった。

第 1号炭焼窯跡 (第139図 )

位置 H8h2区。

規模と平面形 全長3.35m,短径1.29mの 楕円形である。断面形はU字状である。

長径方向 N-62° 一W。

壁 最大壁高は54cmで,垂直に立ち上がっている。約30cmの厚さで粘土を張 り,壁面の一部

Q

0/
A22.2m

B22.Om

第 1号炭焼窯跡■層解説

A
1黒   色 ローム粒子・ 焼 土 小 ブ

ロック・焼土粒子・ 炭化

粒子少量。

2 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子少量。

3 褐   色 ローム小プロック・ コー

ム粒子少量,焼土粒子・

炭化粒子極少量。

4 赤 褐 色 焼土大 。中・小ブロック

多量。

5暗 赤 色 ローム粒 子・ 焼 土 小 ブ

ロック・焼土粒子・ 炭化

粒子少量。

6にぶい赤褐色 ローム粒 子・焼 土 小 ブ

ロック・焼土粒子・炭化

粒子少量。

B
1 褐   色 焼土粒子・炭化物・炭化

粒子少量,粘土・黒色土

極微量。

2 赤 褐 色 焼上小プロック中量。

3 にぶヤ墳燈色 粘土。

4 褐   色 ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子少量。

にぶい褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量。

褐   色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム粒子極少量。

褐   色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム粒子種少量。

明 黄 褐 色 粘上。

黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム粒子極少量。

赤 褐 色 焼上大 。中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量。

暗 赤 褐 色 焼土中・小プロック・焼土粒子・炭化粒子少量。

号炭焼窯跡実測図第139図 第 1
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を礫によって補強して構築されている。壁面の粘土は熱を受け赤変硬化している。

炭化室 平面形は長径1.99m,短径1.29mの 楕円形で,天丼部は崩落している。窯底は粘土を張

ってあり,粘土は熱を受け赤変硬化している。

煙道部 奥壁中央部に検出されている。煙道口は窯底から約13cmの段を持ち高 くなり,煙道口

底面に平らな礫が敷かれている。煙道は孔径15cmで垂直に立ち上がっている。

前庭部 長さ0.74m,幅0.46mの濤状になり,出入口部から粘土壁が袖状に前庭部に伸びている。

覆上 自然堆積 と思われる。中層には,粘上が熱を受け赤化した焼土ブロック,焼土粒子が厚 く

堆積 しており,天丼部の崩落による堆積と思われる。

遺物 煙道部付近から瓦片が出上している。瓦片は崩落した天丼部の粘上に混入して出上してい

ることから,天丼部の補強に使われたものと考えられる。

所見 時期は遺構の形態から,近世以降と考えられる。

第 2号炭焼窯跡 (第140図 )

位置 L le7区。

規模 と平面形 全長 (3.34)m,短 径1.66mの 不整楕円形である。断面形はU字状である。

長径方向 N-22° 一W。

第 2号炭焼窯跡上層解説

1 にぶい赤褐色 焼上粒子・炭化材・炭化粒子中量,ロ ーム粒子・焼土小ブ

ロック・粘土小ブロック少量。

2 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小プロック・炭化材・炭化粒子中量,

粘土小ブロック少量,ロ ームオヽプロック微量。

3 にぶい橙色 粘土粒子中量,焼土粒子・炭化粒子少量。

4 暗 赤 灰 色 炭化材・炭化粒子・粘土小ブロック多量,焼土小ブロック・

焼土粒子中量。

暗 赤 褐 色 粘土粒子多量,コ ーム粒子 。焼土粒子・炭化材少量。

赤 灰 色 炭化材・ 粘土粒子多量,ロ ーム粒子中量,焼土粒子・ 粘土

小ブロック少量。

灰 赤 色 粘土ブロック中量,炭化材・ 炭化粒子少量。

明 赤 褐 色 粘土プロック中量。

にぶい褐色  ローム粒子中量,炭化粒子少量,焼土粒子微量。

にぶい褐色 ローム粒子中量,炭化材・ 炭化粒子少量,焼土粒子微量。

にぶい褐色  ローム小プロック中量,ロ ーム粒子・炭化粒子少量,焼土

粒子微量。

にぶい褐色 炭化材中量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子少量。

褐   色  ローム粒子多量,焼土粒子・ 炭化粒子少量。

褐   色  ローム粒子・ 炭化材中量,焼土粒子微量。

褐   色  ローム粒子多量,ロ ームオヽ プロック・ 炭化粒子微量。

にぶい赤掲色 焼上粒子多量,ロ ーム粒子・炭化材中量。

生18.3m

0               2m

第140図 第 2号炭焼窯跡実測図
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壁 壁高は■～14cmで ,外傾 して立ち上がっている。約20cmの 厚さで粘土を張って構築され

ている。熱を受け赤変硬化している。

炭化室 平面形は長径2.72m,短径1.66mの 楕円形で,天丼部は崩落している。窯底はほぼ平坦

で,粘土を張 り熱を受けて,赤変硬化している。

煙道部 奥壁中央部に検出されている。煙道は孔径が約38cmで,窯底から外傾 して立ち上がっ

ている。

前庭部 撹乱を受けほとんど残存していない。

覆上 自然堆積 と思われる。上層には,粘上が熱を受け赤化した焼土ブロック,焼土粒子が厚 く

堆積 しており,天丼部の崩落による堆積 と考えられる。

所見 遺物は出上していないが,時期は遺構の形態から,近世以降と考えられる。

第 3号炭焼窯跡 (第141図 )

位置 L lc7区 。

規模 と平面形 全長 (2.19)m,短径1.29mの 楕円形である。断面形はU字状である。

長径方向 N-11° 一W。

壁 最大壁高は17cmで,外傾 して立ち上がっている。約20cm程の厚さで粘土ブロックを積み

上げて構築されている。熱を受け赤変硬化している。

炭化室 平面形は長径1.76m,短径1.29mの 楕円形で,天丼部は崩落している。窯底は花蘭岩 と

粘上を敷 き詰めてあり,粘土は熱を受け赤変硬化している。

||

第 3炭焼窯跡土層解説

1 暗 赤 褐 色 焼土粒子・粘土中ブロック多量,炭化物・炭化

粒子少量。

2 によい赤褐色 焼土粒子 。粘土小ブロック多量,炭化材・炭化

粒子微量。

3 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,炭化粒子・粘土小プロック少量,

炭化材微量。

4 暗 赤 褐 色 炭化材・粘土小プロック中量,炭化粒子少量。

5 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土小プロック・焼土粒子中量,

炭化材・炭化粒子少量。

6 赤 褐 色 粘土大ブロック多量。

7 明 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子多量,粘土小ブロック少量。

生19.4m ml10

Ｃ
一

0               2m

④
l

第141図 第 3号炭焼窯F/1実測図
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出入口部 花闘岩が窯底よりも3cmほ ど高 く敷かれている。

煙道部 奥壁中央部から検出されている。煙道の孔径は約46cmで,窯底から外傾して立ち上が

っている。

前庭部 撹乱を受けほとんど残存していない。

覆上 自然堆積 と思われる。上層には,粘上が熱を受け赤化した焼土ブロック,焼土粒子が厚 く

堆積しており,天丼部の崩落による堆積と考えられる。

所見 遺物は出土していないが,遺構の形態から,時期は近世以降と考えられる。

く ||ロ

Ｅ

。
．？

副
「

第 4号炭焼窯跡土層解離

1 褐   色 焼土粒子少量,炭化物・炭化粒子微量。

2 褐   色 暗赤褐色 土中量,焼土粒子・ 炭化粒子少量,焼土小プロッ

ク微量。

にぶい赤掲色 焼土粒子多量,暗赤褐色上中量,炭化泣子微量。

におい赤褐色 焼土小ブロック・焼土粒子多量,暗赤褐色土中量,炭化物・

炭化粒子少量。

明 赤 褐 色 暗赤褐色土中量,炭化物微量。

灰 褐 色 炭化物多量,焼土粒子少量。

にぶい赤色 焼土粒子中量,焼土小 プロック微量,炭化物極微量。

暗 赤 褐 色 焼土粒子・ 暗赤褐色上中量,焼土小プロック・ 炭化物・ 炭

化粒子少量。

明 赤 褐 色 炭化粒子・ 焼土極微量。

暗 褐 色 焼土粒子中量,焼土小 ブロック・ 炭化粒子少量。

3

4

5

6

7

8

9

10

11 にぶい黄橙色

12明 赤 褐 色

13掲   色

14暗 赤 褐 色

15暗 褐 色

16黒 褐 色

o              2m

焼土粒子中量,炭化物少量,焼上小プロック微量。

焼土粒子多量,焼土小プロック微量,炭化物極微量。

焼土粒子・炭化泣子微量,炭化物極微量。

焼上粒子中量,焼上小プロック・炭化物少量。

炭化物・炭化粒子少量,焼土粒子微量,焼土小ブロック極

微量。

炭化粒子少量,炭化物微量,焼上小プロック・焼土粒子・

褐色土極微量。

ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子極微量。

焼土粒子・炭化粒子中量,ロ ーム粒子少量。

ローム粒子多量,炭化粒子少量,焼土粒子微量。

色

色

色

褐

褐

褐

第142図 第 4号炭焼窯跡実測図
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第43号炭焼窯跡 (第 142図 )

位置 K4d4区。

規模と平面形 全長3.97m,短径1.30mの 精円形である。断面形はU字状である。

長径方向 N-14° 一W。

壁 最大壁高は46cmで ,垂直に立ち上がっている。約18cmの厚さの粘土ブロックを積み上げ

て構築されている。壁面の粘土ブロックは熱を受け赤変硬化している。

炭化室 平面形は長径2.00m,短径1.30mの 楕円形で,天丼部は崩落している。窯底は粘土を張

ってあり,粘土は熱を受け赤変硬化している。出入日付近の窯底から礫が検出されている。

煙道部 奥壁中央部に検出されている。煙道口は窯底から約10cmの段を持ち高 くなっている。

煙道は孔径26cmで垂直に立ち上がっている。

前庭部 長さ1.34m,幅 0.60mの 溝状になっている。

覆上 自然堆積 と思われる。中層には,粘上が熱を受け赤化した焼土ブロック,焼土粒子が厚 く

堆積しており,天丼部の崩落による堆積 と考えられる。

所見 遺物は出上していないが,遺構の形態から,時期は近世以降と考えられる。

第 5号炭焼窯跡 (第 143・ 144図 )

位置 K4d2区。

規模と平面形 全長 (2.70)m,短 径1.47mの 精円形である。断面形はU字状である。

長径方向 N-10° 一W。

壁 最大壁高は38cmで ,垂直に立ち上がっている。約24cmの厚さで粘土を張って構築されて

いる。壁面は熱を受け赤変硬化している。

炭化室 平面形は長径1.94m,短径1.41mの 楕円形で,天丼部は崩落している。窯底は粘上を張

ってあり,粘土は熱を受け赤変硬化している。

煙道部 奥壁中央部に検出されている。煙道口は窯底から約14cmの段を持つ。煙道は孔径20cm

で垂直に立ち上がっている。

前庭部 斜面部のため確認できなかった。

覆上 自然堆積 と思われる。中層には,粘上が熱を受け赤化した焼土ブロック,焼土粒子が厚 く

堆積しており,天丼部の崩落による堆積 と考えられる。

遺物 覆土中から須恵器片,第 144図-1の鉄製品が出上している。

所見 遺構の形態から,時期は近世以降と考えられる。
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第 5号炭焼窯跡土層解説

1 にぶい褐色 砂質粘土粒子多量,焼土粒子少量,炭化糧子

微量,炭化物極微量。

2 にぶい褐色 砂質粘土粒子多量,焼上粒子・ 炭化粒子極微

量。

3 暗 褐 色 砂質粘上粒子少量,焼土小プロック・ 焼土粒

子微量,炭化物極微量。

4 褐   色 砂質粘土粒子多量,炭化物・砂質粘土小ブロッ

ク少量,ロ ーム粒子・ 焼土粒子・ 炭化粒子微

量 。

5 によい赤褐色 焼土粒子中量,焼土小プロック・炭化物・砂

質粘土粒子少量,炭化粒子微量。

6 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土中プロック少量。砂質粘

土プロック・砂質粘土粒子微量。

7明 赤 褐 色 炭化物微量。

8 暗 褐 色 砂質粘土プロック中量。

9 にぶい赤褐色 焼土粒子多量,炭化粒子中量,焼土小プロッ

ク少量,砂質粘土粒子微量。

黒   色 炭化物多量,焼上小ブロック・ 砂質粘土プ ロ

ック微量,焼土中プロック極微量。

明 赤 褐 色 砂質粘土ブロック多量,焼土粒子極多量,炭
化物少量,炭化粒子極微量。

極暗赤褐色 炭化粒子多量,焼土小プロック・焼土粒子 中

量,砂質粘土粒子少量。

暗 赤 褐 色 焼土小プロック・ 焼土粒子・ 炭化粒子中量 ,

砂質粘土粒子少量。

褐   色 焼土小ブロック・ 焼土粒子中量,炭化粒子・

砂質粘土小プロック少量。

明 赤 褐 色 砂質粘土小プロック多量,焼上粒子極多量 ,

炭化物微量。

にぶい赤褐色 焼土粒子多量,焼土小 プロック・炭化物・ 砂

質粘土粒子少量。

焼土粒子多量,焼土小プロック・ 炭化物・ 砂質粘土粒子少

量。

焼土粒子多量,炭化物・ 砂質粘土少量。

焼土粒子極多量,砂質粘土少量,炭化物・ 炭化粒子微量。

焼土粒子・ 砂質粘土中量,炭化物極微量。

Ａ
〓
Ｃ

16

にぶい赤掲色

にぶい赤褐色

赤 掲 色

暗 赤 褐 色

0               2m

第143図 第 5号炭焼窯LTI実 測図

第 6号炭焼窯跡 (第 144図 )

位置 B9g5区。

規模と平面形 全長 (2.90)m,短径 (2.41)mの 楕円形と推定される。

長径方向 N-51° 一W。

壁 約10cmの厚さで粘土を張って構築されている。壁面は熱を受け赤変硬化している。

炭化室 平面形は長径 (2.90)m,短径 (2.41)mの 楕円形で,天丼部は崩落している。窯底は耕作

によるトレンチャー トと芋穴により撹乱を受けているが,部分的に遺存している窯底から粘土を

張って構築されたものと思われる。粘土は熱を受け赤変硬化している。

煙道部 撹乱を受けているため,確認できなかった。

前庭部 撹乱を受けているため,確認できなかった。

覆上 自然堆積 と思われる。覆土中には,粘土が熱を受け赤化した焼土ブロック,焼土粒子が堆

積しており,天丼部の崩落による堆積 と考えられる。
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遺物

所見

北西壁から第144図-2の鉄製品が出上している。

遺構の形態から,時期は近世以降と考えられる。

第144図 第 5・ 0号炭焼窯出土遣物実測図

0               1ocm
2
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表 2 住居LTI一 覧表

住居跡

番 号

位 置 (長 )軸方炉 平 面 形

規模 (m)

(長軸X短軸)

一局

(cm)

床 面

内 部 施 設

炉 篭 覆土 出 土 遺 物 備 考

整 澪 主柱バ t蔵 ガ 入 匡

l F8亀 N-47° 一E 長 方 形 6.75× 5,28 B6-47 平 坦 0 0 2 I 自然
上 師 器 (イ,整 )砥 石,石
鏃

南西 コーナーに焼上

2 7iタ N-45° 一W 方   形 7.00× 6.37 24-4( 平 坦 全 周 4 1 5 l 2 人為
須

，
，
玉つ

渤れ鵜騨塩稀
『饂醜

間仕切 り溝,焼失

3 G7,5 N-44・ ―W 方   形 6.52× 6.48 19-33 平坦 半 周 4 1 6 l 2 人為
土師器 (郵,塊 ,交),縄
文式上器片,石鏃,磨石

間仕切 り滞,廃矢

N-105° ―W [長 方形 ] (515)X(410) 0-5 平坦 0 0 0 1 不 明 土師器(イ ,莞 )

5 H7a7 N-40° 一E 方   形 3.88× 3.53 4-10 平坦 3 0 5 0 1 不 明 土師器 (イ ,塊 ,菱)

6 H7c` N-35・ ―∬/ 方   形 5.74× 5.72 B5-40 平埋 全周 l 0 1 人為
土 師 器 (イ,婉 ,鉢策 ),

砥石

焼 失,粘 ■,焼 上,出
入 日施設

H7先 N-72° 一部「 方   形 832× 8.13 13ヘフ77 平坦 部 分 1 15 3 1 自然
上師器 (不 ,婉 ,蔦挙 ,葦 ,

無蓋高イ 遼・第),口 玉

焼失,間 仕切 り溝,出
入口施設

8 H7i N-68° 一

"V
長 方 形 4.20× 2.90

'0ヘ

ン31 平坦 2 8 0 0 人 為
上師器 (イ,第,甑),須
恵器 (イ身,不蓋),上玉

焼 失

9 H4gs N-49° 一瓢「 方   形 8.34× 8.25 18^ン37 平 坦 4 1 6 0 自然
土師器 (イ,婉 ,甕,甑 ),

須恵器(H2,甕 ),臼 玉
焼 土

10 1 4 as N-48° 一ヽV 長 方 形 6.62X5,84 16-21 平 坦 1 0 0 1 自然 上師器 (イ,塊 ,甕 ) 南西壁に焼圭

11 14g9 N-38° 一MI 方   形 9.04× 8.80 16-56 平 坦 全月 1 0 2 自然
間仕 切 り満,北 西壁 に

焼上

12 N-88° 一E 方   形 6.94× 6.76 ,7-64 平 坦 全周 4 0 0 入為
土師器 (不,鉢),砥 石,

炭化材
焼 失

13 K2b3 N-87° 一E 方   形 3.50)× 3.4 14-54 平 坦 0 0 1 0 鼈 自然 平 安

14 K2bs N-44° 一W 長 方 形 4.24× 3.20 18-22 平 坦 0 0 0 0 0 自然 土師器 (坪,甕 ) 第18号上坑より新しい

15 15d6 N-45° 一W 方   形 7.30× 6.72 16ヘフ5( 平 坦 全 周 4 1 5 1 I 人 為
土師器(名 壷,葵,甑 ),

臼玉,炭化材
間仕切 り溝,焼失

K le8 N-70° 一E 方   形 3.46× 3.24 B8-30 平 坦 0 0 0 篭 自然 平 安

17 K2cs N-24° ―W 長 方 形 4.00× 3.32 22-4 平 坦 全 周 0 0 0 鼈 自然 平 安

K2a6 N-45° 一W 方   形 6.48× 5,96 〕6-66 平 坦 全 周 1 0 J 自然
上 師 器 (イ,境 ,甕 ),右

燒 失

K2亀 N-58° 一E [長 方形 ] 7.30× 5.30 24-4g 平 坦 0 0 0 0 自然
上 師器 (イ ,婉 ,萌,妻 ),

北 コーナーに焼■

K2d4 N-38す ―¶オ 方   形 .00× (2.94) 4-8 平 坦 0 0 0 0 0 不明
上師器 (イ,甕),須恵器

(奏 )

N-33° ―W/ 長 方 形 6.14× 5.00 40-46 平坦 0 0 0 0 自然 上師器 (イ,甕),祗石 擁 失

J3磯 N-54° 一E 長 方 形 5.24× 3.98 6-26 平坦 0 0 l 1 1 自然
土師器 (イ,婉 ,甕),自

J3g2 N-49° 一瓢「 方   形 5,56× 5.50 40-60 平坦 全 周 5 0 1 自然
土師器(14S,婉 ,甑,要 ),

炭化物,縄文式上器片
Itt失

K3a0 N-0 長 方 形 .50× [3.68] 10-58 平坦 0 0 0 0 篭 自然
須恵器 (イ,高イ付イ,高
盤)

平安,墨書土器

[5 cO N-45° 一M′ 方   形 8.12× 7.94 34ヘフ54 平坦 半 周 1 5 0 1 人為
土師器 (イ,婉 ,壷,薬 ), 焼失,関 仕切 り潜,出

入口施設

J5a. N-52° 一W 方   形 8.20× 7.90 13^ヤ 50 平坦 全 周 4 ユ 5 1 人為
土師器 (イ ,境 ,鉢,薦イ ,

焼失,聞仕切り溝

27 J5b。 N-42° 一W 方   形 8.12X7.76 40-60 平坦 全 周 4 2 6 1 1 人為
土師器 (イ,婉 ,奏,甑 ),

須恵器 (妻),白玉

間仕 切 り溝,出 入 口施

設

N-37° 一E 長 方 形 6.12× 5.04 34ヘン56 平埋 全 周 0 0 0 1 人為 土師器 (名 霊,甑 )

N-34° 一E 長 方 形 2.83)× 2.51 5^´ 7 平坦 0 3 0 0 0 人為 土師器 (整,菫 ) 第28号住居跡より古い

N-42° 一E 長 方 形 648× 4.72 22⌒ψ50 平坦 全 周 3 2 4 0 2 人為
土師器 (イ,壺,甕 )須 恵

器 (甕 )

焼失,問 仕切 り溝,出
入口施設
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住居跡

番 号

位 置 L(長 )勒方ド 平 面 形

規模 (m)

(長軸X短軸)

壁 高

(cm)

床 面

内 部 施 設

炉 電 覆 土 出 土 遺 物 備 考

璧 津 主柱穴 宇蔵炉 入 ロ

N-39° ―Ⅵ「 長 方 形 3.36× 2.64 6-28 平坦 0 0 2 0 0 人為 上師器 (イ,婉 ,霊,甑 )

N-35° ―E 長 方 形 4.86× 4.22 10へ 3́C 平坦 0 4 0 0 0 人紫
土師器 (不 ,高 イ,婉 ,壺 ,

羹),石鏃

J7cI N-35° 一E 長 方 形 3.80X3.13 5-1 平壇 0 0 0 0 0 自然 土師器 (イ,整 )

N-138° 一W 長 方 形 6.56× 5,20 32-21 平 坦 全 周 3 5 0 1 人 為 擁失,関仕切 り溝

N-56・ ―W 方   形 866× 8.10 16-34 平 坦 4 ユ 0 1 自然
土師器●ヽ塊 ,要,甑 ), 間仕切 り湾,出 入 回施

設

N-37° 一E 長 方 形 6.30× 4_74 16-3上 平 坦 一 部 0 5 0 0 1 人 為 上師器 (イ,婉 ,鉢,墾 )

間仕切 り溝,出入口施
設

」7a, N-36° 一E 隅丸長方形 2.69× 2.27 平 坦 0 0 1 0 0 自然 土師器 (不,甕 )

1 6 dc N-39° ―W 長 方 形 2.92× 2.38 9^ヤ 17 平 IIH 0 3 0 0 0 自然
■師 器 (イ,甕 ),須 恵器

(奏 )

N-3° 一W 方   形 2.60× 2.54 18-5を 平 坦 0 0 0 0 自然 土師器 (14‐
N,鉢

)

C8e9 N-41° 一E 方   形 805× 7.88 5-2〔 平 坦 全周 4 1 5 0 1 自然
土師器 (イ,甕 ),須 恵器

(杯蓋),炭化種子
商コーナーに焼土,間
仕切り溝

41 D8i N-48° 一W 長 方 形 5.50× 4.46 J8^ヤ 3イ 凹 凸 半周 1 7 1 1 人為
土師器(イ,寮 ),角 玉,

臼玉,上玉,砥石,石鏃
間仕切 り溝,出 入 口施

D8c N-45° ―W 方   形 7.80× 7.48 16-28 平 坦 全周 4 1 7 0 2 人為
土師器 (イ,塊 ,高郎,甕 ),

ほ石
間仕切 り溝,出 入 口施

C9C2 N-62° 一W [長 方形 ] (2,86)X(2.64) 4-6 不明 0 0 0 0 不明 土師器 (郭 )

44 C9,1 N-76° ―W [方  形 ] [3.82]X[368] 1^ヤ 2 凹凸 0 0 2 l 不明
土師器 (14N,甕),縄文式
上器片

第167号 土坑 よ り新 しい

N-25° 一E 長 方 形 4.82× 3.36 124-24 平坦 0 0 6 竃 人 兆 土師器 (イ,婉 ,奏 ) 焼失,古墳 (後 )

D8e9 N-65° 一Mた 長 方 形 6.56× 472 14-54 平坦 1 賀 0 1 人 為
上師器(イ,婉 ,変,甑 ),

紡鍾草,炭化種子

焼土,粘土塊 間仕切

り湾,出入口施設

47 D8f6 N-16° 一E 方   形 3.60× 3.34 12-36 平坦 0 0 0 0 電 自然
土師器 (イ,霊),須恵器

(イ ,郭蓋,高盤,甕 )

安

い

平

古
第 140号 土坑 より

J5es N-37° 一E 不整長方形 2.50× 1.92 -12 平 坦 0 0 0 0 I 自然 土師器(イ ,甕 )

表 3 土坑一覧表

土坑

番号

位 置

長径方向

[長軸方向]

平 面 形

規 模

壁 面 底 面 覆 土 出 土 遺 物 備 考

図 版

番 号長径 (軸)X短径(軸)(m) 深さ(皿 )

1 17c4 N― o 円   形 0.95× 0.95 外傾 平 坦 自然 土師器片

2 H7ia N-11・ ―E 橋 円 形 1.65× 1.47 垂 直 叫 人為 土師器片,須恵器片

3 H7e7 N-47・ ―ヽV 楕 円 形 1,92 X l.08 緩 斜 皿状 人為 炭化物,焼土粒子 (下層 )

4 H7eO N-36・ ―E 楕 円 形 1.28× 0.80 緩 斜 Ш凸 人為 チャー ト劉片

5 H7d9 N-23° 一E 橋 円 形 0,98× 0,70 緩 斜 平坦 自然

6 H8el N-5° 一私た 橋 円 形 0.78X O.69 外 傾 峨 自然 縄文式上器片

E7c。 N-35° 一M′ 楕 円 形 0.64 X O.55 外 傾 平坦 自然

H8bG N-60° 一W 楕 円 形 0.53× 045 垂 直 平坦 自然 土師器片

H7g! N-7° 一E 円   形 0.60× 0.55 外傾 平坦 自然 縄文式上器片

G8b7 N-41° 一W 楕 円 形 0.72× 0.63 外傾 平坦 人 為 縄文式上器片

11 G8c N-77° 一W 楕 円 形 0.63× 0.53 垂直 平 坦 自然 縄文式土器片

G8c N-21・ ―W 楕 円 形 0.78× 0.60 垂直 平 坦 自然 縄文式上器片,土師器片 134昼雪
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土坑

番号

位置

長径方向

[長軸方向]

平 面 形

規 模
壁 面 巨面 覆土 出 土 遺 物 備 考

図 版

番 号長径 (軸 )× 短径 (軸)(m)

13 F7d・ N-52・ ―W 楕 円 形 1,77× 1.50 外傾 凹凸 自然 上師器片

H7ce N-2° 一E 橋 円 形 1.30× 0.66 外傾 平 坦 人為 土師器片

15 H7d9 N38。 一E 楕 円 形 1.30X O,90 緩 斜 凹 凸 自然 上師器片

H7bi N-8° 一E 円   形 1.20× 1 10 垂 直 平 坦 人為 土師器片

1 7cs N-15° 一W 円   形 1.15× 1.05 外 傾 平 坦 自然 土師器片 134図

K2bs N28° ―W 不整楕円形 2.22 X l.18 緩 斜 凹 凸 自然 風倒木痕

L la7 N-52° ―E 惰 円 形 2.48× 2.15 12 垂 直 凹凸 自然 縄文式上器片

L l bs N-54° 一E 楕 円 形 1.35× 1.14 外 傾 凹凸 自然

L l d6 N-35° 一E 円   形 2.25× 212 外傾 平 坦 自然

L l be N-22・ ―E 隅丸長方形 [4.37]X068 垂直 平 坦 自然 縄文式上器片

しl a9 N-17° 一E 長楕 円形 2.00× 0,75 垂直 平 坦 自然 縄文式上器片,土 師器片'須恵器片

Kl N-30° 一W 不整 円形 と.31× 1.27 31 外傾 平 坦 自然 土師器片

Kユ h8 N-14・ ―E 不 整 形 1.50× 1.20 垂直 凹 凸 自然 土師器,縄文式上器片,須恵FF片

L lbg N-4° 一E 円   形 1.33× 122 垂直 平 坦 自然 縄文式上器片,上師器片

Kleも N-10° 一W 楕 円 形 1.12× [1.00] 緩 斜 平 坦 自然

K li6 N-3° 一E 長 楕 円形 171× 120 垂直 平 坦 自然 縄文式上器片,上師器片 第132号 土坑 より古ヤ

K2j2 N-0° 円   形 120× 1.20 42 垂直 凶 凸 自然

K2j N-1° 一E 円   形 1.23× 1.18 垂直 平坦 自然

L lj2 N-8r― Vヽ 長 精 円形 4.22 X O.72 緩 斜 平坦 自然 縄文式土器片,■師器片,陶器片

K2j3 N-67° ―W 隅丸長方形 2.48 X O,74 垂直 平坦 自然 縄文式上器片

L lj4 N-81° 一W 円   形 1.03X l.01 垂直 平坦 自然 土師器片 134図

K2j` N-73° 一E 長橋 円形 1.98× 0。 92 外傾 平坦 自然 縄文式土器片

K216 N16° 一E 隅丸長方形 2,04× 0.91 外傾 平坦 自然 縄文式上器片,土師器片

K2,6 N-64° 一E 楕 円 形 1,35× 108 外傾 平坦 自然

K2j7 N-60° 一W 円   形 0.90× 0.83 外傾 平坦 自然

K2gs N63° ―W 長楕 円形 1.02 X O.25 外傾 平坦 自然

K2e6 N-31。 一W 長楕 円形 1.72 X O.78 垂直 平坦 自然 縄文式上器片,砥石

43 K2e6 N-45° ―W 長橋 円形 1.43× 0.67 垂直 平坦 自然 縄文式土器片

L2e7 N-38° 一E 橋 円 形 0.65X O.55 垂直 平坦 自然

K3e2 N-20° 一E 円   形 1.07X l.01 緩斜 凹 凸 自然 縄文式上器片,土師器片

K3e3 N-83° 一E 楕 円 形 1.38× 1.05 外傾 平坦 自然 縄文式上器片

K3d` N-76° 一W 楕 円 形 1.83× 1.02 外傾 Ell状 自然

K3c」 N-57° 一E 楕 円 形 1.50 X l.22 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片

」2■ 9 N-57° ―M「 長 楕 円形 1.62 X O.67 夕順 凹 凸 自然

J2hs N-0・ 不整楕円形 1.60× 1.05 緩 斜 凹 凸 自然

51 N-40° 一W 楕 円 形 1.85× 1.10 垂 直 凹 凸 自然

52 N-65° 一W 楕 円 形 1.64× 1.10 夕服 平坦 自然

N-26° 一Ⅵ′ 長楕 円形 2.26× 0.73 外傾 平坦 自然 縄文式上器片,上師器片 陥穴 (Tピ ット) 131図

Jl'7 N-78° 一W 円   形 1.46× 1.37 外傾 平坦 自然 縄文式上器片,上師器片 134図

J2bs N-75° 一E 隅丸長方形 1.82X l.62 外傾 平坦 人 為 土師器片 134図

N-18° 一E 楕 円 形 1.43× 1.28 外傾 平坦 自然 土師器片
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土坑

番号

位 置

長径方向

[長軸方向 ]

平 面 形

規 模

壁 面 底 面 覆 上 出 上 遺 物 備 考

図 版

番 号長径 (軸 )X短径 (軸)(m) 深さlem)

J2ds N-0 円   形 080× 080 垂直 平 坦 自然

N-47° 一E 円   形 191× 178 外 傾 平 坦 自然 土師器片 焼 土 132図

J2f3 N33° ―W 楕 円 形 2.58× 1.36 緩 斜 凹 凸 自然 縄文式上器片,土師器片 炭化物,焼上粒子

J2h3 N-86° 一部′ 隅丸長方形 1.70× 0,85 緩 斜 皿 状 自然

N-45° 一ヽ「 橋 円 形 0.69× 0,45 外 傾 皿 状 自然

N-44° 一W 惰 円 形 1.01× 075 外 傾 皿 状 自然

N-42° 一E 不整楕円形 298× 212 外 傾 凹 凸 自然

チ217 N-55° ―W 隅丸長方形 2.26× 125 外傾 平 坦 自然 縄文式上器片 下層に炭化物

J2b8 N-44° 一E 円   形 0.57× 052 外傾 平 坦 自然

66 J2a0 N-26° 一W 不 整 形 3.40× 2 12 外傾 凹凸 自然 風倒木痕

N-73° 一W 楕 円 形 1.93× 0,88 糊 凹 凸 自然

J3h3 N-19° 一E 不整楕円形 [2.30]Xl.47 緩 斜 平 坦 自然 土製状状耳飾 り,上師器片

71 K4b2 N-83° 一W 隅丸長方形 2.17× 1,28 外傾 平 坦 自然 縄文式上器片

と2 bl N-45° 一E 楕 円 形 1.03 XO.54 外傾 平 坦 自然

J5e? N-53° 一E 不整長方形 2.72× 1.14 外傾 皿 状 自然 上師器片

N-51・ ―E 隅丸長方形 1.27× 0,79 外 傾 平 坦 自然

J5et N-13・ ―E 隅丸長方形 2.43× 1.00 13 緩 斜 凹 凸 自然

N-72° 一ヽV 長楕 円形 2.06× 1.05 15 緩 斜 平 坦 自然

N-77° 一E 楕 円 形 1 48Xl.09 緩 斜 凹 凸 自然

N-77・ ―W 橋 円 形 [1.09]× 0.90 外 傾 平 坦 自然 第79B号土坑 よ り新 しし

N-81・ ―W 楕 円 形 088× 0.71 外 傾 平 坦 自然 第79A号土坑 より古い

N-48° 一E 不整楕円形 2.14× 1.40 外傾 平 坦 自然 土師器片

N-60° 一E 円   形 0.62× 0.57 外傾 平 坦 自然 土師器片

N-81° 一E 不整楕円形 2.35× [1.21] 外 傾 凹凸 自然 縄文式上器片,上師器片

15h9 N-37° 一W 円   形 1.10 X l.02 外 傾 平 坦 自然 土師器片,炭化材 132昼里

15h9 N-38° 一M「 円   形 0,72 X O.67 外 傾 皿状 自然 土師器片

15亀 N-35° 一ヽ「 円   形 0.86× 0.83 外 傾 四 凸 自然

15i7 N-57° 一E 楕 円 形 1.12 X O,95 10 外 傾 平 坦 人為 上師器片 132図

15 gs N-36° 一E 隅丸長方形 2.70 X l.17 13 外 傾 平 坦 自然 上師器片 中層に炭化物

15c3 N-50° 一E 隅丸長方形 3.03 X l.33 列M買 平坦 自然 土師器片

15d2 N-35° 一E 楕 円 形 1.40× 0,69 外傾 平坦 自然

N-35° 一E 隅丸長方形 2.91Xl.13 外傾 平TR 自然 土師器片 下層に炭化物

H4gO N-17・ ―E 隅丸長方形 2.29× 1.52 外傾 平坦 自然 土師器片 下層に炭化物

N-71・ ―E 不整隅丸長方形 2.03× 1.42 外傾 平坦 自然 土師器片

14b8 N-33・ ―ヽV 不整精円形 1.49× 0。 72 綬斜 四 凸 自然

14b3 N-50・ ―

“

「 楕 円 形 1.83× 0。 98 57 外傾 平坦 自然 土師器片

13e。 N-36° 一l1/ 隅丸長方形 2.06X O.85 13 外傾 平坦 自然 下層に炭化物

14 al N-47° 一M「 隅丸長方形 3.00X l.34 緩 斜 凹 凸 自然 土師器片 下層に炭化物

13a N-58'一 E 楕 円 形 0,77X O.68 37 外傾 平坦 自然

X3a N-24・ ―E 楕 円 形 1_27× 1_13 14 外傾 平坦 自然 土師器片 132図

13b7 N-18° ―E 楕 円 形 1.78× 1.61 外傾 平坦 自然 縄文式上器片 131図
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坑

　

号

土

　

番
位 置

長径方向

[長軸方向 ]

平 面 形

規 模

董面 底 面 覆 土 出 上 遺 物 備 考

図 版

番 号長径 (軸)X短径(軸)(m) 深さ(em)

N-50° 一部/ 不整楕円形 1.68× 0.84 外傾 皿 状 自然

〔3五 N-25° ―ヽV 不整 円形 1.28× 1.27 外傾 凹凸 自然 土師器片

N-34° 一M「 円   形 0。 77 X O,72 外傾 平坦 自然 土師器片

13 hl N-0 円   形 1.00× 1.00 外傾 平坦 自然 土師器片

N-2° 一E 橋 円 形 1.37× 1.13 外傾 凹 凸 人 為 縄文式上器片,上師器片

N-32° ―椰′ 楕 円 形 069× 0.60 外傾 凹 凸 自然 土師器片

N-76° ―W 楕 円 形 1.00× 0。 77 外傾 平坦 自然 土師器片

N23° 一W 隅丸長方形 2.40× 1.47 外傾 平坦 自然 土師器片 下層 に炭化物

16 ds N-48° 一ヽV 不整情円形 2.33 X l.58 緩 斜 皿状 自然 風倒木痕

16 cs N-64° 一E 隅丸長方形 1.60× 1.22 15 外傾 四凸 自然 土師器片

N-15° ―E 円   形 0.71× 0:66 垂 直 平坦 自然

16f6 N17° ―W 楕 円 形 0.66× 0.58 垂 直 平坦 自然 上師器片

J5j9 N-75° ―ヽV 楕 円 形 1.94× 1.28 緩 斜 nll状 自然

115A N-lo° 一ヽV 橋 円 形 0.85 XO.58 外傾 皿引犬 不明 縄文式上器片,土師器片

」6g7 N-78° 一ヽV 楕 円 形 [1.02]XO,76 17 外傾 平 IEI 自然

■6A J6i。 N-45。 一W 楕 円 形 2.00× 0。 94 外傾 平坦 自然

」6i。 [N-20° 一E] 楕 円 形 [1.25]× 0。 71 外傾 平 坦 自然

117 J619 N-52° 一W 不整楕円形 0。 92× 0.54 42 外傾 凹凸 自然

J6i。 N-40° 一E 不整橋円形 と。33× [1.18] 緩 斜 皿状 自然 上師器片

J6ig N-42° 一瓢/ 不整楕円形 [1.72]Xl.18 垂 直 平 坦 自然

38i。 N-81° 一E 隅丸長方形 8.05× 0.82 外傾 平 坦 自然 土師器片

」6 hO N-80・ ―E 不整惰円形 [.48× 1.02 外傾 皿状 自然 土師器片

」6馬 N-86° 一覇「 橋 円 形 1.40× 1.03 垂 直 平 坦 自然 縄文式上器片,上師器片 135図

J6h9 N-32・ ―E 不整楕円形 1.17 X l.00 外 傾 皿状 自然 土師器片

J71 N-35° 一E 円   形 1.20× 1.18 57 外傾 皿状 自然

J71 N-70° 一MI 楕 円 形 1.27× 1.07 外傾 皿状 自然 土師器片,須恵器片

J4d9 N-1° 一E 不整惰円形 1.80× 1.23 外傾 平 坦 自然 土師器片

127 H6i6 N-38° 一M′ 長楕 円形 3.23X l.43 外傾 皿状 自然 陥穴(Tピッけ,第 128号 ■坑より古い 131図

H6i6 N-3° ―W 円   形 0.67× 0.63 外傾 平 坦 自然 土師器片 第127号 土坑 より新 しヤ 133図

H6is N-0 円   形 0.55 XO.54 外傾 平 ltH 自然 土師器片

N-37° ―ヽV 楕 円 形 1.17× 0.88 外傾 平 IIH 自然 縄文式上器片,上師器片

J6he N-59° 一W 長 方 形 2.47× 150 垂直 平坦 自然 土師器片

K li7 N-76° 一W 長 楕 円形 [3.32]XO,70 垂直 平 lH 自然 縄文式上器片,上師器片 第31号土坑 より新 しヤ

J7at N-39° ―W 楕 円 形 1.03X O,87 垂直 凹 凸 自然

J7b§ N-67° 一E 楕 円 形 0.97X O.82 川 頃 凹 凸 自然

J7i N-40° 一W 橋 円 形 1.47× 1.08 垂直 凹凸 自然 縄文式上器片,上師器片

14i。 N-63° 一E 楕 円 形 2.45X l.45 緩 斜 皿獣 自然 土師器片

N-82° 一E 隅丸長方形 2.83× 1.77 緩 斜 平 坦 自然 土師器片 中層に炭イヒ材,炭化粒子多量

N-3・ ―ⅢV 楕 円 形 1.12× 0.98 緩斜 四 凸 自然

17,4 N-40° 一�V 楕 円 形 1.18× 1.02 44 緩 斜 凹 凸 自然

D8f7 N-47・ ―W 隅丸長方形 外傾 平 坦 人為 土師器片,須恵器片 下層に炭化物,第47号住居跡よ,新しい 135図
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土坑

番号

位置

長径方向

[長軸方向 ]

平 面 形

規 模

壁 面 底 面 覆 土 出 土 遺 物 備 考

図 版

番 号長径 (軸 )X短径 (軸)(m) 深さ(al)

E8a2 N-39° 一W 楕 円 形 2.20 X l.80 外傾 平坦 人 為 縄文式上器片,上師器片

142 D8gl N-69° 一E 正 方 形 1.65× 1.63 垂直 平坦 人 為 須恵器片,上師器片 133図

D8d4 N-41° ―ヽV 不整楕円形 t,90X l.70 47 垂直 平坦 自然 土師器片

D8cs N-22° 一ヽV 円  形 と。93× 1.80 27 垂 直 平坦 自然 縄文式上器片,上師器片

D9al N-28° ―ヽV 円  形 1.65× 1.50 外傾 平坦 自然 土師器片

9 N-45° ―W 隅丸長方形 2.00× 1.52 垂直 平壇 人 兆 土師器片

147 」7c! N-33・ ―W 楕 円 形 1.13X O.95 外傾 凹凸 自然 土節器片

N-31° 一W 楕 円 形 [1.27]× 0,98 垂 直 平坦 自然

C8j9 N-74° 一ヽV 橋 円 形 1.55× 1.07 42 緩斜 凹凸 自然 土師器片

D8a9 N-0° 楕 円 形 1.03 XO.83 11 外傾 凹凸 自然

D8b7 N-0 円  形 1.03 XO.98 25 外傾 平坦 自然 縄文式上器片

D8c9 N-9° 一W 楕 円 形 0.83 X O.70 外傾 平堰 自然

D8hs N-26° 一E 円  形 0.88 X O.86 外傾 凹凸 自然

154 C9cs N-77・ ―E 隅丸長方形 2.27× 0.58 緩 斜 平坦 自然 炭化物

C9as N-0 隅丸長方形 3.10× 0.92 外傾 平埋 自然

N-4° 一E 不整長方形 2.20 X l.15 援斜 凹凸 自然 縄文式上器片

B8d6 N-54° 一E 隅丸長方形 1.40× 0.96 援斜 凹凸 自然

B8d6 N-43・ ―E 隅丸長方形 [2.12]× 0.60 外傾 凹凸 自然 土師器片 第159号上坑より吉し

B8e6 N-43° 一E 隅丸長方形 [2.80]× 0.65 150 知 凹凸 自然 土師器片 第158号上坑より新 しし

N-70° 一E 隅丸長方形 1.77× 1.34 外傾 平坦 自然 土師器片

N-36° 一MI 円  形 1.08× 1.06 外傾 皿状 自然 縄文式上器片,上師器片 第162号土坑 より新 しい

N-33° 一E 楕 円 形 1.20× 1.06 緩 斜 平坦 自然 土師器片 第161号土坑 より古ヽ

N-38° 一W 隅丸長方形 1.87× 1.21 垂 直 平坦 自然 土師器片

C8j6 N-60° 一W 橋 円 形 1.50× 0.82 緩 斜 凹凸 自然

D8d8 N-45° 一W 隅丸長方形 1.52× 1.26 外傾 平坦 自然

E8c3 N-61° 一覇′ 正 方 形 272× 2.60 外傾 平坦 人 為 縄文式上器片,上師器片 133図

C9,1 N-30° 一V 隅丸長方形 1.82 X O.86 垂 直 平坦 人 為 土師器片 第44号住居跡 より古ヽ

J7el N-27° 一E 橋 円 形 1.10× 0。 98 緩 斜 凹凸 自然

K2h。 N-33° 一M「 不整精円形 2.10X l.17 緩 斜 凹 凸 自然 縄文式上器片

N-0 円  形 1,10× 1,08 緩斜 凹 凸 自然
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第 6節 遺物包合層

当調査区のK3,K4区 を中心にするA包含層 とD9,E8,E9区 を中心にするB包含層が

ある。A包含層は調査区西部の台地縁辺部の傾斜地にあり,縄文時代創草期から早期にかけて

の井車式・夏島式 。田戸下層式・田戸上層式がまとまって出上している。B包含層は調査区北部

の台地縁辺部の傾斜地にあり,縄文時代創草期の稲荷台式 。前期の黒浜式などが出土している。

ここでは,A包含層及び B包含層の出土遺物について一括して報告する。また土器について

は以下の分類基準を用いて解説する。

第 1群土器 縄文時代創草期の撚糸文系土器

1類 口唇部打巴厚・外反が著しく,縄文が密に施されているもの。 (井草式)

2類 口唇部が肥厚するが外反が著しくなく,縄文が比較的密に施されているもの。 (夏島式)

3類 口唇部は肥厚するが外反が著しくなく,撚糸文が疎に施されているもの。 (稲荷台)

第 2群土器 縄文時代早期の貝殻沈線文系土器

1類 細沈線で平行沈線文・斜格子目文・複合山形文等が描かれているもの。 (三戸式)

2類 細沈線文や太沈線文 との組み合わせで文様が構成されているもの。 (田戸下層式)

3類 沈線文 と貝殻文が組み合わされているもの。 (田戸上層式)

4類 貝殻文・沈線文・隆帯文が組み合わされているもの。 (田戸上層式)

5類 沈線文 と刺突文が くみあわされているもの。 (田戸上層式)

6類 沈線文のみで文様が構成されているもの。 (田戸上層式)

7類  その他のもの。

第 3群土器 縄文時代早期の貝殻条痕文系土器

1類 只殻条痕文のみ施されているもの。 (茅山式)

2類  その他のもの。

第 4群土器 縄文前期の羽状縄文系土器

1類 縄文が施されているもの。 (黒浜式)

2類 撚糸文が施されているもの。 (黒浜式)

3類  その他のもの。

第 5群土器 縄文時代前期後葉の上器

1類 沈線文 と爪形文が組み合わされているもの。 (浮島 I式 )

2類 沈線文 と貝殻文が組み合わされているもの。 (浮島H式 )

3類 貝殻文のみが施されているもの。 (浮島Ⅲ式)

4類 条線文が施されているもの。 (興津式)
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5類  その他のもの。

第 6群土器 縄文前期末葉の上器

1類 条線文が施されているもの。 (粟島台式)

2類 縄文原体圧痕文が施されているもの。 (粟島台式)

3類 結節回転文が施されているもの。 (粟島台式)

4類 縄文のみが施されているもの。 (粟島台式)

5類 結節浮線文が施されているもの。 (十二菩提式)

6類  その他のもの。

第 7群土器 縄文中期の上器

1類 縄文 と沈線文が施されているもの。

2類  その他のもの。

第 8群土器 縄文後期の上器

1類 沈線,刺突文が施されているもの。 (称名寺式)

2類 磨消縄文が施されているもの。 (カロ曽利 BI式 )

3類 斜位の沈線文が施されているもの。働日曽利 BH式 )

4類 曲線的な磨消縄文が施されているもの。働日曽利 BⅢ式)

第 9群土器 縄文晩期末葉の上器

1類 直線化した沈線が施されているもの。 (大洞 A式 )

2類 撚糸文が施されているもの。 (大洞 A式 )

第10群土器 古墳時代から平安時代およびそれ以降の上器

1類 須恵器

2類 その他

(1)包含層出土の上器 (第 145図 1～第148図 112)

第 1群土器 (第 145図 1～27)

1類土器 (第 145図 1～ 4)本類は 1か ら3が口縁部片,4が胴部片である。器形は口唇部の肥厚

外反が著しく,頸部から胴部にかけて直線的に降 りる。 1・ 3は回唇部端部に単節 RLの縄文が

1段横位回転で施され,口縁部に 5～ 8 mll程度の無文帯を有している。 2は,胴部に縄文を斜位

回転で縦走させている。胎土は石英・長石粒を多 く含み,焼成は普通である。

2類土器 (第 145図 5～12)本類は5～ 10が 口縁部片,11・ 12は胴部片である。器形は回唇部が

若千肥厚し,以下直線的に降りる。 5・ 9は日縁直下から縄文が縦走している。 6～ 8は口縁直

下から撚糸が施されている。12は縄文が縦走している。胎土は石英 。長石粒を多 く含む。

3類土器 (第 145図 13～27)本類 は13～ 14・ 16～ 21・ 25が口縁部片で,15・ 22～ 24・ 26・ 27が胴
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部片である。22～26は接合はできないが,施文や胎上の類似から同一個体 と考えられる。器形は

口唇部が肥厚しているものがほとんどである。施文は口縁直下から施されるもの (13・ 14。 16)と

口縁部直下に幅 3～ 5 1nln程 度の無文帯を残すもの(17～20)がある。中には25の ように30111111の 広い

無文帯を有する例 もある。施文されている撚糸文は一般的に細いものが多 く,22～ 26の ように比

較的太い部類もみられる。施文は縦走するものが主となるが,27の ように異方向に施文するもの

もある。また,26の ように絡状帯も見られる。施文間隔は疎なものが目立つ。

第 2群土器 (第145図 28～33,第 146図 34～65,第 147図66～67)

1類土器 (第 145図 28～29)本類は28が口縁部片で29が胴部片である。28は 口縁部直下に 2条の

平行沈線文帯を施し,以下に斜格子目文帯を施す。29は ,横位の沈線間に刺突文が二段に付され

ている。胎土は,長石・石英粒 。砂粒を含み,焼成は普通である。

2類土器 (第 145図 30～33・ 第146図34～35)本類 は31が 口縁部片で,30。 32～ 34が胴部片であ

る。30。 33・ 34は接合できないが,施文や胎上の類似から同一個体 と考えられる。30・ 31～33は

横位の沈線間に半月状の刺突文が付されている。31は横位の沈線下に半月状の刺突文が付され

る。35は横位 と斜位の沈線が施されている胴部片である。胎土は長石 。石英粒を含む。

3類土器 (第 146図 36～41)本類 は36・ 38・ 39が口縁部片で,37・ 40・ 41が胴部片である。36・

37・ 39は施文や胎上の類似から同一個体 と考えられる。36・ 37・ 39の器形は山形の波状を呈し,

頸部で緩 くくびれる器形を呈するものと思われる。施文は口唇部に押引き刺突が施され,波状縁

に沿って沈線がめぐり,そ の下に貝殻腹縁文が施されている。38は波状縁に沿って沈線がめぐり

口唇部に刺突文を付す。41は沈線間に貝殻腹縁文を充填させている。胎土は長石・石英・繊維を

含む。

4類土器 (第 146図 42)42は 山形の波状を呈する国縁部片である。施文は,日唇部 と波状縁に沿

って押引き刺突が施され,頸部に隆帯を持ち,押引き文 と隆帯に沿って貝殻腹縁文を施している。

5類土器 (第 146図 43～45)本類 は43・ 45が 口縁部片,44が胴部片である。施文 は43が縦方向

に,44・ 45が横方向に押引き刺突文が施されている。また45は波状縁から隆帯が直下している。

6類土器 (第 146図 46～58)本類は46～52が 口縁部片,53～ 58が胴部片である。46～52は いずれ

も山形の波状を呈する。施文は,波状縁に沿って沈線が施されている。51は 回縁直下に焼成後の

穿孔がみられ,補修孔と俗称されている。胎土は長石・石英・繊維を含む。焼成は普通である。

7類土器 (第 146図 59～67)591ま 口縁部片,60～62,64～ 67は胴部片,63は底部片である。59は

波状縁に沿った横位の沈線 と直下する隆帯が帯されている。60は擦痕文が施されている。61～ 63

は曲線的な条線が施されている。64～67は無文である。胎土は長石・石英 。繊維を含む。

第 3群の上器 (第147図 68～75)

1類土器 (第 146図 59～67)68～ 71が 口縁部片,72～ 75が胴部片である。68・ 69・ 71・ 74・ 75は
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第146図 包含層出土遺物拓影図(2)
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第148図 包含層出土遺物拓影図(4)

横位,70が斜位,72～ 74が斜位の条痕文が走 り,内面は68・ 69・ 71・ 74が横位,72・ 73が縦位の

条痕文が施されている。胎土は長石・ 石英 。繊維を含み,焼成は普通である。

第 4群の上器 (第147図76～ 82)

1類上器 (第 147図 76・ 77)76は単節縄文 RL,77は単節縄文 RLoLRが施されてた胴部片である。

2類土器 (第 147図 78～80)78は 回縁部片,79・ 80は1同部片である。78～80撚糸が施されている。

3類土器 (第 147図 81・ 82)81・ 82は 口縁部片である。81は押し引き刺突文,82は横位の沈線が

施されている。

第 5群の土器 (第147図83～ 85)

2類土器 (第 147図 83)83は 口唇部にキザミ,頸部に爪形文が施された口縁部片である。

3類土器 (第 147図 84～85)84は輪積みの段を残 し,85は刺突文が施された胴部片である。

4類土器 (第147図 86～89)86は口縁直下に縦位のキザ ミを付し,頸部に刺突爪形文を施 した口

縁部片である。87～89は横位の条線文が施された胴部片であり,胎土・施文から同一個体 と考え

られる。

第 6群の上器 (第 147図91～ 105)

2類土器 (第 147図 91～97)91～ 97は口縁部直下と折り返し部に縄皮原体の圧痕文が施されている。

3類土器 (第147図 89～ 100)98～ 100は結節回転文が施された胴部片である。

4類土器 (第147図91～92)91・ 92は単節縄文 LRo RLが施された胴部片である。

6類土器 (第 147図 103～ 105)103は 口縁部片,104は 底部片で,胎土から同一個体だと考 えられ

る。103・ 104は ナデが施されており,粟島台式上器に比定される。105は山形沈線文が施 された

胴部片で,大木 5式土器に比定される。

第 7群の上器 (第 148図106～ 108)106は 2段の折 り返 り口縁で,縦位の刺突が付され,胴部はS

字状結節文が施されている。107・ 108は胴部 と底部片で S字状結節文が施されている。

第 8群の上器 3類 (第148図 109～ 111)109～■1は斜位の沈線文が施された胴部片である。

第 9群の上器 2類 (第 148図112)■ 2は撚糸文が施された胴部片で,大洞 Aの粗製土器である。
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第 7節 遺構外出土遺物

当遺跡からは古墳時代・平安時代の遺構に縄文式上器や石器が混入している。一方,試掘時の

グリット調査の際や遺構確認作業中に出土した遺物がある。本項ではその中から特色のあるもの

を抽出して報告する。また土器については前節での分類基準を用いて解説する。

第 1群土器 (第 149図 1～27)

1類土器 (第 149図 1～12)1～ 12は 口唇部の肥厚・外反が著しく,頸部から胴部にかけて直線

的に降りる。日唇部端部には単節縄文 RLが横位回転で施されている。 2・ 6・ 7は胴部に縄文

が斜位回転で横走され, 3・ 5・ 11・ 12は胴部に縄文が斜位回転で縦走されている。

2類土器 (第 149図 13～23)13～ 18・ 20・ 22・ 23は 口縁部片,19・ 21は胴部片である。13・ 14・

16・ 18・ 20は 口唇部が若干肥厚し,以下直線的に降 りる。13・ 14・ 17・ 18・ 20・ 21は撚糸文力ゞ横

走する。胎土は長石・石英を含み,焼成は普通である。

3類土器 (第 149図 25～27)25は口縁部片,26・ 27は胴部片である。25は 口縁部が肥厚する。25

～27は撚糸文が縦走する。

第 2群土器 (第149図28～ 45。 第150図 46～56)

1類土器 (第149図 28～32)28～30は 口縁部片,31は胴部片,32は低部片である。28・ 29は 国縁

部直下に平行沈線文,以下斜位の沈線文が施されている。30は 口縁直下から斜格子目文帯が施 さ

れている。31は刺突文と沈線文が施されている。胎土は長石・石英を含み,焼成は普通である。

2類土器 (第149図33～37)33～36は斜格子目文 。平行沈線文・細沈線文が施されて胴部片であ

る。37は天狗鼻状をした底部片である。胎土は長石・石英を含み,焼成は普通である。

4類土器 (第 149図38)38は波状を呈する口縁部片である。施文は波状縁に沿って押し引き刺突

文が施され,頸部に隆帯がめぐっている。また沈線文間に貝殻復縁文が施されている。

5類土器 (第 149図 39・ 40)39は 波状を呈する国縁部片,40は胴部片である。39は顕部に隆帯が

めぐりその隆帯に刺突文が施されている。40は二段の刺突文・入組み状の沈線文が施 されてい

る。

6類土器 (第 149図41～ 45。 第150図 46～52)44～ 48は 山形波状を呈する日縁部片である。41～ 43

49～52は胴部片である。41～52は曲線的な沈線文が施されている。

7類土器 (第 150図53～56)53～55は 口縁部片で,53・ 54は 口唇部に刻みが施されている。56は

胴部片である。53～56は いずれも無文である。胎土 は繊維を含む。田戸上層式土器に比定 され

る。

第 3群土器 (第 150図57～ 59)

1類土器 (第 150図57～59)57は 口縁部片で,口唇部に刻みが施されている。58・ 59貝 殻条痕文
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が施された胴部片である。胎土は繊維を含む。

第 4群土器 (第 150図 60～63)

1類土器 (第150図 60)60は単節縄文 RLが施された胴部片である。

2類土器 (第150図 61～63)61は撚糸文が施された国縁部片である。62・ 63は胴部片で撚糸原体

の圧痕がみられる。胎土は繊維を含む。

5群土器 (第150図 64～73)

1類土器 (第 150図 64)64は曲線的沈線文が施されてた胴部片である。

2類土器 (第150図 65)65は波状貝殻文が施された胴部片である。

3類土器 (第150図 66～69)66～69は折 り返し口縁である。68・ 69は頸部に爪形文が施されてい

る。70～72は 口縁直下に斜位の刻みが施されている。73は三角刺突文が施されている。

4類土器 (第150図 74～86・ 第151図87～91)74～ 77・ 81・ 86は条線が施されている。78・ 79・ 82

は口縁直下に短沈線が施され,頸部に爪形文が付されている。80は爪形文が付されている。84・

85・ 87～91は貝殻復縁部による貝殻文が施されている。

5類土器 (第 151図 92～94)92～94は ボタン状貼付文・集合沈線文が施されている。本類 は諸磯

C式土器に比定される。

6群土器 (第 151図 95～ 111)

1類土器 (第 151図 95)95は折 り返し口縁直下に条線が施されている。

2類土器 (第 151図 96～ 104)96～ 104は 口縁直下に縄文原体圧痕文が施された口縁部片である。

3類土器 (第 151図 110)■0は結節回転文が施された胴部片である。本類は粟島台式上器の新 し

いものに

'ヒ

定される。

4類土器 (第 151図 105～ 109・ 111～ 112)105は 二段に粘土紐が押しつぶされ,口縁部に単節縄文

RLが施されている。106は 口唇部に刻みが付され,日縁部 に段を持ち単節縄文 RLが施されて

いる。107は単節縄文 LRが施された胴部片である。108・ 109。 111は外反する口縁部片である。

108・ 109は 口縁直下から単節縄文 RLが施されている。111は 口縁直下から単節縄文 LRが施 さ

れている。■1イ潮同部上半部に単節縄文 LRが施され,胴部下半は無文になる。

5類土器 (第 151図 113～ 115)113は 結節浮線文が施された口縁部片である。114・ 115は沈線文が

施されている。

6類土器 (第 151図 116～ 117)116は 口縁直下に二段の爪形文が付され,以下山形沈線文が施され

ている。117は 口唇部に刻みが付され,口縁直下から爪形文が施されている。本類は大木 5式上

器に比定される。

7群土器 (第151図■8～ 121・ 第152図 122～ 124)

1類土器 (第151図 118～ 121・ 第152図 122～124)118～ 121は棒状沈線により施文されている。
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第149図 遺構外出土遺物拓影図 (1)
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第 150図  遺構外出土遺物拓影図 (2)

一-238-



覇軸幕F鸞で1簿∬

・‐―  ― ―
 ⌒                    !nn      ″

牌 ゴ郎 ♂
鞠  醤鰈逸 一リ呻 ′   ~  105

鯰ガ
削
義F∈が

斡
″h

鐸響響轍 ラ

第151図 遺構外出土遺物拓影図 (3)
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第152図 遣構外出土遣物拓影図 (4)

122は単節縄文 RLを地文 とし,押し引き刺突文が施されている。123は沈線文 と刺突文が施され

ている。124は S字状結節文が施された胴部片である。

8群土器 (第 152図 125～ 132)

1類土器 (第152図 125)125は沈線文・刺突列点文が施された胴部片である。

2類土器 (第 152図126～ 130)126は単節縄文 RLが施された粗製の娩形土器である。127～ 130は

内・外面口縁直下に沈線が施され,良 く研磨されている。

3類土器 (第 152図131)131は斜位の沈線文が施され,内・外面が良 く研磨されている。

4類土器 (第 152図132)132は磨消縄文が施された胴部片である。

9群土器 (第 152図133～ 139)
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第154図 遣構外出土遺物実測図 (2)
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第136図 遺構外出土遺物実測図 (4)
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1類土器 (第 152図 133)133は直線化した沈線文が施された胴部片である。

2類土器 (第 152図 134～ 139)134～ 138は撚糸文が施された粗製土器である。134～ 138は 口縁部

片で135と 139は胎土・施文から同一個体 と考えられる。1391ま 撚糸文が施され,焼成後の穿孔が

みられる。

10群土器 (第 152図 140)

2類土器 (第 152図 140)140は平行叩きが施された甕片である。

遺構外遺物観察表

重 量 (g)

有 舌 尖 頭 器

ナ イ フ形 石 器

ス クレイパ ー

ナ イ フ 形 石 器

ス クレイパ ー

スタンプ形石器 グリーンタフ

スタンプ形石器 グリーンタフ

Q104

―-246-―



図版番号 器 種

計 値

石 賃 出 土 地 点 備 考
最大長 にm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 孔 径 (cm) 重 量 (g)

スタンプ形石器 4.7 250.7 グリーンタフ グリッド Q142

5 磨 石 (54) (178.2) 安 山 岩 K3区 Q90

6 磨 石 52 157.9 グリーンタフ Q29

磨 石 (7.5) (3.9) (4.7) 171.0 安  山 岩

8 磨 石 236.0 砂 岩 S126 Q54

第156図 1 磨 石 (7.0) (279.9) 安  山 岩 K4区 Q95

2 磨 石 547.2 安 山 岩 」2区 Q■ 1

3 砥 石 (4.6) (3.3) 1.2 安  山 岩 J7区 Q107

4 砥 石 (7.3) (3.8) 8 安  山 岩 D8e7区 Q105

5 石 皿 (12.8) (189) 8.5 2874.2 安 山 岩 D8区 Q129

第159図 12 砥 石 11_0 0。 7 105。 8 安 山 岩 SK140 Q79

図版番号 器 種

計 値

出 土 地 点 備 考
最大長 にm) 最大幅 (cp) 最大厚 (cm) 孔 径 (cm) 重  量 (g)

第157図 5 不 明 土 製 品 DPl

不 明 上 製 品 (1.8) 0.7 DP3

7 不 明 土 製 品 0.7 0,7 DP2

8 耳  飾  り (4.5) (2^3) 1.1 (13.2) SK68 DP22

9 球 状 上 錘 (38.2) グリッド(14f8区 ) DP21

図 版 番 号 器 種

計 値

出 土 地 点 傭 考
最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 にm) 重 量 (g)

第144図 1 不 明 鉄 製 品 125.1 SK70 M8

2 不 明 鉄 製 品 109.3 SY 6 M9

図版番号 器 種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調 。焼成 備  考

第159図
1

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[8.0]
5.2

5,4

口縁部一部欠損。平底。体部は

外傾 して立ち上が り,日縁部は

わずかに内傾する。

手捏ね。底部及び体部内・ 外面

ナデ。口縁部 内・外面指頭痕。

石英 。長石・ 砂粒

橙色

普通

P551

800/。

表採

内面媒付着

2

身

器恵

不

須

Ａ

Ｂ

[13.0]

(2_2)
体部か ら受部の破片。体部 は内

彎 して立ち上が り,受部 は外上

方に伸び,丸みを帯びる。

巻 き上げ,水挽 き。体部外面回

転ヘラ削 り。体部外面自然釉。

長石・砂粒

灰色

普通

Ｐ５５０
財
列

3

身

器恵

不

須

Ａ

Ｂ

受部か ら口縁部の破片。受部 は

鋭 く水平方向に伸び,日 縁部 は

外反気味 に立ち上が り,端部 は

内傾 し,凹線 を持つ。

巻 き上げ,水挽 き成形。体部外

面に回転ヘラ削 り,口 縁部内・

外面積ナデ。

長石・ 砂粒

褐灰色

普通

５４０

％

鉢

土 師 器

(5。 1)

7.0

底部から胴部の破片。平底。胴
部は外傾 して立ち上がる。

底部及び胴部内・外面ヘラナデ。 長石・ 石英・砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５５２
琥
隷

5

不

器師

一局
土

B (3.7) 脚部破片。脚部はラッパ状に開
く。

脚部外面ヘラ削 り。外面赤彩。 粒

色

通

砂

橙

普

P548

10%
表採

内・外面摩耗
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図版番号 器 種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第159図

6

邪

土 師 器

[14.4]

(5.9)
口縁部破片。口縁部 は外反す

る。折 り返し回縁。

頸部外面ヘラ削り。日縁部外面

横ナデ。

長石・石英・ 砂粒

橙色

普通

P542
5%
J6区

7

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

[1■ 6]

(9.2)
胴部から口縁部 の破片。胴部は

内彎して立ち上がり,口縁部は

わずかに外傾する。

胴部外面ヘラ削り後ヘラナデ,

内面ヘラナデ。頸部外面ヘラ削

り,国縁部内・外面赤採。

長石・石英・砂粒

橙色

普通

P541

10%
グリッド

8

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

口縁部の破片。口縁部は外反す

る。

頸部外面ヘラ削り。日縁部外面

横ナデ。

長石・ 石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ５４３
琥
脇

9

甕

須 恵 器

A 倒

９

２５

，
７

．B
口縁部の破片。口縁部は外反す

る。

日縁部外面並行叩き後債ナデ,

内面横ナデ。

長石・ 砂粒

灰色

普通

Ｐ５４６琥
嘘

甕

須 恵 器

岳

５
．

Ａ

３

回縁部の破片。口縁部は外反し

て立ち上がり,9本 1条の波状文

を配する。端部直下に突線を持

口縁部内・ 外面横ナデ。 長石・砂粒

赤灰色

普通

Ｐ５４５賜
犀

II

不

土師質上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[6.2]
1.2

4.0

底部から体部の破片。平底。体

部は外傾 して立ち上がる。

底部回転糸切り。体部内・外面
ナデ。

長石・ 石英・砂粒

明赤褐色

普通

P544
50%
K4d3

13

墾

須 恵 器

口縁部破片。日縁部 は外反す

る。日縁部 に 3本 の突線 を持

ち,20本 1条 の波状文 を 2段 に

配する。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・ 砂粒

黄灰色

良好

Ｐ５４７琥
駆
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第 5章 ま と め

1 はじめに

今回の調査においては,前章でその概要を述べてきたように,古墳時代中期末の集落を主体と

して,旧石器時代・縄文時代・平安時代 。近世頃の複合遺跡であることが明らかになった。確認

できた遺構は,竪穴住居跡48軒,堀立柱建物跡 2棟,土坑162基,井戸状遺構 4基,炭焼窯跡 6

基で,こ れらの遺構や包含層等からナイフ形石器,縄文式上器片,石器,土師器,須恵器,石製

品,上製品,金属製品等が出上している。

まとめにあたり,当遺跡の中心となる古墳時代中期末の集落について,谷津を狭んで対じする

同時期のヤツノ上遺跡と対比しながら,古墳時代中期の集落の問題点を抽出してみる。

2 ヤツノ上遺跡 と中久喜遺跡 の特色 について

(1)類似点

①竪穴住居跡の主軸方向が N-45生 w前後傾きを持つ。

②間仕切溝は20m2以上の住居跡に持つ。

③炉を持たない住居跡は10ぜ未満の小型の住居にみられる。

④器種構成の割合は不・甕が高く,その他の器種の割合が低い。

⑤不・塊の赤彩率が高い。

③土師器は不・塊・高郷に同じ器形の特徴を持つ。

⑦石製模造品の住居からの出土割合がほぼ同じである。

(2)相違点

①ヤツノ上遺跡は単一グループであるのに対し,中久喜遺跡は3グループに分かれる。

②ヤツノ上遺跡は標高24.5mの 台地平担部に集落を形成しているのに対し,中久喜遺跡は標高

21mの緩斜面状に形成している。

③ヤツノ上遺跡は間仕切溝を持つ住居の割合が高く,最多のもので25条の間仕切溝を持つのに対

し,中久喜遺跡は間仕切溝を持つ住居の割合が低く,最多のもので11条の間仕切溝を持つ。

④ヤツノ上遺跡の最大の住居跡は110m2の大型住居跡であるのに対し,中久喜遺跡の最大の住居

跡は80∬の中型住居跡である。

⑤ヤツノ上遺跡は中久喜遺跡に比べて,出入口施設を持つ住居跡の割合が高い。



表 4図 ヤツノ上遺跡 。中久喜遺跡の特色

項 目 ヤ ツ ノ 上 遺 跡 中 久 喜 遺 跡

工立 地 小野川左岸か ら入 り込む小支谷の東側台地 小野川左岸から入り込む小支谷の西側台地

集 落

1グループの集落 (29軒 )を形成

1グループ(29軒 )標高24.5m～ 25.5m台地中央平担部

3グループの集落 (42軒 )を形成

1グループ(9軒 )標高21.0～ 22.5m台地先端部緩斜面

2グループ(26軒 )標高22.5～ 25.5m台地中央部平担面

3グループ(8軒 )標高22.5～ 25.5m台地基部平担面

遺

構

主 軸 方 向 N-45° W前後の傾き N-45° W前後の傾き

規模・平面形 5だ～■0だの方形 または長方形 5 nf～ 80∬の方形 または長方形

関仕切 濤 を

持 つ 住 居

29軒中18軒で62.0%

。20だ以上の住居跡 (中型から大型の住居)とこ持つ。

最大のもの25条 (第23号住居跡)

42軒中18軒で約42.9%

。20m2以上の住居跡 (中型から大型の住居)に持つ。

最大のもの■条 (第 25号住居跡)

出入口施設を

持 つ 住 居

29軒中18軒 62.1% 面積9m2以上の住居跡

出入口施設形状 馬蹄形13 半円形2 不定形 3

42軒中12軒 28,6% 面積24∬以上の住居跡

出入口施設形状 馬蹄形2 長方形4 不定形 6

炉 を持 つ住居

1基―■軒

2基-9軒

3基-2軒

4基-2基

1基 -26軒

2基-3軒

炉を持たない

居住

29軒中 5軒 17.2%
いずれも面積10m2未満

貯蔵穴があるもの 1基-1軒 2基-2軒

42軒中13軒 31%
面積10rF未満のもの 7軒

10∬以上のもの30m2未満のもの3軒

30m2以上のもの3軒

貯蔵穴があるもの 1基-1軒  2基 -2軒

焼 失 住 居 29軒中10軒 34.5% 42軒中22軒 (焼土残存 7軒を含む)52.4%

人 為 堆 積 29軒中22軒       75。 9% 42軒中12軒          23.6%

遺

物

器 種 構 成

菱 (333%)

杯 (477%)
甑 (25%)
壷 (25%
鉢 (08%)

高不 (08%) 塊 (12.2%)

甕 (332%)

杯 (487%)

甑 (2.5%)
壷 (20%)
鉢 (20%)

高イ (23%)

不塊の赤彩率 不  92,9% 塊 ¨
75。 9% 不 … 95。 8% 婉 … 94.4%

器形 の特徴

土 師 器

不…平底 と丸底の2種類。口縁部内面あるいは外面に

稜を持つ。須恵器のイ蓋・邦身を模倣 (丸底,外面に

明瞭な稜)

塊…不に比べ器高が高い。平底。口縁部は短 く外反,内

面に明確な稜を持つもの,弱い稜を持つもの。

高不…イ類に柱状を呈する脚を付けたもの。

郷…平底と丸底の2種類。日縁部内面あるいは外面に

稜を持つ。須恵器の不蓋・不身を模倣 (丸底,外面に

明瞭な稜)

坑…不に比べ器高が高い。平底 と丸底の2種類。内面

に明確な稜を持つもの,弱い稜を持つもの。

高不…不部下位に稜を持つもの。不類に柱状を呈する

脚を付けたもの。

須  恵  器

不蓋 郭身 塊 把手付娩 無蓋高不 逮 甕

TK 208。 TK 216類似 (1形式 3段階～ 1形式 4段階)

邪蓋 イ身 無蓋高不 速 奏

イ蓋…MT5-2窯跡出土イ蓋に類似(S卜 2)-1型式3段階

MT84窯跡出土杯蓋に類似(S卜 7)-1型式3～ 4段階

不身…KM33-2窯跡出土不身に類似(S卜 8)-1型式5段階

無蓋高不…TK109 3窯跡出土無蓋高不に類似(S125)

1型式 3段階

石製模 造 品

有孔円板…2軒(S129,33)

臼玉… 8軒 (S113・ 19・ 23,24・ 25,29。 33・ 34)

勾玉… 5軒 (S113・ 18。 23・ 24'33)

管玉… 1軒 (S卜 40)

石製模造品出土住居跡10軒 34.5%

有子L円 板… 2軒 (S118・ 34)

臼玉…10軒 (S卜 7・ 9。 11・ 15■ 8・ 22・ 25。 26・ 27・ 41)

勾玉…2軒 (S卜 2・ 41)

石製模造品出土住居跡12軒 28.6%
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⑥ヤツノ上遺跡は中久喜遺跡に比べて,焼失住居跡の割合が低い。

⑦ヤツノ上遺跡は中久喜遺跡に比べて,竪穴住居の堆積に人為堆積の割合が高い。

①須恵器は両遺跡 ともに同じ器種が出上している。ヤツノ上遺跡では塊・把手付塊が出土してい

る。時期は両遺跡ともに 1型式 3段階のものを中心に出上しているが,ヤツノ上遺跡では 1型式

4段階まで,中久喜遺跡では 1型式 5段階のものまで出上している。

以上の類似,相違点をみると,遺構・遺物の特色なども類似点が多 く,ヤツノ上遺跡 と中久喜

遺跡の各々の集落は,全 く別の集落ではな く,谷を狭んで同時期に存在 したひとつの大 きな集落

であることが考えられる。しかも,相違点に示されるように,ヤ ツノ上遺跡の住居跡 は単一グル

ープで大型の住居が多いことと,炉が間仕切の間に複数 (3～ 6)み られ,一般の住居 とは考えに

くいことから,集落の中心はヤツノ上遺跡にあったと考えられる。それに対して,中久喜遺跡は

3グループに分けられることと,Ⅲヒ較的小型の住居跡がみられることからヤツノ上遺跡に附属す

る集落と考えられる。集落の形成について一応の傾向をみたが,中久喜遺跡の調査を通 していく

つかの問題点があり,こ れらの問題点について述べてみる。

3 中久喜遺跡 にみ られ る問題点

中久喜遺跡にはいくつかの問題点がある。これらの問題点についてもう少し詳しく述べる。

① 不・坑類の赤彩率が高く,邦95.8%。 婉94.4%を 占める。

② 土師器の細片が住居跡内から集中して出上しているものがみられる。

③ 同一個体の須恵器片・土師片が 2軒の住居跡から出上している。

④ 焼失 。人為堆積の住居跡が多くみられる。

⑤ 炉を持たない住居跡がみられる。

③ 双孔円板等の石製模造品・勾玉・臼玉等の玉類が住居跡から出上している。

①の問題について ,中久喜遺跡は赤彩された不・塊類はほとんどの住居跡から出上している。

器種構成においても邪は全体の48.7%を 占め,他の器種に比べて多量に出土している。また,婉

は全体の9。 1%であり,不に比べ非常に少量であるが;邪 。甕に次いで出上している。赤彩され

た不・婉類の増加について,樫村宣行・浅井哲也の両氏は「古墳時代後期において祭祀形態に変

化が起こり,従来の供献土器である増や高不が消滅し,代わって供膳具の中の不 。婉または不・

娩に脚を付けた高不に彩色するか否かによって祭祀具と日常雑器とに分けて使用したものと考え

られる。」と述べており,さ らに樫村氏は赤彩の目的について,「牛久市ヤツノ上遺跡において,

破砕された塊や不,高邪等の多量の須恵器 (他の住居跡のものと接合関係にあるものも認められ

る。)や 臼玉,有孔円板等の石製模造品,土製模造品の伴出が見られることや多 くの住居跡が火
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を受けており,覆土は人為堆積を示していることを関連付け,赤彩の目的について,祭祀的意味

合いの強いものとし,こ れらの行為を集落を移るに当たって,土地神に土地を返す祭祀的行為を

示している。」と述べている。中久喜遺跡についても古墳時代中期末から後期初頭に当たる時期

であり,ヤツノ上遺跡に隣接する遺跡でもあり,ヤ ツノ上遺跡 と類似点も多い。これらのことか

ら中久喜遺跡の赤彩された不・婉が祭所E的意味合いをもつように思われる。しかも,赤彩された

不・婉は祭万E的意味合いを持つだけでなく,数量 。摩耗の具合から,日 常雑器 としても使用され

たように思われる。

② と③の問題について ,第25号 。30号住居跡等は赤彩の不 。塊,須恵器の細片が出土 してい

る。さらに,第30号住居跡 と第31号住居跡では同一個体の須恵器甕片が出土し,ま た第22号住居

跡 と第23号住居跡では同一個体の上師器坑片が出上している。割れて使用不可能になったものが

投棄されたとは思えない状態であり,意図的に行われたように考えられる。

④の問題について,中久喜遺跡は古墳時代の焼失家屋15軒がみつかっており,それ以外に焼土

がみられる住居跡は7軒ある。この 7軒の住居跡については,第 4章 3節において焼失 とは捉え

なかったが,木材の完全燃焼によりわずかの炭化材 しか残 らないものと仮定し, ここでは焼失家

屋として取扱いタイプ分けしたい。

焼失状況から,石野博信氏の「火災住居の類型分類」をもとに,中久喜遺跡の焼失住居跡を類型

分類 し,火災の要因について客観的にとらえてみると,全炭全焼 Al軒 (28号住居跡),全炭全

焼 B2軒 (12・ 15号住居跡),外炭外焼 Al軒 (8号住居跡),外炭外焼 B18軒 (1・ 2・ 3・ 6・

7・ 9・ 10・ H・ 18・ 19・ 21・ 23・ 25・ 26・ 30・ 34・ 40・ 42号住居跡)であり,外炭外焼 B型 (外

区に炭化材と焼土が遺存 し,土器が少ないもの)が約82%を しめる。石野氏の類型分類でとらえ

ると,中久喜遺跡の焼失家屋は「住居中央部を火元 とする意図的放火。」の傾向にあることがわか

る。さらにこれらの住居の54.5%が人為堆積である。このことは,廃棄した住居跡に火を掛 け,

焼失した跡に埋め戻したことが考えられる。

以上のような行為を考えると,樫村氏が述べる祭祀的行為に関連があると考えられる。

おわ りに

牛久北部特定土地区画整理事業に伴 う中久喜遺跡の発堀調査は平成 3年 4月 から平成 3年 10

月,平成 4年 4月 からH月 まで 1年 6か月にわたって実施した。調査の結果,古墳時代を中心 と

した遺構や遺物が確認され,多 くの貴重な資料を得ることができた。また,古墳時代中期末から

後期初頭にかけての移行期の遺跡であることがわかり,一応の成果を上げることができた。本報

告書が,今後当地域の歴史を解明するための研究資料 として活用されれば幸いである。



なお,本報告書を作成するに当たり,牛久市教育委員会をはじめ,関係各位の御指導,御協力

をいただいたことにたいし,文末ながら深 く感謝の意を表する次第である。

注・参考文献

(1)樫村宣行 。浅井哲也「常陸地域の鬼高式上器」『孝古学ジャーナル血342』 1992年

(2)樫村宣行「茨城県南部の鬼高式上器」『研究ノー ト』2号 茨城県教育財団 1994年

(3)石野博信『日本原始・古代の住居の研究』 1991年

石野博信氏は火災住居のタイプを以下のように分類した。

全炭全焼住居 住居内の全体に炭化材 と焼上が依存する。

全炭外焼住居 全体に炭化材があり,外区 (主柱 と周壁の間)に焼上が遺存する。

全炭内焼住居 全体に炭化材があり,内区 (主柱で囲まれた内側)に焼上が遺存する。

全炭少焼住居 全体に炭化材があり,少量の焼上が遺存する。

外炭全焼住居 外区に炭化材があり,全体に焼上が遺存する。

外炭外焼住居 外区に炭化材 と焼土が遺存する。

これらの炭化材・焼土の遺存状況に,土器が多いものに「A」 ,土器が少ないものに「B」 の

記号を付して,「全炭全焼 A型」のように略称する。

火災住居のタイプに関する結論を要約すれば,つ ぎのとおりである。

全炭全焼 A型 放火 。失火 。飛火等による不慮の火災。

全炭全焼 B型 自らの意図的放火,あ るいは他による放火を事前察知していた場合の火災

外炭外焼 A型 住居中央部を火元 とする放火・失火・飛火。

外炭外焼 B型 住居中央部を火元とする意図的放火。

。中村浩『和泉陶邑窯の研究』 1981年

・茨城県教育財団「牛久市北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 (I)ヤ ツノ上遺

跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第81集』 1993年

・小高五十二「ヤツノ上遺跡の間仕切溝を持つ住居跡について」『研究ノー ト』2号 茨城県教育

財団 1994年
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附章 中久喜遺跡から出土した炭化材の種類

|ま じめに

中久喜遺跡 (牛久市中根町所在)は ,小野川左岸の台地上に位置する。本遺跡では,こ れまでの

発掘調査により,先土器時代から近世にわたる遺構・遺物が検出されている。また,古墳時代住

居址の中には炭化材を伴うものも見られる。

中久喜遺跡については,以前にSI-2住居址から出上 した側壁材 とされる炭化材 3点 につい

て同定を行っており,全点がコナラ属ヨナラ亜属コナラ節であった。今回の分析調査では,そ の

後の発掘調査で新たに確認された 4軒の住居址から出上した柱材 とされる炭化材について同定を

行い,そ の種類を明らかにする。

1.試料

試料は,古墳時代中期 (5世紀後半)に属する4軒の焼失住居址 (S卜 12,15,23,28)か ら出土

した,柱材 と推定されている炭化材 6点 (SI-12「 り」,SI-15「 口」,「ホ」,SI-23 No。 5,No.

6,S卜 28 No.3)で ある。

2.方法

試料を乾燥させたのち,木口(横断面)・ 柾目(放射断面)・ 板目(接線断面)の割断面を作製 し,

走査型電子顕微鏡 (無蒸着・反射電子検出型)で観察・同定した。

3。 結果

試料 は, 1点 (S128 No。 3)が ヨナラ属ヨナラ亜属 ヨナラ節の一種に,他の 5点 は全点コナ

ラ属コナラ亜属クヌギ節の一種に同定された(表 1)。 クヌギ節とヨナラ節の主な解剖学的特徴や

原生種の一般的な性質を以下に記す。なお,和名・学名等は,主 として「原色日本植物図鑑 木

本編〈II〉 」 (北村・村田,1979)に 従い,一般的性質などについては「木の辞典 第 2巻」 (平

井,1979)も 参考にした。

表 1 炭化材同定結果

検出遺構 。試料名 用 途 種  類

SI-12「 りJ

SI-15 「口」
SI-15 「ホ」
SI-23 NO.5
SI-23 No.6
SI-28 No.3

材
材
材
材
材
材

柱
柱
柱
柱
柱
柱

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種
コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種
コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種
コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種
コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
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・ コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (Quercus subgen.Lepidobalanus sectoCerris sp.)

ブナ科

試料名 :SI-12「 り」,SI-15「 口」,「ホ」,S123 No.5,No.6

環孔材で孔圏部は 1～ 3列,孔圏外で急激に管径を減じたのち,漸減しながら放射状に配列す

る。大道管は管壁は厚 く,横断面では円形,小道管は管壁は中庸～厚 く,横断面では角張った円

形, ともに単独。道管はいずれも単穿孔を有している。放射組織は同性,単列, 1～ 20細胞高の

ものと複合放射組織 とがある。

クヌギ節は,コ ナラ亜属 (落葉ナラ類)の 中で,果実 (いわゆるドングリ)が 2年目に熟するグル

ープで,ク ヌギ(Quercus acutissima Carruthers)と アベマキ(Q.variabilis BIume ver。

brevipetiolata Nakai)の 2種がある。クヌギは本州 (岩手・山形県以南)。 四国 。九州に,アベ

マキは本州 (山形・静岡県以西)。 四国 。九州 (北部 )とこ分布するが,中国地方に多い。クヌギは樹

高15mに なる高木で,材 は重硬である。古 くから薪炭材 として利用され,人里近 くに萌芽林 と

して造林されることも多 く,薪炭材 としては国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭

材,糧木などの用途が知られる。樹皮・果実はタンニン原料 となり,果実は染料・飼料 ともなっ

た。アベマキはクヌギによく似た高木で,樹皮のコルク層が発達して厚 くなる。材質はクヌギに

似るが,さ らに重い。用途もクヌギと同様であるが,樹皮が厚いため薪材にはむかず,炭材 とし

てもクヌギ・ コナラより劣るとされる。

・ ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 (Quercus subgen.Lepidobalanus sect.Prinus sp.)

ブナ科

試料名 IS1 28 No.3

環孔材で孔圏部は 1～ 2列,孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減 しながら火炎状に配列す

る。大道管は管壁は厚 く,横断面では円形～楕円形,小道管は管壁は中庸～薄 く,横断面では多

角形で,いずれも炭穿孔を有する。放射組織は同性,単列, 1～ 20細胞高のものと複合放射組織

とがある。

コナラ節は,コ ナラ亜属 (落棄ナラ類)の 中で,果実 (いわゆるドングリ)が 1年目に熟するグル

ープで,モ ンゴリナラ(Quercus mOngolica Fischer ex Turcz。 )と その変種 ミズナラ(Q.

mongohca Fischer ex Turcz.var.grosseserrata(Bl.)Rehder et Wilson), コラトラ(Q.serrata

Murray),ナ ラガシフ(Q.aliena Blume),カ シワ(Q.dentata Thunberg)と いくつかの変・ 品種

を含む。モンゴリナラが北海道 。本州 (丹波地方以北)に ,ミ ズナラ・カシワは北海道・本州 。四

国 。九州に,ナ ラガシワは本州 (岩手・秋田県以南)。 四国 。九州に分布する。コナラは樹高20m

になる高木で,古 くから薪炭材 として利用され,植栽されることも多かった。材は重硬で,カロエ

は困難,器具・機械・檸材 な どの用途 が知 られ,薪炭材 として はクヌギ(Q.acutissima

Carruhers)に 次 ぐ優良材である。枝葉を緑】巴としたり,虫えいを染料 とすることもある。
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4. 考察

同定されたクヌギ節 とヨナラ節は,古墳時代の住居構築材に比較的多 く出土することが指摘さ

れている(千野,1991)。 本遺跡では,SI-2でも壁材にクヌギ節が使用されており(未公表),本

遺跡の多 くの住居でクヌギ節・ コナラ節を構築材 として利用していたことが推定される。このよ

うな傾向は県内の遺跡で多数見られ (例 えば,パ リノ・サーヴェイ株式会社,1986a,b),県 内の

多 くの地域で構築材にクヌギ節・ コナラ節が多 く利用されていたことが考えられる。

ところで,今回の分析調査ではSI-28の構築材 1点のみが,他の住居址 とは異なるコナラ節で

あった。この結果は,住居によって構築材の種類が異なっていた可能性がある。しかし,各住居

址の同定点数が 1～ 2点であるため,実際に住居によって構築材の種類が異なっていたか否かは

断定できない。ヤ勇ずれの住居址も今回調査した以外にも構築材 と考えられる炭化材が多数出土し

ている。今後これらの炭化材についても同定を行 うことで,各住居ごとの構築材の種類構成につ

いて,よ り詳細な資料が得られることが期待される。また,水海道市西原遺跡や岩井市高崎貝塚

では,住居構築材にヌルデやハンノキ属がクヌギ節 と共に同定されており,ク ヌギ節以外にも構

築材として使用された種類があったことを示している。今回の試料は柱材 とされているが,出土

状況を見る限り主柱ではなく垂木のようにも見える。住居構築材の中でも垂木や横木のような部

位に用いられる木材は,あ る程度の強度や耐久性 とともに,大 きさ(径 。長さ)や形状 も重要な選

択基準であったことが推定される。必要とする条件を満たしていれば,ク ヌギ節以外にも使用さ

れた木材があったことが考えられる。今回調査した住居址では,ク ヌギ節・ コナラ節以外の木材

も使用された可能性がある。これについても,今後未同定の試料を同定する事で確認することが

できよう。

焼失住居址から出土する炭化材は,火災とその後の埋積課程を経て残存したものであり,当時

の組成を正確に反映しているとは限らない。このような住居址の調査を行う際には,出上した炭

化材について可能な限り多 くの点数を調査する必要がある。
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平井信二 (1979)木 の辞典 第 2巻.かなえ書房.

北村四郎・村田 源 (1979)原色日本植物図鑑 木本編〈II〉.545p.,保育社
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第 1回 中久喜遺跡炭化材の顕微錫写真

1.コ ナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種 (SI-15)「 口」)

2.コ ナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種(SI-28)No 3)

al木口,b:柾目,c:板目
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即国章童





ヤツノ上遺跡 。中久喜遺跡全景
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PL 2

中久喜遺跡全景



PL 3

調査前全景

遣構確認状況

調査全景
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第 1号住居跡

第 2号住居謝

第 2号住居跡

遺物出土状況
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第 3号住居跡

第 3号住居跡

遺物出土状況

第 4号住居跡



筆筆 |

主委予|

1鍵■
lti

■ ||

一監
｝
帝

第 6号住居跡

第 G号住居跡

遺物出土状況

'i■
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，
ゞ

一，，一一， 一一一一一．
第 7号住居跡

第 7号住居跡

出入口施設

第 7号住居跡

炭化材出土状況

す●|→:ぽ鸞

華藝|
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第 8号住居跡

第 8号住居跡

遺物出土状況
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第 9号住居跡



第 10号住居跡

第11号住居跡

第11号住居跡貯蔵穴

遺物出土状況

■・蕪:鷲
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PL 10

第12号住居跡

第 12号住居跡

遺物出土状況
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第13号住居跡



第 14号住居跡

第14号住居跡

遺物出土状況

第 15号住居跡



PL 12

攀

第15号住居跡

遺物出土状況

第15号住居跡

炭化材出土状況

第16号住居跡



PL 13

第16号住居跡

遺物出土状況

第17号住居跡

第 17号住居跡

遺物出土状況
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PL 14

第 17号住居btl電

第18号住居跡

第18号住居跡

遺物出土状況



PL 15

|ヽ

■|

1点

第18号住居跡貯蔵穴

遺物出上状況

第21号住居跡

第21号住居跡

遺物出土状況
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PL 16

慈
鮎

支

“

講1象

鎧

第22号住居跡

遺物出土状況

第23号住居跡

第23号住居跡

遺物出土状況
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1

PL 17

第24号住居跡

第25号住居跡

第25号住居跡土層
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PL 18

第25号住居跡

遺物出土状況

第25号住居跡

遺物出土状況

第26号住居跡



第26号住居lMI

遺物出土状況

第27号住居跡

第27号住居跡

遺物出上状況
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第28・ 29号住居跡

遺物出土状況

第28号住居跡

遺物出土状況

第29号住居跡

遺物出土状況



PL 21

第30号住居跡

第30号住居謝

遺物出土状況

第30号住居跡

遣物出土状況

-281-



韻

堰
蓬
鬱

第31号住居跡

遺物出土状況

第32号住居跡

遺物出土状況

第33号住居跡

遺物出上状況
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第34号住居跡

第35号住居跡

第38号住居跡
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PL 24

第36号住居跡

遺物出土状況

第37号住居跡
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第38号住居跡

遺物出土状況

第39号住居跡

遺物出土状況

第40号住居跡
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識 第41号住居跡

第42号住居跡

第45号住居跡



PL 27

撃

第45号住居跡寵

第46号住居跡

第46号住居跡

遺物出土状況
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PL 28

鶏嬢第何号住勘

ヽ

1斡 .革:第 1号掘立柱建物跡
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PL 29

第関号土坑

第99号土坑

第98号上坑 遺物出土状況

第142号土坑 遺物出土状況

第71号土坑

基爾
葵

発1憩虻

第166号土坑 第 1号井戸状遺構



PL 30

蔦
点il～

―I.

|ど
|■ ||■

i

l,|― .ィ :

t幹

第 3号井戸状遺構

第 1号炭焼窯跡

第19号土坑・ 第 2号炭焼窯跡 第 3号炭焼窯跡

第 4号炭焼窯跡 第 5号炭焼窯跡
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PL 31

2-13

2-2

2-3

住居跡出土土器 (S11,2,3)
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PL 32

3-7

住居跡出土土器 (S13,5,7)
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PL 33

7-20

8-17

8-7

9-3

住居跡出土土器 (S17,8,9)
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PL 34

住居跡出土土器 (S110,11)
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PL 35

住居跡出土土器 (S111,12,13)



PL 36

13-11

13-8

13-12

14-8

14-9

住居跡出土土器 (S113,14,15)
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PL 37

18-1

18-8

18-8

15-8

16-3

16-1

16-4

16-5

16-7

住居跡出土土器 (S115,16,17,18)



PL 38

争

'Ⅲ

Ⅲ

19-3

18-5

24‐-1

住居跡出土土器 (S118,19,21,24)

24‐-4



PL 39

23-5

住居跡出土土器 (S118,22,23)
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23-4



PL 40

25-3

25-1

25-8

27-‐ 6

住居跡出土土器 (S125,26,27)
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27-4



PL 41

28-15

27-17

27-19

27‐-24

28-7

住居鯨出土土器 (S127,28)
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PL 42

28‐-24

29-1

住居跡出土土器 (S128,29)

28‐-20
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29‐-2



PL 43

32‐-2

32-‐ 2

32-5

30-2

30-3

住居跡出土土器 (S130,32)



PL 44

住居跡出土土器 (S132,33,34,35,36)
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PL 45

42-12

住居跡出土土器 (S138,40,41,42)
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PL 46

42‐-22

42‐-18

43-8

45-5

住居跡出土土器 (S142,43,45,46)
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46-7



46‐-4

47-2

PL 47

ヒ138-13

7-50鰯 脚

7-48

19-6

住居跡,土坑,グ リッド出土遺物(S17,17,19,48,47,S K98,」 6区 )
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PL 48

SYS-2

SY 5-1

17-6

住居跡出土土製品(S113,16,17,24)炭 焼窯跡出土鉄製品(SY5,6)



PL 49

ヽ
、
ゝ

灘

11-22

警 1-5
L156-9

11-33

18-10 18-11  34-11  41-6

住居跡,上坑,グ リッ ド出土土製品 。石製品

巖∞ Ⅷ け

2-5

鶴 滲
7-7   7-6

11-23

SK88-8

-309-―

驚 -26



PL 50

④ 鯵 蔭
7-38 7-31 7-32

鶴 鶴 鱒
7-41  7‐-42  7‐-43

1戯01撥 32倉0

餞 録 建 鱒 機 饒 鬱 鬱
7-33 7-34 7-35  7-38 7-37 7-38 7-39 7-48

7笥 餞5餞69鞄 9驚 11豊91亀01亀 1

該2鴛 滋7農9艶縄鍵
"黎

7乱

18-14

住居跡,土坑出土石製品 ※「L」 は挿図番号を表す。

`! ||1          21-101       -｀  ヽ  |

鐘贔歳患と藝態Ⅲ
2-24

140‐-12

7-47
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PL 51

,1稔

麟

住居跡,グ リッ ド出土石製品(砥石 )

6-10



PL 52

|=111

静趨かゅ
・
魂

∵―
鐵

|■》

!   ■r十■

飴 .

塩1鍵
せ

遺構外出土遺物 (石器 。剰片 )
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3   L154-4   L154-5

∴す幕9亀

鮎‖瓢施剖飴

&
L154-7

葵
L154-8   L154-8

PL 53

L154-18

L154-2

凸A娃

L154-10

L155-2

遺構外出土遺物 (石器 )
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L155-4



PL 54

L155-8

幸

≡

遺構外出土遺物 (石器 )
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L158-2



PL 55

遺構外出土遺物 (石器 )。 住居跡出土鉄津(S142)



PL 56

鰺
Ⅷ 飴

観
ヽ
鞠

鶴璽

麟

Ⅷ 触

%熟
遺構外出土遺物 (1剥片 2原石,剣片 3炭化種子 )
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PL 57

』
・
療



PL 58

畷

∝
い

.

Ⅷ
姐

包含層出土遺物(2)
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PL 59

Ⅷ �

悦|

'軽

Ⅷ
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に
以
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 に
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遺構外出土遺物(1)



PL 60

∞ 悦
峯 注

| %

遺構外出土遺物(3)
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